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岐阜県飛騨市は、平成 16年 2月に 2町2村の合併により誕生した新しい市です。飛騨地

方の北端に位置し、豊かな山林と山あいを流れる数々の清流によって育まれた美しい自然

のなかにあります。

このたび、岐阜県基盤整備部古川建設事務所による主要地方道神岡河合線道路改良に伴

たいえ

い、飛騨市古川町太江にある太江遺跡の発掘調森を実施しました。太江遺跡は、その中央

じゅらく じ

部に白鳳時代に創建された古代寺院である寿楽寺廃寺の遺構が残ることでよく知られた遺

跡です。本報告書は平成 15年度に実施した発掘調査の成果をまとめたものです。

飛騨の地は山に囲まれていますが、古くから各地と盛んに交流を持ちつつ豊かな文化を

生み続けたことが知られています。遺跡の近隣には、縄文時代早期の黒鉛人押型文土器が

のぶか

出上した沢遺跡、豪華な馬具などが出土した信包八幡神社跡前方後円墳、多数の文字資料

が出土した杉崎廃寺跡など、注目すべき遺跡があります。

今回の調査では寿楽寺廃寺に関連するとみられる建物跡などを発見したほか、寺院の周

辺には寺院と密接な関係を持つ人々の暮らした集落が広がっていたことを確認しました。

集落跡から出土した多彩な遺物からは、中央との強い結びつきを保ちつつ、豊かな文化を

花開かせていた様子をうかがうことができます。本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深

めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査および出土遺物の整理・報告書作成にあたりまして、多

大な御支援• 御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、飛騨市教育委員会、地元

地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 17年 3月

財団法人 岐阜県教育文化財団

理事長日比治男
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1 本書は、岐阜県飛騨市古川町太江に所在する太江遺跡（岐阜県遺跡番号 21217-09274)の発掘

調査報告書である。

2 本調査は、主要地方道神岡河合線道路改良事業に伴うもので、岐阜県基盤整備部古川建設事務所
から岐阜県教育委員会が委託を受けた。発掘調森及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文

化財保護センターが実施した。

3 発掘調森は、八賀晋三童大学名誉教授の指導のもとに、平成 15年度に実施した。

4 発掘調壺及び整理作業の担当などは、本書第 1章第3節に一括掲載した。

5 本書の編集・執筆は小淵忠司が行った。

6 発掘調在における作業員雇用、現場管理、掘削、地形測量、空中写真測量などの業務と、出土遺

物の洗浄・注記は、株式会社ユニオンに委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

8 発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導• 御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である（敬称略•五十音順）。

相京和茂、赤澤徳明、伊藤秋男、牛丸岳彦、大野政雄、河合英夫、河内一浩、北村圭弘、

久保智康、島田敏男、千藤克彦、谷口陽一、田中彰、長屋幸二、早川万年、広瀬和雄、

藤本健三、堀正人、松本優、本永義博、三好清超、山路直充、山中敏史

古川町教育委員会（現 飛騨市教育委員会）、南光山寿楽寺

9 本文中の方位は、国土座標第VII系の座標北を示している。

10 土及び遺物の色調は、小山正忠• 竹原秀雄 2000『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社）に

よる。

11 調壺記録及び出土遺物は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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第 1章調在の経緯

第 1節調査に至る経緯

たいえ ふるかわ

太江遺跡は、岐阜県飛騨地方の北端部を占める飛騨市の南端付近、古川町太江（調査当時は岐阜県

吉城郡古川町太江）に位置する遺跡である。今回の発掘調査は岐阜県基盤整備部古川建設事務所によ

る主要地方道神岡河合線道路改良事業に伴い実施したものである。

調査地点とその周辺は、瓦や須恵器などが表面採取できる場所として古くから知られていた。大正

時代に県道神岡河合線の新設工事が行われた際、その北側に位置する曹洞宗寺院の寿楽寺の参道下か

ら大量の瓦が出土した。軒丸瓦に白鳳時代の瓦がみられたことから古代寺院が存在したと推定され、

現存の寺院名から名を採って「蔚丞ふ廃寺」、あるいは字名から「元菰廃寺」と呼はれるようになっ

た。しかし、遺物を採取できる地点はかなり広範囲にわたるため、遺跡範囲を確定できない状態が永

く続くこととなった。

平成9年度に至り、道路改良事業の実施に先立って事業の遺跡に及ぼす影響について調査すること

となり、岐阜県教育委員会が踏杏を実施した。その結果、遺跡が工事予定地内に広がっていることが

明らかとなった。その後、試掘確認調査により工事が遺跡に影響を及ぼすとみられる範囲を確定し、

平成10年度から本発掘調杏を実施することとなった。また、平成12年4月12日付「遺跡の発見につい

て（通知）」により、遺跡名は「太江遺跡」、寺院跡名が「寿楽寺廃寺跡」とされた。

（財）岐阜県文化財保護センターでは平成10年度から12年度にかけて 3次にわたる発掘調査を行い、

その成果を調査報告書『太江遺跡・寿楽寺廃寺跡』（以下、前報告書）として平成14年 3月に発行し

た。本書で成果を報告する平成15年度調森は、（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターが実施

したもので、太江遺跡としては第 4次の発掘調査となる。

第 1図 太江遺跡の位置



2 第 1章調査の経緯

第 2節 これまでの調査

前節に記した通り、当遺跡では平成10年度から12年度にかけて 3次にわたる発掘調査を行っている。

その成果については前報告書においてすでに報告しているので本書では詳述しないが、今回の調査成

果の報告に先立ち、その概略をここで紹介しておきたい。

遺跡は東西に長いため、平成9年度の踏査以来、南北方向の主要な道路等を境に束からA-Gの7

地区に分けて呼んでいる。このうち調査対象となっているのはC地区からG地区に至る 5つの地区で

ある。 G地区は今回が初めての調査であったが、 C·D• F地区はすでに調査対象地の過半を調在し

ており、 E地区は調査が完了している。 D地区では白鳳時代に創建されたと考えられる古代寺院「寿

楽寺廃寺」の遺構を確認し、さらに、出土した墨書土器から、この寺院が古代には「高家寺（たきえ

じ）」と呼ばれていたことを明らかにすることができた。また、 C·E• F地区では寺院の存続時期

とほぽ同時期の白鳳時代から平安時代にかけての集落跡を確認している。出土遺物は総数約 6万点で、

その内訳は、須恵器•土師器・灰釉陶器等、土器・陶磁器類 3 万点、瓦 2 万 9 千点、土製品•石製品・

金属製品 l千点である。

第 1表 これまでの調査一覧

調査次数 調査期間 調査面積 調査地区 主な検出遺構 主な出土遺物

第 1次
HlO. 5/11 2,000m2 C•E 地区

竪穴住居跡 7 (C地区）、 鉄製紡錘車・管玉 (C地区）
-11/10 竪穴住居跡 3• 掘立柱建物跡 1(E地区） 輸の羽日・鉄製鎌 (E地区）

H 11. 5/6 基壇跡 2・回廊跡 1• 柵跡 1(D地区）、 鴎尾•塑像・墨書土器「高家寺」・
第 2次
-H12. 2/2 

2,000m' D•F 地区
竪穴住居跡16• 掘立柱建物跡 1(F地区）

軒丸瓦•金銅製品 (D 地区）
刻書土器「寺」•暗文上師器(F 地区）

第 3次
H 12. 5/11 

490m' D地区 掘立柱建物跡 1• 平場造成跡 1(D地区） 三彩陶器•軒丸瓦 (D地区）
-12/26 

第2図遺跡の地区割
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第 3節調査の方法と経過

遺跡の本発掘調査は平成15年度に実施した。調査地の地区名については従来の呼称を踏襲しており、

今回、調査対象となったのはG地区全域 (3,200rrf)、C地区の残り部分 (380対）、 D地区の残り部分

(240対）、 F地区の残り部分 (280rriり、以上を合わせて4,100rrfである。

今回の調壺におけるグリッド設定は、以前の調杏との整合性を優先させるために、世界測地系では

なく従来通り国土座標を基にした 4mグリッドとした。これまでに遺跡全体をカバーする統一グリッ

ドが設定されたことはなかったため、今回も原点を異にする 2系統のグリッドが混在することとなっ

た。すなわち、東端に位置する C地区についてはグリッド原点・グリッド名ともに平成10年度調在の

方式を踏襲し、他方、 D• F• G地区については、平成11-12年度のD地区調杏時のグリッド原点と

グリッド名を踏襲した上で、さらに範囲を今回の調査範囲をカバーできるように拡張し、その分グリッ

ド名を継ぎ足している。

表上の掘削は煎機を使用して行い、そののち遺物包含層（以下、包含層）掘削・遺構検出・遺構掘

削を人力作業により行った。主要な遺構については平面形や土層断面を手測り実測し、観察所見を記

録した。調査区全域にわたる広域実測は、空中写真撮影実測により実施した。以下、 現地での調査

経過を記述する。

第 1週 (5/6-5/9)

5月6B、現地における作業を開始する。 G地区西半部の表土掘削を実施。

第2-6週 (5/12-6 /13) 

G地区西半部について、人力作業による遺物包含層掘削と遺構検出作業を行う。排上搬出にはベル

トコンベアを使用する。 5月12日から同作業を開始。 5月23日には手測りによる遺構実測作業を開始

する。また、 6月2日にはトータルステーションによる主要出土遺物の出土位置の記録を開始。

第7週 (6/16-6 /20) 

C地区の表土掘削作業を実施する。以後、 G地区と C地区の作業を併行する。 6月20日、地元の数

河福寿会が見学。参加者約35名。

第8-15週 (6/23-8 /22) 

C地区の包含層掘削作業を開始し、順次、遺構検出・遺構掘削作業に移行する。 G地区西半部は遺

構掘削作業に移行する。 7月23日、 G地区において小学生を対象とした体験学習会「タイムスリップ

探検隊」を開催。参加者は33名。

第16週 (8/25-8 /29) 

新たにF地区とD地区の表土掘削作業を実施する。以後もG地区と C地区の作業は併せて続行する。

第17週 (9/1-9/5)

9月1日、出土遺物の洗浄・注記作業を開始する。 9月2B、G地区西半部と C地区の空中写真撮

影測量を実施する。 9月3B、H本大学非常勤講師河合英夫氏及びH本大学学生・大学院生 8名、来

訪。
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第18-20週 (9/ 8,..,., 9 /26) 

F地区の包含層掘削作業を開始し、順次、遺構検出・遺構掘削作業に移行する。 G地区の東半部の

表土掘削作業を行い、順次、人力掘削作業に移行する。

第21-25週 (9/29-10/31) 

D地区の包含層掘削作業を開始し、順次、遺構検出・遺構掘削作業に移行する。以後、 G地区東半

部と F地区.D地区の作業を併行する。 10月 22 日 ~23 日、指導調査員の三重大学名誉教授八賀晋氏よ

り指導を受ける。 10月24日、南山大学教授伊藤秋男氏、古川町教育長政井亮ー氏、同文化財保護審議

委員大野政雄氏ほか、来訪。

第26週 (11/4-11/8)

11月5日、 G地区東半部と F地区・ D地区の空中写真測量を実施する。 11月8日、現地説明会を開

催、参加者137名。

第27-31週 (11/10-12/12)

各地区、遺構の断ち割り調査を中心に作業を行い、完了した地区から埋め戻し作業を実施する。 12月

10日、埋め戻し作業完了、発掘作業完了。

第32週 (12/15-12/17)

12月16日、現地における出士遺物整理作業完了。 12月17日、遺物等の撤収作業完了。

以後、平成16年度まで、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター飛騨出張所において、整

理作業及び報告書作成作業を行った。

発掘調査及び整理作業の体制は、以下の通りである。

平成15年度 平成16年度

理事長 日比治男 日比治男

副理事長 高橋宏之 高橋宏之

副理事長 平光明彦 平光明彦

常務理事兼センター所長 福田安昭 福田安昭

経営課長 川瀬崇敏 川瀬崇敏

調査部長 武藤貞昭 川部誠

飛騨出張所長 上原真昭 小谷和彦

担当調査員 森下茂司小淵忠司 小淵忠司

幣理作業従事者 上田里香垣添敦子清田由美子瀬戸幸子田井孝子所洋子

前畑裕美村田明美柚村幸子横山美寧子脇淵純子
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第 2章遺跡の立地と環境

第 1節地理的環境

飛騨市古川町の地形は、北西に向けて流路をとる宮川の流域の沖積低地と、それを取り巻く標高

1,000m前後の山地から形成される。沖積低地は500mから1,500mほどの幅を持って南に隣接する高

山市国府町から連続して広がっており、一般には国府古川盆地と呼ばれている。

沖積低地を取り巻く山地は、船津花岡岩類や濃飛流紋岩、それに手取層などからなる。船津花岡岩

類は飛騨地方北部を中心に広く分布する。遺跡所在地は分布範囲の周縁部に当たるため、入手が容易

な岩石である。発掘調査では、住居のカマドの袖石や建物の礎石として利用されたことが確認されて

いる。濃飛流紋岩は火山活動によって形成された火砕流の堆積物であり、恵那山付近から白川村に至

る岐阜県の面積の 3分の 1に及ぶ広大な範囲に分布する。遺跡周辺では宮川流域の沖積低地より西側

に広く分布している。手取層は礫岩、砂岩、泥岩からなる。宮川を東西に横切るように帯状に分布し

ており、遺跡の南方、すなわち遺跡から谷を挟んだ向かい側にみられる。

遺跡の所在地は国府古川盆地の北西隅付近であり、東側から流下する太江川と宮川との合流点から

谷の方へ 1kmほど人った地点である。太江川が流れる谷の西端に広がる扇状地の中程に位罹する。北

に山を背負い、南に開けた日当たりの良い緩斜面である。遺跡は概ね標高510m台の範囲に広がるが、

扇状地下の谷の平坦面との高低差が10m以上あり、さらに扇状地の末端部が急な崖状の地形となって

いるため、高台に位置するとの印象を強く受ける。

0 1 km 一
｀憑飛流紋岩

● 遺跡位置
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第2節歴史的環境

さわ

太江遺跡のある飛騨市古川町は、考古学上は縄文時代早期の押型文士器が出土した沢遺跡、豪華な
のぶか

馬具類が出土した信包八幡神社跡前方後円墳などで知られるが、古代寺院の密集地としても注目され

る。律令時代には飛騨国は下国とされ、その規模は決して大きくなかったにもかかわらず、古代寺院

跡は14箇所が確認されている。

古川町内の古代寺院跡としては、当遺跡の中心部に位置する寿楽寺廃寺跡のほかに、且砿廃寺跡、
ふるまち くなか

沢廃寺跡、古町廃寺跡、久中廃寺跡がある。このうち発掘調査が行われているのは、杉崎廃寺跡と古

町廃寺跡である。

杉崎廃寺跡は当遺跡から1.5kmほど西方の位置にある。水田中に残る礎石群と塔心礎の存在が古く

から知られ、県の史跡となっている。平成 3 年度から 7 年度にかけて行われた調査の結果、塔• 金堂・

講堂•中門・鐘楼・僧坊を備えた整然とした伽藍配置が確認された。瓦類の出土鼠が少なく、軒瓦が

皆無であることから、檜皮鮮きの建物で構成されたと考えられている。瓦葺きの建物がなかったこと

から創建時期は寿楽寺廃寺よりは遅れるとみられ、 7世紀末頃と推定される。県内初の古代木簡（郡

符木簡）や「見寺」と墨書された須恵器が出土した。 9世紀初頭にば焼失したことが確認されている。
かんまち

古町廃寺跡は当遺跡の南方約3.5kmに位置する。後述する上町遺跡の調査において、昭和63年に発

見された。調壺範囲が限られていたため明確な寺院関連遺構は検出されていないが、約2,000点の瓦

類が集中して出土したことから寺院跡と推定されている。
のぷかなかはらだ おかまえ

古代寺院跡以外で時期的に重なる遺跡では、信包中原田古窯跡、岡前遺跡、上町遺跡が当遺跡の歴

史的環境を考える上で重要である。当遺跡の西方 3kmに位置する信包中原田古窯跡は瓦と須恵器を焼

成した窯跡である。当遺跡でこれまでに確認されている 7 型式の軒丸瓦の内、 I 型式• VI型式と同箔

の軒丸瓦が出土している。岡前遺跡は杉崎廃寺跡の北隣に位置し、当遺跡からも1.5kmほどしか離れ

ていない。縄文時代と古代の複合遺跡である。平安時代の竪穴住居跡を検出したほか、飛騨地方で初

めて和同開称が出土したことが注目される。上町遺跡は当遺跡の南方約 4kmに位置する。昭和62年以

来これまでに 7地点の発掘調査が行われ、調査面積はすでに15,000m2を超えている。古墳時代から

中近世にかけての遺構が広範囲に分布することが確認されており、遺跡の規模は南北1.5km、東西500m

の範囲にわたると考えられている。古代の遺構としては多数の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出され

た。整然と配置された大型掘立柱建物群が確認されていることから、官術的性格を窺うことのできる

遺跡である。
なかのおおぼらたいら

以上のほか、当遺跡の南方 2kmの中野大洞平遺跡では、縄文時代から奈良時代にかけての集落跡が
にしがほら

確認され、奈良時代の竪穴住居跡が検出された。 3.5km西方に位置する西ヶ洞廃寺跡では、平安時代

に盛行する山林寺院の跡が確認されている。
ごばんやしき

遺跡周辺部に目を向けると、遺跡の西隣には縄文時代の集落跡である御番屋敷遺跡がある。昭和29年

に開田工事に伴って 7基の住居跡が発見され、その内 l基が発掘調査された。飛騨地方の発掘史の上

で注目される遺跡である。また、発掘調在は行われていないものの、遺跡周囲の山麓には太江多度古
ちゅうがの

墳群、太江中ヶ野古墳群などの古墳群が分布し、寺院建立以前に太江に人々の定住が始まっていたこ

とを窺うことができる。
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たきえ

太江遺跡の中心部に位置する寿楽寺廃寺跡では、平成11年度調査において「高家寺」の墨書が記さ

れた須恵器が出土した。このことから寿楽寺廃寺が郷名を冠した名で呼ばれたことが明らかとなり、
あらき

それとともに、遺跡所在地が古代には荒城郡高家郷に属していたことが判明した。ところで、飛騨の

古代寺院の存在が初めて文献に現れるのは、『日本書紀』朱鳥元年 (686)十月丙申条で、大津皇子の
こうじん

謀反に関わった新羅の僧行心が「飛騨国伽藍」に配流されたとある。この記事から、西暦686年の時

点ですでに飛騨国に寺院が造営されていたことと、その存在が中央にも認識されていたことがわかる。

これまでに知られている飛騨の古代寺院の中で、この時期までに建立されていた可能性のある寺院が

寿楽寺廃寺以外には見当たらないことから、「飛騨国伽姫」は寿楽寺廃寺を指す可能性が高いと考え

られている。なお、寺院跡の中心部と推定される位置に建つ曹洞宗寺院南光山寿楽寺の開山は元禄初

期 (1690年頃）とされるが、 12世紀に写経された「大般若経」が寺宝として伝わっており、前身寺院

が存在した可能性がある。

遺跡が飛騨と越中とを結ぶ主要な街道に面していることも見逃せない。太江川に沿って東方に約
かんばら

5 km登れば難所である神原峠に達し、峠を越えると飛騨神岡を経て越中に至る。峠への登り日に当た

る交通の要衝に位置するという立地条件が寺院の建立に当たり考慮されたことは、想像に難くない。

第5図太江周辺の遺跡
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第3節遺跡の甚本層序

調査地の大部分は近年まで畑地として利用されていたため、近年の攪乱はあまりみられず、概ね層

序は安定している。ただし、遺物包含層が比較的厚く遺物が豊富である割に遺構の残存状態が良好で

はなく、そうした傾向は今回初めて調査したG地区において特に顕著であった。遺跡が扇状地の斜面

上に位置しているため、流水により遺構が損なわれることが度々あったためとみられる。

層序の判断に当たっては、平成10年度から13年度にかけての調査時の所見を参考とした。しかし、

調査が複数年度にわたり続いたことにより層番号等を整理し直す必要が生じたため、層名や層番号は

前報告書のものをそのまま踏襲はしていない。各地区の堆積状況に大きな相違がみられなかったこと

から、基本屑序では全地区共通の層番号としている。なお、基本層序では層番号にローマ数字を用い、

遺構埋土では算用数字を用いて区別した。

I層は表土であり、畑耕作土や近年の盛土などで近現代製品を含む。 F地区には近世の遺物を多く

含む層があり、これは I2層とし区別した。 II層は古墳時代後期から古代にかけての遺物包含層で、

後世の遺物混人は少ない。巻末の「遺物包含層一覧表」にグリッド毎の遺物組成と破片数を明示して

あるので参照されたい。 III層.IV屑は遺物を含まない地山である。遺構検出面は皿層上面を基本とす

るが、皿層が存在しない区域では1V層上面で検出している。なお、遺構埋士は多くの遺構では黒褐色

シルトであったが、 III層との判別は容易ではなかった。そのため、実際には地山を少し掘り下げたレ

ベルで遺構を検出したケースも多い。

G地区

(87Wグリッド中央） (79Vグリッド中央） F地区 (30Cグリッド南端）

511.5 — 
m 

511.0 -

510.5 -

510.0 -

"~ 

I 2.5YR3/l黒褐色-10YR3/3賠褐色シルト
径20cmまでの礫を多く含む
表土（畑耕作土•近年の客土を含む）

Il 2.5YR4/2賠灰色-1DYR3/3暗褐色シルト
径1cmまでの礫を多く含み、径30cmまでの礫も少量含む
炭を少量含む しまり 1II層より弱い遺物包含層

Il 2 10YR4/2灰黄褐色砂礫 砂と径30cmまでの礫の混合
山崩れ等による堆積と推定 遺物包含層

III 2.5Y3/l黒褐色-25Y2/l黒色粘質シルト
礫を含むがIl層より少量である しまり Il屑より強い 地山

[V 2.5Y5/6黄褐色粘質シルト 径30cmまでの礫を含む
しまり 1II層より強い 地山

519.0 -
m 

518.5 -

513.5 -

I 10YR3/2黒褐色シルトと10YR5/8黄褐色シルト (IV層土）の混合
径30cmまでの礫を非常に多く含む
しまり1V層と同じくらい強い 表土（多くは近年の客土）

I 2 10YR4/2灰黄褐色シルト 径30cmまでの礫を多く含む
しまり1V層より弱い 遺物包含層（主に近世）

IV 10YR5/8黄褐色シルト G地区にくらぺ砂質である
径30cmまでの礫を非常に多く含む しまり I2屑より強い 地山

D地区 (24Gグリッド中央）
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514.0 - C地区 (12Lグリッド中央）
m 

II 

I IOYR3/2黒褐色シルト 礫を含むが少量である
しまり Il層より弱い 表土（畑耕作土）

Il IOYR3/2黒褐色シルト 径30cmまでの礫を含むが11l層よりは少ない
しまり 1II層より弱い 遺物包含層

III IOYR2/l黒色粘質シルト 径50cmまての礫を含むがIV層よりは少ない
しまり Il層より強い地山

IV IOYR5/6黄褐色砂微砂～粗砂が混合径50cmまでの礫を多く含む
しまり 1II層より強い地山

第 6図遺跡の基本層序
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第3章検出した遺構

第 1節遺構の概要

今回の調査で検出した遺構の総数は845基である。地区別では、 G地区644基、 C地区112基、 F地

区36基、 D地区53甚となる＼

遺構の残存状態が必ずしも良好ではなかったため、検出が非常に困難なケースが多く、検出したも

のの、形状や構造を把握するのが難しい遺構も少なくなかった。そのため、形状や推定される使用目

的等を考慮した独自の分類を行った。遺構の名称についても、実情にあった呼び方を選択した。例を

挙げれば、当遺跡では遺構検出面上に焼上が堆積した状態で検出されるものや、浅い穴の中に焼土が

堆積した遺構が多数みられるが、本書ではそれらを一括して「焼士堆積遺構」と呼んでいる。また、

地表面を竪穴状に掘り窪めた大型の穴は一般に「竪穴住居跡」とされるが、当遺跡の場合、住居跡と

考える根拠に乏しいケースが多いことから「竪穴建物跡」と呼んでいる＼ピットと士坑は、前者が

小型の穴、後者がそれより大型の穴、という使い分けをしているか、寸法で厳密に区分はしていない。

それよりも柱穴の可能性のあるものはピットとする分別法を優先させた。

調査方法についても、遺構種別ごとにそれぞれ最もふさわしいと思われる手法を選択したため一様

ではない。竪穴建物跡• 土坑• 溝では掘削に当たりセクションベルトを設けて士層断面を観察しつつ

底面まで掘り下げる掘削法を採ったが、ピットでは検出後に一段（約 5cm)下げて柱痕部の有無確認

等を行い、空中写真撮影後に断ち割って断面形や埋土の状況を確認する手法を採った。また、焼土堆

積遺構や特に検出困難な一部の竪穴建物跡では、平面形を確認後に直ちに断ち割って断面観察を優先

させる調在法を採らざるを得なかったケースもある。

遺構種別と各々の基数、それに地区別の内訳は第 2表の通りである。

第2表遺構集計表

遺構種別
G地区 C地区 F地区 D地区 合計

(3,200mり (380mり (280mり (240mり (4,100mり

竪穴建物跡 ， 5 2 2 18 

ピ ツ 卜 558 90 31 46 725 

（掘立柱建物跡） (4) (1) (5) 

（礎石建物跡） (1) (1) 

焼土堆積遺構 17 5 1 23 

土 坑 28 10 3 3 44 

溝 31 1 32 

井 戸 1 1 

石 列 1 1 

集 石 1 1 

合 計 644 112 36 53 845 
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ピットとした遺構の中には、柱穴や杭穴の可能性があるものが含まれる。配置や遺構間の寸法を検

討することにより、掘立柱建物 5軒、礎石建物 l軒を見出している。

ほとんどが古墳時代後期から平安時代の時期に属する遺構であり、それ以外では古墳時代中期と近

世の遺構が少数ながらみられる。近代以降の生活痕跡については遺構として扱わず、「攪乱」扱いと

して平面図でもケバ付き破線記号で上端平面形のみを表示している。なお、遺構各々の年代について

は、出土遺物全体を分析した上で第 5章において現時点での見解を提示した。

遺構番号については、調在現場で検出時に与えた番号をそのまま本書でも用いた。これは、発行後

における原資料との照合や再検証等の機会において、支障を来す可能性を最小限とするために採った

措置である。完全な連番となっていないのは、一旦番号を与えたものでも精査の過程で遺構ではない

と判断できたものについては遺構登録を抹消し、その番号を欠番としているためである。この番号は

通番であり、遺構種別ごとに番号を分けることは行っていない。「 1号遺構（ピット）」のように遺構

種別を付して表記している。遺構内で検出した遺構内付属遺構とでも言うべきもの、例えば竪穴建物

跡の床面で検出したピットなどは、「100-1号」のように本体遺構番号のあとに枝番号で表示した。

各地区の遺構番号の割り振りと概要は次の通りである。

G地区 (1号-684号遺構）

遺跡の西端に位置し、寿楽寺廃寺からは最も隔たった地区である。今回初めて調査を実施した。調

査前は大部分畑地で、一部は宅地であった。扇状地の南向き斜面に位置する。遺跡内で最も傾斜の急

な地区であり、また最も湧水の激しい地区でもある。そのため遺構の残存状態は良好とは言えず、遺

構の検出は極めて困難であった。

竪穴建物跡や掘立柱建物跡を検出したほか、「寺」のヘラ書きのある須恵器 l点が出土した。東端

部では遺構密度が極めて希薄となる。

C地区 (1002号-1136号遺構）

今回の調査区域は、平成10年度に調査を実施した 2つの調査区域に挟まれる。束隣接地では遺構は

検出されておらず、西隣接地では住居跡とみられる竪穴建物跡 7基などを検出している。

南向きの緩斜面に位置しており、調査前ば畑地であった。平安時代の須恵器と灰釉陶器多数が出土

した竪穴建物跡 (1083号遺構）を検出した。

F地区 (2001号-2036号遺構）

南向きの緩斜面に位置している。調査前には過半部分が畑地であったが、東端部は宅地であった。

西隣接地は平成11年度に調査を実施しており、今回の調査区域から30mほど離れた地点で住居跡とみ

られる竪穴建物跡が密集することを確認している。

今回の調査区域では、竪穴建物跡を検出したほか、「高家寺」の墨書のある須恵器1点が出土した。

D地区 (3001号-3056号遺構）

調壺区域は南向きの緩斜面に位置しており、調査前は畑地であった。東隣接地では、平成11年度か

ら12年度にかけて実施した調査において寿楽寺廃寺の基壇や回廊跡などを確認している。西は平成10

年度に調査し、住居跡とみられる竪穴建物跡や掘立柱建物跡を検出した E地区に隣接する。

今回の調査では寺院関連遺構とみられる礎石建物跡を検出した。掘立柱建物跡や竪穴建物跡も検出

している。「寺」のヘラ書きのある須恵器 1点が出土した。また、瓦が多数出土した。
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第2節から第 5節において、主要な遺構について遺構種別毎に報告する。遺構内から出土した遺物

については巻末の「遺構一覧表」に層毎の出土破片数を記してあるので、参照されたい。実測図を図

示した個体については本文中に一覧表を掲載してある。

第 2節竪穴建物跡

平成10年度から12年度にかけて行った調査では、 C地区、 E地区、 F地区において、住居跡である

ことの明らかなカマドを備えた竪穴建物跡を検出している。今回の調査でも同様の遺構を多数検出で

きるものと予想したが、調査結果は当初の予想とは非常に異なる様相を呈することとなった。

まず、検出基数では、予想を下回る結果となった。平成11年度の第 2次調介時にF地区で確認した

ような、複数の竪穴建物跡が密集する状況を、今回は見出すことはできなかった。これは主として、

今回の調査の中心となったG地区において遺構の残存状態が良好でなかったことに起因する。そのた

め、今回の調壺区域については集落の範囲や変遷などを考察する際には、残存する遺構から十分なデー

タを得ることができず、以前の調査区における成果との比較検討が難しいと判断される。

遺構の構造や性格についても、相違がみられる。今回の調査で検出した遺構には、上記のような力

マドを備えた典型的な竪穴住居跡といえる遺構は極めて少なく、竪穴構造ではあるが住居跡と呼ぶに

は無理がある遺構が大半を占めた。検出した竪穴建物跡18基のうち、明確にカマドが確認されたのは、

531号遺構、 1083号遺構、 3032号遺構の 3基にとどまり、ほかにはカマド想定位置に焼土の堆積がみ

られる例として100号遺構、 410号遺構、 650号遺構を見出せる程度である。したがって、今回、竪穴

建物跡とした遺構の中には、住居としての性格を持たない施設も含まれるものと考えられる。

特に小型である場合を除き、竪穴建物跡では確認されるのを通例とする屋根を支える柱の痕跡につ

いても、確認事例は極めて限られる。 3032号遺構のケースが該当する可能性が高いほかは、 1083号遺

構にその可能性があるにとどまり、整然と柱が並びはしないケースが大半を占めるのである。また、

貼り床を施している例はなく、床面に周溝が巡る例もない。ただし、この 2点は今回の調査区域に限っ

たことではなく、以前の調査区域でも同様であった。

以上のように遺構の分布状況や構造の把握という面での成果は限定されるものの、出土遺物の面で

は大きな成果を収めることができた。詳しくは第 5章で述べることとするが、 1083号遺構や2001号遺

構の出土遺物は、当地域の古代土器研究に寄与するところの大きい一括資料である。

以下、各々の遺構について報告する。遺構の深さの記述に当たっては、遺構内の柱穴やカマドなど、

遺構内付属施設を除いた箇所での計測値を採用した。

100号遺構（第7図）

G地区の83X• 84 X• 84 Y• 85 Xグリッドに位置する。検出面はm層上面である。残存状態は当遺

跡では良好な部類に属する。平面形は不整な方形で、長軸430cm、短軸407cmを測る。埋土は全体に均

質な土層が安定してみられ、自然埋没と考えられる。深さは確認面から最大で35cmを測る。斜面上方

側となる北壁際の、中央から西へ約 lmずれた位置に焼石を含む焼上の堆積が認められた。検出位置

から判断して、ここにカマドが設けられていた可能性が高いが、カマドらしい構造は全く残っていな

かった。床面でピット 2基を検出したものの、このうち100-1号遺構は埋土から須恵器無台碗が出
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土していることから後世の遺構である可能性がある。したがって竪穴内に柱は並ばず、主柱を持たな

い構造を採っていたと考えられる。

焼土の堆積をカマドの残骸とみるならば、当遺構は竪穴住居の跡と考えることができる。ただし、

鉄滓 (20)が出土していることから、鍛冶工房の性格を併せ持つ建物であった可能性がある。

出土遺物では、床面に半ばめり込んだ状態で出土した、ほぼ完形の大型の須恵器甕 (19)が注目さ

れる。

第3表 100号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

1層
須恵器杯蓋 (7) • 杯身 (8) • 摘み蓋 (9・10) • 有台杯 (12• 13) • 有台皿?(15) • 
鉢 (16)、土師器高杯 (17)、刀子 (21)、鉄滓 (20)

2層 須恵器無台杯 (11)、土師器甕 (18)

床面直上 須恵器甕 (19)

100-1号 1層 須恵器無台碗 (14)

197号遺構（第 7図）

G地区の85V• 85W• 86V• 86Wグリッドに位置する。検出面はIV層上面である。

残存状態は比較的良好であるが、斜面下方側となる南壁は壁の立ち上がりが明瞭ではない。平面形

は不整な長方形である。長軸538cm、短軸223cmを測る。埋土には炭や焼士を多く含む。

床面でピット11基を検出した。これらの配償に規則性を見出すのは不可能ではないが、焼土との位

置関係からみて、柱穴と断定できるような遺構ではないと判断する。床面には焼土の堆積が広範囲に

みられ、遺構内からは焼石が12点出土した。それらの中の 3 点は砥石で (41• 42• 43)、原位置を保っ

ているとみられる41は、床面に掘り込まれた浅い焼土堆積土坑に埋め込まれた状態で検出された。そ

れ以外にも表面が被熱による劣化のため断定はできないものの、焼石の中には砥石の可能性があるも

のが含まれる。なお、 197号遺構を検出した86Vグリッドでも、包含層II層から砥石が出土している

(464)。

砥石が出土したことと、出土遺物に刀子 (21)や鉄滓 (20)がみられることから、鍛冶工房の性格

を持つ建物跡である可能性が高いであろう。ただし、焼土を持ち帰り、水洗選別を実施したところ、

鍛冶作業の存在を裏付ける微細な遺物を確認することはできなかった（第21表）。

第4表 197号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

須恵器摘み蓋 (24•25• 26)• 無台杯?(27) • 有台杯 (28• 29• 30) • 無台碗 (33)•
l層 無台碗? (31• 32) ・鉢 (36) ・壺または鉢 (34)、土師器甕 (38• 39• 40) • 

製塩士器 (37)、砥石 (42• 43) 

197-12号 1層 須恵器鉢? (35) 

197-14号 1• 2層 不明金属製品 (44)

197-14号 2層 砥石 (41)
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230号遺構（第18図）

G地区の83V• 84 V• 84 Wグリッドに位償する。検出面はIII層上面である。残存状態は比較的良好

であったが、検出後に上方からの湧水により損なわれた。そのため、断面図間で標高値が厳密には合っ

ていないことをお断りしておきたい。平面形は長方形で、長軸282cm、短軸197cmを測る。埋上は全体

に均質な土層が安定してみられ、自然埋没と考えられる。深さは確認面から最大で14cmを測る。

遺構の性格は不明であるが、単独の建物跡とみるには小型であることと、後述する 2号掘立柱建物

跡と位置的に重なることから、掘立柱建物の内部施設の可能性を考えてよいであろう。

出土遺物では、刀子 (55) と鉄鏃 (56)が注目される。

第 5表 230号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

l層
須恵器杯蓋 (47) • 杯身 (48) • 摘み蓋 (49) • 無台杯 (50• 51) • 有台杯 (53) ・
甕 (52)、土師器甕 (54)、刀子 (55)、鉄鏃 (56)

246号遺構（第 8図）

G地区の81U• 82 U• 81 Vグリッドに位置する。検出面はIII層上面である。全体規模と形状は不明

であるが、東西420cm以上、南北336cm以上を測る。深さは確認面から最大で38cmを測る。埋土は全体

に均質な士層が安定してみられ、自然埋没と考えられる。

当遺構で注目されるのは、須恵器を主とする多くの遺物が良好な状態で出上していることである。

須恵器の律令時代器種が現れる前の時期の典型的な遺物組成を示す遺構と言える。近辺の包含層から

も、須恵器高杯 (387)、須恵器甕 (409)、土師器甑 (436) など、良好な状態の須恵器・土師器が多

数出土しているほか、隣接する250号遺構（溝）や260号遺構（溝）も同様に遺物が豊富である。

カマドらしい焼上は検出されず、床面にピットは認められなかったことから住居跡と考えるには根

拠に乏しく、遺構の性格は不明である。

第 6表 246号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

須恵器杯蓋 (59• 60• 61• 62) • 杯身 (63• 64• 65• 66) • 高杯 (67• 68) • 腿 (72)•

l層 短頸壺 (69) ・壺 (70) ・甕 (71)、土師器杯 (73• 7 4) • 高杯 (75) ・甕 (76)、
釘? (77) • 刀子 (78)

269号遺構（第18図）

G地区の83V• 83Wグリッドに位置する。検出面はIII層上面である。平面形は三角形を里するが、

これが本来の形状とみてよいか疑問が残る。遺構切り合い関係の観察から、 2号掘立柱建物跡より新

しい遺構であることが判明している。刀子 (92)が出土した。

第 7表 269号遺構出土遺物

出土層位

1層 二
器 種（遺物番号）
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410号遺構（第11図）

G地区の78D• 78 E• 79 D• 79 Eグリッドに位置する。検出面はIII層上面である。平面形は一辺

4m台の方形となると推測される。深さは確認面から最大で15cmを測る。埋士は全体に均質な士層が

安定してみられ、自然埋没と考えられる。

床面にピットは認められないものの、カマド想定位置に焼士の堆積が認められることから、住居跡

である可能性が高いであろう。ただし、焼土堆積部にカマドらしい構造は認められない。

図を掲載できる遺物はないが、小型の鉄滓 1個体が出土している。

531号遺構 （第 9・10図）

G地区の70A• 70B• 70C• 71A• 71B• 71Cグリッドに位置する。検出面はIII層上面である。平

面形は方形で、長軸453cm、短軸400cmを測る。遺構埋上と地山土の判別が難しく、さらに 4基の焼士

堆積遺構と切り合っていることから検出は特に困難であった。深さは確認面から最大で27cmを測る。

埋土は全体に均質な士層が安定してみられ、自然埋没と考えられる。

斜面上方側となる北壁際の、中央から東へ約 lmずれた位置でカマドを検出した。カマドの袖は左

右とも芯材に扁平な石を用い、その周りをシルトで被覆する構造を採っている。袖を被覆するシルト

はそのまま垂直気味に立ち上がる奥壁を形成している。支脚は確認されなかった。

床面にはピットは 1基しか認められないものの、カマドが確認されたことから住居跡と考えてよい

であろう。ただし、出土遺物中に鉄滓 1個体 (138)がみられることから、鍛冶工房の性格を併せ持

つ建物跡の可能性がある。

第8表 531号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

2層
須恵器杯身 (133) • 小型無台杯 (134) • 無台杯 (135• 136)、土師器甕 (139)、
鉄滓 (138)

カマド床面直上 須恵器無台杯 (137)、土師器甕 (140)

650号遺構（第11図）

G地区の72B• 72 C• 73 Bグリッドに位置する。検出面はIII層上面である。平面形は方形となると

みられるが、規模は不明である。深さは最大で13cmを測る。カマド想定位置に焼土の堆積が認められ

ることから、住居跡である可能性が高いであろう。ただし、焼土堆積部にカマドらしい構造は認めら

れない。

出土遺物は土師器の小破片のみであり、図示できるものは出土していない。

653号遺構（第11図）

G地区の73B• 74 Bグリッドに位置する。検出面はIII層J:.面である。深さは最大で11cmを測る。形

状と規模、それに遺構の性格は不明である。

第9表 653号遺構出土遺物

出土層位

1層 三
器 種（遺物番号）
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1005号遺構・ 1006号遺構（第12図）

C 地区の 16K•17J ・ 17K• 17Lグリッドに位置する。検出面はIV層上面である。深さは1005号が

15cm、1006号が12cmと浅い。残存状態が良くないため検出困難であったが、 2基の切り合う竪穴建物

跡と判断した。ただし、建物跡らしい構造が認められず、 1006号遺構の平面形が極めて整わないなど

疑問点が多く、いずれも遺構の性格は不明と言わざるを得ない。 1006号遺構には図示できる出土遺物

はなし'o

第10表 1005号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

1005号遺構 1層 i 須恵器摘み蓋 (173)、土師器甕 (174• 175)、砥石 (176)

1083号遺構・ 1136号遺構（第13• 14図）

C地区の15L• 15M• 16 L• 16M・171・17Mグリッドに位置する。検出面はIV層上面である。現

地での調杏時には、 1083号遺構が1136号遺構を切ると解釈した。ただし、検出が極めて困難であった

ことや、遺構の構造に十分把握しきれない点が残ることから、 1136号遺構の部分を1086号遺構の部分

補修ないし棚状施設と捉えるなど、別解釈の余地を残している。 1136号遺構は大半が残らないため、

以下、 1083号遺構を中心に報告する。

1083号遺構は、長軸732cm、短軸538cmを測る大型の竪穴建物跡である。当遺跡では最大の規模であ

り、また、最も情報量の多い遺構でもある。検出面からの深さは、西半部では最大48cmを測るが、西

半部と東半部とで床面の高さに段差を持つ構造を採るため、東半部では22cmにとどまる。

床面では42基に及ぶピットを検出している。このすべてが人為的な遺構と考えられるわけではない

ものの、竪穴内での活動的な生活痕跡と捉えることはできるであろう。位置から判断すれば1083-1• 

2• 3• 4号遺構には主柱穴の可能性があると言えるが、定かではない。

北壁際の、中央より lmほど西寄りの地点に焼石を含む焼土の堆積が認められ、精査の結果、カマ

ドを検出した。両袖の石と天井石、それにカマド中央付近に立石が認められる。向かって左側の袖で

は原位置を保っている石を 2個、右側の袖では原位置を保つ石2個と動いている石 1個を検出した。

残存する天井石は 1個で、左袖側は袖石にのった状態を保っていた。袖石を枯土等で被覆した痕跡は

認められなかった。立石は、火床と推定される床面比熱部よりやや奥の位置に、立ったままの状態で

残存していた。カマドに掛ける煮炊具をのせる支脚の役割を果たしたとみられる。これらの石はいず

れも熱を受けている。

カマドの位置が通例より竪穴壁面から離れているのが不可解である。カマド奥壁から竪穴の北壁ま

では lm近く離れており、これでは煙を竪穴外に排出するのが困難である。煙出しのための特別な工

夫が必要となったはずであるが、煙道の構造を把握することはできなかった。

埋土の状況は、出土遺物の接合関係や遺物組成を視野に入れた場合、かなり複雑となり、解釈が難

しい。まず、 1層には、 2層以下ではあまりみられない須恵器の無台杯など、律令時代後期以前の器

種が多く混在する。また、 2層以下では良好な個体が多い灰釉陶器は、 1層中には破片としては認め

られるものの図示できる良好な個体がみられない。つまり包含遺物が2層以下に比べ均質ではなく、

遺物包含層の遺物組成に近いと判断される。これに対して、 2屑以下は比較的安定した層とみること
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ができる。 C地区の包含層には灰釉陶器は目立たないにもかかわらず、 2層以下に灰釉陶器が、それ

も良好な状態で包含されていることから、それらは後世の流れ込みなどではないことは明らかである。

遺物接合関係を検討したところ、 1層と 2層、 1層と 3層、 1層と 4層、 2層と 5層、 3層と 4層、

以上5組において破片の接合が確認された。特に 1層と 2層、 3層と 4層、この 2組において多数の

破片の接合が認められた。このことから 1層と 2層との間、それに 3層と 4層との間の境目が、実測

図に示したよりも実際には幾分あいまいであった可能性がある。遺構内のピット埋土との接合関係で

は、 2層とのみ接合が確認されている。

なお、 3層で出土した土師器甕上半部が、隣接する1136号遺構の 1層から出土した土師器甕下半部

と接合した (215)。このことから 3層は1083号と1136号がともに廃絶したのちに1136号側から流人し

た、 1136号に由来する層であると考えられる。あるいは 3屑と1136号の 1屑とを連続する同一層と捉

え直し、両者を一つの竪穴建物跡と解釈すべきかもしれない。

出士遺物量が極めて多いのが1083号遺構の最大の特徴である。破片数で数えて1,105点の遺物が出

土しており、 58個体を図示した。灰釉陶器と須恵器の律令時代後期器種に残存状態の良好な個体が多

く、当地域における灰釉陶器普及後の典型的な遺物組成を示す事例として、特に注目される。 1083号

遺構で出士した須恵器と灰釉陶器については、第 5章でも取り上げるので参照されたい。

遺構の性格は、残存部分がごく一部に限られる1136号遺構についてはよくわからないが、 1083号遺

構についてはカマドが設けられていることから住居跡と考えてよいであろう。土器類の出士量が非常

に多いこと、出土遺物に管玉や飾り金具といった出土例の稀なものがみられること、それに灰釉陶器

普及後の時期の竪穴建物としては異例と言える大型の建物であることから、富裕層の住居跡と考えら

れる。

第 11表 1083号遺構・ 1136号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

須恵器無台杯 (182)• 無台碗 (183• 184• 185• 186• 187• 188• 189)• 有台碗 (197)•

1083号遺構 l層 有台盤 (202) ・鉢 (207)、土師器甕 (209• 210) • 手捏土器 (216)、平瓦 (226)、
釘? (229) • 刀子 (231)、砥石 (234) • 磨製石斧 (233)

須恵器摘み蓋 (177) • 無台碗 (190• 191・192) • 有台碗 (198• 199• 200) • 
1083号遺構 2層 有台盤 (203) 、土師器甕 (211 ・ 212• 213)、灰釉陶器碗 (217• 218) • 皿 (221)、

飾り金具 (227)

須恵器摘み蓋 (178• 179)• 無台杯 (181) • 無台碗 (193) • 甕 (204• 205) ・

1083号遺構 3層 壺 (208)、土師器甕 (214• 215)、灰釉陶器碗 (219)、釘 (228) ・不明金属製品 (230)、

管玉 (232)

1083号遺構 4層
須恵器摘み蓋 (180) • 無台碗 (194• 195• 196) • 有台碗 (201) ・鉢 (206)、
灰釉陶器皿 (222• 223• 224• 225) 

1083号遺構 5層 灰釉陶器碗 (220)

1136号遺構 l層 須恵器摘み蓋 (253) ・壺 (254)
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1085号遺構（第12図）

C地区の17K・18J・18Kグリッドに位置する。検出面はIV層上面である。平面形は極めて不整な

長方形となるであろうが、規模は不明である。深さは最大でも12cmで、残存状況は良好とは言い難い。

床面で検出したピットはいずれも比較的深さがあり、柱穴となる可能性があると言えるものの、前

述の通り遺構自体の形状が整っていないため、柱の並びを無理なく解釈するのは難しい。西壁の中央

付近とみられる位置に炭混じりのシルトがみられ、焼石も確認されたが、断ち割り調査による断面観

察からはカマドらしい構造を見出すことはできなかった。遺構の性格は不明である。

第12表 1085号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

l層 須恵器杯蓋 (235)• 有台杯 (236)、土師器甕 (237)

2001号遺構（第15図）

F地区の30D• 30 E• 30 Fグリッドに位罹する。検出面はIV層上面である。調査区の南束端に位償

するため、遺構全体を検出することはできなかった。規模と形状は不明であるが、おそらく検出部分

は全体の 4分の 1以下であろうと思われる。溝や大規模な土坑である可能性も捨てきれないものの、

壁面が竪穴状の掘り込みによるものと見えたため、竪穴建物跡に分類した。

埋土は全体に均質な土層が安定してみられるため、自然埋没と考えられる。深さは確認面から最大

で34cmを測る。カマドは確認されなかった。部分検出にとどまったため、柱の並びを推定することは

困難である。 2001-10号遺構には壁際を巡る周溝の可能性があるが、検出範囲内においても部分的に

しか巡らない。なお、当遺跡では以前の調査時にも竪穴内周溝の確認例はない。

部分検出にすぎないにもかかわらず出土遺物量は多く、破片数で404点を数える。遺物組成も他の

大多数の遺構とは異なり、須恵器• 土師器以外に釘 (271)や瓦多数が出上している。瓦には二次的

に強く熱を受けたとみられるものはなく、カマドの芯材として利用されたのではないようである。士

器類では、灰釉陶器は瓶類の破片が 6 点あるのみで、碗• 皿は皆無である。須恵器に回転糸切り技法

が導入されてはいるものの、未だ灰釉陶器は普及していない時期の典型的な遺物組成を示している。

「高家寺」の墨書のある須恵器無台碗 (260)が出土したことは特に注目される。同様の墨書土器は以

前の調査時に 3個体出土しているが、寺院検出地区である D地区以外で出上したのは、これが初めて

となる。詳しくは第 4章第 2節 (9)を参照されたい。

第13表 2001号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

須恵器無台杯 (257• 258) • 無台碗 (259• 260) ・壺 (261) • 鉄鉢? (262) • 

1層 鉢 (263• 264• 265• 266)、土師器杯? (270) • 甕 (268• 269)、

平瓦 (272• 273• 27 4• 275• 276) ・丸瓦 (278• 279) • 炭斗瓦 (277)

床面直上 須恵器返り蓋 (255) • 摘み蓋 (256)

2001-3 1層 怠J(271) 

2001-9 1層 上師器甕 (267)
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2005号遺構（第15図）

F地区の31F• 32 Fグリッドに位置する。検出面はIV層上面である。深さは確認面から最大で21cm

を測る。壁面が竪穴状の掘り込みによるものと見えたため竪穴建物跡に分類したが、部分検出にとど

まったため、全体規模や形状は不明である。出土遺物に図示できるものはない。

3022号遺構（第15図）

D地区の28G・28H・29G・29Hグリッドに位置する。検出面はIV屑上面である。深さは確認面か
ら最大で28cmを測る。部分検出にとどまったため、全体規模や形状は不明である。

埋土は焼土と焼石、それに焼けた粘上塊を含んでおり、床面には被熱して赤褐色を呈する部分が認

められた。鉄滓等は確認されていないものの、工房的な性格を持った施設であった可能性を考えるべ

きであろう。ただし、図示してはいないが出土遺物では士師器甕の破片が最も多いことから、住居と

しての機能を併せ持った可能性もある。

第 14表 3022号遺構出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

l層 縄文土器深鉢 (282)

2層 須恵器小型返り蓋 (280)

3022-1 1層 須恵器杯身 (281)

3032号遺構（第16図）

D地区の26H・26I・27H・27I・28Iグリッドに位置する。これは以前の調査で検出された基壇

跡や回廊跡と、後述する礎石建物跡に挟まれる位償に当たる。検出面はIV層上面である。検出面から

の深さは最大で30cmを測る。遺構埋土は縄文時代から古代に至る遺物を含む。調査区南端に位置する

ため南半部を検出できなかったが、全体規模と形状は一辺5m台くらいの方形となると推定される。

主柱穴とみられるピット 2基を床面で検出した。また、北墜際の中央にはカマドが認められる。カ

マド袖では、左右とも袖石とみられる扁平な石が立った状態で検出された。断面観察によれば、それ

らの石は地山の上に敷かれた黒褐色シルトにめり込んだ状態で固定されていた。検出地点では地山に

礫が多く含まれ、容易には立たないため、このような工夫が必要となったのであろう。

出土遺物の過半数を縄文土器が占めているが、遺構がカマドを持つ住居跡であるので縄文時代の遺

構ではあり得ず、それらは後世の混人品と判断される。むしろ、瓦が多量に出土した28H・28Iグリッ

ドに隣接した位罹にありながら瓦が 1点も出土していないことに注目すべきであろう。当地区で瓦が

使用されるようになる前の時期にすでに埋まっていたと考えられる。出土した須恵器の中に律令時代

の器種が認められないことも、この推定を裏付けると言えよう。

第 15表 3032号遺構出土遺物

出上層位 器 種（遺物番号）

1層 須恵器杯身 (289)、釘 (290) • 釘?(291)、砥石 (294)

2層 石錘 (293)

3032-2 l層 縄文土器深鉢 (292)
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第 3節 掘立柱建物跡・礎石建物跡

ピットに分類した遺構にば性格不明のものも多数含まれるが、なかには杭穴や柱穴と考えることが

できるものも見出せる。本節では、遺構間の配置や寸法の検討から掘立柱建物跡や礎石建物跡を構成

すると判断した 6つの事例を報告する。

1号掘立柱建物跡（第17図）

遺跡の北端付近となる G地区の82T• 83T グリッドに位置する。遺構番号36• 37• 38• 39• 40• 41 

のピットで構成されるが、さらに北方に広がる可能性が高い。建物の長軸は座標北に対して約70° 西

に傾く。検出面はIII層上面である。

建物跡全体を検出してはいないので柱間寸法を十分に検討できないものの、検出した柱痕跡を頼り

に柱中心間の寸法を測ってみると、図示した通り 1.43~1.62m の値を得ることができる。この数値は、

柱の並び方がかなり不揃いであることを示している。とりあえず総柱式の建物跡と考えられるが、柱

が整然と並ぷわけではないことと、部分的な検出にとどまり全体の規模と形状を確認できなかったこ

とから疑問も残る。

38号遺構の底面付近から、おそらくは刀子とみられる木質の残る鉄製品 l点 (3)が出土した。そ

れ以外の出土遺物は須恵器と土師器で、須恵器は古墳時代の器種のみ確認されている。

第16表 1号掘立柱建物跡出土遺物

出上層位

38号遺構 2層 1 不明金属製品 (3)

41号遺構 2層 須恵器杯身 (4)

器 種（遺物番号）

2号掘立柱建物跡（第18図）

G地区の83V• 83W• 84V• 84Wグリッドに位置する。遺構番号214• 221 ・ 229• 235• 271 ・ 273•

274• 275• 299のピットで構成される。建物の長軸は、座標北に対して88° 東に傾く。検出面はIII層

上面である。

建物の規模は、桁行（東西） 3間、梁行（南北） 2間と考えられる。ただし、西列の214号と299号

の間には、東列の274号と対になるはずの柱穴は存在しない。柱間寸法は、 214号と221号の間と299号

と275号の間が1.50m(5尺）となる以外はすべて1.80m(6尺）を測り、非常に整った値を示す。

桁行方向と梁行方向は直交する。

遺構内から遺物はあまり出上しておらず、図示できたのは 1個体のみにとどまるため、建物の帰属

時期について特定するのは困難である。

なお、前節でふれたように、 230号遺構（竪穴）がこの掘立柱建物跡内に収まる位置にあり、内部

施設となる可能性を考えてよいであろう。

第17表 2号掘立柱建物跡出土遺物

出土層位

220号遺構1層

器 種（遺物番号）

須恵器摘み蓋 (46)
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3号掘立柱建物跡（第19図）

G地区の81W• 81X• 82W• 82X グリッドに位置する。遺構番号257• 259·263·278• 283• 288• 

296のピットで構成されるが、さらに北方に広がる可能性がある。したがって、梁行は 2間であるが、

桁行は 2間以上と考えておく。検出面はIII層上面である。

建物の長軸は座標北に対して 70 東に傾く。短軸は長軸とは直交しないため、建物の平面形はわず

かに平行四辺形気味となる。柱間寸法は整っており、 259号と263号の間が1.60mである以外は、すべ

て1.80m(6尺）と解釈することが可能である。

259号遺構では、遺構埋士に柱痕跡が認められ、柱の根本に敷かれた石が検出された。斜面に位置す

るため遺構の残存状態は全体に良好とは言えないが、各柱穴の深さは検出面から20-40cm台を測る。

遺構内からの出土遺物量は多くないものの、須恵器は古墳時代器種がみられ、律令時代以降の器種

は確認されない。

第18表 3号掘立柱建物跡出土遺物

出土層位

278号遺構 1層 1 須恵器杯身 (93)

296号遺構 1層 須恵器高杯 (101)

器 種（遺物番号）

4号掘立柱建物跡（第20図）

G地区の72A• 73A• 73B• 74A• 74Bグリッドに位置する。検出面はm層上面である。

遺構番号626• 629• 631• 634• 652• 654• 656のピットで構成されるが、さらに西方に広がるとみ

られ、道路を挟んだ位閥にある102号遺構もこの建物跡の柱穴となる可能性がある。ただし、 102号遺

構の出土遺物には、この建物跡の他の遺構の出土遺物にはみられない回転糸切りの痕跡が残る須恵器

があり、整合しない。したがって、建物の全体規模は不明と言わざるを得ない。梁行は 2間であるが、

桁行は 2間以上と考えておく。

建物の長軸は、座標北に対して76° 西に傾く。ただし、南側列は北側列と平行ではなく、短軸と直

交しない。そのため、建物の平面形は、やや台形気味となり、不揃いとの感は免れない。これに対し

て柱間寸法は比較的整っており、桁行では2.10m(7尺）、梁行では1.80m(6尺）と解釈すること

が可能である。

この建物跡の特徴の一つとして、柱穴の規模が大きいことが挙げられる。各柱穴の平面形は円形と

隅丸方形がみられるが、いずれも長軸の計測値は80cmを超える。検出地点が斜面であるため深さには

ばらつきがあるものの、最も高所に位置する626号遺構では、検出面からの深さは54cmを測る。

出土遺物は多くないものの、須恵器には古墳時代器種と律令時代前期の器種に偏る傾向が認められ

る。

第19表 4号掘立柱建物跡出土遺物

出土層位

629号遺構 l層 1 須恵器小型返り蓋 (162)

652号遺構 l層 須恵器杯身 (166)

器 種（遺物番号）
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5号掘立柱建物跡（第17図、第73図）

D地区の24G• 25G• 25H グリッドに位罹する。検出面はIV層上面である。遺構番号3001• 3002• 

3003• 3004のピットで構成されるが、さらに東方に広がる可能性が高い。図上での検討からは、平成

12年度調森内に、対になるとみられる 2基のピットを北側列の延長線上の等間隔の位置に見出すこと

ができる（第73図）。この推論が正しければ、桁行（東西） 4間以上、梁行（南北） 2間以上の建物

となる。柱間寸法は、梁行は1.80m(6尺）、桁行は2.25m(7.5尺）である。建物の長軸は、座標北

に対して85° 西に傾く。

出土遺物は須恵器と上師器の小破片のみで、図示できるものはない。そのため遺構の年代は不明で

ある。しかし、検出地点が寺院回廊跡と後述の礎石建物跡に挟まれる位置であることから、隣接する

3032号遺構（竪穴）の場合と同様に、それらと同時期の遺構とは考え難い。前述の通り3032号遺構

（竪穴）が寺院よりも前の遺構である可能性が高いことから類推して、この建物跡も寺院より前の時

期の遺構と捉えておきたい。

礎石建物跡（第21• 22図、第73図）

D地区の28J・29H・29I・29J・29K• 30 H• 30 I• 30 J• 30 Kグリッドに位置する。検出面は

IV屑上面である。遺構番号3026• 3027·3036• 3037• 3044• 3047・3049・3054・3055のピットで構成

される。さらに南方に広がる可能性はあるものの、 3055号遺構南方の柱穴想定位置にそれらしい遺構

を見出せなかったことから、図示したピット 9基で完結する建物跡であると考えている。西側隣接地

は平成10年度に調査を実施したE地区であるが、対になるような柱穴は見出せない（第73図）。また、

北方と西方に広がる可能性はほとんどないとみてよい。したがって、建物の規模は、桁行（南北） 3 

間、梁行（東西） 2間と考えられる。ただし、南列の3044号と3055号の間には、北列の3037号と対に

なるはずの柱穴は存在しない。柱間寸法は、桁行ではすべて2.70m(9尺）、梁行が2.10m(7尺）

と4.20m(14尺）を測り、非常に整った値を示す。桁行方向と梁行方向は直交する。

建物の長軸は、座標北に対して 50 西に傾く。本遺構の東方約40mで平成11年度に検出した寺院の

回廊跡と推定される遺構や、同年度に本遺構の東方約27mで検出された僧坊跡の可能性のある掘立柱

建物跡では座標北に対して 80 西に傾くことが確認されており、本遺構の軸線はそれらに厳密には合

わないが近似する（第73図）。

遺構検出の段階で、 3026号、 3036号、 3037号において慌石を確認した。石材は 3つとも当地域で容

易に人手できる船津花岡岩である。 3026号と3037号では、礎石の下に根石とみられる石も確認した。

3049号と3047号でも、礎石は残らないものの、根石の可能性のある集石を検出している。以上から本

遺構は礎石建物跡であったことが明らかとなった。

礎石を検出した 3基も含め、柱穴の掘形はいずれも深く、最も深い3049号遺構で検出面から116cm

を測るのをはじめ、浅いものでも40cmを超える。また、 3027号、 3036号、 3047号では埋土断面に柱痕

跡と思われるものが見出された。また、 3026号、 3036号、 3037号、 3047号、 3055号では、柱の根本に

敷いたとみられる扁平な石も確認された。これらの知見により、建物の最終形態が礎石建物であった

のは確かにせよ、それ以前には掘立柱建物であったことも明らかとなった。つまり、当初は掘立柱建

物であったものを、のちに礎石建物に改築したと考えられるのである。

なお、本遺構のすぐ東には、石列 (3046号遺構）が平行して延びている。方向がほぼ一致すること
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みぎりいし

から建物に付属する遺構と判断される。建物の基壇を取り巻く硼石と考えられる。

第20表に示したように、柱穴内からは瓦と須恵器をはじめとする遺物が出士した。出土層位からみ

て、瓦の多くは当初の掘立柱建物を建てる際に混ぜ込まれたものと判断される。この西方の E地区で

平成10年度調査時に検出した住居跡 (E~SBl) でもカマドの芯材として瓦が転用されたことが確

認されているので、当遺跡では瓦の二次利用は珍しいことではなかったとみてよいであろう。

ところで、遺物包含層の状況に目を向けると、本遺構は瓦の集中出士区域に隣接することが明らか

となる。今回の調杏で出土した瓦は破片数で771点を数えるが、 D地区の28Hグリッドと28Iグリッ

ドとで、そのうちの約 3分の 1が集中して出土している（第26表）。両グリッドは当建物跡の東隣接

地に当たる。したがって、それらの多くは建物に葺かれていた瓦である可能性が高いと考えられる。

ただし、改築前の掘立柱建物時代の柱穴の掘形埋士である3036号遺構の 2層から出上した炭斗瓦が、

隣接する28Hグリッド包含層 (II層）から出土した破片と接合できることが判明した (297)。このこ

とは、 28Hグリッドと28Iグリッドに散乱する瓦は、そのすべてがではないにせよ、少なくとも一部

は礎石建物の前身の掘立柱建物よりもさらに前の時期の瓦であることを示唆している。この事実によ

り瓦葺きの建物であったことが否定されるわけではないと考えるが、散乱するすべての瓦が建物に葺

かれたものではないことは認めなければならない。

包含層出士遺物でもう一つ興味深いのは、鉄釘の出土が目立つことである。当遺跡では金属製品が

全地区で出土しているが、そのうち鉄釘だけはD地区出土品の占める割合が大きいことが判明してい

る（第27表）。もう少し詳しくグリッド単位でみてみると、 28I• 29 I• 29 Jグリッドで特に出土し

ていることが確かめられる。これは本遺構とほぼ重なる区域に当たることから、この建物で使用され

た釘である可能性が高いであろう。また、 包含屑出土遺物では、 28IグリッドII屑から鞘の羽口

(570)が出土していることも注目される。

遺構内から出土した士器類には、灰釉陶器は碗も皿も全くみられない。さらに、須恵器の確認器種

にも明らかな偏りを見出すことができ、律令時代後期器種である須恵器無台碗•有台碗• 有台盤など

が全くみられないことが明らかとなる。このことから遺構の帰属時期については、前身の掘立柱建物

の創建の下限が、律令時代後期器種が普及するより前の時期であると考えることができる。

遺構の性格については、①柱間寸法が極めて整った値を示すこと、②寺院の回廊より外側に位置す

ること、③瓦鮮きの建物であること、④最終的には礎石建物であったこと、以上から中心伽藍以外の

寺院関連施設と考えてよいであろう。さらに、桁行 3間X梁行 2間の規模であることから、寺院の諸

施設の内、僧坊を候補の一つとして考えることができる。

第 20表礎石建物跡出土遺物

出土層位 器 種（遺物番号）

3026号遺構 1層 須恵器摘み蓋 (283)、平瓦 (284• 285• 286• 287) • 炭斗瓦 (288)

3036号遺構 2層 須恵器有台杯 (295)、平瓦 (296) ・炭斗瓦 (297)

3037号遺構 1層 縄文土器深鉢 (299)、平瓦 (300)

3037号遺構 2層 須恵器摘み蓋 (298)

3037号遺構 3層 平瓦 (301• 302) 

3054号遺構 l層 須恵器返り蓋 (306)
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第4節焼上堆積遺構

前述の通り、遺構検出面上に焼土がのった状態で検出されるものや、浅い土坑の中に焼土が堆積し

たものを、本書でば焼土堆積遺構と呼んでいる。掘り込みを伴わない構造のものがあるため、遺構検

出段階で広がり範囲の平面実測を行い、そののちに断ち割り調査を行うという手順を原則とした。遺

構図の破線は検出面での焼土の広がり範囲を示している。

多くは平面形や埋土断面の観察のみでは元来の構造や性格を把握するのが困難であった。そのため、

焼土を水洗し、微細な鍛冶関連遺物の有無を確認する作業を行った。焼上を流水にさらしフルイにか

けて土壌分を洗い流し、乾燥させたのち、磁石と肉眼観察により微細遺物を抽出するという手法を採っ

た。焼土堆積遺構に分類されない竪穴建物跡や土坑の焼上部分についても、同様の作業を併せて行っ

た。その結果は第21表に示した通りである。鍛冶に伴う遺物の可能性があるものを検出した事例が 2

件あるものの、いずれも点数が極めて少ないため確実な事例とは言えない。結局、対象とした33基の

遺構のいずれにおいても、鍛冶作業が行われたことを示す確実な徴証は検出されなかったと判断され

る。したがって、構造の原型をとどめぬカマドの残骸や、あるいは鍛冶作業以外の火を使う作業の場

であったと考えるべきであろう。また、原位置から移動し再堆積したものも多いとみられる。

主な遺構の実測図を第23図と第24図に掲載した。第 9図と第21図にも一部掲載している。 470号遺

構（第23図）で塑像の可能性のある土製品 (122)が出土しているのが注目される。

第21表 焼土水洗選別結果一覧
地区 遺構番号 層位 微細鉱滓の有無 備 考

8 1層 X 

92 2層 X 

100 
1層 X 鉄製品出土。鉄滓出土 (20)。

2層 X 

155 l層 X 

197 l層 X 鉄製品出土。

197-12 l層 X 

197-13 l層 X 

197-14 1• 2層 X 鉄製品出土。

230 1層 X 鉄製品出土。

289 
1層 X 

2層 X 

410 2層 X l層からは鉄滓出土。

411 2層 X 

2層 X 

423 3層 X 

4層 X 

G 
456 1• 2層 X 

470 
1層 X 鉄製品出土。

2層 X 

1層 X 
488 

2層 X 

526 l層 X 

528 1-4層 X 

530 
l層 X 

2層 △ 微細な薄板状鉄片 1点あり。

531 
1層 X 

2層からは鉄滓出土 (138)。
3層 X 

533 1層 X 

l層 X 

628 
2層 X 

3層 X 

4屑 X 

633 2層 X 

657 l層 X 

684 1層 X 鉄製品出土。

1003 1• 2層 X 鉄製品出土。

3眉i X 鉄製品出土。

1083 4層 △ 微細鉄片3点あり。

C 
5層 X 

1120 l層 X 

1123 l層 X 鉄製品出土。

1132 l層 X 

1136 I尼i X 

D 
3022 2層 X 

3048 1層 X 鉄製品出土。
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第 5節 その他の遺構

その他の遺構については、概要を記すにとどめる。実測図は巻末の「遺構図」 (134-144頁）を参

照されたい。また、巻末の「遺構一覧表」(148-157頁）に長軸、短軸、深さ、出土遺物数を掲載した。

土坑

ピットより大型の穴で、柱穴である可能性を考え難い遺構を土坑とした。 44甚検出した。性格や用

途を明らかにできたものはない。

溝

平面形が細長い溝状をなすものを溝とした。 32基を数えるが、この中には人為的な遺構というより

自然流路である可能性の高いものを含む。湧水の著しいG地区に集中することから、多くは排水溝と

考えられる。建物群や屋敷地を区画するような、性格の明確な規格性のある溝はみられない。

大規模なものとしてはG地区の550号遺構がある。分類上、遺構種別は溝としておいたが、斜面の

上方側を掘削して造られた平場とみた方がより適切かもしれない。斜面上方から流れ込んできた遺物

がここに溜まったため、出土遺物量は極めて多い。全形を確認することはできなかったため、遺構の

性格は不明である。なお、この遺構と切り合う549号遺構では、須恵器杯身 (144)、土師器高杯 (146)

など古墳時代中期に遡るとみられる遺物が出土しているので、 550号遺構との新旧関係は遺構図 (138頁）

に示した平面図とは逆となる可能性がある。

井戸

井戸とみられる遺構は、 C地区の東端に位置する1116号遺構 l基のみである。埋土中から揺鉢や湯

呑など近世の陶磁器が出士したことから、近世の遺構と考えられる。

なお、当遺跡では古代にまで遡る井戸の跡は、以前の調森時も含め全く確認されていない。

集石

G地区の529号遺構は石を敷き並べた遺構である。熱を受けており、石の上には焼土の堆積が認め

られた。遺構の性格を明らかにすることはできなかったが、火を使用した施設の跡と考えられる。

注

1)遺構としたものの中には、人為的な生活痕跡と断定はできないが否定する根拠もまた見出せないものを含む。

ピット• 土坑• 溝に分類し、遺構番号を与えたものの中には、そのようなケースが特に多く含まれる。

2)竪穴建物跡とした遺構の中には「建物跡」とさえ考える根拠に乏しいものも含まれる。しかし、「竪穴遺構」

や「竪穴状遺構」という遺構名は中世以降の遺構に対して用いられることが慣習化しているため、時期的に主

に古代に属する当遺跡の遺構に対して用いるのはふさわしくないと判断し、「竪穴建物跡」の呼称を選択した。



主要遺構実測図

凡例

1 乎面図において破線は遺構の残存範囲を示す。

2 平面図において一点鎖線は、カマド用材や焼土の範囲を示す。

3 柱穴の柱痕部は平面図にスクリーントーンで表示した。
4 掲載縮尺は1/60である。ただし、カマド等の部分拡大図は1/30である。

主要遺構実測図 27 
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100号遺構（竪穴）
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100-2 

509.40Dm-
E E' 

100 I IOYR3/2黒褐色シルト 焼土{7.5YR5:碍｛褐色被熱シルト）を含む 炭を含む
Ill層土を含む i予'"までの礫を含むが少景である しまりm"'より弱い
2 IOYH8 8黄符色-SYR4(赤褐色被熱シルトと IOYR32黒褐色シルトの混合 焼"を含む
炭を含む しまり'"'●より弱い カマド崩洛士とみられるが、カマトらしい構造は全く"ってはいなか，た

:I JOYR:1:2黒褐色シルト "怜士を少量含む 炭を少扇含む
しまりill"より弱い ""とは"'司質だが、より古い時期の流れ込み土とみられる

゜

』
IIXJ-1 J IOYH:J12黒褐色シルト

焼ナ'75¥'HS/l明褐色被熱シルト）を含む
炭を含む
Ill哨土を含む
2m 袢1cmまでの礫を含むが少景である

しまり m陪より弱い

3-1011-2 I IOYR3>2黒褐色シルト
焼土17.5YR5>fi明褐色被熱ンルト）を含む
炭を含む

＂層土を含む
径leaまでの礫を含むが少量である
しまり m層より弱い

197号遺構（竪穴）
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197 I IOYR3/2黒褐色シルト w層土を多く含む

径20cmまでの繹を含む 炭を含む
焼土(2.5YRl/6赤褐色被熱シ 9レト）を含む
しまり 9層より弱い

1(17-11 I IOYll:l/ 卜 ,, 肖土を含む 炭焼土を含む

径Iceまでの礫を少量含む しまり＂層より弱い
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.. ..' 1 '—— 
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1<17-< I 111¥lll 2黒褐色シルト ""''-を含む /fl cmまでの礫を少景含む しまり"'怜より弱い ド17-7

lfl,mまでの代を少眉含む
炭焼,.を含むしまり'""より弱い ド17-1, I 111¥IW'黒渇色シ9しト I¥屑tを含む炭焼上を含む

しまり n層より弱い lし17-C, I IIIYl/3 2焦褐色ン 9し卜 "肖 tを含む 径 1cmまでの礫を少量含む しまり R層より弱い

炭 焼tを含む i怜1cmまでの礫を少旦含む しまり,.,,.,より弱い
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1!)7 -II I CYl/418ホ掲色被熱シルトと黒褐色シルト (197号の I層）の混合
炭を多く含む しまり＂層より弱い

2 IOYRS/2黒褐色シルト 酸化鉄を多く含む ＂層土を含む
炭を多く含む 焼土を少量含む しまり＂層より弱い

゜
2m 

第 7図竪穴建物跡 (1)
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246号遺構（竪穴）

172号遺構（溝）

250号遺構（溝）

260号遺構（溝）

ロ
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'-,:1 

。
246 
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I 

ざI
260~ 

／／二二三~:
メ
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／／［  
卜

---___________ ul 

。511.900m-A 260 250 246 A-

512.900m-
B 246 172 且

512.000m -
C 260 250 C

＿
 

21' I !O¥RJ I黒褐色シルト IIIOc, までの礫を含む 炭を少慧含む

焼士(Z:,¥RI,; 赤褐色散然シルト 1を少景含む しまり IlIIMより弱ぃ

iSO I 111¥1!'12想褐色シルト ""'"までの礫を含む 炭焼七を少量含む Ill層 1を多く含む しまり Ill層より,1,1い

か0 l IIIYRlllこぷい黄褐色シルト /f[Oc, までの閃を含む しまり Ill層より弱い

l l0¥R3 i黒褐色ンルトと Ill層tの混合 しまり 1111料より弱い

172 I 10¥RS 2黒褐色シルト /f:,c, までの償を含む Ill層 tを含む しまり Ill層より弱い

゜
2m 

第 8図竪穴建物跡 (2)
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531号遺構（竪穴）
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l:t> D 焼土堆積
657 

513.600m — B B' 

沼I I "1YR3 2黒褐色シルトと lll¥R7/8黄橙色被熱シルトの混合 焼士(5¥'Rl8,~ 褐色被見ンルト）を含む
炭を含む焼わを含む しまり 11110より弱い

2 IO¥R3 1黒褐色シルト ［叩科tを含む j仕"'"までの亮を含むが少最である しまり Ill隋より弱い
3 次ペーン

1 次ページ

,1&1 I lll¥'R3 2煤褐色シルトと3¥RU赤褐色-lllYR78黄橙色被熱シルトの混合 炭を含む 焼hを含む

530 

513.600m — G 
531 

G' 

il" I .iYRl 8赤褐色被熱粘質シルトと 111¥Rli/811)1黄褐色被熱粘質シルトと 111¥R:I2黒梃色ンルトの混合
炭を含む しまり m~より弱い
2 III¥R3 2黒掲色シルト 炭を含む 焼土(5¥RI8赤褐色餃熱粘質シルト）を少量含む しまり Ill~より弱い

657 

513 OOOm—置直函且ー

"・" 1 111¥Rl, ゞ咀黄褐色-.iYl/18赤褐色被熱粘質シ 9し卜
均質ではなく""黄褐色部分と赤褐色部分、それに黒褐色シルトが混合している 炭を含む
2 lllYR.1 C煤褐色シルト（やや被熟） tW卜を少鼠含む しまり lll層よ〇弱い

684 

513.400m — j 
633 

j' 

I 633 531 , 
513 400m - 531 

I 

4 1 2 ― 

~-

,;1:1 1 IOYllln!/濁色シルト IOYR11RIIJI黄褐色粘質シルト（やや被然）を多く含む
炭を少量含む しまり,,,,.より弱い

c >YRl/8赤褐色-IOYR!i/8明黄褐色粘質ンルト（赤褐色部分は強く焼げた部分）
しまり 111層より弱いがI3 4層より強い

:, l1'YR1'21火黄褐色シルト 黒褐色シルトがやや被熱変色したものとみられる
IOYRII/叩1貨褐色粘質シルトを含む 2惰土を含む しまり m屑より弱い
I 111¥R3/2黒褐色シルト ,omが'""貨褐色粘質シルトを含む
祥5ccまでの礫を含むが少景である 2隋土と炭を少量含む しまり m屑より弱い

゜
2m 

第 9図竪穴建物跡 (3)
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第10図竪穴建物跡 (4)
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410号遺構（竪穴）
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410 I IOYl<2心黒褐色ンルト 径IOc,までの礫を含む 炭を少量含む

焼土(5YR4/G赤褐色被熱シルト）を少量含む しまり m層より弱い
2 7.SYR<i/6袴色-5YR4/6赤褐色被熱ンルトとIOYR2i2黒褐色シルトの混合

しまり DI層より弱い カマドらしい構造は認められない
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650号遺構（竪穴） 653号遺構（竪穴）
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一 ー“653 I IOYll3/2黒褐色シルト m層土を多く含む しまり皿層より弱い650-1 

512.800m — B B 'C  - 512.BOOm- C-

- Iii 1150 I IOYR3 2黒褐色シルト rn層土を少量含む 焼土を少量含む しまり m層より弱い
2 7.5YRli8赤褐色-JOYR7i8黄橙色被熱シルトとIOYR3i2黒褐色シルトの混合 しまり Ill層より弱い

カマドらしい構造は認められない
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512 600m — B B' 

Iii 
C'3-I I IOYR3/2黒褐色シルト m層士を含む しまり＂層より弱い

,,soー[ [ [0¥'RJ 2黒褐色ンルト m層土を少量含む しまり""●より弱い

゜
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゜
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第11図竪穴建物跡 (5)
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1005号遺構（竪穴）
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l虹 l l0¥R3 ! 黒渇色シルト W削士を多く含む しまり 9噌より弱い

ll冗 l !OYR3 l黒褐色シルト しまり R附より弱い 。
1131 I IOYH3 2黒褐色シルト '""までの礫を多く含む しまりn陪より弱い

1005 

2m 

1085号遺構（竪穴）
rn I 

D 

515.200m-
C 1085-7 1085-5 C' 

F

一

A' 

叩

1085-7 l IOYR3/2黒褐色シルトと 9層土の混合 抒5caまでの礫を含む しまり N層より弱い

) 085-S I l0YR3 2黒褐色シルトと 9層土の視合 径Seaまでの閃を含む しまり B層より弱い

D D E 
515 600m _ 1085-2 _ 515.400m _ 

E 
1085-4 

~ 
1085-3 

108>-2 I lll¥R3 2黒褐色シルト _w層土の混，＇
I斧.;caまでの礫を含む しまり,.層より弱い

1085-4 I IOYH3,2黒褐色シルトと W噌tの混合
'""までの礫を含む しまり N層より弱い

1osc,-:i , ,om, 心黒褐色シルト 1差5c,までの礫を含む

＂層土を含むが少量である しまり＂噌より弱い

1 IOYR3 2黒褐色シルトと＂層土の混合

抒5,,までの礫を含む しまり W層より弱い

CJ I 

I~ )j 
四& 足m： 

乙＼＼~ F F, 

A 
1085-4 1085-3 

A' 

515 600m 
1085-1 

＼口 e,I 
515 400m _ F 

F, 

喜
I()幻 I Ill)—11:l~ 煤褐色シ］し卜 抒.・,cmまでの礫を含む I¥ 1H 七を含むが~ !11'4にくらぺ少量である

しま I)Ill潜より弱い
::, 

2 IOYH3 2黒褐色シルトと I\'1M 土 (!OYR~,/1;貨褐色砂）の混合 しまり l層よりもさらに弱い ~ 

11185-l l W~R:l 2黒褐色シルトと I¥屑 r(IIIYRS/li黄褐色砂）の混合 しまりは 1()8~号の 1噌よりもさらに弱い
111:-:, 3 lOYH312黒褐色シルトと I¥'層J-:0)視合

炭を含む 礫1よごく少量しか含まない

しまり 1V層より弱い

゜
2m 

゜
1m 

( 
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34 第3章 検出した遺構

1083号遺構（竪穴）
1136号遺構（竪穴）

［ 'l' 
fJ)~::: 
I~ 

/~ 

⑤ /μ 
/ 1083-12 
μ 

竺cこ）竺
1083-14 1083-15 

！ 
！・
'I 

1
0
8
3

ー↓
7

IJ> l:J> 

514.600m-
B 

1083-25 1083-26 

1 1 
- ----一•••→ -- ------- -

---------------- -

1083-34 

1 

1083-35 

I 
＼ 

B' 

515.000m-
C 1083 焼土 .s;;_' 11183 I IOYR3/2黒褐色シルト 1怜'°"までの礫を含む しまり"層より"い

2 IOYR4/2灰黄褐色シルト 1層に比べIリlらかに赤みが強い 1怪21k,までの蝶を含む
しまり l層と；；はなく＂潜より弱い

3 10YR3'2黒褐色シルトと7.5YR4<3褐色被然シルトの北合 焼わを多く含む
しまり＂層より弱い 大郎分は1131,号遺構のI層が流れ込んだものとみられる
4 3層土と5噌土の況合

s, SYRJ/3"'赤褐色被熱粘質シルト 5bl怜が被熱変色したもの カマド火床（次ペーシI
Sb IOYR3/3暗赤褐色粘質シルト /,Sc, までの礫を含むが少量である 全体にやや被熱
また焼土(5YR4/8赤褐色被熱シルト）を含む しまり 9層よりは"いが1-1層より強い
カマド掘形坪土（袖石.....石をすえるための土1んの掘形坪土）

113( 1 10YR3/3暗褐色シルトと7.5YR4/3褐色被熱シルトの出合 焼,,を多く含む しまり＂層より弱い

1083-1 

514.600m E 

~ 1083-1 I IOYR3/2黒褐色シルト 礫はあまり含まない しまり N噌より弱い

1083-6 I !OYR3/2黒褐色シルト 礫はあまり含まない しまり P層より弱い

工 工
514.400m- -

1083-4 

1083-6 E_' 

IOKl-1 I lllYll:l e黒褐色シルト 礫はあまり含まない しまりn層より弱い

514.200m 
ク 1083-11 グ

1083-2 イ'

1118:J-2 I 10¥R:J/2照褐色シルト
亮はあまり含まない しまり N層より弱い

1083-3・  
514.400m 

'"'liiii.ilウ-.l I lOYR3/2黒褐色シルト
径2bまでの限を含む しまり 0層より弱い

1083-5 

514.600m — 
オ

“オ!083-, I IOYR:1/2黒掲色シルト
'"""までの亮を含む
しまり !IIMより弱い

1083-1 

514 2oorn'E 1111 
!083-12 I 111¥R:l/2黒褐色シルト

礫ばあまり含まない しまり＂層より弱い
!08"1-13 I IO)R:J/2黒褐色シルト

礫はあまり含まない しまり N屑より弱い

2m 

1083-8 1083-7 

カカ'
514.400m- -

1083-9 1083-10 

514.400m-
キ主'

1118:J-8 I IIIYR3/2黒褐色シルト 1083-9 I IO¥'R3/2黒褐色シルト
礫はあまり含まない しまり,,怜より弱い 1号10,.までの礫を含む しまり W層より"い

1118:J-7 I O>¥R:11'黒褐色シルト 11183-111 I IIIYR3I'黒褐色シルト
礫"あまり含まない Lまり"惰より弱い 径111,.までの賽を含む しまり N層より弱い

1083-13 , 

514.200m コ三
サ 1083-14 1083-15 

514.200m - 1 立

1083-11 I IOYR3•2黒褐色シルト
礫はあまり含まない しまり N州より弱い

゜
1083-14 I IOYR3/2黒褐色シルト

礫はあまり含まない しまり W層より弱い
11183-15 I IOYR3/2黒褐色シルト

礫はあまり含まない しまり W層より弱い

第13図 竪穴建物跡 (7)



主要遺構実測図 35 

. 1083-16 

514.200m 
ノ`

“ 
‘’ `ノ

1083-17 

514.200m -
ス

1083-18 
ズ セセ
- 514.200m - -

I083-lil I IO¥R3 2黒褐色シルト
礫はあまり含まない しまり＂層より弱い

1083-22 1083-21 
ヂ

514.200m-
チ

冒
11183-22 I IOYR3 2黒褐色シルト
・ 環"あまり含まない しまり W層より"い !083-24 I IOYR3/2黒褐色シルト

礫はあまり含まない しまり W隋より"い
1083-21 I IOYR3 2黒褐色シルト

礫はあまり含まない しまり W層より"い

514.400m= 

1083-28 

~ 
ツ

514.200m -

1083-24 

1083-29 ,,,_,Iii 

~ 

514.200m — フ→
1083-25 

ー’フー

1083-19 

514 200m -
ソ、L'

“ 1083-17 I IOYR3'2黒褐色シルト 1083-18 I IOYR3 2黒褐色シルト
礫はあまり含まない しまり 0層より弱い 径5cmまでの礫を含むしまり＂層より弱い

108:J-1' I IOYRO心黒褐色シルト 1083-2' I IOYR3 2黒褐色シルト
..はあまり含まない しまり W層より弱い 礫はあまり含まない

しまり＂屑より"い

-514.400m — 
卜

108'-Z:. I IIIYH3 2黒褐色シルト
礫"あまり含まない しまり＂層より弱い

1083-30 

514 400m'L"  

1083-26 
ト'

1083-23 1083-20 

514.200m 
夕

-
1083~20 I JO,R3 2黒褐色ンルト

礫はあまり含まない

しまり F層より弱い

1083-27 

514 200m 
ナ

“ 1083~26 I IOYR3'2黒褐色シルト
礫はあまり含まない しまり＂層より弱い

1083-27 I 10)"3'2黒褐色シルト
棟はあまり含まない
しまり 0層より弱い

1083-31 1083-32 1083-33 

514.400m ー鰤•贔冒.-514400m—~

!083-28 I IOYR3忽黒褐色シルト
1083-29 I IOYR3/2黒褐色シルト

径20cmまでの礫を含む しまり N層より"い
礫はあまり含まない しまり＼噌より弱い

l083-:JO I IOYR3 2黒褐色シ"卜 11183-31 I IOYR3i2黒褐色シルト l083-3' I IOYR3 2黒褐色ンルト
礫はあまり含まないしまり 9・層より弱い 礫はあまり含まない しまり 9層より"い 礫はあまり含まない

1083-32 I IOYR3/2黒褐色シルト しまり＂層より弱い

礫はあまり含まない しまり'"'より弱い

514.400m-
ヒ 1083-34 ピ

1083-35 1083-36 
フ
, 1083-37 
フヘ’

- 514.400m—- 514.200m- ヘ

Iii.I ~ ・ ~ り"より弱108/1-.14 I JOY</1/2黒褐色シルト ~ 礫はあまり含まない しまり＂噌より弱い
11183-3<, I 10¥R3/2里褐色シルト 1083-/17 l IOYR3 2黒褐色シルト

径10,.までの沢を含むしまり R層より弱い 礫はあまり含まない
しまり＂噌より"い

1083-41 1083-40 
ミミ'

514.JOOm-" "-

...  1083-42ll0¥R3準褐色バト
1083-11 I IO¥R32黒褐色シルト しまり}層より弱い '"'"までの礫を含む しまり＼潜より弱い

1083-10 I IO¥R3 2黒褐色シルト しまり""より弱い

1083-42 

514,200m 
ムム'a 。 2m 

-・  一ーー． ． ＼ 

＼ I 
／／  ） 
I 

10 

I 
II 

一'/ 
514 400m — E 

E, 

1083-39 I IOYR3/2黒掲色シルト
1083-38 I IOYR3/2黒褐色シルト lf5cmまでの礫を含む

隋はあまり含まない しまり,.,.より弱い しまり''"より弱い

lo ~. 一―-.
＼＼ 

ヽ

1083-38 , 1083-39 
ホマ

514 100m -杢 514.300m
マ

~ 

冒冒ヵマト火床(5a層）

)1181 l 前ペーン
,aS¥liilH音,,褐色被熱粘質シルト "'"が被熱変色したもの カマド火）ぷ
油 lll¥H3/llll●褐色粘質シルト 径Imまでの礫を含むが少量である 全体にやや被然
また焼t.(5YW8赤褐色被熱シルト）を含む しまりN層よりは"いが1-""より強い
カマド掘形坪土（袖,;-,_,;をすえるための上坑の掘形坪 t)

゜
lm 
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36 第3章検出した遺構

2001号遺構（竪穴） 2001 

2001 

518.400m -
A 

2001-10 

2001-2 l lOYR3/2黒褐色砂質シルト

2001-1 I IOYR3 2黒褐色砂質シルト 径5cmまでの礫を含む

汽を含むが少鼈である
9層土を多く含む

21101 l 111¥RI 2黒褐色砂質シルト しまり＂層より弱い
しまり W噌より弱し 9

i予2<kmまでの礫を含む しまり＂屑より弱い 2001号の（屑と,.. J質で両者の9●,IJは困難

2001-3 
D D 

517.BOOm- -

200)-3 I IOYR3'2黒褐色砂質シルト
礫を含むが少量である

しまり W層より弱い

2001 号の I 層と l•I 質で両者の 9●"''は困難

2001-6 2001-7 

517.800m-
G 1 G 

I Gl 

&・ 
2001-6 I 10¥'3 2黒褐色砂質シルト

礫を含むが少量である

しまり...より弱い

2001-1 
A - 518.000m -

B B' 

2001-4 2001-8 

518.000m -
E 

C 
2001-2 , 

517.BOOm -
C 

2001-5 

F F 
518.000m — 

21"11-4 I IO¥J/3/2黒褐色砂質シルト 礫を含むが少量である 2001-5 J IOYRJ/2黒褐色砂質シルト
しまり,.,,,より弱い 2001号のJ層と同質で向者のi●別は困難 礫を含むが少慧である

2001-8 I IOYR:J/2黒褐色紗質シルト 1径'"までの礫を含む しまり＂層より弱い

W層土を多く含む しまり 0~ より"い 叫 II号の l層と固質で両者の9●りりは困難

2001-9 

517.SOOml:!~ij 

""''ー'I I IOYH3/2黒褐色砂質シルト 1予likeまでの礫を含む
しまり＂層より弱い 2001号のI屑とH質で両者の9●別は困難
'I層士と N層±の混合 しまり W層より弱い

2001-10 

518.000m — I 

直
2001-10 I IOYR3/2黒褐色紗質シルト

径3ccまでの礫を含む

しまり＂層より弱い

2005号遺構（竪穴）

2001号のI層と,,,質でl剌者の9●,,, はl札難
2001~9J 

2001-7 I IOYR3 2黒褐色砂質シルト
1号5c,までの礫を含む

n憎上を多く含む しまり"曾より弱い

A

＿
 

゜
2m 

3022号遺構（竪穴）

＼
 

2005 ＼
 

•床面被熱(2 層）

A
[
 

A-
I J> 

516.800m — A A

＿
 

518.200m-
A A' 

随IOO庫戦いM
2005 I IOYR3>2黒褐色砂質シルト 径15c,までの霞を含む しまり,.層より弱い 516.800m -

B B-

る

む

あ

含

で
を

ぅ

）

よ
ト

、

し

レ

な

た

i
 

む

シ

は

含

然

卜

で

っ

の

カ

じ

る

な

を

被

ル

同

ぃ

れ

礫

色

シ

；
 

の

褐

、

熱

こ

て

，
め

で

赤

か

被

ー

っ層】W

（ーょ

ま

暗

9
色

！

褐

を

r
n
6
り

c
 

じ

3
ょ

明

り

土

は

R
層

8
ま

敷

造

＼
 

往

5
＼

ぷ

し

で

携

ト

⑫

り

R

の
る

y
 

ル

七

ま

3
む

も

え

シ

焼

し

7

含

た

含

～
を
し
と

色

色

K

色

マ

変

褐

む

む

礫
褐赤
鰍

黒

含

含

心

を

量

8
む

被

ヵ

RJ
土

少

i
含

が

に

⑲

匹

ぃ

如

m
"
印

_

2

 

一
2
 
2
 。
3
 

516.600m — C C' 
3022-1 

゜
2m 

む含を

む
士

含

m
 

層

量
Z
少を

2

む

炭

含を

む

礫

含
の

内
で

ト

ま
ル
g

シ熱
5
 
it
被色掲

、

卜ル

示

し

シ

暗

弱

色

b

り

褐

3
よ

黒

YH
層

2

5

"

 

，
 

切

位

り

Y
土

ま

IO
焼

し

゜

9
-
9
-

。
‘‘、．．
 

』
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主要遺構実測図 37 

¥m 3032号遺構（竪穴）

竺

i 
ll> 鸞 D 戸

I J> 

1rこ::1""'
｀ 

¥¥ C' / u ヘ 3032-1 ＼ 
＼ 

3032-3 
¥m_ 

／ ＼入

得 B

I （ \>
3032 

ll> 

516.600m — B 
B' 

3032 

3035 I IOYR3/2黒褐色シルト i登'""までの陳を少量含む W層士を多く含む しまり W層より弱い

3032 I IIIYll:l I黒褐色シルト if30ccまでの礫を含む n清土を含む しまり R層より"い

516.600m — C 
3032-2 

3032 3032-3 

/l032 2 IOYR3/2黒褐色シルト 焼土(5YR3fi暗赤褐色被熱シルト）を含む 炭を含む

l老IOc,までの礫を含むが少量である ＂層士を含む しまりW層より弱いがかなり強い カマト掘形埋土

3032-2 I IOYR3/l黒褐色シルト 混人物ほとんどなし しまり＂附より""層よりも"い O 
2 IO¥R/1/1黒掲色ンルト ＂層土を多く含む 炭を少量含む 径：,,, までの礫を少量含む しまり＂層より弱い

3032-3 I IOYR/J/1黒褐色シルト ＂層 tを少量含むが混人物は少ない しまり W層より弱く 2層よりも弱い
2 IOYR3/I黒褐色シルト w層tを含む 径IQc,までの礫を含む しまり＂層より弱い

E
 
|
 
5
1
6
.
B
O
O
m
 

Im 

[l-

3032-1 

C'D'  
- 516200m 

D 
- 1 -

論
3032-1 I IOYR3,i黒褐色シルト N層tを多く含む

1,10,. までの礫を含む しまり N憎より弱い

2m 

F 
- 516.BOOm F-

＿F
 

S032 2 IOYR3/S黒褐色シルト 焼土(5YR3'0賠赤褐色被熱シルト）を含む 炭を含む

径Ilkaまでの礫を含むが少量である N隋土を含む しまり W層より弱いがかなり強い

カマド掘形埋土

Im Im 

゜
1m 
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38 第3章検出した遺構

1号掘立柱建物跡

42号遺構（焼士）

＼ B 
呈 で口で`36 

38 

513 600m — A 39 42 40 41 

A' 
37 

C

＿
 

B' 

:17 I IOYR3/2黒褐色シルト i斧1cmまでの礫を少量含む しまり m層より弱く 5層よりもやや;,い
2 IOYR2/I黒色シルト 川層tと1,1質 IOYR3/2黒褐色シルトを少量含む
しまり Ill層より弱 (5層よりもやや弱い

, 10rn:112黒褐色シルト 径1cmまでの礫を少量含む しまり m層より""層よりもやや"い

4 IOYR2/1黒色シルト rn層土と同質 IOYR312黒褐色シルトを少量含む
しまり Ill層より≪(5層よりもやや"い

5 IOYR3/2黒褐色シルトと Ill層土の混合 1'5cmまでの礫を少量含む しまり m層より弱い

513.400m — B 36 37 38 

3!1 I IOYR3,2黒褐色シルト N層土(IOYR616-7!6明黄褐色粘質シルト）を多く含む

礫"収I示した 1点のほかはほとんどみられない しまり Ill 0層より弱い

A ~40 I IOYH312焦褐色シルト 肛層土を少景含む しまり m層より弱 (231曽よりもやや弱い
2 IOYH3/2黒褐色シルトと Ill層土(IOYR2/I黒色シルト）の混合

径,,,までの礫を少量含む しまり m層より弱い
3 2層にほぽ同じだが、焼土(42号の"肖）を多く含む

41 I IOYR3/2黒褐色シルト 径3c,までの礫を少量含む

}層土(IOYR61<1明黄渇色粘質シルト）を含む しまり U層より弱く 2層よりもやや弱い

2 IOYR:vz黒褐色シルトと'"層土(IOYR2/I黒色シルト）の視合 W層土を少量含む

径3c,までの礫を少量含む しまり m層より弱い 掘形埋土

42 I IOYR7/8黄橙色-5YR4/6赤褐色被熱シルトと IOYR312黒褐色シルトの滉合 炭を含む

径:Jc,までの礫を少量含む しまり"強く m層よりむしろ強い

B' 

:rn I IUYR3•2黒褐色シルト 径3cmまでの礫を少量含む
,, 肖土(IOYRfi/1叫黄褐色粘質シルト）を含む しまり旧層より弱く 2層よりやや弱い

2 IIIYR3/2黒褐色シルトと m清土と o・隋土の況合
径IOcmまでの礫を少量含む しまり m•層より弱い

38 I IOYR3/2黒褐色シルト m層土を少量含む また2層よりやや弱い

2 IOYR3/2黒褐色シルトを主とし、 Ill層土を多く含む W層士を少量含む

径5cmまでの礫を含む しまり m層より弱い

。
2m 

5号掘立柱建物跡

3002 I IOYR211黒色シルト 0層士を含む

IOYR3/2黒褐色シルトを含む

炭 焼土をごく少量含む

径10ccまでの礫を含む

しまり＂層より弱い

3<C5 I IOYR312黒褐色シルトと W層の混合

しまり W層より弱い

3003 I IOYR2 I黒色シ 9しト

IOYR3/2黒褐色シルトと＂層土を含む

径lむmまでの礫を含む

しまり＂層より弱い

2 I層土と 0層土の混合

しまり 9層より"'ヽ

300l I IOYR2/l黒色シルト

IOYR3/2黒褐色シルトと N層土を含む

径w,.までの礫を含む
しまり＂層より弱い

2 I層土と＂層士の混合

しまり N層より弱い

3
0
0
2
 

3
0
0
5
 

3
0
0
3
 

A
 

7.200mー —
什
千
十
'
­

＼
 ロ300□

Som

□
Som

ロ
3
0
0
4
 

I J>_ ll>、 3004

517.200m — B 3002 3001 

B' 

3001 I IOYR2/l黒色シルト w層土を含む IOYH3/2黒褐色シルトを含む 炭 焼土をごく少量含む
径JO呵までの礫を含む しまり B層より"い

。
2m 
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2号掘立柱建物跡

3.60m 

B
l
 

B
―
 

D
＿， 

299 275 235 

510.900m -
j 

269 

~ 
J

＿
 

如） I IIIYR3'2黒褐色シ 9し卜と IIIIM!c">,見合

炭を少扇含む しまり"'層より弱い

511.200m — A 
214 220 221 229 

273 

510.800m -
B 

299 275 235 271 

A 

211 I l0Yll32黒褐色シ"卜 炭・焼tを少鍼含も・

jf]()c, までの限を少鼠含む """を含む しまり＂料よ,, 弱い

220 I IOYR.112黒褐色シルト 炭焼 tを少景含む

礫は"とんど含まない W冷tを含む しまり Ol+tよりi沿い

と21 I IOYR3 2阻褐色9ルト 炭焼tを少●含む亮Iよはとんと含まない

220号のI和こくらべ、より多く""上を含む しまり""より,;,;い

2四 I 10¥'Rふ2黒褐色シルト 炭 i免tを少は含む
礫はほとんど含まない ＂腎 tを含む しまり'"より,;りい

B' 27:1 I OJYRJ 2男褐色シルト 炭焼ナを少鼠含む
""'"まで"礫を少最含む O~Jを含む Lまり＂屑より弱い

がS I IOYRII 2黒褐色シルト llll+ttを多く含む しまり Ill惰より,,,し

2" I IOYR1'2黒褐色シルト Ill附tを多く含む しまり ,11,.より弱い

233 I IOYRJ,2馬褐色シルト Ill 0憎tを含む しまり Ill"より弱い

271 I IOYR3/2黒褐色シルト Ill崩tを多く含む しまり 11,,.より,;,;ぃ

2 IIIYRH., 褐色シルト '"'" ti こ lllll•I じだが1,を少●含む

しまり Ill和こ："''"'じ

511.200m -
C 

271 274 273 C' D 
235 

510.SODm-

271 
D' 

271 I IOYR3/2黒褐色シルト 炭・ 焼土を少霞含む m層土を含む しまり m層より"い
2 IOYR3 I黒褐色シルト lli 層＋にほほl•l じだが炭焼上を少量含む しまり Ill層にほ"'口］じ

511.200m -
E 

230-2 230-1 230 E- 511.200m-
F 
230 230-1 

F, 

230 

510.800m .ll 
230-1 G 

g 
571.000m -

H 
230-2 

H
＿
 

ぃ冒価而

230-3・ 
511 000m -

Iii 

230 I li>Y屈準褐色シルト 1令 Ilic•までの堺を含む

Ill • 層tを含む炭焼t粒を少凧含む
しまりm'屑より弱い
, IOYRJ,, 黒褐色シ）し卜と Ill層t'l況合

＂層七を少霞含む しまり川'"'より弱い

!30-1 I IOYR3,2黒掲色ンルト 1斧"''"までの礫を含も m o,. I. を含む
炭焼七粒を少“含む しまり Ill"料より弱い

23lH I IOYIIC2黒褐色ンルト 1や llll•までの霞を含む Ill,,., を含む

炭焼,.,,を少鼠含む しまり lll-ll>Iよ,,弱い

判 1-1 l "'""'"且褐色シルト "'"'"までりパ繁を含む Ill ""'を含も
炭焼土杓を少員含む しまり m'i,;より弱い

゜
2m 

第18図掘立柱建物跡 (2)
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3号掘立柱建物跡 I ai 
U/ 

ー
什
廿
下
↓
ー

•>

A
-

A
-

U/ 

510.800m — A 259 263 296 A' 

259 I IOYR3/2黒褐色シルト しまり川層より,≪210よりやや弱い

2 IOYR3/2黒褐色シルト Ill噌土を少量含む lflOcmまでの蝶を含む しまり＂層より弱い

2'11 I lllYl<3/2黒褐色シ 9し卜 川層土を少量含む 抒3cmまでの礫を少量含む しまり lll層より弱い

2911 I IOYR3心黒渇色シルト lll;f土を少量含む lf3cmまでの礫を少量含む しまり m屑より"い

511.000m-
B 278 257 259 B' 

278 I IO¥R3/2黒褐色ンルト Ill屑士を多く含む 1予'"までの礫を少量含む しまり 1111曽より弱い

257 I IOYR3/2黒褐色シルト Ill層士を多く含む lf:lc. までの既を少量含む しまり Ill層より弱い

511.200m — C 296 283 288 C' 

288 I IOYR:l/2黒褐色シルト Ill層土を多く含む i辛5c.までの礫を少量含む しまり Ill層より弱い

511.000m~ 
D 

284 283 o・ 

~ 
28< I l≪YRM黒褐色シルト "'屑土を多く含む しまり"'層より"い

283 I <II¥R3'! 黒褐色シルト "'層土を少量含む "'"までの陳を少量含む しまり rn,;より"い

゜
2m 
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4号掘立柱建物跡

513.000m — D 
102 o' 

102 r ,oms s暗褐色シルトと砂礫if)況合 礫はif211,mまで""'"' しまり ill惰より弱い

□102lO 

切

<i:I 

>
I OJ 

隠ヽ ＼

100 

應

r rr 

゜
恩

634 654 

210m 

C) :·r,il~O口
e I "''"'"  "'" ., 

<ti ぐ§"' ^  
Im 

626 C'm  

lo, 

629 631 
C 

513 400m — 

,;32 I l0¥'R3 2焦褐色シルト 1そ'"までの礫を含むが少量である 炭焼"を少ほ含む しまり m"4より弱い

,;;, I IOYRJ 2黒褐色シルト "'"までの礫を含むが少霞である 炭焼tを少量含む しまり"''"より弱い

,;:!2 I IOYRJ 2黒褐色シルト 焼土炭を多く含む "'""までの礫を多く含む しまり"""より弱い

い, 1 o,rn.,, 忠掲色シルト w.,, までの代を含むが少景である しまり"""より弱い
<120 I IO¥'R32愚褐色シルト 1予'"までの隋を含むが少量である 炭焼 t・を少騒含む しまり Ill憎より弱い

9凶 I l!!YH3 2黒褐色ソルト 1差Ceaまでの礫を含むが少鼠である しまり＂層より弱い

,;o4 ! IOYHJ 2黒褐色シルト if5mまでの礫を含むが少馘である 炭を少鑽含む しまり Ill料より弱い

,, ● ,、 I 111¥W! !I!'褐色 9ルト '"""までの礫を含むが少鼠である しまり Ill層より弱い

。
2m 

第20図掘立柱建物跡 (4)



42 第 3章検出した遺構

礎石建物跡

516.600m-
E 3046 E '3046  , 

- 516.600m£ £ 

論i
:J04,; I IOYR:l 21)'褐色シルト しまり "1•より弱いがかなり強い

516.400m-
G 3048 _G' 

~ 
3048 I IIIYR3d黒褐色シルトと焼土(2.5YRVC赤褐色被熱シルト）の混合

炭を含む i'20c• までの礫焼礫を多く含むi特にiを3-3,.の礫を名く含む）

""土を含む しまり W屑より弱い

~ 

、9-

2.70m 

2.70m 

3026 

oo 

□
 
3047 

゜
2.70m 

3027 

。
゜

゜
4.20m 

2.70m O・ 
3052 3054 ol 3055 

A 
- 516.600m 

3036 3026 3027 
A-

:1011 I IOYR3 2黒褐色シルト 0層士を多く含む /,Oc, までの礫を含む しまり W層より弱い

: ""'ヽ I ll1YR3 2黒褐色シルトと O層上の混合 しまり 2削より"い 柱痕部坪 t
2 IOYR3 2黒褐色シルト IOYR3 I黒褐色シルトと 0・1料-t(IOYR7,;1リI黄褐色砂）を含む
iや20,,までの石を含む 炭焼iはみられない
しまり,,.より弱く 3019号のI層や3037りの'"に比ぺても"い

B 
- 516.600m 

:11111 I IIIYl/21L., 色シルトと O層土の況合 向者が5-llk,くらいの原みで互村をなす部分がある
しまり"怜より弱いが遺構''"土としては強い

:111'7 I 111¥R:I 41惰褐色シルト ""土をごく少量含む 炭をごく少景含むがi見人物はごく少ない
しまり""より弱く喝よりも弱い
2 111¥R:I 2黒褐色シルトと IOYl/2/1患色ンルトと""上の況合 iflOccまでの礫を含む
しまり',.より弱いが''"より強い

B-
3049 3047 3054 3055 

111111 I IOYR3 2黒褐色シルト IO¥R3, I黒褐色シルトと W屑 tilOYR7010{黄褐色紗）を含む
"""までの石を含む（根も含む） 炭を少量含む 焼士は認められない
しまり遺捐坪土としては非常に強い1,.iよりも強い'"象）

31117 I II)¥ R3 I暗褐色シルト ""上を少量含む IOYR211掛色シルトを含む
しまり＂崎より弱く濯よりも弱い 牒の混人は少ない
, IOYR3, 患褐色シルトと IOYR2I黒色シルトと Olot'>i見合
iflbまでの閃を含む しまり""より弱いが""より強い

゜

:10.;, I IOYR3/4暗褐色シルト 1羊'"までの礫を含む 炭を含む W層土を含む しまり 0層より弱い
特にl対めてあるとのI'll象は受げない
2 JOYR2/l忠色シルトと''"士のi昆合 向者がS-IOcmくらいの原みで互層をなす部分がある
しまり 0層より弱いが1層より強い

311:,S I lll¥"412灰黄褐色シルト or日土を含む 炭を少順含む 径5cmまでの礫をごく少鼠含む しまり＂層より弱い
2 JOYR3/I黒褐色シルト '"土を多く含む i予恥9までの礫をごく少量含む しまり＂層より弱いが J/'1より強い
1つき因めてあるようなfl]象I

2m 

第21図礎石建物跡 (1)
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3037 

D - 516.600m 
o' 

3055 3044 

c' 

30:,Z I 10¥ R3 I.~. 色シルト ：'"''"]の'"'」を含む it:.mまで心償を少暑含む

しまり'"'より弱 001•»1の l 屑より弱い

304'< I 蒲ページ

3037 I i<I¥R3 2黒褐色ンルト IO¥Rl I黒褐色シルトと O'MI(IO¥R7''"Ii黄褐色砂1を含む

""'"まで"''を含むI恨h含む）炭を含む娩umu,雌 ルト1をごく少H含し・

しまり 9層より弱いが、遺憬限,,としては強い 人為的に：I神の tを人れてつさ［＂のてある "i能竹砂い
2 10¥'R:J 2黒褐色シルトと O,. t\lO\'R7•<,"II 黄褐色紗）の I見合 it¥Oc, までの礫を含む

しまり卜層より弱く 1憎よりも弱い
3 l≪¥R32黒褐色シルト ""に比べ況人物はごく少ない しまり OI怜より弱いか

遺溝坪iとしては強く'"'にはi,J.. Jじ

303,、2 傭ページ

10:,,; I 

' 
町' I O<¥H:11朋褐色ンルト 1¥1怜Iを含む 侑 l,mまでの礫をごく少霞含む

炭焼tをごく少U含む しまり''"より弱い

完掘状態平面図

516.400m — H 

＠
 
3031 

3036 

[ □ 

G
[
 

3026 
ー1

(Q) a 
3038 

◎ a 
7/ 

□ 
゜

--, I 3047 
3054 

H' 516 400m — I 3027 

L. 
゜

2m 

第22図礎石建物跡 (2)
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516.400m _ 
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44 第3章検出した遺構

5
 
5
 

ー

ヽ

/
 

＼
 

／
 

＼
 

／
 

＼
 

／
 

¥
A
- A-l

l

 
ー

＼
 

ノ

＼
 

／
 

＼
 

/
 

＼
 

I
 

l
l
 

512.000m-
A A

- 511.400m~ 
A 

4
 

1
 

1
A
-

〉

.... 
13' I ]11¥Rfi祠黄褐色シルト 1部分的にやや被然）と2.SYIWli赤褐色被熱シルトと
II層上とm層tの況合 炭を含む 径ro,.までの礫を含む しまりm消より弱い

゜
2m 

280 I l≫Y8:l/2黒褐色シルトと Ill層士と5Yll4ぶ赤褐色被熱粘質シ 9し卜の成合
111\81• 8叫黄褐色被位粘質シルトを含む 炭を含む
i●'"までの礫を少霞含む しまり Ill隋より弱い
e l11Y8:l 2黒褐色シ"卜 l11Yll511こぷい貨褐色砂成じりシルトを含む
径'"'までの亮を含むがごく少量である しまり m1,iより弱い

0 2m 

A
 

5
0
9
・
8
0
 O
m
_＇ 

I l>、

人人 人人 人人

A
＿
 

¥nT/ 
／
 

ヽ

l
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―
 

6

l

 

5
 

l
 

4
-

ヽ

／
 

ヽ

／
 

＼
 

ー
／
 ／
ー
＼

ー
札
廿

f
上
＼
A-

511.000m /¥_ 

一
A
l
 

136 I 7.5YR7'8黄楼色-5YR4R赤褐色被熱ンルトと IOYR.1'2黒褐色ンルトの混合を含む
焼礫を含む しまり'""より弱い

2 IOYR3,2黒褐色ンルト 被純シルト 175¥'R7/8黄摺色-5YR48赤褐色］を含む
炭を含む しまり m層より弱い

゜
2m 

ノヽ層a
 
Cl
刷

c
―

熱

lb

被

（
く

熱

／
 ／

強

被

ヽ

/

D
口

ヽ

[
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ヽ
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 ／
 

ヽ‘

/
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ヽ

〇
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翠
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 B

ブ／□
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/
1
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l
ー

C
-

B' 

A-

、
＼
ー

1
0
/
/

＼

／

 

l

▽

/

 

l
 

8

l

 

8
 
4
 

l
 

l
1
7
 。／＼＼ 

509.000m — ~-
488 I 7,5YR718貨橙色-,iYR4/8赤褐色被熱シルトと IOYR3/2黒褐色シルトの混合

炭を含む しまり Ill消より弱い
2 IOYI/J/2,,. 掲色シルト 被熱シルト (7.5YR7/8黄橙色-5YI/I8ホ褐色）を少鼠含む
しまり m暦より弱い

゜
2m 

509.800m _ 
B B' 

la 

509.800m — C 

<70 I, 2S¥RI <亦褐色被熱シ"卜 強く熱を令けている しまり"""より弱い
lb IOYR7•8黄橙色被熱シルト ,, 府 I:を含む ""土を含む 炭を含む しまり 111居より弱い
2 10¥R:J'"褐色／ル 1 lblMtを少鼈含む しまり m層より弱い

<i83 I 10¥R7 8貨袴色被熱シ,,トと 2114I: の混合 しまり 111,<より弱い

c' 

A
 

＼

ー

！

ー

ヽ

I

I

/

 
0

ノ@-

l

G

 

l
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ll 
l

l
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ー
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ー
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j
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ー

ー

什

H
f
|
+ー
！

！

ー

＼
A
-

513.800m _ 
A 

ニ一ー!―-A' 
5か I 111¥1<:i 2,'1褐色ンルトと IIJYR88黄符色-,rn,,ふり、褐色被然シルトの洗令

炭を含む焼代を多く含む しまり IIIIMより弱い

゜
2m 

゜
2m 
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□□ "_/ ____、、''
Oo 

/-
I 

¥ " ¥ I 
'- I 
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第4章出土遺物

第 1節 出土遺物の概要

今回の調在で出土した遺物の総点数は、接合前破片数で数えて31,980点である 1)。遺物出士層位の
観点からは、遺物包含屑（以下、包含層）から出土した遺物の占める割合が遺構内出士遺物よりも高
いことを今回の調査区の特徴として挙げることができる。遺構内出土遺物は8,330点で総点数の26.05%
にすぎないのに対し、包含層出土遺物 2)は23,650点で73.95%にのぼる。これは多くの生活痕跡が遺
構として認識できるような状態で残らず、本来遺構内にあったはずの遺物の多くが包含層出土遺物と
してしか捉えられなかったことを示している。遺構の残存状態がさほど良くないことは、遺物のこの
ような出土状況からも裏付けられる。

集計した結果を表及びグラフとして掲げる（第25図、第22表）。地区別ではG地区 (3,200mり22,718点、
C地区 (380mり 4,126点、 F地区 (280mり 2,665点、 D地区 (240mり 2,471点となる。出上した遺
物の種別を列挙すると、土器・陶磁器類に属するものとして、縄文土器 (146点、 0.46%)、弥生土器
(18点、 0.06%)、須恵器 Cl7,899点、 55.97%)、土師器 (11,364点、 35.53%)、灰釉陶器 (474点、 1.48
％）、緑釉陶器 (3点、 0.01%)、輸入磁器 (8点、 0.03%)、近世陶磁器 (1,000点、 3.13%)があり、
土器・陶磁器類以外では、古代瓦 (771点、 2.41%)、金属製品 (92点、 0.29%)、鍛冶関連遺物 (7
点、 0.02%) 、石器• 石製品 (126点、 0.39%)、土製品 (72点、 0.23%)がある。点数が特に多いこと
が予想された須恵器と土師器については、破片数を数えるに当たり細分を行った。すなわち、須恵器
は食膳具・貯蔵具•特殊品の 3 種に分け、土師器は「土師器（良）」（胎土の精良なもの）と「土師器
（粗）」（胎土の粗いもの）の 2種に分けている。 3)

須恵器•土師器・灰釉陶器・古代瓦の 4 種別で遺物全体の95%以上を占めることから、当遺跡が古
代を主要な時代とする遺跡であることは明らかである。さらに平面的な出土分布傾向を捉えるため、
包含層出士遺物についてグリッド毎の 1m2当たりの出土遺物密度を求め、その結果を分布図として
図示した（第26図）。第25図、第26図と第22表からは、次のような傾向を読みとることができる。
①土器・陶磁器類のうち、灰釉陶器の占める割合は地区によりかなり異なり、 C地区で特に高い。
また、 C地区では包含層より遺構内の方が高い割合で出土する不整合が認められる。その一方で、
D地区では極めて少ない上に遺構内では皆無であり、対照的である。

②古代の瓦は寺院中枢域に近いF地区とD地区で集中的に出士する。その一方で、 C地区も位置的
には寺院中枢域からそう離れてはいないにもかかわらず、瓦の出土量は微最である。

③今回の調杏に限ってのことではあるが、鍛冶関連遺物はG地区とD地区のみで出土している。
④縄文土器と弥生土器はD地区で集中的に出士する。

⑤輸人磁器はF地区と D地区のみで出士している。

⑥近世陶磁器はF地区で集中的に出士する。

⑦分布図によれば、 C地区は他の 3地区に比べ包含層の遺物密度が希薄である。
⑧分布図によれば、 G地区の束部は遺物が希薄である。このことからG地区の集落と平成11年度に



第 1節 出土遺物の概要 47 

検出したF地区の集落とは、時期的には重なるとしても空間的には連続しない別集落である可能

性が高い。

⑨ごく少量出土した輸人磁器を除けば、中世に属することが確実視される遺物は皆無である。

第22表 出土遺物集計表

出土遺物破片数
土器・陶磁器類 その他

地 塵
縄文 ， 牛弥
霊， 麿 土 土 悶 旦I土

旦 塁
灰

i 
輸

i 
近 金

区 器 器 5 
人

儡磁

＇ > ． 製品 叶瓦区 分 土 土

且具 且 ii ヽ ⑱ 
磁

I 1 器 器 I 器 器

G 
包含層 33 5660 4842 2 1120 4834 222 86 4 28 1 48 16880 
遺構内 5 998 1197 747 2734 49 1 1 2 16 4 12 72 5838 

C 
包含層 3 1030 717 1 45 455 49 107 6 7 10 2430 
遺構内 660 364 66 473 83 29 1 10 10 1696 

F 
包含層 21 675 523 1 54 142 46 1 4 503 175 14 14 2173 
， 遺構内 169 96 51 95 6 32 39 4 492 

D 
包含層 39 15 567 296 118 373 19 1 4 238 460 10 2 25 2167 
遺構内 45 3 72 29 4 53 4 84 3 7 304 

太江遺跡
146 18 9831 8064 4 2205 9159 474, I 3 8 1000 771 92 7 126 72 31980 

15年度調査総計

0% 50% 100% 

慶鵬
須恵器

面 積 食膳具

加
須恵器

G地区 78 0% 貯蔵具

匿璽
土師器
（良）

巨翌l
C地区 上師器
F地区 （粗）
D地区 二

0% 50% __.-!JO% 灰釉陶器
し --,,,,,,,,,),111111,w-, ふ心

包含層

G地区 遺構内~~クク1/'/2ク久蒸蒸蒸蒸蒸気翠：翠．．〗・□：翠：：翠心：翠．名：予：名：-::: 翠：翠：翠j巨

一瓦C地区 ~:~[~~~~ ニロ、ー今:::~ニロ□□~::~、口~~::::::~:口□璽甕房名~名~雀名?.'~1.ク翠：：：::::.: 工：：：:::::::;1~ 言
亘垂

F地区 ヽー—田企—--~- ~ 、 践砂潔．忍忍:i;.蕊．．．．．．．．・・・・・1
縄炉文土器
須 器土（特器殊）

緑近輸釉入磁陶器器

D地区 ここ了ー！ 務 後匁ダク？交翌．＇．．：・~--·. . . . 
世陶磁
金属連製品
鍛冶関遺物

石器土•製石品製品

T-rL 
-
L
_
1
 

,~,, 丁―--

-
l
L
l
-

：： 
』‘’I 
● 20点／面以上
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本章では、遺物実測図を出土した遺構毎にまとめて掲載した。掲載順は遺構番号順とし、包含屑出

士遺物は遺構内出土遺物のあとにまとめ、地区毎に掲載した。できる限り出士実態に即した形で掲載

するのが資料報告としてふさわしいと考えるので、遺構内出土遺物抽出に当たっては各遺構の中心と

なる型式の遺物のみを選ぶような操作は行わず、混入品の可能性の高い個体も除外していない。

以下、第 2節で土器・陶磁器類、第 3節でそれ以外の遺物について、遺物種別毎に解説を加えるこ

ととする。遺物個々の法量や調整技法などについては巻末の「遺物観察表（別表 3)」に記した。遺

構毎の遺物組成については、同じく巻末の「遺構一覧表（別表 1)」を、グリッド毎の遺物組成につ

いては「遺物包含層一覧表（別表 2)」を、それぞれ参照されたい。また、より詳しい分析等につい

ては第5章を参照されたい。

次節以降で遺物に関して用いる用語や記号、それに計測値の基準は、次の通りである。

(1) 部位名称と計測基準

最も点数の多い須恵器の主要器種を例に採り、図示する（第27図）。高杯については、さらに杯部

と脚部に分け、杯部の部位名称は無台杯に準じることとする。甕・壺• 瓶等は原則として口頸部（ロ

縁部と頸部） ・体部・底部に分けることとした。須恵器以外についてもこれに準じる。ただし、「体

部」との呼び方が慣例上なじまない縄文土器については代わりに「胴部」と呼ぶなど、あえて統一し

ていない部分もある。

土器・陶磁器類については、口径・器高・底径を計測するのを原則とし、高台を有する個体につい

ては、さらに台径を計測した。石器• 金属製品など、その他の遺物については、長さ・幅• 厚さを計

測した。金属製品では錆の部分は計測から除外した。土器・陶磁器類でも陶錘などは石器• 金属製品

等と同様とした。

二〖
／ 
天井邪

ーー ---.  ¥ -------- I 

—ー―=-=—_
体部

② 

-"一―-)_」
！ ① | 口縁部

① 口径 ② 器高 ③ 底径 ④ 台径

第 27図 須恵器の部位名称と計測位置
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(2) 調整技法や使用痕の観察と呼称

本書で用いる調整技法等の呼称について、まとめておく。

ナデ

指や布・革などで器面を撫でる調整技法。原則として、回転を利用せず不定方向・不連続に撫でる

ものを指す。ナデの方向が観察可能な場合には「横方向のナデ」のように、その物に対する方向を明

記した。指で直に撫でる場合と布や革を使用する場合があるとみられるが、明確に識別できるケース

を除いて両者を区別はしていない。なお、木の板等の固形のエ具によるものは、ここに含んでいない。

オサエ

指や布・革などで器面を押さえる調整技法。指で直に押さえた場合と布や革を使用する場合がある

とみられ、明らかに前者であることが分かる場合には「指オサ工」とした。圧痕が窪みとして残らな

い程度の軽いオサエの場合にはナデに含めて考えられる場合が多いようであるが、本書では動きの幅

の大小で両者を区別した。

ナデ・オサエ

ナデ調整とオサエ調整を併用したもの。例えば、須恵器蓋の天井部内面や須恵器杯の底部内面など

によくみられる回転によらないナデ（「仕上げナデ」と呼ばれることがあるもの）では、ナデを主と

しつつも指圧痕を残さぬ軽いオサ工を併用していることが多く、そのような場合、本書では「ナデ・

オサエ」と表記している。また、土師器などで調整痕を読みとれないほど器面を平滑に仕上げている

ものがみられるが、その多くは方向を読みとれぬほど軽く丁寧なナデと指圧痕を残さぬ軽くT寧なオ

サ工を施していると判断する。この場合にも「ナデ・オサエ」と表記している。

回転ナデ

回転台の回転を利用してナデを行うもの。

板ナデ

木の板を使用したナデ。結果として胎土中の砂粒が動き、「ナデ」よりも「削り」と呼んだ方がふ

さわしいケースも時に見かけるが、本書ではそのようなケースもナデと区別することは行っていない。

ヘラ削り

側縁が薄く鋭利なヘラ状工具を使用し、器面の余分な粘土を削り取る調整技法。胎土中の砂粒がヘ

ラの動いた方向に移動することで、ナデやミガキと判別できる。原則として、回転を利用せず不定方

向・不連続に削るものを指す。瓦では側面と端面のヘラ削り範囲を、断面図に記号「ー」で示した。

なお、次に挙げる［回転ヘラ削り」との混同を避ける必要がある場合には「手持ちヘラ削り」と表現

している。

回転ヘラ削り

回転台の回転を利用してヘラ削りを行うもの。須恵器の蓋類では天井部外面にこの調整を施すこと

が多く、掲載図ではその下限を実線で示してある。また、須恵器の杯類で底部外面に施しているもの

については、その上限を実線で示してある。

ヘラミガキ

器面をヘラ状工具で研磨する調整技法。光沢のある磨き痕が残る。土師器の杯や高杯にみられる、

いわゆる「暗文」、つまり幅の極めて狭い工具で線状に磨いたものは、特に「線状ミガキ」と呼んで
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区別した。

ハケ目

土師器の甕などにみられる、刷毛で撫でたような細かい平行線状の調整痕。板の木口で器面を撫で、

その結果、年輪の跡が刻まれたものと考えられている。

カキ目 （掻き目）

須恵器の提瓶や高杯などにみられる、刷毛で撫でたような連続する細かい平行線状の調整痕。回転

を利用して櫛歯状工具などを押し当ててできた調整痕と考えられている。

平滑化

須恵器の杯や碗の内面に、底部の中央部を中心に他の部位に比べて滑らかになっている部分が認め

られることがある。これは食器として使用されたことに伴う使用痕とみられる。また、石製品の砥石

にも、砥面以外に、おそらく使用者の衣服などで擦られて滑らかになったと思われる面が認められる

ことがある。これらについて、本書では「平滑化」と呼んでいる。

第2節上器・陶磁器類

(1) 須恵器

須恵器は当遺跡では最も出士数の多い遺物であり、破片数で17,899点出土した。地区別ではG地区

12,699点 (70.9%)、C地区2,772点 (15.5%)、F地区1,464点 (8.2%)、D地区964点 (5.4%)である。

特に大きな偏りなく全地区で出士している。

G地区の包含層から出土した359や344など、製品として広域に流通したと考えるには違和感のある

焼きゆがみの著しい個体が相当数みられることから、多くは地元産である可能性が高い4)0 

確認した器種
つきふた つきみ

食膳具：杯蓋•杯身・返り蓋• 小型返り蓋・摘み蓋• 無台杯• 小型無台杯• 有台杯
無台碗• 有台碗• 無台盤• 有台盤・ lIIl• 高杯
はそう

貯蔵具：肱・壺・鉢• 瓶・甕・壺蓋・貯蔵具の蓋

特殊品：陶錘• 陶丸・硯

出土した器種を用途から分類すると上記のようになる。 5) 破片数で比較すると、食膳具9,831点、

貯蔵具8,064点、特殊品 4点である。貯蔵具の方が食膳具より概して大型であることを考慮すると、

個体数では食膳具の方が貯蔵具よりかなり優勢と言えるであろう。以前の調査時には蹄脚硯や三足火

舎など極めて珍しい特殊品が出土しているが、今回の調査区は寺院の中枢区域を含まず、大部分が周

辺集落域であるためか、特殊品はさほど多くない。

食膳具にも貯蔵具にも墨書・刻書のある個体がみられるが、それらについては灰釉陶器の事例と併

せて本節の最後にまとめて記述する。

杯蓋 7• 47• 59-62• 82• 83• 96• 148• 149• 235• 307-319• 520 

古墳時代に広く普及した器種とされる。次に掲げる杯身（杯H) とセットになる蓋で、杯H蓋と通

称される。丸みを帯びた天井部から垂直気味に体部が下りる器形で、天井部に摘みが付かないのを原

則とする。
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167個体確認した。地区別では、 G地区155個体 (92.8%)、C地区 6個体 (3.6%)、F地区 1個体

(0.6%)、D地区 5個体 (3.0%)である。第25図に示した地区間面積比を考慮するならば、 9割を超

える個体が面積では78.0%にすぎないG地区で出土し、他方、残る 3地区では面積に見合うだけの量

が出土しなかったこととなり、 G地区に偏在する傾向が著しいと言える。 246号遺構（竪穴）におい

て残存状態の良好な個体が一括出土している。

出土遺物間の法量差は大きく、 82• 96• 235・309のような日径10cm未満の小サイズの個体がみられ

る一方で、 61のような口径15cmを超える個体まである。型式差も大きく、古墳時代中期にまで遡ると

みられる天井部と体部の境に強い稜を持つ個体もある (307• 308)。ただし、それらは少数にとどま

り、大部分の個体は古墳時代後期、それも 7世紀以降の遺物とみられる。

杯身 1• 4• 8• 48• 63-66• 93• 94• 97• 113• 130• 133• 166• 281 ・ 289• 320-333• 500 

同じく古墳時代に広く普及した器種で、杯Hと通称される。底部と体部の境が明瞭でなく、体部の

先端部に蓋を受ける立ち上がり部を持つのを器形の特徴とする。

294個体確認した。地区別では、 G地区236個体 (80.3%)、C地区24個体 (8.2%)、F地区25個体

(8.5%)、D地区 9個体 (3.1%)である。 G地区出上品は依然として 8割を超えており、杯蓋の場合

ほど顕著ではないが同傾向の偏りをみせている。

出土遺物間に法量差や型式差がみられることは杯蓋と同様である。型式的に最も古い個体は144で

あるが、これは有蓋高杯である可能性がある。杯蓋同様、大部分の個体は古墳時代後期、それも 7世

紀以降の遺物とみられる。

返り蓋 160• 255• 306• 343• 344• 469• 470 

天井部に摘みが付き、口縁部内面に返りを持つ器形の蓋である。律令時代前期 6)に現れる器種とさ

れるが、後述の摘み蓋に比べ流通した期間は長くないとされる。

次に掲げる小型品を除外して72個体確認した。地区別では、 G地区44個体 (61.1%)、C地区13個

体 (18.1%)、F地区 8個体 (11.1%)、D地区 7個体 (9.7%)で、古墳時代の器種である杯蓋と杯身

では顕著であった G地区偏在の傾向は解消され、面積比を考慮すれば、むしろ C• F• D地区の方が

高密度となっている。

小型返り蓋 91 ・ 103·162·245·280• 334• 336-342• 468• 501• 521 

当遺跡で出土する返り蓋の中には、口径 6cm台から 9cm台くらいの小型品が認められる。これは後

述する小型無台杯とセットになる蓋で、杯G蓋と呼ばれることがあるものである。やはり律令時代前

期に現れるが流通した期間は長くないとされる。

35個体確認した。ただし、摘みが残存しない場合は340のように杯身との判別が容易でないケース

もある。地区別では、 G地区25個体 (71.4%)、C地区 4個体 (11.4%)、F地区 3個体 (8.6%)、D

地区 3個体 (8.6%)である。地区間面積比を考慮するならば、 G地区の出土密度がやや薄いものの、

どの地区でもほぼ均等に出土したことを、これらの数値から読みとることができる。

通常の返り蓋に比べ丁寧な作りの個体が多く、 1123号遺構（焼土）から出土した245やC地区の包

含層から出土した468では、天井部外面にカキ目調整を施している。

摘み蓋 9• 10• 24-26• 46• 49• 102• 109• 118• 150• 165• 167• 169 ・ 173• 177-180• 241・

242• 246-248• 253• 256• 283• 298• 345-355• 405• 471-473• 523 
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天井部に摘みが付き、口縁部が折り返され、内面に返りを持たない蓋である。律令時代に広く普及

した器種とされる。

出土した須恵器で最多となる533個体を確認した。これは同用途の器種である返り蓋の 7倍を超え

る数である。この差は流通した期間の長短に起因すると考えられよう。地区別では、 G地区338個体

(63.4%)、C地区122個体 (22.9%)、F地区34個体 (6.4%)、D地区39個体 (7.3%) となる。面積で

は10%に満たないC地区で22.9%出土していることと、面積では78.0%を占める G地区で63.4%しか

出土していないことに注目すべきであろう。

天井部外面には回転ヘラ削り調整を施すのを通例とするが、 1083号遺構（竪穴）出土の179のよう

に省略する個体も少数ながら認められる。珍しい個体としては、 G地区の包含層から出土した355を

挙げることができる。特殊な宝珠摘みを持ち、寺院関連遺物と思われる。環状の摘みをもつものは、

G地区包含層出土の354とC地区包含層出土の473の2個体を図示した。今回確認できたのはこの 2個

体のみである。 G地区包含層から出土した405は類例を見ない特異な個体である。とりあえず摘み蓋

の摘み部分が単独で焼成されたものと考えている。あるいはこの状態で口径の小さな貯蔵具用の蓋と

して使用された可能性を考えるべきかもしれない。

なお、摘み蓋の摘みが省略されたタイプの蓋、すなわち平頂蓋は、当遺跡では確実な個体は出土し

ていない。その可能性のある個体としてD地区の包含層から出土した524があるものの、この個体は

厚手の作りであることから大型の鉢か盤•皿類の底部破片となる可能性があり、確実に平頂蓋と言え

るものではない。

無台杯 11• 45• 50·51 ・ 108• 110• 111 ・ 123• 135-137• 151 ・ 152• 170• 181 ・ 182• 251 ・ 257•

258• 358-362• 474-478• 525 

平らな底部から直線的に斜め上方へ体部が延びるのを器形の甚本とする。杯Aとも呼ばれる。律令

時代の器種である。

285個体確認した。地区別では、 G地区159個体 (55.8%)、C地区53個体 (18.6%)、F地区53個体

(18.6%)、D地区20個体 (7.0%)である。 G地区では出土密度が薄く、 C地区と F地区、それも特

にF地区で出土密度が濃い、といった傾向を読みとることができる。

底部外面にはナデ・オサエ調整を施すのを通例とする。これは大部分は指によるとみられるが、指

ではなく工具によることが確認される個体が少数ながらみられる (137• 359)。また、回転ヘラ削り

調整を施した個体もみられる (360• 362• 4 76)。底部の切り離しはヘラ切りによるものが大半を占め
るが、回転糸切りによるものも少数ながら認められる。ただし、 100号遺構（竪穴）から出土した11

や1083号遺構（竪穴）から出土した182のように、回転糸切り後、底部外面に回転ヘラ削り調整を施

して痕跡を目立たないように調整するのが一般的のようである。後述する無台碗では糸切り痕をその

まま残すのを通例とすることから、当地域でも他地域と同様に、無台杯が無台碗に先行する器種であ

ることは疑いないと言えるであろう。

小型無台杯 134• 356• 357 

確認できた個体は、わずか 8個体にすぎない。地区別ではG地区 7個体、 C地区 1個体で、 F地区

とD地区では確認されなかった。セット器種であるはずの小型返り蓋の個体数との不整合が不可解で

ある。
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有台杯 12• 13• 28-30• 53• 153• 159• 236·295• 363-370·479• 527 

高台の付く杯で、杯Bと呼ばれることがある。律令時代に広く普及した器種とされる。

200個体確認した。地区別では、 G地区124個体 (62.0%)、C地区36個体 (18.0%)、F地区24個体

(12.0%)、D地区16個体 (8.0%)である。無台杯同様、出土密度はG地区で薄く、 C地区と F地区

で濃い傾向が認められる。

体部と底部の境に突帯状の強い稜をもつ特殊品がみられることを当遺跡の特徴として挙げることが

できる (159• 236・364・365)。このうち236は極めて小型である点でも特異である。

底部外面には回転ヘラ削り調整を施すのを通例とする。ヘラ状工具を使用した回転によらない削り

調整を施した例もみられる (367)。

無台碗 5• 14• 33• 128• 131 ・ 141 ・ 183-196• 240• 249• 259• 260• 371-373• 480• 502• 528 

杯にくらべ底径が小さく体部が外反する器形のものを碗とする。底部外面に回転糸切り痕を残すの

を通例とし、例外はみられない。回転糸切り技法が普及する時期以降に現れた、律令時代後期の代表

的な器種とされる。

403個体確認した。この点数は摘み蓋に次ぐもので、今回の調査では特に目立つ器種であった。地

区別では、 G地区250個体 (62.0%)、C地区83個体 (20.6%)、F地区31個体 (7.7%)、D地区39個体

(9.7%)である。 G地区で薄く、 C地区で濃い出土傾向が認められる。なお、 D地区の確認個体はす

べて包含層出土品であり、遺構内出土品中には全くみられない。多数出土した器種であるだけに偶然

とは考えがたく、 D地区の遺構の帰属時期を考える上で手掛かりとなる。

他の器種に比べ、須恵器に通例の青っぽい灰色でなく、赤っぽい色を星する個体が多くみられる。

33 (図版5にカラー写真を掲載） ・ 187• 191 ・ 192• 371• 373• 480など、そうした例はかなりの頻度

で認められる。これば焼成時に窯内で完全な還元炎焼成とならなかったことに起因するものであり、

もちろん須恵器全般に時にみられることではあるので、意図的にそのような発色をねらったものなの

か否かは不明である。ただ、当遺跡に限らず当地域では目に付く現象であることは確かである。

有台碗 126• 142• 161 ・ 197-201• 374• 481 

高台を持つ碗である。無台碗と同じく底部外面に回転糸切り痕を残すのを通例とする。律令時代後

期の器種である。

51個体確認した。地区別では、 G地区36個体 (70.6%)、C地区10個体 (19.6%)、F地区 1個体

(2.0%)、D地区 4個体 (7.8%)である。確認個体数が少ないため傾向を捉えにくいが、無台碗と同

様にG地区で薄く、 C地区で濃いようである。 F地区とD地区の遺構内では全く確認されていない。

374のように灰釉陶器の碗に器形が極めて近い個体もみられるが、本書ではそのような場合には色

調と胎上から判別している。前述の通り底部外面に回転糸切り痕を残す個体が多いが、なかには回転

ナデ調整を施す個体も確認される (197)。また、体部内面のみに自然釉が付着し、その結果、底部内

面に重ね焼きの痕跡が認められる個体がかなりみられる (197• 201)。

無台盤 84• 375 

扁平な皿状の器種のうち、口縁部が明瞭に屈曲するものを盤とした。律令時代後期の器種である。

260号遺構（溝）から出土した84とG地区包含層から出土した375は、蓋として使用された可能性もあ

るものの、日縁部の形状に有台盤と共通する要素が認められることから食物を盛る器と判断し、無台
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盤とした。同様の器種の破片とみられるものは調在区全体では数点程度出士している。

有台盤 202• 203• 376-378• 482 

律令時代後期の器種である。高台の付く盤である有台盤は39個体確認された。地区別では、 G地区

25個体 (64.1%)、C地区13個体 (33.3%)、F地区 1個体 (2.6%)である。 D地区では確認されてい

ない。確認個体数が少ないため傾向を捉えにくいが、無台碗や有台碗と同様に、 G地区で薄く、 C地

区で濃いようである。 1083号遺構（竪穴）では、須恵器の無台碗• 有台碗、灰釉陶器の碗• 皿と共に

出土している (202• 203)。

図示した 6個体では、底部の残存しない482を除いて、いずれも底部外面には回転糸切り痕が確認

される。

皿 15• 85• 154• 379• 483 

口縁部が盤のように明瞭に折れない扁平な器種を皿とした。 C地区包含層出土の483は無台杯に分

類することも可能ではあろうが、底部外面が広く平らで、さらに無台杯では一般的ではない回転ヘラ

削り調整が施されていることから、皿に分類した。同様の無台の個体には260号遺構（溝）出土の85と

550号遺構（溝）出土の154がある。 G地区包含層から出士した379も、小破片ではあるが皿である可

能性が高い。

明確ではないが、 100号遺構（竪穴）から出土した15は、高台が付いた皿となる可能性がある。

高杯 6• 67• 68• 101• 380• 382-385• 387 

小破片は多数出土しているものの、全形を窺える個体は少数にとどまる。

387は厚手の作りで、杯部・脚部ともに類例をほとんど見ない特異な形状をなす、規格外とも言う

べき個体である。 82UグリッドII屑から出土しており、古墳時代後期の遺物がまとまって出土した246

号遺構（竪穴）に関連する遺物の可能性がある。

有蓋高杯はごく少数しかみられなかったが、 G地区包含層から出士した380はその例である。杯部

の底部外面にカキ目調整を施している。

このほか、図示できる個体はないが、長脚で二段透かしを持ち、脚部外面にカキ目調整を施した高

杯がG地区で複数確認されている。

聡 72• 98• 114 

古墳時代の器種である。今回の調杏では通例から予想される以上に多くの破片が出士しており、全

形を窺えるものが 3 個体ある。 72は246号遺構（竪穴）から杯蓋．杯身• 高杯などとともに出土した。

292号遺構（溝）から出士した98は、口頸部内面に「X」のヘラ書きがみられ、体部外面中央部には

波状文を施している。 466号遺構（溝）から出土した114は、同部位に列点文を施している。

壺・鉢• 瓶 2• 16• 34• 36• 69• 70• 86• 95• 99 ・ 104• 105• 116• 155• 156• 206-208• 

254• 261 ・ 263-266• 388-403• 484• 486• 487• 529 

いずれも貯蔵具であるが、これらを厳密に分ける拠り所となる基準はないので、まとめて扱う。

最も多くみられるのは、短い頸が直立する器形の壺、いわゆる短頸壺で、図示したものに中にも11

個体ある (69• 86• 95·99 ・ 104• 105• 156• 389• 390• 392• 393)。広口の器形となるものには467

号遺構（溝）から出土した116や2001号遺構（竪穴）から出土した266などがあるが、今回の出土遺物

に限れば定形といえる器形が見出せない。
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特異な個体としては、 G地区包含層から出土した401を挙げることができる。頸部外面に鍔状の張

り出しをもち、体部外面にはカキ目が認められる。 G地区包含層から出土した403は鉄鉢形となると

みられる。横瓶の確認個体はごく少数で、図示できたのは27号遺構（土坑）から出土した 1個体(2)の

みである。平瓶と提瓶については、 G地区の出土遺物中にそれぞれ小破片を確認しているが、図示で

きる個体はない。

G地区の712グリッド11層から出土した398は、器形は不明ながら、体部外面に「寺」とみられる

ヘラ書きがあることで特に注目される。

甕 19• 23• 52·71• 80• 119• 204·205• 409• 410 

壺・鉢• 瓶より大型で、頸部が体部よりすぽまる器形の貯蔵具を甕とした。体部と底部の内面に同

心円当て具痕を残すのを通例とするが、内面に調整を加えて痕跡を消す個体もみられる。当て具痕に

木製当て具による木目が認められる個体はなく、陶製の当て具が使用されたと推定される。外面には

叩き痕を残す。底部はやや丸みを帯びた尖底を通例とし、平底の個体は確認されていない。

全形を窺える良好な個体として、 100号遺構（竪穴）から出土した19を挙げることができる。割れ

て156点の破片に分かれた状態で出土した。器高76.7cm、最大径75.4cmを測る大型品で、当遺跡で出

土した甕では最大である。これより小さな中型の個体の代表例として409がある。さらに小型の良好

な個体としては410を挙げることができる。

壺蓋 407• 408 

当遺跡では希な器種である。 G地区の包含層から出土した407と408の2個体以外に確認した個体は

なし'o

貯蔵具の蓋 411 

大型の貯蔵具の蓋とみられる特異な個体が 1個体ある。 G地区包含層から出士した411は日径27.2cm

を測る大型の器種で、天井部外面にはカキ目が認められる。

陶錘 503 

F地区の包含層から出土した503が、今回の調在における唯一の確認個体である。

陶丸 485 

C地区の包含層から出土した485は類例をみない器種であり、仮に陶丸と呼んでおく。最大径2.3cm

を測る球形で、直径0.35cmの貫通孔を有する。外面にはT寧なナデ・オサエ調整を施し、滑らかに整
形している。図の下端面の部分のみヘラ削り調整を施している。陶錘として使用されたとも考えられ

るが、精巧な作りをしていることから装飾品や数珠玉としての使用も想定されよう。

硯 406

G地区の包含層から出土した406は、全形を窺うことはできず硯面は確認されていないものの、把

手付中空円面硯である可能性が高い。提瓶を横向きに倒し、体部の片面を硯面としたような形態と推

測される。把手部の上面に円形の孔を穿っており、底部内面には黒とみられる黒色の付着物が認めら

れる。

以前の調査時には蹄脚硯が出士しているが（前報告書の67番）、今回の調杏で出土した須恵器のう

ち硯の可能性があると判断したのは、この 1個体のみである。
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(2) 土師器

破片数で11,364点出土した。当遺跡では須恵器に次いで多い遺物である。地区別ではG地区9,435

点 (83.0%)、C地区1,039点 (9.1%)、F地区342点 (3.0%)、D地区548点 (4.8%)である。須恵器

と比較するならば、 G地区で多く、 C 地区と F 地区で少ない傾向が認められる。杯• 高杯• 皿・甕・
こしき てづくね

甑•手捏土器• 製塩土器を確認した。杯の中には、器面に線状の装飾的なミガキを施した、いわゆる

暗文土師器がみられる。

土師器については、使用している胎土を基準に、精良なものと砂粒を多く含む粗雑なものに大別し

た。胎土の違いを分類基準としたのは、杯に胎土精良なものと砂粒を多く含む粗雑なものが共に認め

られるため、須恵器のように用途による分類を行って数量比を求めるのが小破片では困難であったこ

とによる。分類の結果は、土師器（良） 2,205点、土師器（粗） 9,159点となった。両者の比率は、お

よそ 1: 4であり、つまり胎土の精良な破片が土師器全体の 5分の 1を占めることが明らかとなった。

比較対照できる他遺跡のデータがないのではっきりしたことは言えないものの、美濃地方の一般的な

古代集落跡の場合に比べれば、胎土精良なものの占める割合がいくらか高いと思われる。

用途を基準に分類するならば、杯• 高杯• 皿が食膳具、甕• 甑が煮炊具、手捏土器• 製塩上器が特

殊品となるであろう。食膳具と特殊品は高杯を除けば個体数としては少数であり、出土した土師器の

多くは煮炊具で占められる。土師器食膳具の出土量が須恵器食膳具とは比べものにならないくらい少

量であることから、当地域では土師器が食膳具の主力となることはなく、一貫して特殊なケースにお

いて使用されるにとどまったと思われる。

i不 73• 74• 87• 107·117·124• 168• 414• 416• 417• 490 

土師器の杯は甕などとは違い緻密な胎土では作られるのが一般的であるが、当遺跡では、甕と同様

の砂粒を多く含んだ粗雑な胎土で作られた個体が少なからずみられる。以下、それらを土師器杯（粗）

と呼び、通常の緻密な胎土のよるものを土師器杯（良）と呼んで、両者を区別することとする。

上師器杯（良）は22個体確認した。地区別ではG地区17個体、 C地区 1個体、 F地区 3個体、 D地

区1個体である。器面をナデ調整したのち、幅の狭いヘラ状のエ具によるミガキを加えて光沢のある

線状文様を描いた、暗文と呼ばれる装飾のあるものが大半を占める。

暗文土師器は破片数で32点、個体数では20個体確認した（第23表）。この中には高杯の可能性のあ

るものが含まれるものの、確認された個体はすべて杯である。地区別では、 G地区15個体、 C地区 1

個体、 F地区 3個体、 D地区 1個体となる。 G地区での分布範囲は、グリッドで言えば71-73行のY

-B列の区域と81-82列のu-x列の区域に集中する傾向が顕著である。杯と確認できないものも含

め 9 個体図示する (87• 107• 117• 124·168• 270• 413·415• 490)。このうち全形を窺えるのは124

と168である。

679号遺構（ピット）から出土した168は今回の調査で確認できた唯一の土師器の有台杯であり、加

えて124と並んで最も残存状態のよい暗文土師器であることからも特に注目される。体部内面に横方

向のナデを行ったのち、縦方向の線状ミガキを施している。体部外面は、上半部は横方向のナデ調整

を施すが粘土継ぎ目を明瞭に残している。体部外面下半部は、器に対してヘラを左横方向へ動かすの

を原則とする手持ちヘラ削りを施す。底部は、内面と高台より内側の外面にはナデ・オサエ調整、高

台の内外面には横方向のナデ調幣を施し、高台より外側の外面には 3本単位のハケ目が認められる。
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元は全面に赤彩を施していたとみられるが、高台部分を除く外面では大部分剥落している。胎土は当

遺跡で出土した他の暗文土師器に比べて砂粒を多く含んでいる。畿内からの影響を示す遺物と言えよ

うが、暗文を施す部位が体部内面のみにとどまること、粘土継ぎ目をあまり丁寧には消していないこ

と、胎土が比較的粗いこと、それに底部外面の一部にハケ目が認められることなどから、畿内の典型

的な優品とは様相を異にし、在地の製品とみるべきであろう。

480号遺構（溝）から出土した124は大型の杯である。体部外面上半部に横方向ナデののち横方向の

線状ミガキを施している。また、体部外面下半部と底部外面にはヘラを左横方向へ動かす手持ちヘラ

削り調整が認められる。ただし、内面は横方向のナデ調整が確認されるのみである。胎土は砂粒の混

入が少なく、緻密である。

以上の 2個体以外は小破片であるが、第23表に示した通り、体部内面、あるいは体部内面から底部

内面にかけての部位に、縦方向の線状ミガキを施すのを通例としている。 413のみ外面にも横方向の

線状ミガキが認められる。今回の調査での出土遺物中には、螺旋状に磨いたものは確認されなかった。

飛騨地方では暗文士師器の出土例が近年になって増えつつあり、当遺跡の第 1次～第 3次で出上し
よしま はんだがいと かLヽ ぐえ

ているほか、上町遺跡（飛騨市）、与島古墳群、半田垣内遺跡、海具江古墳、桜本遺跡、石橋廃寺

（以上高山市）において出土例が知られている。

土師器杯（粗）は10個体確認した。地区別ではG地区8個体、 C地区 1個体、 D地区 1個体で、 F

地区では確認されていない。図示した個体では、 73• 74• 414• 416• 417が該当する。

73は、甕の底部となるべきものを独立させて口縁部を成形して杯としたような印象を受ける。ただ

し、内面は、おそらく痕跡をほとんど残さぬ丁寧なナデ・オサエによるのであろうが、滑らかに調整

してある。 414• 416では、内外面にハケ目が認められる。 417では、内面は板ナデ調整により極めて

滑らかに仕上げられている。

第23表暗文土師器一覧

地区 出土地点 層位 破片数 器種 遺物番号 備 考

246号 l層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

250号 1層 1 杯 内面に線状ミガキ。 87と同一個体か。
260号 1層 2 杯 87 内面に線状ミガキ。

406号 l層 2 杯 107 内面に線状ミガキ。 480号遺構l層に同一個体とみられる破片 l点あり。
467号 1層 1 杯 117 内面に線状ミガキ。内外面に赤彩。

480号 1層 ， 杯 124 外面に線状ミガキ。

679号 床面直上 3 有台杯 168 内面に線状ミガキ。内外面に赤彩。
G 71A II層 1 杯 内面に線状ミガキ。内外面に赤彩。 168と同一個体か。

72Y II層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

72A II層 1 杯？ 413 内外面に線状ミガキ。

72B II層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

72B II層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

728 II層 1 杯 内面に線状ミガキ。内外面に赤彩。 168と同一個体か。
732 II層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

82X II層 1 杯？ 415 内面に線状ミガキ。

C 15M II層 1 杯 490 内面に線状ミガキ。

2001号 1層 1 杯？ 270 内面に線状ミガキ。

F 2001号 1層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。 270と同一個体か。
32E I 2層 1 杯？ 内面に線状ミガキ。

D 24G I層 1 不明 外面に線状ミガキと赤彩。
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高杯 17• 75• 146• 418• 419• 421• 531 

土師器の高杯は109個体確認した。地区別ではG地区87個体 (79.8%)、C地区 6個体 (5.5%)、F

地区 5個体 (4.6%)、D地区11個体 (10.1%)である。 C地区で希薄な点が特徴的である。実測でき

る個体は少なく、杯との判別が難しいものを除くと 7個体を図示したにとどまる。

杯の場合と同様に、砂粒を多く含んだ粗雑な胎土で作られた個体が少なからずみられる。 17• 419 

が該当例で、これらはいずれも G地区出土遺物である。

549号遺構（溝） 1層から出土した146は、杯部の口縁部が外反し、脚部は短く、裾部が広く外反す

る器形の高杯で、当遺跡出土遺物中に類例がほとんどみられない。砂粒の混入の極めて少ない密な胎

土を用いた精製品で、明褐色を皇する。類似する遺物は近隣では高山市国府町の半田垣内遺跡で出土

しており、半田垣内遺跡における共伴須恵器から判断して帰属時期は古墳時代中期の 5世紀代にまで

遡る可能性がある 7)。

皿 22

図示したのは124号遺構（ピット）から出土した22のみである。手捏成形で実測図の通りゆがみが

著しい。口径11.8cm、器高2.9cm、底径4.3cmを測り、底部が小さく体部が外反する器形を成す。日縁

部外面には強い横方向ナデにより平坦面を作る、いわゆる「面取り」を施している。内面は底部から

体部にかけて一方向のハケ目が認められる。外面は丁寧なナデ・オサ工を施しているとみられ、ナデ

の方向や指頭圧痕は観察されない。胎土は砂粒の混入が少なく緻密である。内外面とも橙色を呈する。

土師器のlII1については当地域では報告例が少なく、共伴する遺物もないため帰属時期について確か

なことは言えないが、口縁部外面に面取りが認められることや内面にハケ目が残ることから中世以降

に降る可能性は小さく、とりあえず平安時代頃の遺物と考えておきたい。

なお、類似する遺物は、今回の調査では、 337号遺構（ピット）において 1点確認したのみである。

甕 18• 38-40• 54• 57• 76• 81• 88-90• 106• 112• 115• 120• 129 ・ 132• 139 ・ 140• 143• 14 7• 

157• 172• 174• 175• 209-215• 237• 243• 250• 252• 267-269• 423-433• 491-495• 532 

甕は一部の例外を除き、砂粒を多く含んだ粗い胎土で作られている。色調は個体差が大きいが、黄

色みを帯びた灰色との印象を受けるものが目に付く。胎上と器形は通常の上師器甕のものでありなが

ら、須恵器同様の還元炎焼成である個体もみられる (267)。なお、鍋に近い器形となるものがみられ

るが (268など）、ごく少数にとどまり、全形を窺うことができる個体も出上していないことから、本

書では甑以外の土師器煮炊具はすべて甕として扱った。確認し得たタイプの大部分を網羅するよう掲

載遺物を抽出し、 56個体を図示した。大型品と小型品に大別できる。

大型の甕の多くは長胴甕である。全形を窺うことのできる個体として、 90• 106• 215がある。共伴

する須恵器から判断して古い方から90→106→ 215の順で、時期差もあろうが、この 3個体には器形の

面で共通する特徴が認められる。①日縁部はあまり大きく開かないこと、②肩が張らないため、径が

最大となるのは体部中央辺りであること、③底部は径の小さな乎底であるが、体部との境はあまり明

瞭ではないこと、以上の 3点である。これらはまた、美濃地方で古墳時代から古代にかけて広く普及

した濃尾型長胴甕にはみられない特徴でもある。飛騨地方では全形を窺える土師器甕の報告例は未だ
うえがひら

少数にとどまるが、飛騨市古川町の上町遺跡と飛騨地方南部に位置する下呂市の上ヶ平遺跡において

類似例が確認される 8)。したがって、当遺跡の土師器長胴甕にみられる上記の特徴は、飛騨地方にお
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いては広くみられるものである可能性がある。

このほか、頸部が明瞭な境を持たぬまま体部に続くような、さらに器形に減り張りのない寸胴な器

形の長胴甕もみられる (39• 433• 494• 495)。上ヶ平遺跡でもこれに類似する甕が出士している。ま

た、日縁部外面に強いナデにより面を持つ個体もみられる (57)。

次に大型の甕の調整技法についてまとめておく。口頸部内面には横方向のハケ目が認められる個体

が最も多いが、横方向のナデ調整の個体も多い。軽いナデとオサ工を併用したとみられる個体もある

(40・175)。体部内面はナデ・オサエ調整が最も多いようである。ほとんど調整の痕跡を残していな

い個体もみられるが、それらは指などによる軽いナデ・オサエ調整を丁寧に施したものと推測する

(40• 147)。その一方でハケ目が認められる個体も多い (106• 140• 172• 215• 250• 425• 433)。板

ナデとみられる調整を施した個体もある (90)。口頸部外面には横方向のナデ調整を施すのを基本と

するものの、体部外面に施されるハケ目がこの部位から始まる個体も多い (140• 174• 175• 214• 

429• 432• 433• 493• 494• 495)。体部外面には縦方向か斜め方向のハケ目が認められるのが一般的

である。ナデ・オサエ調整のものもある (147)。不定方向のナデ調整を施したものもある (431)。

なお、ロクロ技法を使用した個体が少数ながらある (129• 143• 209・268)。これは北陸地方に普

遍的にみられる技法である。 129や143では体部上半部内外面に回転ヘラ削りもしくはカキ目とみられ

る調整痕が認められ、 209でも体部上半部外面にカキ面が認められる。 268では、日縁部から体部にか

けての調整は回転ナデとみられる。出土状況を確認してみると、 129は526号遺構（焼上）において須

恵器の無台碗 (128)と共に出土しており、 143も533号遺構（焼土）において須恵器の無台碗 (141)

や有台碗 (142) と共に出土している。 209は須恵器の無台碗や灰釉陶器が多量に出土した1083号遺構

（竪穴）の遺物であり、 268もまた無台碗などが出士した2001号遺構（竪穴）の遺物である。したがっ

て、いずれも当遺跡では比較的新しい段階に位置づけられる遺物であり、当地域における土師器煮炊

具へのロクロ技法の導入は、須恵器への回転糸切り技法導人以降と考えることができる。

小型の甕も多数出上している (38• 54• 76• 88• 115• 210• 211 ・ 212• 213• 252• 269• 423• 426• 

491)。長胴甕をそのまま小型化したようなもの (38• 54• 252)、口縁部が開かず直立するもの (115•

491)など、器形は多様である。 269は丸底の小型の甕である。例外的に砂粒の少ない緻密な胎土で作

られている。ハケ目は認められない。日頸部を横方向ナデで丁寧に調整している一方で、体部と底部

はナデ・オサエとみられる調整を施しているものの、細かな凹凸を多く残している。 2001号遺構（竪

穴）から出士した

531号遺構（竪穴） 2層から出土した139は、古式土師器とも言うべき古い段階の甕とみられる。こ

のような個体は当遺跡では極めて稀にしかみられなかった。

甑 436

G地区の包含層から出土した436は、体部の傾きの復元に推測を交えてはいるが、ほぼ全体の形状

を復元可能である。体部はほぼ直立したまま開日し、口径は25cm前後を測るとみられる。体部中央に

は一対の把手を持つ。底部は残存しないものの、実測図の下端部がほぼ体部と底部の境部分とみられ

るので、器高は30cm程度に復元できる。外面は縦方向に木の板とみられるエ具による粗いナデ調整を

施し、内面は同様の調整を横方向に施している。

今回の調査で確認できた甑はこの 1個体のみである。



60 第4章出土遺物

手捏土器 100• 216・435 

祭祀に用いられることが多い上器とされる。手捏土器の可能性のあるものは、破片としては相当数

出上しているが、確認点数は少数にとどまり、図示できるものは次の 3個体である。

292号遺構（溝）から出土した100はほぽ完形品で、内外面に指オサエの痕跡が明瞭に認められる。

日径5cm前後を測る。胎土は甕などに用いるものに似ており、砂粒を多く含んでいる。同様の個体は、

破片であるが1083号遺構（竪穴） 1層からも出土している (216)。

G地区の包含層から出土した435はほぽ完形品であるが、口径は6.5cm前後を測り、当遺跡で出土す

る手捏土器としては大型である。砂粒の混人の少ない上師器としては密な胎土で作られている点も、

やや異質である。

製塩土器 37• 125• 434 

細片で出上するのを通例とするため、確認の難しい遺物である。したがって、厳密な出土点数を提

示することはできないが、 G地区と C地区とで15個体（破片数では26点）、可能性のある遺物を見出

している。この中には確実でないものも含まれるが、その一方で識別できなかった破片が相当数ある

とみられるので、実数はこれよりかなり多い可能性が高い。いずれも手捏成形で、概して粗製である。

比較的状態の良い 3個体を図示する。

37は体部の破片とみられる。外面には粗い板ナデとみられる調整痕が認められる。エ房的な性格の

竪穴建物跡である197号遺構の 1層から出±した。 125はこれより大きな破片であるが、外面に板ナデ

痕は認められない。口が大きく開く器形になると推定できる。 480号遺構（溝） 1層から出土した。

以上 2点は、器面の多くの部分が明るい橙色を呈する。また、胎土に砂粒の混入は少ない。 434は直

立する口縁部の破片である。外面には部分的に粗い板ナデとみられる調整痕が認められる。上記 2点

とは異なり薄手の作りで、残存部分の器厚は最大でも5.5mm程度である。胎土に砂粒の混人は少ない。

器面はにぶい黄褐色を呈する。

125が北陸地方に類例のある器形であることから、当遺跡の製塩土器は東海地方よりむしろ北陸地

方の様相を呈しているとみてよいであろう。なお、製塩土器は飛騨地方では報告例の極めて少ない遺

物であり、これまでに当遺跡以外で出士が確認されているのは、藤ノ木遺跡（高山市国府町）、直道

遺跡（高山市国府町）、塚田遺跡（高山市国府町）、西ヶ洞廃寺跡（飛騨市古川町）の 4遺跡にすぎな

し＼

゜
第24表製塩土器一覧

地区 出土地点 層位 破片数 遺物番号 備 考

197号 l層 1 37 明るい橙色を呈する。

412号 1層 1 明るい橙色を呈する。

480号 1層 2 125 明るい橙色を星する。

480号 1層 4 125と同一個体か。明るい橙色を呈する。

631号 l層 1 明るい橙色を呈する。

71A II層 1 434 口縁部破片。
G 71A Il層 2 
71A II層 1 明るい橙色を呈する。

72Y II層 4 
72Z II層 2 明るい橙色を呈する。

77E II層 1 
sou II層 1 内面に白色斑あり。

81U II層 1 

C 
15 L II層 2 明るい橙色を呈する。外面に白色斑あり。

15M II層 2 
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(3) 灰釉陶器

灰釉陶器は破片数で474点出土した。地区別では、 G地区271点 (57.2%)、C地区132点 (27.8%)、

F地区52点 (11.0%)、D地区19点 (4.0%) となる。第25図に示した地区間面積比を考慮するならば、

G地区とD地区で出土密度が薄く、 C地区で濃い傾向が顕著である。 F地区は、包含層では46点出土

したが、遺構内ではわずか 6点出土したにすぎない。また、 D地区の遺構内では 1点も出土していな

いのが注目される。確認した器種は碗• 皿• 瓶である。碗• 皿はC地区の1083号遺構（竪穴）で良好

な個体が一括出上している。

胎土は、全般に須恵器よりは緻密であるが、美濃地方の製品に比べればやや粗いとの印象を受ける

ものが多い。このことから、大部分は在地の製品とみられる。 1083号遺構（竪穴）から出土した219

のように、砂粒を多く含む粗い胎土による個体も少数ながら認められる（写直図版 6)。色調は黄白

色を呈するものが多く、美濃地方の製品より黄色味が強い。典型例である221のカラー写真を掲載す

るので参照されたい（写真図版 6)。人為的な施釉の認められる個体は少なく、図示した25個体中 7

個体（碗 l、皿 l、瓶5)にすぎない。これは当地域で出土する灰釉陶器の多くに共通して認められ

る特徴のようである。

碗 127• 164• 217-220• 437-440• 488 

口縁部が外に開く碗形の体部と高台を持つ底部を器形の基本とする器種である。 69個体確認し、 11

個体図示した。高台は断面形が三日月形の、いわゆる三H月高台を基本とするが、高さが低く幅の広

いものが多い。器形の面では、総じてバラエティに富んでいる。極端な例を挙げれば、 1083号遺構

（竪穴）から出土した219は、高台の整形が雑で断面形が三角形に近くなっており、日縁部も内彎する

など、東海地方で灰釉陶器に続いて生産された山茶碗に近い特徴が認められる。この個体については、

前述の通り、砂粒を多く含む粗い胎土を使用していることも、そうした印象を強めている。

底部外面に回転ヘラ削り調整を施す個体が過半数を占める (127• 164• 217• 438• 439• 440• 488)。

他方、回転糸切り痕を残す個体も認められる (218• 219• 220)。437では回転糸切り痕を消している

が、調整技法はナデ・オサエである。

図示した11個体中、人為的な施釉の認められるのは、 488のみである。図示し得なかった小破片中

にも釉が施されているものは極めて少ない。ただし、体部内面に自然釉が付着する個体は多い。

特殊なものとしては、 G地区の包含層から出土した437のように、小碗とでも呼ぶべき日径・器高

ともに小さな個体がある。大型で器高の高い、いわゆる深碗はあまり見かけないが、 488号遺構（焼

土）から出土した127は該当例とみてよいであろう。輪花碗は確認されていない。

なお、墨書のある個体が 2点あるが、それらについては本節の最後でふれることとする。

皿 221-225• 441-444 

碗をそのまま扁平にした器形の器種である。すべて高台を持つ。 61個体確認し、 9個体図示した。

碗とは数量比ではほぽ対等である。碗ほどではないが、やはり器形の面では均ーではない。例えば、

1083号遺構（竪穴）の 4 層から一括出土した222-225を比較してみても、器高や高台の高さ•形状に

ばらつきが認められる。

底部外面に回転糸切り痕を残す個体が大半を占める。回転ヘラ削り調整を丹念に施して回転糸切り

痕を消しているのは、図示したものの中では443のみである。図示した 9個体中、 G地区の包含層か
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ら出土した444のみに施釉が認められる。 444は色調も他に比べ白っぽく、胎士は緻密な印象を受ける。

なお、段皿は図示してはいないが、 83Vグリッド11層から 1点、 33Fグリッド11層から 1点、しヽ ず

れも小破片ではあるが出土しており、ごく少ないとはいえ皆無ではない。耳皿は全く確認されていな

し、

゜
瓶 445-448• 489 

灰釉陶器の瓶類は 5 個体図示した。碗• 皿とは対照的に、すべての個体で施釉が認められる。

全形を窺える個体は84Xグリッドから出土した448のみである。やや広口で頸部から体部にかけて

はなだらかな曲線状に成形され、体部も肩の張らない丸みを帯びた形状である。底部は高台のない平

底であるが、やはり丸みを帯びているため、自立はするものの安定を欠く。施釉範囲は外面は体部上

半まで、内面は頸部までである。

G地区の包含層から出土した445は、口縁部と底部を欠くものの、小瓶とみられる。 C地区の包含

層から出土した489は長頸瓶である。

(4) 緑釉陶器 505 

古代の緑釉陶器の破片を 3点確認した。実測可能であったのは 1点のみである。

505は碗の口縁部とみられる。須恵器のような硬い素地の、いわゆる硬陶緑釉であり、内外面に緑

釉を施している。 F地区33Fグリッドの I2層から出土した。

図示できなかった 2点は、いずれも残存状態は良くないものの、釉が部分的に残ることから緑釉陶

器と確認できた小破片である。 2点とも白く柔らかな素地に緑釉を施した軟陶緑釉である。 G地区の

550号遺構（溝）の 1層とD地区の28HグリッドII層から、 1点ずつ出士している（写真図版7)。

なお、当遺跡では以前の調査時に奈良時代の三彩陶器蓋が出士し注目を集めたが（前報告書の17番）、

今回の調査では三彩陶器の破片は確認されていない。

(5) 輸入磁器 506• 507• 533・534 

破片数で 8点確認した。すべて包含層から出土しており、遺構内から出土したものはない。また、

古代の包含層である II層から出土したのは507のみであり、あとの 7点はII層より上の層から出土し

た。地区別ではD地区4点、 F地区4点となり、 C地区とG地区では出土していない。確認した破片

はすべて青磁であり、いずれも龍泉窯系とみられる。 4個体を図示する。

507はF地区33DグリッドII層から出土した。碗の底部とみられる。高台内側までは釉がかかるが、

高台より内側の底部外面は焼成前に釉を掻き取っているとみられ、暗褐色を呈する。 506はD地区34

Eグリッド I2層から出土した。皿の底部とみられる。底部内面に花文を施す。底部外面は焼成前に

釉を掻き取っているとみられ、にぶい褐色を呈する。

D地区25Fグリッド I層から出土した534とD地区27Gグリッド I層から出土した533は碗の口縁部

破片である。体部外面に鏑蓮弁文を施す。

なお、図示していない破片 4 点のうち 2 点は、 533• 534と同様に体部外面に鏑連弁文を施すタイプ

である。
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(6) 縄文土器 282·292• 299• 449·508• 509 

縄文士器は破片数で146点確認した。今回の調杏では縄文時代の遺構は確認されず、それらはすべ

て包含層出士遺物か後世の遺構に混人した遺物である。地区別の内訳はG地区38点、 C地区 3点、 F

地区21点、 D地区84点である。 4地区いずれにおいても縄文時代中期の遺物が大半を占める。 6個体

図示する。

F地区包含層で出土した509は深鉢の口縁部破片とみられる。外面に半戟竹管状工具による横方向

の半隆起線文と、いわゆる蓮華文を施す。 508は胴下半部の破片とみられる。外面に半戟竹管状工具

による縦方向を主とする半隆起線文を施し、その間をやや右下がりに斜行する横方向の櫛状工具によ

る沈線で充填している。これらは北陸地方を中心に分布する縄文時代中期前葉の土器様式である新保・

新崎式に属するとみられる。 D地区で出土した282• 292• 299も同様式に属すると捉えてよいであろ

゜
ろっ

縄文時代中期以外では早期の押型文土器の破片を 1点確認した (449)。外面に山形の押型文を縦方

向に施している。 G地区67DグリッドII屑から出土した。このほか、図示してはいないが、爪形文を

施した縄文時代前期の深鉢の破片とみられるもの 1点をD地区24Fグリッド I層において確認してい

る。

(7) 弥生土器 535 

破片数で18点確認した。出土地点は、 26Gグリッド I層が13点、 27HグリッドII層が 2点、 3032号

遺構（竪穴） 1層が 1点、 3036号遺構（ピット） 2層が 1点、 3035号遺構（土坑） 1層が 1点で、す

べてD地区である。ただし、大部分の破片が出土した26Gグリッドとその周囲に広がる I層は、地元

からの聞き取り調森では他所から持ち込んだ客土とのことであった。そのため、最も状態の良い破片

1点を図示するにとどめておく。 535は甕の日頸部破片とみられる。口縁部内面にエ具による羽状の

連続する刺突が認められる。弥生中期後葉頃の遺物と考えられる。

(8) 近世陶磁器 238• 239• 510• 511 

近世の陶器や磁器は破片数で1,000点確認した。地区別ではG地区87点、 C地区136点、 F地区535

点、 D地区242点である。過半数がF地区の遺物である。

図示したのは陶器 4 個体であるが、これ以外に鎧碗• 広束碗• 染付湯呑などを確認しており、総じ

て近世後期の遺物が目立っている。特異な遺物として産地不明の揺鉢 1個体 (511)を挙げておく。

焼成具合は須恵器に似るが、揺り目の細かさから、とりあえず近世の遺物と捉えておく。

なお、施釉陶器類で中世にまで遡ることが確実視される遺物は、今回の調在では全く確認されてい

なし'o

(9) 墨書・刻書のある遺物 98• 258• 260• 319• 370• 398• 439• 440• 471• 523 

本節の最後に、墨書や刻書のある遺物についてまとめておきたい。墨書・刻書の認められる遺物は

10個体出土した。内訳は須恵器8個体、灰釉陶器 2個体である。今回の調査では瓦には墨書・刻書の

認められるものはなかった。地区別ではC地区 l個体、 D地区 1個体、 F地区 2個体、 G地区 6個体
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である。 G地区では、グリッドで言えば71• 72列のZ-B行の区域に集中する（第25表）。

墨書のある遺物は、須恵器 1個体、灰釉陶器 2個体である。 260は須恵器の無台碗である。体部外

面に「高家寺」の墨書が認められ、寺院名を記した資料としてとりわけ注目される。

「高家寺」という寺院名は、古代の飛騨国麗城郡にあった郷名「冨濠」を由来とする。以前の調査

においても「高家寺」の墨書のある須恵器が 2個体、「高家」の墨書のある須恵器が 1個体出土して

いるが 9)、3個体とも寺院遺構検出地区であるD地区の基壇跡・回廊跡検出地点から出土したもので

ある。これに対して260は集落跡検出地区である F地区2001号遺構（竪穴）から出土しており、出土

地点の面ではそれらとはやや隔たりがあると言うべきであろう。ただし、それら 4個体はいずれも底

部に回転糸切り痕の残る無台碗であり、しかも無台碗としては比較的底径の大きな器形の個体である

ことから、帰属時期の面で大差はないとみられる。なお、 260には嬰書「高家寺」に加えて、底部外

面に焼成前にヘラで「X」と刻まれている。これは以前の出上した「高家寺」墨書須恵器の内の 1個

体（前報告書の60番）にも認められた特徴であるので、ヘラ書き「X」と墨書「高家寺」を持つ須恵

器無台碗が一時期にまとめて作られた可能性が高い。

439と440は灰釉陶器の碗である。 2個体とも底部外面に「キ」と墨書されている。 439は体部外面

にも同様の晟書がある。これは文字としては読めないが、文字を扱い慣れない書き手が「寺」の字を

まねて書いたものかもしれない。どちらもG地区71BグリッドII層から出土した。断言はできないも

のの、出土地点から判断して、同グリッドに位置する633号遺構（焼土）に関連する遺物であるとみ

られる。

ヘラ書きのある遺物は上記260以外にさらに 7個体あり、すべて須恵器である。 398は須恵器の鉢か

壺の体部破片とみられるが、外面に「寺」のヘラ書きがある。 G地区の71ZグリッドII層から出土し

た。寺院の中心伽藍検出区域からは200m以上離れた地点に当たる。 523は須恵器の摘み蓋である。天

井部外面に「寺」のヘラ書きがある。 D地区の礎石建物跡の東隣地点に当たり、瓦の集中出土地区で

ある28HグリッドII層から出上した。このほかは、 258が判読困難ながら文字である可能性があるの

を除けば、いずれも文字ではなく記号として刻まれたと判断される。

なお、焼成後の刻書である「線刻」に該当するものは、以前の調査時にも出土しておらず、今回の

調壺でも確認されていない。

第25表墨書・ヘラ書き一覧

地区 出土地点 層位 破片数 器 種 遺物番号 備 考

292号 1層 3 須恵器腺 98 口頸部内面にヘラ書き「X」。

72Z II層 1 須恵器杯身 319 天井部外面にヘラ書き「X」。

72A II層 1 須恵器有台杯 370 底部外面にヘラ書き。
G 
71 Z II屑 1 須恵器壺または鉢 398 体部外面にヘラ書き「寺」。

71 B II層 4 灰釉陶器碗 439 底部外面と体部外面に墨書「十」。

71B II層 1 灰釉陶器碗 440 底部外面に島書「手」。

C 13K II層 1 須恵器摘み蓋 471 天井部内面にヘラ書き「e」。

2001号 1層 1 
F 

須恵器無台杯 258 底部外面にヘラ書き「井力」

2001号 l層 3 須恵器無台碗 260 体部外面に墨書「高家寺」。底部外面にヘラ書き「X」。

D 28H JI層 5 須恵器摘み蓋 523 天井部外面にヘラ書き「寺」。
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(1) 瓦
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今回の調査で出土した瓦は、破片数で771点を数える。第26表に示した通り、 G地区では 6点、 C

地区では 7点確認されたにすぎず、大半はD地区と F地区とで出土している。さらにグリッド単位で

見てみると、 D地区の28Hグリッドと28Iグリッドとで全出土数の約 3分の 1が集中して出上してい

ることがわかる。両グリッドは礎石建物跡の東隣接地に当たることから、それらは礎石建物に葺かれ

ていた瓦の可能性が高い。

今回確認できた瓦は、平瓦 (433点）・丸瓦 (255点）・炭斗瓦 (18点）・軒丸瓦 (2点）、以上4種に

とどまった。以前の調査で出土したもののうち、軒平瓦• 隅落とし瓦・鵡尾は今回は出土しなかった。

各々の破片数は示した通りであるが、今回の破片数カウントにおいては、炭斗瓦は両側面が残存す

る破片のみ炭斗瓦として数え、それ以外のケースではほとんど平瓦として数えている。そのため、平

瓦は実際より多めの破片数となっているであろうし、逆に炭斗瓦は相当少なめとなっているはずであ

る。したがって、平瓦と丸瓦との間には、破片数で示されているほどの不均衡は、個体数で考えた場

合には存在しないと言ってよいであろう。また、炭斗瓦についても、単なる偶発的な混入品という以

上の鼠が出土したと解釈すべきであろう。軒瓦が極めて少ない点も注目されようが、これは最も瓦出

土量の多いD地区で全く出土しなかったことが大いに影響している。

当遺跡で出上する瓦については前報告書においてすでに詳述済みであるので、本書では事実関係の

報告に絞って記述する。分類や型式名についても、前報告書のものを踏襲する。造瓦技法等の詳細に

ついては前報告書を参照されたい。

軒丸瓦 512・513 

今回の調在で確認できた軒丸瓦は 2個体のみで、いずれも小破片である。出土地点は 2個体とも F

地区であるが、出土層位は古代の遺物包含層である II屑より上の層であるので、原位置からは大きく

移動している可能性が高い。

512は瓦当面の外区・蓮弁から丸瓦部にかけての破片である。瓦当面外区外端で直径は13.4cm程度

と推定される。瓦当面の内区に蓮弁が認められ、これが8葉に復元可能であることから、単弁八葉蓮

華文軒丸瓦であるとみられる。中房は残存しない。瓦当部から丸瓦部にかけての凸面にはヘラ削り調

整を施している。丸瓦部凹面から瓦当裏面にかけて連続する布目が認められ、さらに瓦当裏面には、

布目の残る面から直交方向に 2cm余りの高まりが残る部分がある。このことから、「一本作り軒丸瓦」

と呼ばれることのある、瓦当部に円筒形のままの丸瓦を接合し、そののちに不要部分を切り捨てる技

法による軒丸瓦であることが分かる。瓦当裏面の高まり部分は一般に「丸瓦痕跡」と呼ばれ、瓦当部

に接合した円筒形の丸瓦を半戟したときに、瓦当裏面に丸瓦広端部の半分を半円筒形に切り残したも

のと理解されている。分割時の戟面に当たる高まり部分の端面は、ヘラ削り調整されている IO)。内区

の文様が単弁八葉蓮華文であること、瓦当裏面に布Hと「丸瓦痕跡」が残ること、それに外区が無文

で段を持つ断面形を成すことから、これまで知られている当遺跡の 7型式の軒丸瓦の内、中心的な存

在とされる I型式軒丸瓦であるとみられる。

513は瓦当面外区から丸瓦部にかけての破片である。丸瓦部凹面に布目が認められる。瓦当部から
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第26表瓦集計表

地区 出十曲"占" 層位 平瓦 丸互~ 尉斗瓦 軒丸瓦 判別不能瓦 計

100号 1層 1 1 

G 
550号 1層 1 1 
85V II層 2 2 
G地区不明 1 1 2 G地区小計 6点
1083号 1層 1 1 
13 J II層 1 1 
14 J II層 1 1 

C 14K II層 1 1 
15K II層 1 1 
16M II層 1 1 
C地区不明 1 1 C地区小計 7点
2001号 1層 13 16 2 2 33 
2001-6号 1層 1 1 
2002号 2層 1 1 
2004号 1 -3層 2 2 
2005号 l層 1 1 2 
30D I 2層 1 2 3 
30E I 2層 1 1 2 
31 C I 2層 1 1 
310 I 2層 1 1 2 
31E II層 1 3 1 5 
31 F I 2層 1 1 

32D 
I層 1 1 
I 2層 1 1 2 

F 32E I 2層 2 1 2 5 
32F I 2層 6 13 19 
33D II層 1 1 1 3 

33E 
I 2層 3 6 1 2 12 
II層 3 3 6 

33F I 2層 18 11 29 
33F II層 6 5 11 

34C 
I 2層 3 3 
II層 1 1 

34D I 2層 3 3 
34E I 2層 12 8 1 21 

34F 
I 2層 5 3 8 
II層 13 11 4 28 

F地区不明 2 6 1 ， F地区小計 214点
3008号 2層 6 4 3 13 
3013号 l層 1 1 
3026号 1層 4 2 6 
3029号 1層 1 1 

3036号
1層 1 1 
2層 11 10 21 

3037号
1層 7 7 
3層 2 2 

3046号 1層 1 2 3 
3047号 l層 2 2 
3048号 1層 5 5 
3049号 1層 5 2 2 ， 

1・2層 3 3 
3054号 1層 1 1 

2層 1 1 

3055号
］・ 2層 6 6 
l層 1 1 2 

24F I層 2 2 
24G I層 1 1 

D 26G 
I層 5 1 6 
II層 5 4 ， 

26H II層 1 1 2 
27G II層 2 2 4 

27H 
I層 3 2 5 
II層 ， 7 16 

27 I II層 10 18 5 33 

28H 
I層 2 4 6 
II層 87 24 4 6 121 

28 I II層 72 51 13 136 
29G II層 1 1 2 

29H 
I層 ， 8 17 
II層 26 8 3 37 

29 I II層 16 4 6 26 
29 J I層 10 3 1 14 

29K 
I層 3 3 
ll層 4 4 

30H II層 1 1 
30 I I層 3 1 4 
30 J I層 3 1 4 
D地区不明 4 3 7 D地区小計 544点
計 433 255 18 2 63 771 
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丸瓦部にかけての凸面にはヘラ削り調整を施している。瓦当面の文様は不明で、瓦当裏面の布目の有

無も不明である。外区の断面形から判断して、これも I型式軒丸瓦である可能性が高いII)o 

平瓦 226·272-276• 284-287• 296• 300-304• 536-553 

当遺跡の平瓦は、側板連結模骨（桶）による模骨巻き作りにより製作され、粘士の付け方には、粘

土紐を巻き付ける方法、粘上板を巻き付ける方法、短冊状の細長い粘土板を張り合わせる方法の 3通

りがあったことがわかっている。ただし、一部の個体については、桶からはずした後、整形台に載せ

て補足的に整形したか、一枚作りで製作された可能性があるとされている。

今回の調査では破片数で433点出土し、 34個体図示した。凹面に布目が残り、凸面には叩き痕が残

り、側面と端面にヘラ削り調整を施すのを基本とする。ただし、凸面の叩き痕をナデ・オサエやヘラ

削りにより消す個体も多い。以前に出土した瓦についての分析から、当遺跡の瓦製作に使用された叩

き板は18種類以上あり、叩き痕は30種類以上に分けられることが判明している。今回の調査での出土

瓦には、細かい平行叩き、太い平行叩き、格子叩き、縄叩きがみられる。

焼成のあまいものが多いのが当遺跡の平瓦の特徴の一つで、図示した中では、 272• 285• 287• 296• 

300·301• 303• 536は実用に耐えたか疑問に思えるほど柔らかく、水分を吸収する個体である。

丸瓦 278• 279• 514• 554-563 

当遺跡の丸瓦は、平瓦と同様に側板連結模骨（桶）による模骨巻き作りにより製作され、粘土の付

け方には、平瓦と同様に、粘土紐を巻き付ける方法、粘士板を巻き付ける方法、短冊状の細長い粘土

板を張り合わせる方法の 3通りがあったことがわかっている。

今回の調在では破片数で255点出土し、 13個体図示した。凸面は叩き痕をナデ・オサエやヘラ削り

により消すものが多い。凹面には布目が残り、布の綴じ合わせ痕が確認される個体もある (514•

556·558·561• 562)。側面と端面はヘラ削り調整を施している。平瓦に比べ堅緻な個体が多い。

以前の調査で確認された、屋根に固定するための釘孔とみられる貫通孔が認められる個体は、今皿

は確認されなかった。

畏斗瓦 277• 288• 297• 564 

確認できた破片数は18点であるが、前述のようにこれは両端面が確認された破片に限っての点数な

ので、実際にはこれより相当多い可能性が高い。 4個体図示した。

全形を窺える個体が多いのが特徴で、 277• 288• 297の3個体はほぼ完形である。凹面には布目が

残り、凸面は叩き痕をナデ・オサエやヘラ削りにより概ね消している。両側面と端面はヘラ削り調整

を施している。焼成後に平瓦を分割して炭斗瓦としたものは確認されていない。

(2) 鍛冶関連遺物 20・138・450・569・570 
ふしヽごはぐち てっさし、

鍛冶関連遺物としては、輛の羽日の破片 2個体と鉄滓5個体を確認した。

450と570は鞘の羽口である。 450は直径約 2cmの孔を持つ直径約 6cmの円筒形に復元できる。軟質

で灰黄色を呈するが、外面はやや焼き締まっている。 G地区85XグリッドのII層から出土した。 570

は先端部の破片である。直径約 2cmの孔を持つ直径約 7cmの円筒形に復元できる。 450に比べ、より

強く熱を受けており、外面には鉱滓が付着する。 D地区28Iグリッドの II層から出上した。

20• 138• 569は鉄滓である。 569はいわゆる碗形滓である。 D地区26GグリッドII層から出士した。
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138は全形を窺うことのできない小破片である。出土地点はG地区531号遺構（竪穴）の 2層である。

図示した部分のほかに、元は同一個体であったとみられる小破片 2点が同地点から出土している。 20

は100号遺構（竪穴）の 1層から出土した。これも碗形滓とみられる。以上のほか、 410号遺構（竪穴）

のl層と550号遺構（溝）の 1層から、それぞれ鉄滓 l個体が出上している。

(3) 金属製品

近代以降の製品である可能性の高いものは除外して、金属製品は92個体確認した。地区別ではG地

区44個体、 C地区17個体、 F地区18個体、 D地区13個体である。ただし、この中には器種や帰属時期
きせる

を特定できないものも多数含まれる。釘、刀子、鎌、鍬・鋤先、鉄鏃、飾り金具、近世の銭、煙管、
かんざし

舒を確認している。全地区でほぼ満遍なく出上しているが、 D地区では礎石建物跡検出区域とその周

辺に集中する傾向が認められる。また、比較的良好な状態で金属製品がまとまって出土した遺構とし

て、 G地区の230号遺構（竪穴） ・246号遺構（竪穴）、それにC地区の1083号遺構（竪穴）などを挙

げることができる（第27表）。

釘 171 ・ 228·271 ・ 290• 305• 497• 517• 518• 565• 566 

不確実なものも含めて35個体出上しており、 18個体図示した。すべて鉄製である。 4地区いずれに

おいても出土しているが、他の金属製品に比べてG地区出土品の占める割合が少なく、その代わりに

寺院中枢域に近いD地区での出上品が比較的多い点が注目される。

566は切釘である。特別に頭部を作り出すことをしない逆角錐形の釘である。 228は、脚部と同じ太

さで頭を折り曲げて作る折釘である。これに対し、 171は脚端部を叩いて扁平にしてから折り曲げて

頭部を作る犬釘とみられる。 518• 565は比較的大型の釘であるが、円形笠形に頭部を作り出す円頭釘

とみられる。

今回の調査で確認された釘は以上の 4種類であり、このうち円頭釘は以前の調査時には確認されて

しヽなし'o

刀子 21• 55• 78• 92• 231• 453• 454 

不確実なものも含めて10個体出土した。すべて鉄製である。出土地点は、 231のみC地区で、残り

9個体はすべてG地区である。 7個体図示した。いずれも刀身の両面が平らで断面形が二等辺三角形

を成す、いわゆる平造りの刀身構造を採る。

全形を窺うことのできるのは、 55• 92• 454の3点である。 55は刃先部分を欠くものの残存長19.6cm

を測り、今回出土したものの中では最も大型の刀子である。 G地区230号遺構（竪穴）から鉄鏃 (56)

とともに出土した。 92は茎の末端部と刃先部分を欠き、残存長は12.2cmである。 269号遺構（竪穴）

の床面直上において出土した。以上 2点は刃が内側に向かい緩やかに反る形状に復元できるとみられ

る。

454はほぽ完形品である。 7]身に反りはほとんど認められない。長さ8.6cm、厚さは最大でも0.4cm

にすぎず、極めて小型である。

鎌 121 ・ 158• 455 

鉄製の鎌は、不確実なものも含めて 4個体出土した。すべてG地区で出土している。ほぼ全形を窺

うことのできるものが 3個体ある。
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158と455は曲刃鎌とみられる。いずれも先端部は残っていないが、刃が内側に向かって緩やかに反

る形状に復元できる。末端部全体を木柄に固定するために折り曲げており、木柄は刃に対して直角に

近い方向に装着されたと推定される。形状と大きさから稲の収穫用の鎌と想定して違和感はない。

これに対して121は、先端部が刀の切先を思わせる形状であり、末端部の折り曲げが端部全体に及

んでおらず、しかも端面自体が刃に対して直交しないなど、上記2点とは異質な作りである。やや大

型で肉厚であることと、木柄の装着角度が刃に対して鈍角となることから、稲の収穫用とみるには違

和感がある。例えば草刈りなどといった、別用途に用いられたと考えるべきであろう。

鍬• 鋤先 457-459 

鍬ないし鋤の鉄製の刃先は 3個体出土した。すべてG地区で出士している。ただし、 457と459は出

土地点が近いことから、元は同一個体であった可能性がある。

全形を窺うことができるのは458のみである。平面形はU字形を成し、端部から刃の先端までの長

さは11.3cmを測る。刃先は曲線状である。木製の身をはめ込むための溝を背面に設けている。 457と

459も同様の構造とみられる。

第27表金属製品一覧

地区 出上地点 層位 器種 遺物番号 備 考 地区 出土地点 層位 器種 遺物番号 備 考
35号 1層 不明 1002号 l層 釘

38号 2層 不明 3 ほほ床面直上で出土。 1002号 l層 釘

100号 1層 刀子 21 1003号 1層 釘 171 犬釘。
100号 1層 不明 1068号 1層 不明

197号 l層 不明 1083号 1層 釘？ 229 

197-14号 1• 2層 不明 44 1083号 1層 刀子 231 

230号 1層 刀子 55 1083号 2層 飾り金具 227 

230号 l層 鉄鏃 56 1083号 3層 釘 228 折釘。

246号 1層 釘？ 77 ほば床面直上て出土。 C 1083号 3層 不明 230 鉄鏃の茎か。

246号 1層 刀子 78 1123号 1層 不明

269号 1層 刀子 92 ほぽ床面直上て出土。 13 I ]]層 煙管

465号 1• 2層 不明
13 J II層 釘

470号 1層 鎌 121 
13L II層 釘 497 
14K II層 不明 498 

470号 I層 不明
15 J II層 釘？ 499 

550号 l層 鎌 158 15K II層 銭 寛永通宝。
684号 1層 不明 15M II層 釘
69A II層 釘 2001-3号 l層 釘 271 
69C II層 刀子 453 2002号 2層 釘
71 Y II層 刀子 454 2004号 1-3層 管
71 Z II層 不明 461 釘か鉄鏃の茎。 2004号 1-3層 煙管
71 Z II層 刀子？ 31 E II層 不明

G 
71 Z II層 釘？ 32C I 2層 釘？
71 B Il層 不明 460 円盤状の鉄製品。 32E I 2層 煙管
71 B II層 不明 32E I 2層 煙管

71C II層 釘？
F 
32E I 2層 銭 寛永通宝。

72B II層 鍬• 鋤先 458 32E I 2層 不明

72B ]]層 不明 32F I 2層 釘？ 519 
72B ]]層 釘？ 451 33D II層 火打鎌？ 516 
72C ]]層 鎌 455 33E I 2層 煙管

74D II層 不明 火打金か。 33E l]層 釘 518 円頭釘。

soc II層 刀子？ 33F II層 釘 517 犬釘か。

SOD 1]層 刀子？ 33F II層 不明

81B II層 釘？ 34D I 2層 不明 銅製品。

81 C II層 不明 463 馬具の鐙の絞具か。 34E I 2層 釘

82T II層 鍬・鋤先 457 3032号 1層 釘？ 291 

82U II層 鍬• 鋤先 459 3032号 1層 釘 290 切釘か。

82X II層 不明
3048号 1層 釘 305 折釘か。

83T II層 鎌？ 456 
24G II層 釘？ 567 
25G l層 釘83X II層 釘？ 452 
26G ll層 釘

84V II層 不明
D 28 I ]]層 不明 568 

84W II層 釘 28 I II層 釘 565 円頭釘。
84W II層 不明 462 
84W II層 不明

29 I ]]層 釘 566 切釘。

85X II層 釘？
29 I n層 不明

29 I ]]層 不明

29 J II層 釘？

30 J II層 釘？
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鉄鏃 56• 230• 461 

確実に鉄鏃と言える遺物は 1個体のみである。 56は、ほぼ全形を窺うことができる。鏃身部は幅の

広い柳葉形を呈する。頸部と茎部の断面形は四角形である。 230号遺構（竪穴）から刀子 (55) とと

もに出土した。このほか、 230や461には鉄鏃の茎部の可能性があるとみられる。

その他の金属製品 227• 460• 463• 516 

227は飾り金具とみられる。サイズから建築部材用ではなく調度品用であると考えられる 12)。516は

火打鎌とみられる。 460は鉄製紡錘車の可能性があるが、中心に貰通孔は認められない。 463は変形し

ているものの馬具の鐙の絞具の可能性がある。

その他、図示してはいないが、近世の銭（寛永通宝）や近世以降の煙管や管などが出土している。

(4) 石器•石製品

石器• 石製品は126個体確認した（第28表）。地区別ではG地区60個体、 C地区20個体、 F地区14個

体、 D地区32個体である。帰属時期を特定できないものもあるが、縄文時代から近代に至る遺物が混

在する。古墳時代から古代にかけての時期に帰属する可能性が高いとみられるものを中心に報告する。

砥石 41-43• 163• 176• 234• 294• 464• 465 

28個体確認し、そのうち 9個体を図示した。全地区で出土を確認している。ただし、出土層位から

みて、それらすべてが古代以前の遺物というわけではなく、近代に至る広い時代幅の遺物が混在する

とみられる。出土数が顕著であった遺構として、 G地区の197号遺構（竪穴）を挙げることができる。

石材については、小型品は粘板岩をはじめとする粒子の細かい石を使っているのに対し、大型品では

粒子のより粗い砂岩を使う傾向が認められる。図示したものでは、 176が粘板岩、 465が凝灰岩とみら

れるほかは、すべて砂岩である。

小型品である176と465は手持ち砥石であろうが、残る 7個体はいずれも手に持って使用するのに適

さず、慨き砥石と考えられる。 41• 42・294では、砥面に幅の広い線条が認められる。なお、砥石に

ついては前章第 2節の197号遺構の項も参照されたい。

紡錘車 244• 466 

確認した 2個体を図示した。 466は完形品であり、 18gを測る。全面にわたり摩滅しており、細か

な擦痕が認められる。石材はホルンフェルスとみられる。 244は残存部分で 8gを測る。元は20g前

後に復元できるであろう。滑石とみられる黒く光沢のある軟質の石材を用いている。やはり細かな擦

痕が全面に認められる。

玉類 232• 515 

管玉 1個体、勾玉 1個体を確認した。管韮 (232)は、碧玉とみられる深い緑色の堅い石材を用い

ている。穿孔は図の上端面側から行われている。平安時代の竪穴建物跡である C地区1083号遺構の 3

層から出土した。勾玉 (515)は、めのうとみられる橙色の堅い石材を用いている。穿孔は図の表面

側から行われている。 F地区の包含層から出土しており、遺構に伴うものではない。

その他の石器• 石製品 58·233·293• 467• 496 

石鏃は 6個体確認した。 5個体はG地区で出土し、 1個体のみC地区で出上した。石材は467のみ
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第 28 表石器•石製品一覧

器種 地区 出上地点 層位 遺物番号 石材 器種 地区 出上地点 層位 遺物番号 石材
104号 1層 下呂石

紡錘車
G 82U II層 466 ホルンフェルス

72A II層 下呂石 C 1121号 l層 244 滑石

石 鏃
G 83U II層 467 黒曜石 管玉 C 1083号 3層 232 碧玉
83W II層 下呂石 勾玉 F 33E II層 515 めのう
不明 I層 下呂石 石臼 F 34 E I 2層 石英安山岩

C 15K II層 496 下呂石 石核 D 26H II層 チャート

244号 1層 58 凝灰岩 550号 1層 チャート

73B II層 凝灰岩 654号 1層 チャート

sou II層 凝灰岩 702 II層 下呂石
80V II層 不明 72X II層 チャート

80A II層 凝灰岩 79W II層 チャート

81C II層 凝灰岩
G 
81U II 2層 チャート

82U II層 凝灰岩 82V II層 黒曜石
82W II層 凝灰岩 82C II層 チャート

82Y II層 流紋岩 83V II層 チャート

83W II層 凝灰岩 85V II層 チャート

G 
83X II層 凝灰岩 85A II層 チャート

84U II層 凝灰岩 不明 I層 下呂石
打製石斧 84V II層 凝灰岩 1002号 1層 黒曜石

84X II層 凝灰岩 1002号 1層 黒曜石
84A II層 凝灰岩 1002号 1層 チャート

84A II層 凝灰岩
C 
1123号 1層 チャート

85W II層 凝灰岩 13 I II層 チャート

85W II層 凝灰岩 19L II層 チャート

86X II層 凝灰岩 19 L II層 チャート

不明 I層 流紋岩 不明 I層 チャート

不明 排土 凝灰岩 33C II層 チャート

不明 排土 凝灰岩 33E I 2層 黒曜石

C 
13L II層 凝灰岩 33F I 2層 黒曜石

14L II層 凝灰岩 33F I 2層 チャート

D 28H II層 凝灰岩 F 34C I 2層 下呂石

磨製石斧 C 1083号 1層 233 粉岩？ 剥片 34C I 2層 チャート

スクレイパー G 72Y II層 チャート 34C I 2層 黒曜石

石 錘 D 
3032号 2層 293 砂岩 34E I 2層 黒曜石

27G 1]層 砂岩 34F I 2層 黒曜石
敲 石 C 13 J II層 流紋岩 3032号 1層 黒曜石

G 
82V II層 流紋岩 3032号 l層 黒曜石

84W II層 安廿l岩 3035号 l層 黒曜石
磨 石

C 15L II層 安廿I岩 3035号 1層 黒曜石

D 27H II層 安山岩 3035号 1層 チャート

石 皿 G 81 B II層 安1l1岩 26G I層 下呂石

197号 l層 42 砂岩 26G I層 チャート

197号 l層 43 砂岩 26G I層 チャート

197-14号 2層 41 砂岩 26G II層 チャート

465号 1• 2層 粘板岩 26H II層 下呂石

550号 l層 砂岩
D 
26H II層 チャート

550号 1層 砂岩 26H II層 チャート

633号 1層 163 砂岩 27G I層 チャート

G 
684号 1層 砂岩 27H I層 チャート

79X II層 粘板岩？ 27H I層 チャート

80A II層 465 凝灰岩？ 28H II層 下呂石

sou II層 砂岩 28H II層 下呂石

81 B II層 砂岩 28 I II層 チャート

81U II層 砂岩 28 I II層 チャート

砥 石
86V II層 464 砂岩 29H II層 チャート

86V II層 砂岩 29 I II層 チャート

87Z II層 砂岩 30 J II層 チャート

1005号 l層 176 粘板岩 石材の鑑定は主に肉眼観察による。

C 
1083号 1層 234 砂岩
lll6号 1層 粘板岩

14 I II層 砂岩

32 F I 2層 粘板岩？

F 34E I 2層 粘板岩？

34F II層 砂岩

3032号 1層 294 砂岩
28H I層 砂岩

D , 29 J I層 凝灰岩？

: 28 I II層 砂岩

1 29 I n層 凝灰岩？
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黒曜石で、ほかは下呂石である。 6個体のうち有茎鏃は 2個体で、 4個体は無茎で基部に挟りが入る

タイプである。前者の例として496を、後者の例として467を図示しておく。

打製石斧は25個体のうち22個体がG地区で出上し、それ以外は 2個体がC地区、 1個体がD地区の

遺物である。大部分が凝灰岩製とみられるが、表面の肉眼観察では石材の判別が困難な個体も多い。

1個体を図示する (58)。

磨製石斧は 1個体しか確認されなかった。唯一の確認個体である233は、平安時代の竪穴建物跡で

ある1083号遺構の 1層から出土したものである。

石錘は 2個体、いずれも D地区で出土した。図示した293は打欠石錘で、残存部分で54gを測り、

元は100g前後あったとみられる。

以上のほか、スクレイパー 1個体、敲石 1個体、磨石4個体、石皿 1個体、石臼 1個体、石核 1個

体、剥片51個体を確認している。

(5) 土製品 122 

122はスサ混じり枯土塊である。亀裂を防ぐつなぎの役割を果たす植物繊維痕が多数認められる。

混入されたのは太さからみて藁である可能性が高い。 470号遺構（焼土）の 1層から出士した。同様

の遺物は、微細なものを除き、破片数で数えて同層からは69点、 465号遺構（上坑）から 1点、 467号

遺構（溝）から 1点、 440号遺構（ピット）から 1点、以上合わせて72点出上した。図示した122は残

存長8.8cmを測り、最も大きな破片である。

破片の接合を行ってみたが、不整形な塊という程度以上に意味を見出せる形にはならなかった。し

たがって、何らかの目的に使うための原材料と考えるべきかもしれない。ただ、当遺跡では以前の調

査時に塑像が出上していることから（前報告書の48番）、塑像の木芯の上に肉付けするのに用いる荒

土なども、候補の一つとして挙げることができよう。
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注

1)出士遺物の計量的分析を行うに当たり接合前破片数を数える方法を選んだのは、当遺跡の出上遺物には種別

によっては出土数の限られるものもみられることから、遺物量や遺物組成の全体傾向を捉えるには母数を大き

くとれる方法を採用するのが有利との判断に基づいている。近代以降の遺物であることが明らかなものは遺物

として数えていない。上器・陶磁器類では、原則として 1C吋以下の小破片については除外した。金属製品と鍛

冶関連遺物（羽日• 鉄滓）については、脆弱であるため破片数を数えていては際限がないことから、個体数を

数えた。また、石器• 石製品についても破片数でなく個体数を数えた。なお、対象外とした微細な破片まで含

むならば、今回の調充における出土遺物総点数は約3万5千点である。

2)本書では「包含層出土遺物」には、近代以降の攪乱層から出士したものや地表面で採集されたものなど、遺

構外出土遺物全般を含むものとする。

3)当遺跡の出士遺物を分類するに当たり、困難であった点は次の通りである。

①当遺跡では、須恵器には焼成の具合により軟質で白色～赤色を呈するものがかなりみられる。それらの大部

分は器形や胎土から士師器との判別は可能であるが、特徴的な部位を含まぬ小破片では土師器と見分けがつ

かないものもあった。同様に、釉のはがれた軟質の緑釉陶器破片を須恵器と判断したケースも、可能性とし

てはある。

②瓦にも軟質で白色～赤色を呈するものがかなりみられる。そのため、調整の読みとれない小破片の場合、須

恵器や上師器と判別の難しいものがあった。

③当遺跡で出土する灰釉陶器は無釉のものが大部分を占めるため、施釉の有無は須恵器と灰釉陶器とを分ける

指標とはならない。そのため特徴的な部位を含まぬ小破片では須恵器と見分けのつかないケースがかなり生

じることとなる。そのような場合、主として胎土と色調からとりあえず判別したが、どちらとも考え得る破

片は少なからずあった。

④縄文土器や弥生土器も出土してはいるものの、確実な個体は極めて少数であり、土師質の遺物の大半は古墳

時代以降の土師器である。そのため、帰属する時代の判別が難しい士師質の小破片の多くは土師器として数

える結果となった。したがって、縄文上器と弥生士器の実数はここに示す破片数よりやや多い可能性がある。

⑤製塩土器については、甕など一般的な土師器とは分けて数えるのがふさわしいであろうが、土師器破片の中

から製塩土器を選り分けることは事実上不可能であった。そのため、製塩土器の可能性のある破片は土師器

（粗）と土師器（良）の中に混在する結果となった。

⑥須恵器については破片を 3種に分類することは概ね可能であったが、特徴的な部位を含まぬ小破片では食膳

具か貯蔵具か判別の困難なケースがあった。具体的には、口縁部や底部を含まない薄手の体部破片の場合、

杯なのか小型の壺・鉢等の類なのか見分けるのが難しいものがあった。

⑦須恵器の蓋については、可能性としては杯など食膳具の蓋と貯蔵具である壺の蓋が考えられるものの、通例、

食膳具の蓋が圧倒的多数を占めることを念頭に罹き、確実に壺蓋と認められるもの以外は食膳具として数え

ることとした。結果として、貯蔵具の蓋と判断されたものはごく少数であったが、判別困難な小破片中に壺

蓋破片が混在した可能性はある。

⑧鉄製品については残存状態が良好でない場合、近現代の製品と遺物として扱うべきものとの判別が事実上不

可能なケースがあった。

⑨瓦の分類においては、炭斗瓦は両側面が確認されたもののみを炭斗瓦として数えた。したがって平瓦として

数えた破片中に炭斗瓦の破片がかなり混在する可能性がある。

4)太江遺跡の西方約1.5kmに位置する杉崎廃寺跡の出土須恵器の場合は、 7世紀初頭以前は外部地域産で大阪

陶邑が産地として有力視されるが、 7世紀後半以降は地元産で、市内古川町信包の信包中原田古窯の製品であ

ることが、胎士分析の結果から判明している（古川町教育委員会1998『杉崎廃寺跡』）。信包中原田古窯跡では

寿楽寺廃寺の軒丸瓦と同箔の軒丸瓦も確認されていることから、太江遺跡の須恵器も同様に大部分が信包中原

田古窯の製品である可能性が高い。

5)須恵器器種の分類と名称については、第 1回東海土器研究会で提示された器種分類を参考とした。東海土器

研究会2000『須恵器生産の出現から消滅 猿投窯•湖西窯編年の再構築』を参照されたい。

6)須恵器の食膳具は律令制の整備を画期として、杯蓋・杯身を主とする古墳時代の様式から有台杯・摘み蓋な

どを主とする「律令的土器様式」に転換したと捉えられることが多い。このことから本書では須恵器の器種を
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帰属時期別に大別する際には古墳時代器種と律令時代器種に分けている。ここで言う律令時代は、時期的には

古墳時代末期から奈良時代を経て平安時代前半に及び、本書では 7世紀後半から10世紀までと捉えている。回

転糸切り技法の定着を境として、さらに前期と後期に分けることができる。

7)国府町教育委員会1993『半田垣内遺跡 1次.2次発掘調杏報告書』。

8)古川町教育委員会1991『上町遺跡D地点』、同1994『上町遺跡トヨタ地点. 0 地点• 栗原センター地点』、財

団法人岐阜県文化財保護センター2002『上ヶ平遺跡II』。

9) 前報告書の 9• 30• 60番。なお、これら 3個体と今回出土した 1個体の墨書須恵器では、いずれも 1文字目

の字体は「高」であるが、本書では前報告書での表記に合わせ、本文中では「高」で統一表記している。

10)軒丸瓦の各部名称については次の文献に従った。

鈴木久男1990「一本造り軒丸瓦の再検討」『畿内と東国の瓦』京都国立博物館

11) I型式軒丸瓦については、第 5章第 2節においてもふれるが、市内の信包中原田古窯で焼かれたことと、衣

川廃寺（滋賀県大津市）、明科廃寺（長野県明科町）、天狗沢瓦窯（山梨県甲斐市）で出土した軒丸瓦と瓦当文

様等に共通点があることが判明している。

12)久保智康氏のご教示による。
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出t遺物実測図

凡例

1 断面を黒色で塗りつぶした個体は須恵器である。

2 図の中心線の左右を空白としたものは、径や傾きの推定が困難な個体であることを示す。

3 一点鎖線は施釉範囲を示す。 2種類の施釉がなされているものについては二点鎖線でその境を

示した。

4 掲載縮尺

① 土器・陶磁器類： 1/3 (大型品は1/6)

② 瓦： 1/4 

③ 金属製品： 1/2 

④ 鍛冶関連遺物： 1/2 

⑤ 石器•石製品：石鏃・紡錘車・玉類2/3、石斧1/3、砥石1/3
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第5章考察とまとめ

第 1節 主要遺物の出土傾向の分析

当遺跡の出土遺物、特に須恵器は、器種•量ともに豊富であり、長期間にわたり継続して消費され

たと予想されることと、出土状況にある程度一括性が認められることから、寺院と集落の消長を考察

するに当たり検討に耐えうる資料と判断する。検討の対象とする時代は、当遺跡の中心をなす時代、

すなわち古墳時代の様相を残す須恵器が出土する時代から灰釉陶器が普及する時代までである。暦年

代で言うならば、概ね古墳時代後期の 7世紀から平安時代の10世紀頃までに当たる l)。

飛騨地域では当該期の須恵器編年は未だ確立されておらず、検討に当たり他地域での編年研究の成

果を参照することが必要となる。しかし、当遺跡で出士した須恵器や灰釉陶器の多くは在地産とみら

れることから、初めから他地域の須恵器編年を当てはめて済ませてしまうことは行うべきではない。

他地域での研究成果が当地域でも当てはまるか否か、出土実態に即して検証しなければならないと考

える。したがって、既往の研究成果を援用するのは広域に認められる大きな画期に属する事柄にとど

め、地域により大きな差が認められる事柄については、あくまで出土状況その他の当遺跡で得られる

データに立脚することを検討の基本としなければならない。具体的には、①古墳時代の土器様式から

律令的士器様式への転換が、律令制が整備された時期に行われたこと、②地域により時期差はあるも

のの、律令時代器種はヘラ切りに替わって新たに導人された回転糸切り技法により再び様式転換を遂

げること、③須恵器に回転糸切り技法が導入された時期よりさらに後に、灰釉陶器が後発の焼き物と

して新たに普及したこと、以上の 3つは当地域でも当てはまる前提事項として受け入れてよいであろ

う。これに対し、同一器種内での細かい形状の変化の方向性や器種組成の推移については、飛騨地域

では未だ他地域との比較検討が行われた例がないため、当地域の遺物による検証を経ずに他地域の研

究成果を借用することは控えることとしたい。なお、以下の考察では主に須恵器を検討対象としつつ、

土師器と灰釉陶器から得られるデータも必要に応じて使用することとする。

すでに第4章で遺跡の全容を紹介するために遺物破片数の集計結果を示したが、本章ではさらに詳

しく検討するために、対象を遺物の器種レベルとし、破片数ではなく接合後の個体数を扱うこととす

る 2) 。須恵器からは、杯蓋・杯身• 小型返り蓋• 小型無台杯・返り蓋• 摘み蓋• 無台杯• 有台杯• 無

台碗•有台碗• 有台盤の11器種、灰釉陶器は碗と皿の 2器種、土師器は、杯を胎士の精良なものと粗

雑なものの 2種に分け、これに高杯 3)を加えて 3器種、以上を合わせて16器種を検討対象として選ん

だ。これらの出上地点別個体数は、すべて巻末の「遺構一覧表」と「遺物包含層一覧表」に記載して

ある。

須恵器主要11器種については、既往の研究成果を援用し、初現時期を基準にあらかじめ大きく 3つ

のグループに分けることが許されるであろう。次の通りである。

① 古墳時代器種杯蓋．杯身

② 律令時代前期器種 小型返り蓋•小型無台杯・返り蓋・摘み蓋•無台杯•有台杯

③ 律令時代後期器種 無台碗•有台碗•有台盤
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さらに、「律令時代前期器種」としたもののうち、小型返り蓋• 小型無台杯・返り蓋の 3器種は存

続時期が短いと想定されるので、「前期器種」内で小グループを形成すると捉え、特に「律令時代初

期器種」と呼ぶこととする。

まず、遺構内出土遺物について調べてみる。複数の器種が確認できたすべての遺構について、その

組成を列挙すると第29表のようになる。遺構内出土遺物といえども均質な遺物群というわけではなく、

後世の混人品がある程度混じっている可能性は高い。そこで、明らかに後世の遺構である事例と、従

来の年代観に照らして組成に時期的な大きなばらつきがみられる事例を除外した上で、このデータを

元に、ここに採り上げた主要器種がそれぞれどの器種と共に出土しているのか、すなわち遺構内での

出土実態を表にまとめ直してみたのが第30表である 4)0 

第 29表 遺構内出土遺物組成分析表

~ 属●●号

須恵器 須恵器律令時代即期器種 須恵器

= 塁i 
土 土 土

古墳時代 須恵器律令 律令時代後期器 師 師

>器種 時代初期器種 種
信 且

返小型蓋り 小無型台杯 返蓋り

摘 ! i 無台碗 有台碗 有台盤
備 考

杯杯 !Ill i ヽ 面ヽみ
蓋身 蓋

100号（竪穴）

゜゚
△ 

゜゚ ゜゚ ゜
無台碗を混入と判断する

102号（ピット） △ △ △ 組成に大きなばらつきがある

172号（溝） △ △ △ △ 

197号（竪穴）

゜ ゜゚230号（竪穴） △ △ 

゜゚
△ 

246号（竪穴）

゜゚
△ 

゜
△ 古墳時代器種のみかたまる典型例

250号（溝）

゜゚
△ △ 古墳時代器種のみかたまる典型例

260号（溝）

゜゚
△ △ 古墳時代器種のみかたまる典型例

268号（溝） △ △ △ 

289号（焼土） △ △ 

292号（溝）

゜
△ 

406号（溝） △ △ 

゜゚
△ 

423号（土坑） △ 

゜466号（溝） △ △ 

467号（溝）

゜
△ △ 

470号（焼土） △ 

゜
△ △ 

488号（焼土） △ △ △ 

526号（焼土）

゜
△ △ △ 

529号（集石） △ △ 組成に大きなばらつきがある

531号（竪穴）

゜
△ 

゜
△ 

533号（焼土）

゜
△ △ 

549号（溝） △ △ 

゜
特例、他遺構よりずっと古い

550号（溝） ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ 

゜゚
◎ 組成に大きなばらつきがある

684号（焼土） △ △ △ △ 
1004号（土坑）

゜
△ 

1083号（竪穴） △ 

゜
◎ 

゜
◎ 

゜゚
◎ ◎ 杯身・返り蓋• 無台杯を混入と判断する

1085号（竪穴） △ △ 

lll6号（近世の井戸） △ △ 

゜
△ 近世の遺構なので除外

1120号（焼土） △ △ △ 

1123号（焼土） △ △ 

゜
△ 

゜
△ ばらつきが大きく年代の判断不能

1132号（焼土）

゜゚
△ 

2001号（竪穴）

゜ ゜
◎ 

゜゚ ゜ ゜゜
杯身・返り蓋を混入と判断する

2004号（近世の土坑）

゜
△ 近世の遺構なので除外

3036号（ビット） △ △ 

△ = 1個体 0=2-9個体 ◎ =10個体以上 網掛けは除外すべき事例

第 30表主要器種相関表

杯 杯 ,1ヽ ,1ヽ 返 摘 無 有 無 有 有 灰 灰 土 土 土
型 型 釉 釉 帥 帥 師
返 無 り み 台 台 台 台 台 陶 陶

器 器
器杯 杯

り 台 器 器
ヽ^  良 ヘ粗ヽ

古向

蓋 身 蓋 杯 蓋 蓋 杯 杯 碗 碗 盤 碗 皿 杯

杯 蓋 ＼ ◎ 

゜
◎ ◎ 

゜
△ 

゜
△ ◎ 

杯 身 ◎ ＼ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ △ ◎ 

゜
◎ 

小型返り蓋 △ ヽ △ △ △ 
小型無台杯 △ ヽ △ △ 

返 り 蓋

゜
◎ ヽ ◎ ◎ 

゜
◎ △ △ △ △ △ ◎ 

摘 み 蓋 ◎ @ △ ◎ ヽ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ◎ 
無 台 杯 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ‘ ◎ ◎ △ △ △ △ ◎ ◎ 
有 ムロ 杯

゜
◎ 

゜
◎ ◎ ---- ◎ △ 

゜無 台 碗 △ @ ◎ ◎ ◎ ◎ ＼ 

゜
△ ◎ 

゜
△ 

゜有 台 碗 △ △ △ △ 

゜
＼ △ △ 

゜有 台 盤 △ △ △ △ △ △ ＼ △ △ 
灰釉陶器碗 △ △ ◎ △ ◎ △ △ ＼ △ 
灰釉陶器皿 △ △ △ △ 

゜゚
△ △ ヽ

土師器杯（良）

゜
◎ △ ◎ ◎ △ △ ‘ △ ◎ 土師器杯（粗） △ 

゜
△ △ ヽ

゜土師器高杯 ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ 

゜゚
◎ 

゜
ヽ

◎＝共伴が 3例以上認 められる 〇＝共伴が 2例認められる △＝天芹が 1例のみ認められる
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この 2つの表に示された遺構内での出土実態から読みとれる傾向は次の通りである。

①古墳時代の器種である須恵器の杯蓋と杯身は、予想される通り他の器種を交えずこの 2器種のセッ

トで出土することが多い。ただし、須恵器の律令時代前期の器種である小型返り蓋•小型無台杯・

返り蓋・摘み蓋• 無台杯• 有台杯、それに上師器杯（良）• 上師器杯（粗）• 土師器高杯と共に出

土することも決して稀ではない 5)0 

②須恵器の小型返り蓋と小型無台杯のセットは確認個体数が少ないため傾向を捉えにくいが、須恵

器の古墳時代器種である杯身や律令時代前期器種である摘み蓋•無台杯、それに上師器杯（良）

や土師器高杯と共に出土している。

③須恵器の返り蓋はほとんどの器種と共に出土しているが、確認個体数が多くないため、傾向を捉

えにくい。あえて言えば、須恵器の古墳時代器種と律令時代前期器種、それに土師器高杯と共に

出上する傾向がある。

④須恵器の摘み蓋は確認個体数が極めて多く、須恵器の小型無台杯と土師器杯（粗）を除くすべて

の器種と共に出土した。結果として須恵器の古墳時代器種・律令時代前期器種・律令時代後期器

種のいずれとも共に出土している。灰釉陶器と共に出土した例もある。

⑤須恵器の無台杯と有台杯は須恵器の律令時代前期器種と共に出上する傾向が強い。その一方で、

須恵器の古墳時代器種や無台碗、土師器杯（良）•土師器高杯と共に出土する傾向も認められる。

⑥須恵器の無台碗は確認個体数が極めて多く、須恵器の小型返り蓋• 小型無台杯、それに士師器杯

（粗）以外のすべての器種と共に出士している。

⑦須恵器の有台碗と有台盤は確認個体数が多くないため傾向を捉えにくい。灰釉陶器と共に出土す

ることを特徴として挙げることができるくらいである。

⑧灰釉陶器の碗•皿は須恵器の律令時代後期器種と共に出土する傾向が強い。ただし、律令時代前

期器種でも摘み蓋のみは共に出土する傾向がとりあえず認められる。須恵器を交えず灰釉陶器の

みが出士する遺構はみられない。

⑨上師器杯（良）と士師器高杯は、須恵器の占墳時代器種と律令時代前期器種と共に出上する傾向

が認められる。

⑩上師器杯（粗）は須恵器の古墳時代器種と共に出土する傾向が認められる。

次に、包含層出土遺物について調べてみる。遺構内出土遺物に比べて斉一性を欠くことから、包含

層出土遺物はこのような考察への資料として寄与するところは多くはないと予想される。しかしなが

ら、第 3章で述べたように、当遺跡では遺構という形で認識できたのはこの地で営まれた生活痕跡の

ごく一部にすぎない可能性が高いことから、全体傾向を巨視的に把握するには包含層出土遺物を無視

するわけにはいかない。遺構内出土遺物から得られた上記の知見を補正ないし再検証するための資料

として、包含層出土遺物の活用の方策を工夫すべきであろう。

上記主要器種の包含層出上分について、それぞれの分布範囲と出土密度を図示する 6) (第66図～第

68図）。第 4章では遺物種別レベルで読みとれる傾向を報告したが、ここで改めて器種レベルでの傾

向を捉えることができる。さらに、遺構内出土遺物と包含層出土遺物の出土傾向の相違を明確にする

ために、各地区の遺構と包含層で、須恵器の古墳時代器種、律令時代初期器種、同前期器種、同後期

器種、灰釉陶器がそれぞれどのような割合で出土したかをグラフで示す（第69図）。
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第 66図 主要器種の包含層での分布状況 (1)
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第 67図 主要器種の包含層での分布状況 (2)
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120 第5章考察とまとめ

I 鱈：：；：二冒疇 !\!1!1)!}!!{)1!)1!1:!:{)(i{{:}}}}}}){:}}}}~

古墳時代器種

冒杯蓋
杯身

律令時代初期器種 律令時代前期器種（初期を除く） 律令時代後期器種

匝国小祁返り蓋 区蕊翌摘み蓋 巨言言無台碗
小型無台杯 無台杯 有台碗
返り蓋 有台杯 有台盤

第69図地区別器種組成グラフ

□二］灰釉陶器碗
灰釉陶器皿

第66~68図から、遺物の帰属時期による分布範囲の差のようなものを読みとることは難しい。やは

り、包含層出土遺物は遺構内出土遺物に比べ、使用実態を直に示すような状態で出土することは稀で

あることを認めなくてはならない。遺構内と包含層とで遺物出土傾向に違いが生じることについては、

第69図に示した各地区の包含屑と遺構内での器種組成の比較検討結果から裏付けられる。 C地区では

遺構内出土遺物と包含屑出士遺物で不整合がみられることはすでに第4章でふれたが、器種レベルで

みた場合、不整合はより鮮明である。包含層では少数派であった須恵器の律令時代後期器種と灰釉陶

器が、遺構内では過半数を占めることが確かめられる。つまり、包含層出土遺物の方が遺構内出土遺

物より古相を示しているのである。 F地区では包含層と遺構内とで組成の傾向は似ているものの、包

含層では確認される灰釉陶器が遺構内にはみられないという大きな相違点が認められる。 D地区でも、

遺構内出土遺物数がごく少ないため不確実ではあるが、須恵器の律令時代後期器種と灰釉陶器は包含

層では他地区同様に出士しているにもかかわらず、遺構内からは全く出土していないという著しい不

整合がみられるのである。

しかし、第66~68図から新たにわかることもある。まず、須恵器で G地区北端部 cu列以北）にお

いて高密度を示すのは古墳時代器種である杯蓋と杯身のみであることがわかる。この区域は古墳時代

器種が使われた時期に集落が営まれ、その後は衰退したと推測される。さらに、土師器杯（粗）もこ

の区域で多く出土しており、この器種が須恵器の古墳時代器種に伴うものであることが裏付けられる。

ちなみに、土師器杯（良）は全く異なる分布を示しており、両者を別器種と捉えてよいことが確かめ

られる。次に、須恵器の律令時代初期器種とした小型返り蓋• 小型無台杯・返り蓋は、その前後の主

要器種に比較して明らかに出土密度が小さく、分布範囲も限られていることがわかる。これは、流通

量が限られており、流通期間も短かったことを示すと捉えることができる。近年、 7世紀代の須恵器

生産の推移について、「杯G (小型無台杯）は杯類の主力生産品となっておらず、大きな流れとして

は杯H (杯身）主流の時代から杯B (有台杯）主流の時代に移行する」とする説が有力視されている

が1)、この見解は当遺跡にも当てはまると考えてよいであろう。さらに、灰釉陶器は分布範囲・出土
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密度ともに、先行する須恵器の律令時代後期器種に匹敵しえないことも明らかとなる。先に遺構内出

土遺物の分析から読みとることができた通り、須恵器を交えず灰釉陶器単独で使われた時期を想定す

るのは難しく、須恵器の律令時代後期器種を補うような使用法を想定すべきであろう。

さて、ここまでの遺構内出士遺物と包含層出土遺物の分析により明らかになったことで董要と思わ

れるのは、当遺跡では、須恵器の古墳時代後期器種、律令時代前期器種、律令時代後期器種、灰釉陶

器、以上の 4グループはこの順で現れるとはいえ、一時的という以上の共存期間を持ちつつ移り変わっ

ていることである。これを前提とし、当遺跡の遺構に遺物組成面から古い順に区分を設けるとすると、

次のように整理するのが最も無理がないと考える 8)。

I期 古墳時代器種のみの時期（遺構・遺物が散発的にしか確認されない時期は除く）。

11期 古墳時代器種と律令時代前期器種（初期器種を含む）が混在する時期。

III期 律令時代前期器種のみの時期（律令時代初期器種が残るか否かは不明）。

w期 律令時代前期器種と律令時代後期器種が混在する時期（律令時代初期器種は残らない）。

V期 ほぽ律令時代後期器種のみで（摘み蓋は残る）、さらに灰釉陶器を伴う時期。

このように区分するならば、先に第29表に掲げた遺構を区分する際に加えなければならない資料操

作、換言すれば「整合性を欠くとの理由から一部の遺物を混人品として排除すること」を、最小限に

抑えることができる 9)。分析結果を基に今回の調杏で検出した遺構を帰属時期毎に分けた結果を表と

図として掲げておく（第31表、第70図）。

以上でひとまず分析を終えるが、当遺跡の出土遺物を素材としてさらに考察できることがあるとす

れば、個体数に恵まれたいくつかの器種について時期の推移に伴う形態変化を追うことである。補足

として、当遺跡では特に数に恵まれた器種である無台碗の形態変化について調べてみたい。 W期に属

する遺構とV期に属する遺構とで、遺構内から出土した須恵器無台碗に法量や形態の差がみられない

かを調べるのが有効な方法であろう。これは言い換えれば、灰釉陶器が普及する前の時期の無台碗と

灰釉陶器と共伴する無台碗とを見分ける拠り所を探ることである。

対象とするのは実測可能な個体、すなわち本書に図示した個体に限ることとする10)。手順としては、

該当する遺物について、まず、日径・器高・底径を計測して法量の大小を比較し、次に、口径を底形

で割った値を求めてプロボーションを比較することとする（第32表）。

第 31表 遺構の帰属時期一覧

時期区分 G地区 C地区 F地区 D地区

1期 246• 250• 260• 289• 292 

1期orII期
27 

3032 
1号掘立柱建物跡・ 3号掘立柱建物跡

II期
100• 172• 230• 267• 406• 466• 531• 684 

1085 3022 
4号掘立柱建物跡

II期orIII期 618 

lil期 423• 467• 470 1004• 1132 礎石建物跡

IV期 197• 526 1120 2001 

IV期 orV期 62・628 

V期 268• 488• 533• 633 1083 



122 第5章考察とまとめ

260 250 246 289 292 

G

エ_•I Ii f
 

•Ill T"'、
心

f
!
J
l
 辛

D地区

0 40m ― I期

100 230 267 172 466 406 4号掘立柱建物跡 531 684 3022 1085 

77 

玉
讐

F
 

•L-

D地区

0 40m ...___._______. 
l1期

467 470 423 礎石建物跡 1004 1132 

彎ト

ピ｝
--;.._ 地

：斤

Flfi 
•I I'+-

L
-

ト廿
+'H--11-

ャ

0 40m 

ーD地区 m期

197 526 2001 1120 

i
 

•I I J.i 
G地区
］エロニ

FF 
F地皮

・ー

J
-

;「●ー」
1

●-.-.-．-．-．ー・
C地区H

冊

五 D地区tffi
0 40m 

'--------I. — IV期

268 488 633 533 1083 

-... 
； G~ 区
,. ， 

- ， 
' F地i， 

...... 

＋ 
， 

’’ 
し' 

' D地区
， 

............................................................................................ ., ........................................ ●● ,,'● ..'● "'● 9● " "'● 

・ー

J

-

0 40m ― V期

第70図遺構分布変遷図



第1節 主要遺物の出土傾向の分析 123 

まず法量の平均値の比較からは、 IV期の無台碗に比べV期の無台碗は、口径は0.5cm大きいものの

底形は0.1cm下回り、器高はほぼ同じであるとの結果が得られた。つまり、 IV期からV期への推移に

おいては大型化の傾向も小型化の傾向も認めがたい。ただし、器形が変化していることが読みとれる。

この点をはっきりさせるために、次に各々の個体の「日径＋底径」の値の平均値を比較すると、 IV期＝

2.1、V期=2.3との数値を得ることができた。これはV期の無台碗の方が口径に対して底径が小さく、

より体部の傾きの大きい器形になっていることを示している。

代表的な個体を選んで、この形態変化を図で示しておく（第71図）。 259がIV期、 196がV期の代表

例である。そもそも須恵器の無台碗は、先行器種である無台杯の底部外面の切り離し技法がヘラ切り

から回転糸切りに更新されたことにより派生した器種と考えられるが、無台杯で回転糸切り痕が認め

られる個体を当遺跡で探すと11がある。この 3個体を並べると形態変化がより理解しやすくなる。 11

では底部外面に回転糸切り痕が認められるとはいえ、それは中央部のみで、底部外面の大部分には無

台杯としては珍しく回転ヘラ削り調整が施されている。これは、杯形態の広い底部では糸切り後の底

部外面の形状を整形する必要が生じたためと考えられる。その結果として11の底部外面には、底部と

体部の境のほかに、底部の中間に屈曲する箇所がみられる。すでに碗形態になっている259でも、底

部が小型化したことに伴い第 2の屈曲箇所は体部下端付近に移動しているものの、 11にみられた 2段

屈曲の痕跡が残っていることが見て取れる。ところがさらに時代が下るとそのような屈曲はなくなり、

体部は底部との境から一直線に斜め上方へ開く 196のような形態となるのである。

以上は無台の須恵器食膳具の形態変化の流れの概略を押さえたにすぎないが、今後、当地域での古

代遺跡の調査例が増え、検討に適した資料が集積されることにより、より細かい変化を捉えることも

可能となるであろう。

IV期

出土地点 遺物番号 口径(cm)

197号 33 12 0 

526号 128 12 6 

1120号 240 13.2 

259 12 6 
2001号

260 12.2 

平 均 12 5 

第32表 IV期とV期の須恵器無台碗の比較

V期

器高(cm) 底径(cm) 口径＋底径 出土地点 遺物番号 口径(cm)

3 7 60 2 0 533号 141 13.4 

39 6 2 2.0 190 12 9 

3.8 6.0 2 2 191 13.1 

3 7 60 2 1 192 13.0 

3.6 5.8 2 1 1083号 193 12.3 

3.7 6.0 2 1 194 13 0 

195 12 9 

196 14 0 

平 均 13 0 

... 

第71図 須恵器無台杯から無台碗への形態変化

器両(cm) 底径(cm) 口径＋底径

36 66 20 

3.6 62 2 1 

36 5 2 25 

4.1 5.9 2 2 

35 5 7 2 2 

3.3 5 7 2 3 

39 60 2 2 

39 5.6 2.5 

37 59 23 

無台碗 (V期）

-~ 二

196 
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第2節 集落と寺院の消長について

本節では以前の調杏での知見も踏まえた上で、当遺跡の集落と寺院の消長について述べ、調査成果

のまとめとしたい。

当地域には絶対年代を知る拠り所となる資料がほとんど存在しない。そのため、暦年代を与えつつ

述べることは極めて困難である。そこで、尾張、美濃、北陸地方など周辺地域の年代観に照らした場

合の各期の始まりの推定年代を示しておくが、これは便宜的な目安程度のものであるとご理解いただ

きたし'o

I期

当遺跡でまとまった量の遺物が出始める時期であり、須恵器の食膳具は古墳時代器種のみが使われ

ている。古墳時代中期に遡るとみられる549号遺構（溝）などは例外的事例と判断し、 246号遺構（竪

穴）・ 250号遺構（溝）・ 260号遺構（溝）が現れる時期を画期と考える。これらの遺構から出士した須

恵器の年代観から、 1期の始期の年代は 7世紀初頭頃とみることが許されるであろう。

今回の調査範囲内を見る限りでは、この時期の遺構の分布範囲はG地区の北西部に限定されている。

平成10年度調査において C地区でこの時期の遺構を検出しているものの cc~6 号住居跡、 C~7 号

住居跡）、平成10年度から12年度にかけて実施した 3次にわたる調査を通して、この時期の遺構の確

認数は少数にとどまっている。やはり、遺構は点在するものの、遺跡全域において遺構密度は希薄で

あると判断される。まだ集落は広範囲にわたる広がりを見せておらず、寺院は建立されていないと考

えてよいであろう。

]I期

須恵器の律令時代器種が普及する時期である。遺構数と須恵器の出土量が増大する時期でもある。

寿楽寺廃寺の軒丸瓦には、単弁八葉蓮華文軒丸瓦 (I型式）や忍冬文軒丸瓦 (V型式）など、瓦当文

様が飛烏時代の特徴を示すものが多いことから、寺院の建立とこの時期における須恵器の消費贔の増

大とが連動する現象であったとみて大きな不整合は生じないと思われる。この点について確かめるた

め、 II期の始期の年代を示すに先立って、寿楽寺廃寺の創建年代について現時点で言えることを整理

しておく必要がある。

『日本書紀』朱鳥元年 (686)+月丙申条にみえる「新羅沙門行心」が配流された「飛騨国伽藍」

は、この時期に存在した可能性のある寺院が飛騨地域には寿楽寺廃寺以外にほぼ見当たらないことか

ら、寿楽寺廃寺を指すと考えられる。したがって、寿楽寺廃寺は西暦686年の時点ですでに寺院とし

ての機能を整えており、中央にもその存在が認識されていたことが確実視される11)。この年代が寿楽

寺廃寺の創建年代の下限となる。

一方、創建年代の上限については、暦年代を示す資料が寿楽寺廃寺関連資料中には見当たらないた

め確定させることが難しいが、とりあえず瓦や造瓦技法の伝播過程に手掛かりを求めることができる。

まず、寿楽寺廃寺で以前に出士している忍冬文軒丸瓦 (V型式、前報告書の722• 723番）は、地方寺
やちゅう

院における使用例が限られ、飛騨地域でも他の古代寺院では出士していない。この瓦は野中寺（大阪
がんーう

府羽曳野市）及び尾張元興寺（愛知県名古屋市）で出土した軒丸瓦に極めてよく似た同型瓦であるこ
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とが知られている。野中寺で出土した 3種類の忍冬文軒丸瓦の内の一つと尾張元興寺のものは同箔で

あり、瓦当箔使用の前後関係は野中寺が先で尾張元興寺が後であることが確認されている。寿楽寺廃

寺のものはそれらと同疱ではないことが判明しており、寿楽寺廃寺の忍冬文軒丸瓦は尾張元興寺のも

のを簡略化した模作と捉えられる叫このことから寿楽寺に忍冬文軒丸瓦が伝わった年代は、野中寺

や尾張元興寺の創建年代よりは新しいと考えられる。尾張元興寺では創建年代を示す記年銘資料は出

土していないが、野中寺では記年銘資料が 2点知られている。寺に伝わる弥勒菩薩半珈思惟像に「丙

寅」の台座銘があり、これが西暦666年を示す可能性が高いとされ、さらに、 1985年に行われた塔跡

の発掘調査において「庚戌年正月」と記された瓦が出土し、「庚戌年」は西暦650年に比定されている。

よって、野中寺の創建年代は 7世紀中頃と推定される 13)。したがって、忍冬文軒丸瓦の伝播過程から

は、寿楽寺廃寺の創建年代の上限は、最も古く見た場合には 7世紀第 3四半期の初め頃となる。

しかし、寿楽寺廃寺においては、忍冬文軒丸瓦 (V型式）は出土量が極めて少量であることから、

創建時の軒丸瓦と位置づけることはできない。創建寺の軒丸瓦と推定されるのは、出土量が群を抜い
きぬがわ

て多い単弁八葉蓮華文軒丸瓦 (I型式）とみられる。この軒丸瓦は瓦当文様が衣川廃寺（滋賀県大津
あかしな てんぐさわ

市）、明科廃寺（長野県明科町）、天狗沢瓦窯（山梨県甲斐市）の出土瓦に似ることが知られており、

さらに、第4章でもふれたように、いわゆる一本作り軒丸瓦という特徴的な作りの瓦であることが注
みなみしが

目される。これは南滋賀廃寺（滋賀県大津市）など近江地方にみられ、先に挙げた明科廃寺と天狗沢

瓦窯にもみられる技法である。このことから寿楽寺廃寺の創建瓦と推定される一本作り技法による単

弁八葉蓮華文軒丸瓦 (I型式）は、当時、先進地であった近江の造瓦技法の影響下に作られ、これが

明科廃寺や天狗沢瓦窯へ伝えられたとするのが、とりあえず通説となっている叫衣川廃寺の創建年

代は 7世紀中頃15)、南滋賀廃寺の創建年代は近江大津宮時代（西暦667-672年）とされていることか

ら、寿楽寺廃寺の創建を南滋賀廃寺より遅れるとする通説が確かなら、寿楽寺廃寺の創建の上限は、

古く見ても 7世紀第 3四半期の終わり頃となる。

ただし、近江の衣川廃寺や南滋賀廃寺が寿楽寺廃寺に先行することは未だ実証されてはいない。写

真で見る限りでは、衣川廃寺の軒丸瓦は寿楽寺廃寺の軒丸瓦に比ベシャープさを欠くなど、寿楽寺廃

寺よりむしろ新しい要素が見受けられる。また、両寺の新旧を通説のように考えた場合、先に述べた

忍冬文軒丸瓦の伝播過程から導き出される創建の上限年代との間に、やや不整合を生じることともな

る。したがって、現時点では寿楽寺廃寺が 7世紀第 3四半期の初め頃から造営が始まっていた可能性

を排除せず、創建年代の上限については無理に確定させずにおくこととしたい。そもそも、寺院の創

I型式軒丸瓦 O 

a
 

10cm V型式軒丸瓦

第 72図 寿楽寺廃寺 I型式 ・V型式軒丸瓦
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建年代とは、発願に始まり、堂塔が次々と建立されて寺院として機能し始めるまでの広い時間幅を持っ

た期間と捉えるべきであるので16)、現時点では寿楽寺廃寺の創建年代については、 7世紀第 3四半期

から西暦686年の間と時間幅を持って考えておきたい。

ところで、須恵器の律令時代器種が普及する年代については、 7世紀後半に入ってからとするのが

一般的理解である。寺院の創建と須恵器の律令時代器種の普及とを直接連動すると捉える必然性はな

いが、 7世紀第 3四半期頃に寺院の造営活動が始まり、それに伴い寺院の周りの集落が拡大し、ちょ

うどそのころから普及し始めた須恵器の律令時代器種が集落や寺院でも使われるようになって、その

結果、須恵器の消費量が増大したと考えて不自然はないであろう。よって、 11期の始期の年代につい

ては 7世紀第 3四半期頃と捉えておく。第70図と第31表からも、今回の調査範囲内ではこの時期に遺

構数が増え、分布範囲も拡大することが確かめられる。さらに、平成10-11年度調査において検出し

たE地区から F地区にかけて広がる竪穴住居跡群もほぽこの時期以降の遺構であることなどから、集

落が寺域を取り巻くように面的な広がりを見せ、エ房や倉庫を伴う寺院の「周辺集落」（第73図）が

形成された時期であると言える。寿楽寺廃寺では、回廊に囲まれた「寺院中枢域」（第73図）がこの

時期に形成されたと考えられる。

皿期

須恵器では律令時代前期器種のみが使われた時期であり、古墳時代器種の消滅をもってIII期の始期

とする。須恵器の古墳時代器種が使用された下限年代については、飛騨地域に限らず全国的にみても

現研究段階では明らかにされていないと判断する。そのため、 III期の始期の年代については、漠然と

8世紀前期頃と捉えておくのが妥当であろう。

F地区の平成11年度調杏区を中心に多数出上している「寺」のヘラ書きのある須恵器は、底部外面

に回転糸切り痕が認められる例がないことから、この時期の遺物である。「周辺集落」が寺院と密接

な関係を持ちつつ営まれたことが読みとれる。また、僧坊の可能性のある D地区の礎石建物跡（第21・

22図）がこの時期の遺構であることから、「寺院中枢域」の周囲に僧坊をはじめとする寺院関連施設

が設けられ「寺院周辺域」（第73図）が形成されたのは、この時期と考えられる。

N期

律令時代後期器種が普及する時期である。飛騨地域において回転糸切り技法が定着する時期が明ら

かとなっていないので、始期の年代を明確にするのは難しい。周辺地域における同技法の導人時期に

手掛かりを求めると、美濃須衛窯では 8世紀中葉に現れるが定着は灰釉陶器普及後の10世紀代とされ

る一方で、尾張猿投窯では 8世紀中葉 (740年前後-770年前後）に定着したとされ、北陸地方でも 8

世紀後半から 9世紀初頭には現れ 9世紀代に定着したとされる叫美濃須衛窯のケースが当遺跡に当

てはまるとは考え難いことから、尾張猿投窯と北陸地方の例から類推し、 8世紀後期-9世紀初頭頃

に飛騨地域にも同技法が定着したと考えたい。よって、 IV期の始期は 8世紀後期-9世紀初頭頃と考

えておく。

これまで確認されている寺院名の墨書のある須恵器 4 点（本書の遺物260、前報告書の 9• 30・60) 

は、いずれもこの時期の遺物である。 III期にはただ「寺」としか記されることのなかった寺院が、 IV

期には「高家寺」の名で呼ばれるようになったということができる。

平成11年度調査で検出したD地区の寺院中枢域の推定講堂基壇跡や回廊跡ではこの時期までの遺物
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が出土しており、それらの遺構の廃絶時期が1V期に収まる可能性が高い。

V期

当遺跡において灰釉陶器が普及した時期である。 1083号遺構（竪穴）や包含層の出土遺物を見る限

りでは在地の製品が多いようであるが、尾張猿投窯の編年に照らせば0-53型式からH-72型式に相

当する特徴を具える個体が多いとみられる。したがって、現研究段階で一般的に受け人れられている

年代観では、 V期の始期は10世紀初頭、終期も10世紀代に収まると考えられる叫

「周辺集落」はこの時期まで存続しているが、 寺院関連遺構は確認されなくなる。ただし、これ

はあくまで調査実施範囲内のみについて、しかも後世に残る出土遺物のみから見た場合の話であって、

調杏を行っていない現在の寿楽寺の区域についてまでこれが当てはまる確証はない。灰釉陶器普及時

期以後、寺院は現寿楽寺の位置に固定され大きく移動することがなかったためV期以降の寺院遺構が

調査区内では検出されないにすぎないという可能性もある。そのため、分析結果が必ずしも寺院の廃

絶を意味するものではないことに注意が必要である。

注

1) 本章で他地域の須恵器•灰釉陶器の編年研究の成果や年代観を援用する場合には、次の文献を参照した。

東海上器研究会2000『須恵器生産の出現から消滅 猿投窯•湖西窯の編年の再構築』

古代の上器研究会1997『古代の土器研究―律令的士器様式の西・東5 7世紀の土器―』

北陪古代手工業生産史研究会1989『北陸の古代手工業生産』

2)確実な遺物のみで比較検討することが肝要と考えるので、ここで扱うのは器種が確実に判別可能な個体に限

定する。なお、同一グリッド内で元は同一個体であったと考えることのできる複数破片が出土している場合に

は、接合できなくとも 1個体と数えている。個体数を扱う際に問題となりやすい点は次の通りである。

①識別しやすい器種とそうでない器種とで把握率に相当の差が生じる。例えば須恵器の摘み蓋や返り蓋は日縁

端部の小破片のみでも識別可能だが、無台杯と有台杯との識別は、口縁部から体部にかけてのかなり大きな

破片であっても底部を全く含まないのであれば困難となる。体部の傾き等から経験的に見分けることができ

るケースもあるが、今回はそのようなケースではどちらにも数えてはいない。したがってこの例では、摘み

蓋と返り蓋、また無台杯と有台杯といった数量比は示し得ているものの、蓋類と杯類の数量比を示すもので

はないことに注意が必要である。

②杯身については、底部を含まない破片の場合、有蓋高杯である可能性を考慮しなくてはならない。しかし、

当遺跡では有蓋高杯と確認された個体は最終的に極めて少数であったので、底部を含まない破片であっても

杯身として数えた。

③端部を折り返す蓋は、摘み蓋と平頂蓋の可能性がある。しかし当遺跡では平頂蓋の確認個体がほぽ皆無であっ

たので、ほぽすべて摘み蓋と考えて大勢に影響はないと判断し、摘みの有無が確認できない個体も摘み蓋と

して数えた。

3)高杯については大半が精良な胎土で作られるとの予測のもと、胎上の質から 2種に分けることは行わなかっ

た。結果として以下の考察のための資料としては他の器種に比べ扱いの難しい器種となり、十分な検討資料と

することができなかった。

4)問題点としては 1基の遺構内の出土遺物を出土層や出土状況を捨象して合算して個体数を数えており、それ

らは確実なまとまりを持つとは考えがたいことが挙げられる。また、注意すべき点として、出士個体数の特に

多い器種、すなわち摘み蓋や無台碗などは、混入品として出土する率もまた高いことを念頭に置いておきたい。

そのような欠点を抱えながらも、およその傾向をつかむには有効な手法と考える。

5)近年、杯H (杯身）については、律令時代器種の出現と共に消えるのではなく 7世紀後半代まで杯類の主力
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製品であり、杯Hと杯B (有台杯）との共存時期は従来の編年観で想定されるほど短期間ではないとする見解

がある。（尾野善裕1997「東海」『古代の士器研究一律令的土器様式の西・東 5 7世紀の土器ー』古代の土器

研究会、など）。当遺跡でもこの見解が当てはまるとみてよいであろう。

6)土師器高杯については、杯のように胎土の良・粗で分けて数えていないため、省略した。

7)尾野善裕1997「東海」『古代の土器研究―律令的土器様式の西・東 5 7 世紀の上器—』古代の上器研究会、

など。

8) もちろん、遺構残存状態が必ずしも良くはないことから分析には自ずと限界があり、当遺跡の出士遺物のみ

では十分に解明できない点も残った。また、各器種の形態変化を細分化して当地域の古代土器の編年を組み立

てる作業は、より遺物出土状態のよい遺跡において行うぺきであり、今後の課題である。

9)資料操作を行う必要があるのは次の 3事例のみである。①100号遺構で無台碗を混人品とする。②1083号遺

構で杯身・返り蓋•無台杯を混入品とする。③2001号遺構で杯身・返り蓋を混人品とする。

10) 1083号遺構出土遺物のうち、 1層から出土した個体については、 2層以下に比べ混入品の可能性が高いため

除外した。

11)八賀晋2001「「飛騨国伽藍」について」『美濃・飛騨の古墳とその社会』同成社。

12)大塚章1994「寿楽寺廃寺出土の軒丸瓦について」『岐阜県博物館調査研究報告』第15号 岐阜県博物館。梶

山勝1997「尾張元興寺出土の忍冬蓮華文軒丸瓦をめぐって」『堅田直先生古希記念論文集』真陽社。

13) 羽曳野市教育委員会1986 『野中寺ー塔跡発掘調査報告—』。

14)例えば、櫛原功ー1992「天狗沢瓦窯跡と出土瓦」『天狗沢瓦窯跡と古代甲斐国 第2回敷島歴史フォーラム』

敷島町教育委員会。なお、近年、 I型式軒丸瓦が明科廃寺の軒丸瓦と同箔であることが指摘されている。山路

直充2004「甲斐における瓦茸き寺院の出現ー天狗沢窯出土鐙瓦の祖型をおってー」『開発と神仏とのかかわり

資料集』帝京大学山梨文化財研究所・古代考古学フォーラム実行委員会。

15)滋賀県教育委員会1975『衣川廃寺発掘調査報告』。

16)『日本書紀』と『元興寺縁起』から造営経過をたどることができる飛烏寺では発願から主要堂塔の造営完了

までに22年を要していることが確実視されるのをはじめとして、古代寺院の造営には100年近くかかった例さ

え珍しくないとされる。町田章編1989『古代史復元 8 古代の宮殿と寺院』講談社。

17)各地域での回転糸切り技法の定着時期を巡る近年の研究動向については、古代の土器研究会2001『古代の土

器研究―律令的土器様式の西・東6 須恵器の製作技法とその転換ー』を参照した。

18)当遺跡の1.5km西方に位置する岡前遺跡では、住居跡 (SB6)から 0-53型式に先行する K-90型式の特

徴を具える灰釉陶器が出土している。したがって、当遺跡での灰釉陶器の出土状況が当地域の典型例というこ

とではない。
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1 全地区分割図 135 

太江遺跡 No.1 (C地区）
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太江遺跡 No.2 (D地区）
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太江遺跡 No.3 (F地区）
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太江遺跡 No.4 (G地区）
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太江遺跡 No.5 (G地区）
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太江遺跡 No.6 (G地区）
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太江遺跡 No.7 (G地区）
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太江遺跡 No.8 (G地区）
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1 全地区分割図 143 

太江遺跡 No.9 (G地区）
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太江遺跡 No.10 (G地区）
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別表

1 遺構一覧表 148-157頁

• 「寸法」欄において「ー」は計測不能を意味する。

• 「種別」欄において使用した略称は次の通りである。

P=ピット、竪穴＝竪穴建物跡、焼土＝焼上堆積遺構

2 遺物包含層一覧表 158-161頁

• 「面積」欄は四捨五人し小数第一位の値まで表示した。ただし 0.1面未満の場合は

「0.1」とした。

3 遺物観察表 162-170頁

別表 147 

• 「残存率」欄には、口縁部の平面形が円形である遺物について、完形を 12.0とした場合の口縁

部残存率の値を表示した。



148 別表

別表 1 遺構一覧表
G地区

遺 種 グ

構 リ

番 ツ

号 別 ド

I p 87 S 
2 p 87 S 
4 p 86 S 
5 p 86 S・87 S 

6 p 86 S 

8 土坑 86S 

， p 86S 
10 p 86 S 

II p 85S• 86S 

12 p 85S 
13 p 85 S 

14 p 85 S 

15 p 85S 

16 p 85T 
17 p 84T 
18 p 84T 
19 p 84T 
20 p 84T 

21 土坑 84T 

22 p 84U 

23 p 84U 

24 p 84U 
25 p 84U 
26 p 84U 

27 土坑 84U 

28 土坑 84T•84U• 
85T• 85U 

29 土坑 85U 
30 p 85U 

32 p 86U• 86V 

33 土坑 86U 
35 p 86U•86V 

36 p 83T 

37 p 83T 

38 p 83T 

39 p 83T 

40 p 83T 

41 p 82T• 83T 

42 焼土 83T 
43 p 83C 
44 p 82B 
45 p 82B 
46 p 82A 
47 p 82A 
48 p 82A 
49 p 82A• 83A 

50 土坑
82A• 82B・
83A•83B 

51 p 83A 
52 p 83 B 
53 p 83A•83B 
54 p 838•848 
56 p 84A 
57 p 84A 
58 p 84A 
59 p 84A 
60 p 84A 
61 p 84 B 
62 p 84A 
63 p 84A 
64 p 84A 
65 p 84A 
67 p 85A 
68 p 852•85A 
69 p 86A 
70 p 86A 
71 p 86A 
72 p 85A 

73 焼土 848•85A ・
858•86A 

74 p 848•858 
75 p 85A 
76 p 85A 
77 p 85B 
78 p 85B 
79 p 85A 
80 土坑 85A 
81 灌 862• 86A 
82 p 862 
83 p 862 
84 十七 872 
85 p 872 
86 p 87A 
88 p 87 Z 
89 p 87 Z 
90 p 87 Z 
91 p 87 Z 

92 焼土 872 

寸 法

長 短 深

軸 軸 さ

cm cm cm 

25 
29以上 44 10 

19 
45 35 6 

71 55 24 

98以上 69 28 

59以上 61 18 

35 35 7 

78 53 38 

6 
7 

80 68 30 

72 70 22 

35 30 8 
36以上 45 19 
30 18以上 18 
40 35 14 
35 30 10 

78 72 15 

75 60 32 

76 64 50 

58 54 45 
46 45 27 
85 78 32 

126 73 26 

98 70 46 

112 50 6 
36以上 44 4 

75 75 24 

108 60 12 
80 67 35 

84 78 40 

82 80 56 

96 82 42 

100 30以上 39 

56以上 66 25 

78 76 25 

152以上 86以上 16 
52 35 18 
22 20 14 
24 20 17 
26 24 10 
82 62以上 10 
16 15 8 
55 28 7 

86 70 28 

15 15 6 
25 24 19 
56 55 15 
40 35 22 
18 15 ， 
26 25 20 
15 15 11 
34 30 15 
20 20 26 
30 25 23 
30 25 36 
18 15 12 
20 16 20 
26 26 17 
20 15 10 
40 18 14 
32 32 12 
20 16 15 
20 18 15 
30 24 30 

775以上 205以上 I 

54 40 11 
10 10 8 
74 30 20 
12 12 13 
30 25 29 
45 30 12 
78以上 102以上 18 
421以上 64 14 
35 30 19 
20 20 ， 
106 90 24 
20 20 16 
30 22 10 
20 15 15 
25 20 14 
48 44以上 13 

19 

107以上 46以上 18 

出土遺物破片数 主要器種個体数

層
土器•陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

縄弥須恵 恵須須土 土灰緑輸中近 金鍛石土
型型 釉釉

師師
師恵師師 属 冶器 器器

文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ ムロ ムロ 台陶 陶杯 杯器
位
土士膳食 蔵貯 特良ヘ 粗ヘ 陶陶磁陶陶

瓦 製連石 製
り台 器器

ヘ良＾ 粗 古向遺製
器器 具具 殊シ ‘ 器器 器器 磁 品物 n"n ,口m 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿ツ -杯

l層
1層
l層 I I 
1, .. 
]/苗

2層
l層

3 3 

2層
l暦
2層
l層
l屑
2層
I 
I 
1 
2 
1 
2層
l層
l層
1 1 I 
I 
I 
I 
2 
l層
2 
3 
1 
2 I 1 2 
1 
l層
11曽
1層 2 25 27 1 
2 
1 1 1 
2 
1 
1 
1 
2 
1 1 1 
1 1 I 2 
1 
2 
I 
2 
3層
4 
5 2 2 4 
1 2 2 
2 1 1 3 I 6 

1 2 3 

2 1 I 4 I 

l層

層
層 I 1 
層 1 1 
層
廣

層
l層i I I 1 
l晒
l層

2 2 1 

層
l層 I I 
l廣
l層
l層 I I 
l層

l層

層
層
層
層

層 1 1 2 
層

層
l層 8 I 4 4 17 1 
l層 1 3 4 

2 2 
I 
1 
1 
2 



1 遺構一覧表 149 

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

遺 種 グ
縄弥須恵 須恵 須土 土灰緑輸中近 金鍛石土 釉師 師 師

構 リ 長 短 深 恵師師 属 冶器
型型 釉

器 器

番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ .,,_u.,,_ 口 台陶 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位
土土膳食具 貯蔵 特＾良 粗^ 陶陶磁陶陶

瓦 連石 製
り台 器 器＾面高製 遺製 良

器器 具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿ツ ツ杯

93 p BBZ 24 22 12 l層
94 p 872 30 26 20 l屑i
95 p 87Z 25 20 23 1層
96 p 87Y• 872 48以上 50 4 l層i
97 p 87 Z 22 22 26 l層
98 p 87Z•88Z 36 34 6 l層 1 I 2 

99 土坑 88Z 106以上 96 14 l層
1層 77 160 75 150 I 2 1 466 7 2 1 5 3 4 I 2 

100 竪穴
83X•84X ・ 430 407 35 

2層 6 12 48 66 1 1 

84Y• 85X 3層 14 8 22 1 

床面直上 1 17 14 23 55 

100-1 竪穴内P 34 28 28 l層 3 2 3 8 1 

100-2 竪穴内P 32 28 23 1層

101 p 
74A•74Z ・ 45 40 11 l層75A• 75 Z 

102 p 742• 752 75 70 32 l層 6 5 11 I 1 1 

103 土坑 742 68 64 25 l障
104 p 74Y 70 54 38 l層 1 I 2 

105 p 74Y 26以上 50 19 1層
106 p 75Y 28 20 12 l層
107 p 75Y 25 25 17 l層 1 1 

109 p 74Y•75Y 30 30 6 I 
110 土坑 74X 86 68 23 l 1 I 

111 土坑 74W 132 17 4 l 
112 p 75X 64 35 20 I 4 4 

113 p 75X 17 16 12 1 
115 p 76Y•76Z 46 30 19 1 
116 p 77Y 28 28 14 1 
117 p 77Y• 78Y 50 34 12 1 
118 p 78Y 38 30 14 1 
119 p 77X 30 28 14 1 
120 p 78X 40 28 10 1 
121 土坑 77W 70 60 12 1 
122 p 78V 42 28 13 l層
124 p 78W 58 56 15 l暦 4 4 

125 p 78V 35 30 13 l屑i
127 p 79U• 79V 63以上 40 14 1層
128 p 79V 40 28 23 l層
129 p 79V 15 15 10 1屑
130 p 79V 52 32 20 l屑
131 p 79U 34 32 20 l層
132 p 79U 74以上 40以上 31 l層 2 2 4 
133 p 79U 20 18 12 lll!i 
134 p 79V 26 25 15 1層
136 p 79V 58 30 22 l層 3 3 1 
137 p 79V 56 30 14 l層
138 p 79U 60 50 35 l層

139 p 
79U•80U• 58 50 32 l層 1 1 2 
79V• 80V 

140 p sou 62 30以上 24 l層 I I 
141 p sou 36 35 30 1属
142 p 80V 30 26 10 ｝冒143 p 80V 35 32 26 1 1 
144 p SOU• 80V 25 25 13 l層
145 p BOU• 80V 25 20 6 l層
147 p 80V 40 30 20 l層
148 p sou 60 55 41 l層 1 1 1 3 I 
150 p sou 40 30 12 l層
155 焼土 SOW 118 112 18 l層
156 p sow 25 20 27 1層
158 p 79W 50 44 18 1/l!i 
160 p 79W 26 20 16 l廣
162 土坑 78W 80 56 13 I暦
165 p 79X 25 24 20 1層
167 p 79X• SOX 36以J: 32以上 18 l層 1 3 4 

77W• 77X・
170 溝 78W• 79W・ 1675 45 6 l屑

79X• 80X 
171 p 752 20 17 11 l層

172 溝 80 じ •SIU• 475以上 110 22 l層 ， 7 4 29 49 1 1 1 1 
81V 

173 p 81じ 45 35 19 1層
174 p 81U 30 30 21 1層
175 p SIU 35 30 15 1層 4 1 5 
176 p 81U 50 35 11 I厖i 1 1 
177 p 82U 35 25 22 l層
178 p 82U 35 30 14 I酒 4 4 
179 p 82T• 82U 35 25 15 l層 I 1 
180 p 82U 35 30 12 腐 1 1 
181 p 82U 45 45 27 屑 1 3 4 
182 p 82U 25 25 13 層

183 p 82U 35 35 24 層

184 p 82U 60 54 20 層 2 2 
185 p 83U 40 30 20 層 2 5 7 
186 p 83U 100 50 12 l匿
187 焼土 82T 42 27 4 l眉i 4 4 

188 溝 84U•84V• 550 50 8 I層
85U 

189 p 84V 48 35 4 1屑
190 p 84V 40 33 11 l層
191 p 85U 50 28以上 7 I 
192 p 85U 45 35 10 I 
193 p 85U 40 25 4 I 
194 遺 85V• 86V 600以上 60 18 1 2 3 5 
195 p 86V 28 18以上 14 I 

196 土坑 86V 125 25以上 26 I 2層

197 竪穴
85V• 85W・

538 223 32 l層 1 97 29 4 157 1 2 291 8 3 5 86V• 86W 
197-1 竪穴内P 38 38 8 l層
197-2 竪穴門P 23 21 10 l I 1 

p 40 20 14 1 
p 26 26 14 I 
p 34 30 20 I 
p 60 44 12 I 1 2 3 
p 24 24 8 I 
p 38 36 22 I I I 
p 40 40 18 1 1 1 
p 56 50 14 1 1 15 16 
p 28 25 23 l 

140 56 3 l屑 1 8 ， I 
'/[[ 46 " l障 2 



150 別表

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小 ,1,返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

構 リ 長 短 深
縄弥恵須須恵 須土土灰緑輸中近 金鍛石土

型型 釉 釉師 師師恵師師 属 冶器 器 器
番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ -"ロ-"ロ 台陶 陶杯 杯器
号 別 ド cm cm cm 位

土上膳食 貯蔵具 特＾良 粗^ 陶陶磁陶陶
瓦 製連石 製

り台 器 器＾面高遺製 良
器器具 殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿シ -杯

1 n l 12 13 197-14 竪穴内焼土 98 90 14 2月 1 1 
I• 2暦 1 1 I 3 

198 1置 86V 78以上 46 16 
199 p 86V 41 38 27 
200 土坑 86V 66 26 7 
201 p 86V 35 33 15 1 1 
202 p 85V 45 40 10 
203 p 85V 55 40 25 1 I 
204 p 85V 45 35 15 
205 p 85V 25 25 17 
206 p 85V 25 20 12 
207 p 85V 74 41以上 II 

208 p 85V• SSW・ 36 36 37 l屑 1 I I 86W 
209 遭 86V•86W 98以上 26 14 
210 p 86W 18以上 25 10 
211 p 86W 30 30 18 
212 p 86W 55 37 22 1 1 
213 p 85V• 85W 28 25 13 
214 p 84V 82以上 76 20 2 2 
215 ~ 84V 84 58 8 I 1 I 
216 p 86W 35 30 22 
217 p 86W 40 35 23 
218 p 86W 23 23 14 
220 p 84V 56 52 23 2 2 I 
221 p 84V 75 42以上 8 3 I 4 
222 p 84V 30 30 16 
223 p 84V 30 29 5 
224 p 84U•84V 55 35 27 
225 p 83V•84V 30 25 10 
226 p 83V•84V 35 30 8 
227 p 83V 25 25 10 
228 p 83V 30 25 10 
229 p 83V•84V 80 80 22 

230 竪穴 83V•84V• 282 197 14 l層 20 16 2 22 2 62 1 I I 2 I 84W 
230-1 竪八円P 53 51 38 1, .. 
230-2 竪八l"ip 99 44 31 1, .. I 1 1 
230-3 竪八"p 36 21 II l層
231 p 84V 26 22 19 l贋 I 1 1 
234 溝 83V•84V· 150 30 10 l層83W• 84W 
235 p 83W• 84W 80 74 24 
236 十七 84U• 85U 106 80 42 1 I I 3 
237 p 86W 30 25 30 
238 p 85W 22 20 17 
239 p 85W 25 20 8 
240 p 85W• 85X 30 23 15 10 10 
241 p 85X 20 20 26 
242 漬 85X• 86X 450以上 65 20 I 1 7 9 1 
243 p 86X 55 50 21 
244 土坑 86X 104 68 10 1 I 2 
245 p 85X 25 20 

246 竪穴 81U• 82U・420以上 336以上 38 l層 76 324 24 126 2 552 5 6 I 2 I 81V 
247 p 82U 95以上 48以上 20 l層 3 2 2 5 12 
248 p 81U•82U 90以上 69以上 26 l層 2 I 2 5 I 
249 遭 82U• 83U 587以卜 38 10 l層 3 1 2 4 10 1 

81 U• 82U• 
250 溝 81V•82V ・ 840 90以上 32 l屑 l 40 47 ， 77 174 5 3 I 1 

83V 
251 p 82U 75 40以上 26 1 2 2 
253 p 82U 30 25 37 1 2 3 
254 p 82U 30 30 18 I 1 
255 p 82U 30 25 12 1 1 
256 p 82U 35 30 13 I 1 2 
257 p 82W• 82X 58 56 34 1 1 
258 p 82X 60 60 22 2 1 3 
259 p 82X 60 60 28 

2 2 
260 溝 81V•82V ・ 550以上 190以上 26 16 48 10 54 128 4 2 I 

83V 3 2 55 60 1 
261 p 82X 75 50 20 I 1 I 
262 p 82X 45 40 15 
263 p 82X 66 66 36 I I 2 6 10 I 
264 p 81X 35 30 20 
265 p SIX• 82X 30 25 17 1 1 
266 p 82X 40 37以上 27 2 2 
267 土坑 81V•81W I 1 I 
268 遭 83W• 83X 545 60 14 ， 2 2 13 1 1 1 
269 竪穴 83V• 83W 484 162 10 5 8 1 17 I 32 1 
270 p 83W 35 24以上

271 p 83W 82 72 22 2 2 
1 2 3 

272 p 83V 50 50 14 
273 p 83V 90 78 28 

274 p 83V 74 72 19 

275 p 84W 52 44 14 
277 p 83W 40 32 8 
278 p 82W 55以上 72 44 I 1 I 3 6 1 
279 p 82W 40 35 14 
280 p 82W 46 42 21 1 I 
281 p 82X 30 26 18 2 4 6 
282 p S!W•S!X 75 65 27 I 1 2 
283 p 81W•SIX 66 64 32 1 I 
284 p 81X 64以上 51 17 1 I 2 I 
285 p 81W 55 25 21 3 2 5 
286 p 81W 25 25 19 I 1 
287 p 81W 48以上 50 35 
288 p 81W 74 72 28 1 I 2 

I 
289 焼土 81W• 82W 250以上 140 32 2 

l•2 6 14 3 24 47 I 1 
289-1 lD-t内P 44 34 15 1, ● 
289-2 焼上内P 30 23以上 13 11● 
291 p 82X 70 65 26 11● 1 I 
292 溝 82X•82Y ・ 400以上 135以上 18 l層 21 12 5 29 67 7 I 83X• 83Y 
293 p 83X 45 30 25 l層 1 I 
294 p 83X 30 20 15 1層
295 p 82X 30 30 12 l噌
ZSh p ATV 78 72 se .. ，} 1 , 

7 



1 遺構一覧表 151 

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

遺 種 グ
縄弥須恵 須恵 須土 土灰緑輸中近 金鍛石土 釉師 師師

構 リ 長 短 深 恵師師 属 冶器
型型 釉 器 器

番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 瓦 関・ 製 計
返無 りみ ムロ ムロ ム口 ム口 台胸 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位 土土膳食 貯特＾良 粗^ 陶陶磁陶陶
製連石 り台 器 器＾面高
遺製

良

器器具 蔵具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿ツ -杯

297 遭 83X 150以上 35 14 屑 I 

298 p 84X 55 45 5 層

299 p 84W 48 48 14 層

300 p 752 34 30 ， 
301 p 80V 25 25 14 
302 p 81V 38以上 33以上 50 2 6 8 

303 p 85V 22 20 11 1 
304 p 82W 50 50 18 I 2 3 1 

305 p 69E• 70E 20 22 17 
306 p 70E 25 20 14 
307 p 70F 20 17 7 層

308 p 70F 42 41 16 2 2 

309 p 70F 30 26 13 
310 p 70F 105 55 4 
311 p 70F 65 45 19 
312 p 70F 50 45 20 1 
313 p 70F 81 65 11 1 
314 p 70G 50 42 26 1 1 1 

315 p 70G 40 33 10 
316 p 70F 20 20 17 
317 十ぢ 70G・71G 85 70 17 
318 p 70F 30 25 15 
319 p 70F 35 35 14 層 1 1 2 

320 p 70F 25 22 17 1 1 

321 p 70F 25 20 11 
322 p 70F 22 20 16 
323 p 70E 22 20 20 
324 p 70E 45 35 18 
325 p 70E 35 25 18 3 3 

326 p 70E 40 35 24 層

327 p 70E 30 25 11 l層

328 p 71 E 32 25 II 1層 1 1 1 

329 p 71 E 45 31 26 ］層 1 1 2 

330 p 71 E 20 20 18 l臨 2 2 

331 p 71 E 20 20 ， l層
332 p 71 F 20 17 II 1 
333 p 71 F 20 17 5 1 
334 p 71 E• 71 F 25 20 10 1 
335 p 71 F 32 30 10 l 1 2 5 8 

336 p 71 F 27 25 12 1 
337 p 71 F 77 62 13 1 1 1 

338 p 71G 40 40 10 1 1 1 

339 p 72F• 72G 50 50 8 1 1 
340 p 72F 45 25 15 
341 p 71 E 15 15 6 
342 p 71 E 45 35 5 
343 p 72E 54 52 11 層

344 p 72E 23以上 20 6 
345 p 72E 55 51 36 
346 p 72E 35 32 10 
347 p 71D 30 
348 p 71D• 72D 74以ト 65以上 25 
349 p 72D 55 50 10 1 
350 p 72D 36 32 14 l層
351 p 72 E 55 55 20 l層
352 p 72 E 57 45 23 1屑
353 p 72D• 72E 47以上 50 22 1層
354 p 72E 45 40 20 l層
355 p 72D•72E 57 50 11 暑356 p 72E 50 45 26 
357 p 73D• 73E 65 60 22 層 3 3 
358 p 72E 26 25 ， 
359 p 72E 50 45 10 
360 p 72E 45 45 22 
361 p 72 E 35 31 17 1 
362 p 72 F 25 22 14 1 
363 p 73F 55 48 ， I I 1 2 
364 p 73 F 56 33 18 I 
365 p 73 E 20 20 8 1 
366 p 73 E 70 60 10 I 
367 p 73D 38 32 ， 1 
368 p 73D 26 26 16 l 
369 p 72D 38以上 50 19 l 1 1 
370 p 72D 11 1 
372 p 73D 50 47 14 1 1 1 I 

373 p 73D 40 40 ， 1 
374 p 74E 33 28 6 1 
375 p 74D 92 75 8 1 
376 p 75D 35 28 10 l 
377 p 75D 30 30 13 1 
378 p 75E 28 25 14 1 
379 p 74 F 77 58 5 1 
380 p 74E• 74F 25 20 8 1層
381 p 74 E 35 30 22 I 
382 p 75E 25 25 12 I 
383 p 75 E 44 35 14 1 
384 p 75 E 35 28 13 1 
385 p 75 E 28 28 16 1 
386 p 76 E 30 22 12 
387 p 76E 40 35 14 層

388 p 76E 35 30 11 
389 p 76D 40 35 17 I I 2 
390 p 76D 35 35 18 
391 p 75D 47 30 8 
392 p 75D 30 28 13 
393 p 75D 30 30 10 
394 p 75D 35 32 21 2 2 
395 溝 76D 290 40 18 
396 p 76D 40 32以上 14 
397 p 76D 50 48 12 1 
398 p 76D 22 20 16 I 
399 p 76D 20 20 8 1 
400 p 76E 40 35 12 I 
401 p 76D• 76E 48 38 7 1 
402 p 76E 42 35 20 1 
403 p 76D• 77D 24 18 11 1 

404 p 76E•77D• 30 23 ， l屑77E 
405 p 76E• 77E 43 40 12 l"" 1 1 

76E•77D• 
406 溝 77E•78D• 925以上 106 22 l附 66 12 195 273 1 1 5 2 1 

78E 
407 ド
,,, 

~~ 以し so Q 醐



152 別表

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 ,jヽ 小 返摘 無有 無有 有灰 灰士 土土

構 リ 長 短 深 縄弥須恵 須恵 須土土灰緑輸中近 金鍛石土
型型 釉 釉師 師 師恵師師 属 冶器 器 器番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ ムロ ムロ 台陶 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位
土土膳食 貯蔵特へ良 へ粗 陶陶磁陶陶

瓦 連石 製
り台 器 器＾面高製 遺製 良

器器具具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿-ツ杯
408 p 770• 78D 20以上 38以上 15 
409 p 77E• 78 E 70以ト 15 1 1 
410 竪穴 78D•78E• 

464以上 202以上 15 2 6 4 17 1 30 79D•79E 2 2 
411 土坑 77E 256 70以上 56 2 1 6 ， 

I I 4 4 14 23 412 p 77E 26以上 50 34 3 3 413 p 77E 23以ド 46 5 3 1 3 7 I 415 p 78D 55 46 24 1 1 2 416 p 78D 30 20以上 ， 
417 p 78D 38 37 ， I I 418 p 78D 25 23 13 
419 p 78D 56 50 14 1 2 3 420 p 78D 22 20 12 
421 p 78D 90 48 16 
422 p 77D• 78D 70 70 18 5 6 11 1 

423 土坑 77D• 78D 253 100 12 1 1 
I 1 4 6 
6 4 25 35 I 2 424 p 77D 30 30 22 

75B•75C ・

425 溝 76 B• 76 C• 1070以上 70 38 l層76D•77C ・
77D 

426 p 77D 10 
427 p 77C 50 50 8 
428 p 77C 54 54 17 
429 p 77C 38 35 10 
430 p 78D 22 17 10 
431 p 78D 35 60 ， 2 2 
432 p 78D 80 47 17 
433 p 78D 66 54 29 3 2 5 1 434 p 79D 33 33 20 
435 p 79D 86 46 12 
436 p 79D 88 56 21 1 1 
437 p 78D 68 58 23 1 1 2 4 
438 p 78D 45 45 13 
439 p 78C・78D 66 56 24 1 1 11 13 
440 p 78C・79C・ 63 64 32 l層 I I 2 1 5 79D 
441 p 79C 21 25 8 
442 p 78C• 79C 30 23 12 
443 p 78C 62 50 15 I I 
444 p 78C 33以 k 38 26 
445 p 78C 80 56 12 I 1 
446 p 78C 66 52 14 
447 p 78C 87 50 14 1 4 5 
448 p 78C 50 40 ， 
449 p 788• 78C 60 35 20 1 1 2 3 
450 p 788• 78C 60 55 10 I 
451 p 78B 58 50 ， 
452 p 78B•78C 45 38 10 
453 p 78B 35 35 8 
454 p 788 26 25 7 
455 p 778 20 18 7 

456 焼土 78A•78B 110 92 20 4 3 I 25 33 1 

457 p 79B 25 20 11 
458 p 79C 76 74 25 11 11 
459 p 79B 75 58 11 1 I 
460 溝 798• 80A・ 410 83 10 l層 8 7 I 3 19 80 B 
461 p 798• 808 64 49 20 l層
462 p 80 B 80 43以上 37 l贋 1 I 6 8 
463 p 79A 48 35 13 1贋

464 p 79Z•79A ・ 116 83 16 l層 4 4 I BOZ• BOA 
1月 6 3 8 17 

465 土坑 BOZ• BOA 114 108 35 2月 1 3 4 8 1 
I• 2屑 I I I 3 

80A•80B ・ 1~ 
466 溝 SOC• 80D・1105以上 152以上 16 2 12 13 5 18 48 I 1 

81A• 81B 3 

467 溝 79C• 80C・ 740 136 19 1層 32 30 25 244 1 332 2 I 1 81C 
468 漬 79C• 79D 180以上 42 6 1 2 1 3 
469 p 79D 50以上 55 15 1月 I 1 2 

79D•SOC• 1月 1 34 10 19 162 I 2 69 298 1 1 1 
470 焼土 376 256 35 2月 2 3 5 10 2 1 80D 

1•2 層 1 2 3 I 
471 p 79D• 80D 56以上 78 22 1 R 1 2 3 
472 漬 79D 100以上 32 4 1n 

473 p 79C•79D• 36以上 44以上 17 l層 2 2 BOD 
474 p BOC 35 35 ， 1 I 
475 p soc 50 45 11 I I 
477 渾 70G•71G 305 50 8 I 1 1 
478 p 788• 798 50 48 10 
479 p 778 20 20 10 
480 遺 77E• 78E 450以上 50 22 11 15 26 1 
481 p 78C 37 36 6 1 1 I 
482 p 81A• 81B 30 25 16 
483 p 81 B 30 30 22 
484 p 81 B 40 40 19 1 2 3 
485 p 81 B• SIC 35 26 17 1 4 5 
486 p 76D 30以ド 35 16 
487 渾 81 B• 81C 184 35 14 I 1 1 3 1 
488 焼土 82 8 128 102 18 22 11 5 15 I 54 I 1 1 

1 1 
489 p 81B 25 25 19 
490 p 78D 60 50 18 
491 p 78D 48 48 10 
492 p 78D 25 25 10 
493 p 79D 56 56 23 
494 p 79D 61以ド 43 19 1 
495 p 78D• 79D 48 43 11 I 1 1 2 
496 p 78E 34以 r 63以ド 17 I 1 1 
497 p 78C ・ 78D• 45 39以上 7 1層79C•79D 
498 p 79C 40 30 11 l層
500 p 72X 30 28 ， 1層 1 3 6 ， 19 
只n, p 172X AO 36 19 層



1 遺構一覧表 153 

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

層
土器・陶磁器類 その他 杯 杯 ,j, 小返 摘無 有無 有有 灰灰 土土土

遺 種 グ
縄弥須恵 須恵 須土 土灰緑輸中近 金鍛石上

師師 師

構 リ 長 短 深 恵師師 属 冶器
型 型 釉釉

器器

番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返 無り み台 ムロ ムロ"'口"'" 陶陶 杯杯器

号 別 ド cm cm cm 位 土土膳食 貯蔵特＾良 へ粗 陶陶磁陶陶
瓦 連石 製

り 台 器器 良^^粗 高
製 遺製

器器具具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋 身 蓋 杯蓋 蓋杯 杯碗 碗盤 碗皿
~~ 杯

502 p 72X 22 22 12 1 
503 p 72Y 30 25 18 1 
504 p 71Y 30 28 18 1 
505 十窃 70Y•71Y 176 106 23 1 1 I 2 

506 p 70X 40 40 15 1 l I 

507 p 70Y 50 40 14 1層

508 p 70Y 32 32 6 l層

510 p 68A 48 40 ， l層 1 I I 

511 p 67A•68A 46 38 11 1屑

512 p 67 Z 20 20 14 I鎗

513 p 662 50 50 16 , .. 1 1 2 

514 p 66A 55 45以上 23 贋

515 p 66A 50 42 12 層

516 p 66A 90 62 25 層

517 p 67 A 34 30 ， 層
518 p 67A 58 50 17 層

520 p 70B 20 18 11 層

521 p 69 B 30 25 18 層 I 1 

523 p 69A 25 23 20 層 1 1 2 

524 p 70A 20 20 10 I苗

525 p 70A 23 20 12 障

526 焼上
69A•69B ・ 282 150 10 1層 16 5 40 61 3 I I 1 
70A• 708 

527 p 70B 45 40 15 l層
l層 2 2 

528 焼土 70X 110 86 26 
2屑
3層
4月 1 1 

529 』ヽ → 70X•70Y 175以上 90以上 l贋 7 3 8 18 1 1 

530 焼土 71A• 71B 196 110 19 
l層 1 2 3 
2屑 1 1 
lffi 2 2 

2月 I 32 8 32 107 1 181 3 1 2 1 

70A• 708・ I• 3曾 1 1 5 7 

531 竪穴 70C• 71A・ 453 400 27 3月 39 39 

71 B• 71 C 4/l 6 6 
カマド 1 2 3 1 
床面直上

531-4 竪穴内P 38 34 12 l贋 2 2 4 

532 p 70Y 34 34 12 I贋 1 1 

533 焼土
69Y• 692・ 250 106 24 l層 17 3 1 38 2 61 2 I I 
70Y•70Z 

534 溝
69Y• 70Y・ 440 45 14 l層 2 1 3 7 13 
702 

535 p 70Y 18 1層
536 p 70Y•70Z 40 32 7 l屑i
537 p 70Y•70Z 18 16 10 1層
538 p 70Y 20 20 6 l層

539 p 69Y 24 22 11 l層

540 p 69Z• 70Z 20 18 ， 層 1 1 

541 p 70Z 18 18 30 層 1 1 2 1 

542 p 69Z 18 18 16 層

543 p 69Z 20 16 24 
544 p 69 Z 20 14 ， 
545 p 69Z 80 64 34 
546 p 71Z 20 18 10 1 
547 p 71 Z 18 18 13 1 
548 p 71 Z 49 35 18 1 

64D• 64E・

549 溝
65D•65E ・ 1625 65 42 l層 2 1 41 104 148 1 1 4 
66D•67D• 
68C•68D 
64 E 1贋 8 7 5 8 28 I 1 1 I l 

65D l層 5 2 13 35 1 56 I 1 2 1 

65 E l層 149 73 83 97 24 I 1 I 429 2 4 1 I I I 4 I I 2 3 

66D 
l層 60 50 56 111 I 1 279 3 I 6 3 1 

罰 280 2層
550 溝 66E 以上

47 1屑 30 12 29 2 73 1 1 1 3 3 1 

670 , .. 30 47 60 1 1 139 3 3 8 1 

67E 障 22 8 21 11 3 65 1 I I 3 I 2 

68D 層 ， 10 10 26 55 2 I 1 1 

69D 贋 1 3 3 15 22 1 1 

551 p 71 Z 22 22 8 層

552 p 69A 22 20 18 層

553 p 69A 36 28 17 1/!!i 
554 p 69A 28 28 23 l層

555 p 68A 40 40 20 1層

556 p 68A 38 25 7 1層
557 p 68A 22 22 16 l贋

558 p 68A 42 40 13 l層

559 p 68A•68B 44 36 12 l層

560 p 67 A 24 24 43 1層 2 3 5 I 

561 p 67 A 26 24 13 l層 5 5 1 

562 p 66A 20 20 10 l屑

563 p 662 5H上 22以上 21 層

564 p 65Z•66Z 40 35 20 贋

565 p 65A 22 22 12 贋

566 p 65A 40 30 26 廣 1 I 

567 p 65A 26 22 16 層

568 p 65A 18 16 27 層

569 p 65A 18 18 4 層

570 p 65A 20 18 26 lll!i 
571 p 65A 20 18 11 l層

572 p 65A 30 20 16 l層

573 p 65A 25 25 19 l惰
574 p 65A 30 25 19 層

575 p 65A 25 15 8 層

576 p 65A 35 25 16 層

577 p 65A 20 16 17 層

578 p 65A 20 20 16 層

579 p 65A 25 18 5 
580 p 65B 20 15 14 
581 p 65B 25 20 JO 1 
582 p 658 16 15 8 l 
583 p 652 22 16以上 17 I 
584 p 68C 35 30 25 1 1 1 1 3 I 

585 p 68D 50 40 28 l層 I 1 

586 p 68D 45 40 6 l障
587 p 67D• 68D 45 40 10 1層
588 p 67D 45 38 16 l層

589 p 67D 54以上 58 22 l晒 I I 

590 p 68D 58 56 18 l嘩

'"' ~n :<It " 13 
庫



154 別表

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

構 リ 長 短 深
縄弥恵須須須土土灰緑輸中近 金鍛石土

型型 釉 釉師 師師恵恵師師
属 冶器 器 器番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ ~ ロヽ ムロ 台陶 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位
土土膳食 貯蔵特良＾ 粗へ陶陶磁陶陶

瓦 連石 製
り台 器 器＾ ヘ粗 古向製 遺製 良

器器具具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿ツ ツ杯
592 p 66D• 67D 60 54 22 1層
593 p 66D 22 18 4 l層
594 p 66D 40 32 20 l層
595 p 67D 50 40 10 1層
596 p 670 27 25 6 l層
597 p 67D 30 18以上 19 l層
598 p 66E 40 40 4 l層
599 p 66E•67E 55 50 16 l層
600 p 66E•67E 30 12 l層
601 p 67D•67E 63以上 82以上 46 1層 2 1 4 7 I 602 p 670• 67 E 50 50 14 l層
603 p 67D 42 40 24 l層 I 1 604 p 670 85以上 86 47 l層 I 2 3 1 605 p 670• 68D 63以上 67以上 29 l層
606 p 68D 38 30 l層
607 p 68D 50以上 68以上 48 1層 3 3 I 608 p 68D 48以上 73以上 30 l層
609 p 68D 40 35 22 l層
610 p 68D 45 38 26 1層
611 p 68D•69D 40 34 14 l層

612 溝 66D• 66E・
580 53 2 l層67D 

613 p 66E 76以上 80 22 1層 1 2 3 614 p 650•66D 66 36 17 l層
615 p 65E 64 45 23 l層
616 p 66D 92 80 16 l層 1 1 2 617 溝 66D 157 25 10 l層
618 p 66D 52 50 36 l層 I I 1 619 p 68D 32 22 4 1層
620 p 72Y 20 17 10 l層
621 p 72Y 56 34 16 l層 I I 622 p 72Y 37 30 15 1層
623 p 72Y 25 20 20 l層
624 p 722 30 26 16 l層
625 p 72Z 25 22 12 I層
626 p 72A 98 80 54 l層 3 I 3 3 10 1 627 p 73A 35 33 14 l層

1屑 5 3 4 12 1 
2層

628 焼土 71 Y• 71 Z 178 162 30 3層 l I 
4層 2 4 6 
1-4屑 1 1 629 p 72A• 73A 84 80 34 l層 2 2 3 7 1 630 p 73A 25 23 18 l層

631 p 73A• 738 111 93 36 I層 1 5 6 12 1 
632 p 73 B 58 34 36 l陪 1 I 1 2 5 

l層 4 I I 14 10 1 31 3 
633 焼土 71 B 138以上 132 28 

2層 1 I 
3層 1 3 1 2 1 8 
4層

634 p 73A 86 84 18 l層 1 7 1 ， 
635 p 73A 30 23 ， 1層
636 土坑 73 B 90 62 32 l層 I I 
637 p 70 8 25 23 7 l層
638 p 70B•70C 25 24 12 l屑 2 2 1 639 p 70C 30 30 5 1層 1 I 
640 p 70C 55 47 13 l層
641 p 70C 50 38 12 l層
642 上坑 70C• 71C 90以上 72 28 l層 2 1 3 1 7 
643 p 69C 40 40 15 1層
644 p 69C 40 35 27 l層
645 p 69C 45 45 16 l層
646 p 69C 35 34 11 1層
647 p 69C 30 28 13 I附
649 p 72Y 55 53 23 l層

650 竪穴 728•72C• 182以上 118以上 13 1層
， ， 

73B 2層 2 2 
650-1 竪穴内P 34 32 7 1層
651 p 73 8 80 74 33 l屑

652 p 73A• 738・ 80以上 90 42 l層 I I 1 74A•74B 
653 竪穴 73B•74B 132以上 110以上 11 1層 1 1 1 1 4 I 653-1 竪穴内P 30 24 ， l層
654 p 73A• 738 94 70 50 l層 2 1 1 4 
655 p 73A• 74A 20 l層
656 p 73Z•73A 22以上 68 22 1層 1 I 2 1 
657 焼土 71 B 100 70以上 12 1層 I 1 

2層
658 p 71 B 26 26 34 l層
659 p 72C 34 28 16 l層
660 p 71 C 80 60 18 I層 I 1 2 
661 p 73F 44 42 21 1層
662 p 71 F 35 32 11 l層
663 p 72F 20 20 10 1層
664 p 73F 30 25 19 l屑
665 p 73 F 22 22 7 1屑
666 p 73E 20 20 8 I層
667 p 73F 16 15 10 l層
668 p 73 F 18 15 7 l層 I 1 
669 p 74 F 20 18 8 l層
670 p 74 F 40 28 10 1層
671 p 74 F 20 20 6 I層
672 p 74E 68 46 8 l層
673 p 77E 21以上 49以上 14 l層
674 p 77C 50 40 22 I層
675 p 778 25 20 10 1層
676 p 778 23 23 ， l層
677 p 75D 40 38 20 l層 3 1 4 678 p 75D 55 52 7 1層

679 p 72A 50 42 31 l層
床面直上 3 3 I 680 p 72B 35以上 34 23 l屑

681 p 72B 62 56 28 I層 1 1 682 p 70Y 38 32 11 l層
683 p BOD 44 36 23 l層
684 焼土 70B 155 146以上 26 l層 17 8 55 1 1 82 1 1 1 I G地｀ ！出土遺物 5 998 1197 747 2734 49 I I 2 16 4 12 72 5838 48 45 7 1 5 7 4 3 3 3 2 7 3 8 3 31 



l 遺構一覧表 155 

C地区

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 ,jヽ!]ヽ 返摘 無有 無有 有灰 灰土 上七

構 リ 長 短 深
縄弥須恵 須恵 須土土灰緑輸中近 金鍛石土 型型 釉 釉師 師師

恵師師 属 冶器
器 器

番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 瓦 関・ 製
計 返無 りみ ムロ ムロ 4口ム" 台陶 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位
土土食膳 貯蔵特＾良 粗^ 陶陶磁陶陶

製連石 り台 器 器＾ ~粗-,,-"" 
遺製

良

器器具具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿-ツ杯

1002 土坑
13 J・14J・ 380 200 58 l屑 19 14 5 7 2 3 50 1 
13K• 14K 

1003 焼七 15 J 110 92 18 
1層 3 18 ， 1 1 32 

2層 I 

15 J・16l・
l屑

1004 土坑 312以上 276 32 2層 I 2 3 
16 I 3屑 3 4 8 15 2 1 

1005 竪穴
16K ・ 17K• 391 348以上 15 l屑 6 5 80 I 92 1 
17L 

1006 竪穴 17 J・17K 153以上 !16以上 12 l層 5 5 

1007 （自然溝流路）
16 J・17J・500以上 210 26 1層 3 1 1 5 
16K・17K

1008 p 17K 40以上 45 20 l層

1009 p 17K 40 32以上 8 1層

1010 p 17K 38 1層

1012 p 15 J 35 33 17 l層i
1013 p 15 J 96 62 34 l層 3 1 1 5 1 

1014 p 15 J・14J 105 80 32 1層

1015 p 13 I・13J 45 40 16 1陪

1016 p 14 J 70 62 17 l層

1017 p 14 J・15J 70 63 32 l層

1018 p 14 J 84 72 42 1層

1019 p 
14 J・15J・ 70 50 I 20 l層14K・!SK

1020 p 15 J 56 56 14 l層

1021 p 15K 48 48 24 1層

1022 p 15K 60 50 34 1層

1023 p 15 J・15K 80 54 32 l層

1024 p 15 J・15K 45 40 ， l屑
1025 p 15K 50 43 16 l層

1026 p 15 J・15K 96 90 26 1層 1 1 

1027 p 16K 80 70 21 l屑 2 2 

1028 p 16 J 45 40 33 l屑

1029 p 16 J 45 45 22 l屑 1 1 

1031 p 15 J・16J 70 66 36 1層

1032 p 15 J 70 60 40 l層

1033 p 15 J 35 25 15 l屑 1 1 

1034 p 15 I 52 50 22 1層 1 1 

1035 p 17 J 30 30 30 l層

1036 p 17 J 50 48 24 l層
1037 p 17) 66 60 20 l屑

1038 p 17 J 18以上 20 40 1層

1039 p 17 J 30 30 33 l屑 I I 

1040 p 17) 18 15 15 l層
1041 p 18 J 55 46 18 l層
1042 p 17K 30 28 6 l層

1043 p 17K・18K 47 40 4 l屑
1044 p 16 L 34 28 24 l層
1046 p 16L 96 62 29 l層

1047 p 16L・17L 32 30 14 1層

1048 p 17L 106 59以上 40 1層

1052 p 17L・18L 50 40 4 l層
1053 p 18L 70 60 15 l層
1054 p 18K・ISL 66 60 25 1屑

1055 p 18K 84 77 13 1層
1056 p 18K 40 34 12 l層

1059 土坑 18K・19K 162 93 24 l層 1 1 

1060 p 18K 60 60 36 1層
1061 p 18K• 19K 80 56 30 l屑
1063 p 17 J 33 32 22 1層
1064 p 17 J・17K 58 56 18 l層
1065 土坑 19K 143以上 58以上 11 l層
1066 p 19K 42 40 8 l層
1067 土坑 19K 152 80 34 l屑 5 5 2 

1068 p 19K 60 48 21 1層 1 1 

l層
2層

1071 土坑 19K・19L 121 84 25 3層
4層
5層

1072 p 19K 80 78 29 1層

1073 p 18K 65 64 10 1層 1 I 

1074 p 19L 53 50 25 l層
1076 p 18L 70 52 7 l層
1077 p !SL 49以上 44 24 l層
1078 p !SL 70 48 13 l屑
1079 p 18L 58 47 6 1屑
1080 p 18L 58 46 30 l層
1081 p 18K・18L 70 56 19 l層

1082 p 
17K・17L・ 86 55 12 l屑
18K・18L

l屑 300 145 54 155 36 2 1 2 2 697 1 1 11 、」 2 3 5 2 

15L ・ 15M• 2屑 98 36 1 40 33 1 209 I 4 9 3 2 7 4 

1083 竪穴 16L ・ 16M• 732 538 48 3層 57 44 6 41 6 2 1 157 4 1 2 l 

17L・17M 4層 15 4 1 1 6 27 2 3 I 4 

5屑 1 2 1 1 5 1 

1083-1 竪穴内P 87 44 19 I屑
1083-2 竪穴内P 101 57 34 l尼i 1 1 2 1 

1083ふ 竪穴内P 116 77 24 l層
1083-4 竪穴内P 157以上 63 43 l洒
1083ふ 竪穴内P 38 36 32 l層
1083-6 竪穴内P 75 39 31 1層 1 3 4 

1083-7 竪穴内P 40 28 18 l層
1083-8 竪穴内P 14 10 12 l層
1083-9 竪穴内P 49 40 12 l層
1083-10 竪穴内P 33 29 15 l屑
1083-11 竪穴内P 42 32 24 l屑
1083-12 竪穴内P 26 24 8 l層
1083-13 竪穴内P 30 23 28 l層
1083-14 竪穴内P 34 30 10 l層
1083-15 竪穴内P 32 32 22 l層
1083-16 竪穴内P 62 38 33 l府
1083-17 竪穴内P 94 49 16 l層
1083-18 竪穴内P 29 24 23 l層
1083-19 竪穴内P 42 29 14 l層
1083-20 瞑ヤ内p 28 28 10 l層



156 別表

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 層
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土土

構 リ 長 短 深 縄弥須恵器 恵須須土 土灰緑輸中近 金鍛石土 型型 釉 釉師 師師恵師師 属 冶器 器 器番 ツ 軸 軸 さ 文生 器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ムロ ムロ ムロ ムロ 台陶 陶杯 杯器
号 別 ド cm cm cm 位 土土膳食 蔵貯 特へ良 粗へ 陶陶磁陶陶

瓦 連石 製
り台 器 器＾面高製 遺製 良

器器具具殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿--杯
10扮・21 竪穴内P 36 28 10 l層
1083-22 竪穴内P 25 23 6 I層
IIIS3-23 竪穴内P 34 27 8 l層
10&1-24 竪穴内P 71 50 30 l層
10粘25竪穴内P 48 26 ， l層
1083-26 竪穴内P 49 38 28 1層
1083-27 竪穴内P 26 26 12 l層
10&1妨 竪穴内P 76 76 35 1層
1083-29 竪穴内P 51 50 30 l層
1083-30 竪穴内P 28 28 18 lll!i 
1083-31 竪穴内P 36 33 24 l層
1083-32 竪穴内P 32 28 13 l層
1083沿 竪穴内P 46 33 12 1層
1083-34 竪穴内P 89 56 33 l層
1083-35 竪穴内P 39 27以上 10 l層
1083-36 竪穴内P 39以上 36 10 11曽
1083-37 竪穴内P 58 44 30 1層 2 2 I 1083-38 竪穴内P 38 32 20 l層
1083ふ9竪穴内P 76 49 15 l層 2 2 l他3-40 竪穴内P 43 28 5 l層
10槌41 竪穴内P 30 22 7 1層
1083-42 竪穴内P 39 38 20 l層
1084 p 17M 60 60 27 l層

17K・18J・ l層 8 6 30 44 I 1 1085 竪穴 374以上 252以上 6 2層!SK 
3階

1085-1 戸罰 138以上 73以上 32 l屑

1085-2 竪穴内P 46以上 36以上 18 I層 1 I 
1085-3 竪穴内P 61 53 38 

l層 2 2 1 2層
1085-4 竪穴内P 28 28 42 1層
1085ふ 竪穴内P 40 32 32 I層
1085-6 竪穴内P 56 42 50 l層
1085-7 竪穴内P 56 38 30 l層
1086 p 18 J 30 30 18 1層
1087 p 18 J 36 32 37 l層
1088 p ISM 110 56 45 l層 1 1 1089 p !SM 74 60 18 l層
1090 p 18M 65 64 36 1層 I I 
1091 p 17N 39以上 42 23 l層

1092 土坑 16M ・ 17M• 127以上 206 12 l層 2 4 1 7 16N・17N
1093 土坑 16M・16N 110以上 96以上 34 l層 6 6 
1095 p 17M 34 34 l層
1096 p 17M• ISM 86 50 5 l層
1097 p !SM 80 66 24 l贋
1098 p 18M 46 40 32 l層
1099 p 18M・!8L 74 60 16 l層
!JOO p ISL 48 42 21 l層
1105 p IBM 60 52 27 ］腐

1106 p 18L 64 35 14 l酒
1109 p 16L 50 46 28 I廣
1110 p !6L・16K 56 55 20 l層 2 2 
1111 p 15K 86 80 42 l層 I 1 
1112 p 15K 88 68 40 l層
1114 p 19L・19M 106 74 30 1眉i
1115 p 19M 38 24 10 I層

1116 井戸 12K・13K 176 174 104 l層 19 17 ， I 46 I I 4 1 
2層

1117 土坑 13L 100 98 46 l洒 5 5 2 I 13 
1118 p 18L・19L 70 55 12 l層
lll9 p 16K・17K 100 94 16 1層
1120 焼土 !5L 123 120 18 l層 5 4 17 26 1 I I 

l層 13 4 8 1 26 2 
2層 I 2 3 

1121 焼土 15 L 110 88 28 3層
4層
5層 2 2 1 

1122 p 14L 45 30 26 l層
1123 焼土 13L・14L 260 148 16 l層 45 20 19 1 I I 87 I I 6 1 3 I 1124 p 14K 65 44 21 l層 I I 2 
1125 p 14K 64以上 67 36 l層
1126 p 14K・15K 86 53 30 l層
1127 p 15L 75 52 20 l層 I 1 
1128 p 15M 60 60 18 l層 4 2 6 
1129 p 16K・17K 93 70 29 l層
1130 p 16K・17K 94 63 29 l暦
1131 土坑 17K・17L 170 100 27 I層 3 3 
1132 焼土 14K・14L 118 114 30 l層 14 I 19 34 3 4 1 
1136 竪穴 16L・17L 410以上 60以上 34 l層 11 22 1 21 55 1 

C地区 ；胃占善"'片,_ 漕伽 660 364 66 473 83 29 1 10 10 1696 a 2 I 3 1 I 51 14 I( I ．． 
F地区

2001 竪穴 30D•30E• 562以上 228以上 34 
[IOI 140 81 47 79 6 33 386 5 4 8 8 2 6 2 2 30F 床面直上 3 3 1 2001-1 竪穴内P 36 32 22 l層 1 1 

2001-2 竪穴内P 32以上 39 20 l隅 1 I 2001~3 竪穴内P 45 33 24 l層 1 I 
2001-4 竪穴内P 28以上 33 30 1層
2001-5 竪穴内P 62 40 30 1屑 I 1 I 
2001-6 竪穴内P 33 33 18 1層 1 1 2 
2001-7 竪穴内P 46 46 29 l層 1 I 
2001-8 竪穴内P 23以上 37 14 l層

2001-9 竪穴内士坑 112以上 75以上 24 
l腐 4 1 3 8 1 
21曾

2001-10 竪穴内溝 88以上 24以上 8 l層

32E•32F ・
I層 2 I 1 I 5 

2002 土坑 188 180 30 2層 2 1 5 I 1 10 33E•33F 
3層

2003 土坑 31D• 31 E 96 83 12 I閥 3 3 I 
l層

2004 土坑 32D• 32E・350以上 200以上 103 2層33D•33E 3屑
1-3眉 6 4 1 25 2 2 40 2 I 

2005 竪穴 31 F• 32 F 186以上 180以上 21 1層 5 5 2 ID 1 2 25 
2006 p 31D• 31 E 48 45 10 l屈i
2007 p 31 E 30 20 12 l層
2008 p 31 E 35 30 11 l廣



1 遺構一覧表 157 

寸 法 出土遺物破片数 主要器種個体数

遺 種 グ 屑
土器・陶磁器類 その他 杯杯 小小 返摘 無有 無有 有灰 灰土 土上

構 リ 長 短 深
縄弥須恵 須須土土灰緑輸中近 金鍛石土 型型 釉 釉師 師師

恵恵師師 属 冶器
器 器

番 ツ 軸 軸 さ 文生器器器器器釉釉入世世 関・ 計 返無 りみ ム口 ム仁9ムロ ムロ 台陶 陶杯 杯器

号 別 ド cm cm cm 位
土土膳食 貯蔵具 特良＾ 粗^ 陶陶磁陶陶

瓦 連石 製
り台 器 器＾ 粗^,古,, 

製 遺製 良

器器具 殊~ ~ 器器器器磁 品物品品 蓋身 蓋杯 蓋蓋 杯杯 碗碗 盤碗 皿--杯

2009 p 31D 45 40 6 
2010 p 30E•31E 62 62 23 1 I 

2011 p 31 F 60 58 16 2 2 

2012 p 31 F 30以上 38 14 
2013 p 32F 19 
2014 p 31E 48 46 15 
2015 p 3!E•32E 68 42 27 
2016 p 32E 45 38 12 
2017 p 32E 64 50 12 
2018 p 33F 43 32 14 
2019 p 33F 52 40 15 
2020 p 30E• 31 E 53 48 7 
2021 p 33E 48 33 23 
2022 p 30C 34 30 18 
2023 p 30C 25 25 ， 
2024 p 31C 35 30 10 I 

2025 p 31C 42 38 34 
2026 p 31C 35 33 14 
2027 p 31C 40 35 20 
2028 p 31C・31D 42 40 13 1 1 

2029 p 31C 40 35 14 
2030 p 32D 34 26 15 1 1 

2031 p 32C 40 37 7 
2032 p 33D 33 28 ， 
2033 p 33D 40 35 19 
2034 p 33C 30 28 8 
2035 p 33C 48 48 21 
2036 p 34C• 34D 40 30 12 

F lli4 "" 51 "' " 
:i, :<4 4 d40 4 x ソ X ＇ 

D地区
., ド

.,, 11/Z "・' 4 

3002 p 25G 106 96 50 2 1 3 

3003 p 25H 90 78以上 36 
1 1 

3004 p 25H 100 93 42 

3005 p 25H 32 26 25 
3006 p 25H 42 35 20 
3007 p 25G 82 57 20 

3008 土坑 25G・26G 105以上 172 34 
4 4 ， 4 13 26 I 

3009 p 26G 32 27 10 
3010 p 26G・26H 55 40 23 
3011 p 27G 86 70 10 l I 1 

3012 p 26G 74 74 39 l 
3013 p 26G・26H 100 65 67 1 1 1 2 

3014 p 26G・26H 50 48 17 1 
3016 p 27H 70 65 34 l 1 1 

3017 p 27G・
27H・ 102 84 43 1陪

28G・28H 
3018 p 28G・28H 62以上 57 34 1 
3019 p 28G 48 47 16 1 
3020 p 28G 39 36 12 1 

3022 竪穴
28G•28H• 350以上 174 28 

1 2 6 19 27 

29G・29H 2 1 3 4 1 

3022-1 竪穴内P 48 40 26 1 I 1 

3022-2 竪穴円P 80 56 12 
3022-3 竪穴門P 63 41 6 
3023 p 27H 68 66 26 I 1 

3024 p 28 I 36以k 40 24 1 1 

3025 p 28 I 7 
3026 p 28 I• 291 102 94 70 1 5 2 8 6 22 

3027 p 28 J• 29 J 84以上 100 50 
l•211 1 1 

3028 p 29K 17 I~ 
3029 p 29K 95以ト 84 20 1 m 1 1 2 

3030 p 29K 55 50 36 1 m 

3031 p 28 I• 29 I・ 46 42 26 l屑
29H 
26H・26I• 1層 2, 1 4 3 1 5 2 3 44 1 

3032 竪穴 27H・27I• 586 310以上 30 
2屑28 I 

1 1 

3032-l 竪穴内土坑 92 54以上 18 2 2 

3032-2 竪穴内P 56 40 43 
1 I 

3032-3 竪穴内P 70 70 43 3 3 

3033 p 25H• 26H 58 45 27 
3034 p 26H 30 

3035 土坑
27H• 27 I・ 181 154 18 l層 9 1 2 1 3 16 1 
28H• 28 I 

3036 p 28H• 29H 120 98以上 85 
l屈 I I 2 
2月 I 6 2 2 21 32 1 1 
l屑 1 2 2 1 7 13 

3037 p 29H・29I 128 112 79 
2月！ 2 1 3 1 
3月 2 2 

I• 2屑 6 1 5 12 1 

3038 p 29 I 68 60 27 )ro 

3039 p 29J 45 35 16 )IO 

3040 p 28H 74 74 44 1月 1 I 1 3 

3041 p 29H 72 68 21 1 m 

3042 p 28H・
28I・ 46 42 25 1屑

29H・29I 
3043 p 29 I 88 60 20 )/00 

3044 p 29 J・28J 20以r 73以上 23 1, .. 2 2 

3046 石列 28H・28I 330 1屑 4 I 1 3 ， 
3047 p 29 I• 30 I 96 96 77 

1層 I 1 2 4 
2層 2 2 

3048 焼土
29 I• 30 I・ 96 96 25 l屑 1 2 5 1 ， 
29H• 30H 

3049 p 30H•30! 112 66以上 116 6 I 2 ， 18 

3050 p 29H 50 50 27 
3051 p 291 28 24 16 
3052 ヤ 30H•301 156 36以r 28 1 2 3 1 

3053 p 29 J 30 26 30 
2 2 1 5 1 

3054 p 29 J• 30 J 106 101 74 1 1 
1・2胃 3 1 I 3 8 

29 J ・ 29K•
l厄 2 2 4 

3055 p 100 98 43 2角30J•30K I• 2 I I 6 8 

3056 p 29 J 30 30 5 l層
4o "''" 4・'"  . "' 7 ''"' ＂ 

2 ? I 



158 別表

別表2 遺物包含層一覧表
G地区

グ 面 層

リ 縄 弥須 須
恵 恵

ツ 積 文 生 器 器

食 貯
ド 面 位 土 土 膳 蔵

器 器 具 具

61B I 0 II 
61C 2 2 II 
61D 0 I II 
62A 0 1 II 
62B 13 8 II 
62C 16 0 II 
62D 38 II 
63A 39 II 
63B 16 0 II 1 
63C 16 0 II 
63D 13 0 II 
63E 03 II 
64A 10.0 II 1 
64B 16 0 II 
64C 16 0 II 
64D 16 0 II 
64E 66 II 7 4 
65Z 0.7 II 
65A 15 4 II 
65B 16 0 II 
65C 16 0 II 
65D 16 0 II 4 2 
65E 80 II 78 41 
66Z 60 II 
66A 16 0 II 
66B 16 0 II 2 I 
66C 16 0 II 
66D 16.0 II 25 33 
66E 4 7 II 25 11 
672 96 II I 1 I 
67A 16 0 II 3 
67B 16 0 II 
67C 16 0 II 4 3 
67D 15.7 II I 33 14 
67E 1 2 II 
68Y 05 II 1 I 
68Z 14.8 II 3 
68A 16.0 II 5 7 
68B 16 0 II 1 
68C 15 7 I] 
68D 11.5 II 14 I 
69Y 7 2 II 
69Z 16 0 II 5 10 
69A 16 0 II 3 4 
69B 16.0 II I 
69C 12 0 II 22 6 
69D 0.2 I] 10 3 
69E I 3 II 
69F 1 5 II 5 4 
70X 4 2 II 33 16 
70Y 15 9 II 1 65 28 
70Z 16.0 II 1 113 45 
70A 16.0 II 61 26 
70B 16 0 [I 2 68 38 
70C 15.0 II 
70D 0 1 II 
70E 93 II 7 1 
70F 16 0 II 3 
70G 12 0 II 
71X 96 II 58 16 
71Y 16 0 II I 103 27 
71Z 16 0 II 3 185 72 
71A 16 0 II 127 44 
71B 16 0 Il 141 37 
71C 93 II 77 19 
71D 1 0 IT 5 1 
71E 15 2 I] 16 7 
71F 16 0 II 2 
71G 10.3 II 
72X llO II I 20 15 
72Y 15 8 II 42 17 
722 16 0 II 1 147 31 
72A 16 0 II 143 39 
72B 15 8 II 123 30 
72C 30 II 3 1 
72D 8 7 II 2 1 
72E 16.0 II 
72F 16 0 II 
72G 55 II 
73W 2 2 II 
73X 2 7 II 
73Y 13 II 
73Z 80 II I 34 ， 
73A 15 I Il 90 24 
73B 10 0 II I 66 18 
73C 1.9 II 
73D 15.5 II 1 

出 土 遺 物 破 片 数

土器• 陶磁器類 その他

須 土 土 灰緑 輸中 近 金鍛 石土
恵
師 師 冶器

器 釉釉 人 世世 属 関・
特
器 器 瓦

連石
製

陶陶 磁 陶陶 製

ヘ!:! ＾ 粗 遺製
殊 ヽ 器器 器 器磁 品 物品 品

I I 

2 10 1 I 

2 12 
7 17 4 I 

2 

7 55 
7 11 2 
I 3 
2 I 

3 20 
3 36 

2 
4 5 2 

I 4 
2 ， 
I 3 
I 1 I 
4 
29 47 I 
1 16 

1 
1 16 I 
8 54 I 
12 84 6 1 1 
13 74 4 
21 136 5 
7 6 

8 42 3 
8 56 7 2 1 
16 159 14 I 3 
25 175 I 2 
41 157 11 2 
23 71 ， 3 1 

1 
3 5 I 
2 

3 19 I 1 
38 107 1 I 
27 202 3 
30 181 12 1 
28 174 11 3 
6 11 I ， 
I 

9 23 1 1 
10 34 1 4 
14 82 3 1 

I 3 

主要器種個体数

杯 杯 小 小 返 摘 無 有無 有 有 灰 灰 土 土土

型 型 釉 釉 師 師師
器 器計 返 無 り み 台 台 台 台 台 陶 陶 器

り 台 器 器
杯 杯

古回

ヘ!3 ＾ 旦蓋 身 蓋 杯 蓋 蓋 杯 杯 碗 碗 盤 碗 皿 杯

3 

1 

25 I 

20 I I 
148 4 3 8 7 I 

5 1 

120 1 2 5 I 1 I 
56 5 1 1 
7 
6 2 

30 I 
87 3 

2 
5 2 
23 2 1 
1 I 
5 
26 I I I 

19 1 
10 1 
5 1 
105 1 I I I 
30 I 2 1 

10 
67 1 1 3 1 2 
157 I 5 1 3 2 
263 6 3 3 5 1 3 I 
178 I I I 4 2 I I 
270 2 3 1 2 I 
13 I 

8 1 1 1 
3 

127 I 2 3 7 4 1 1 1 
205 1 1 3 2 11 2 
453 I 3 I 10 3 16 2 1 4 6 3 
374 3 9 6 3 1 
389 3 I 14 6 2 ， 3 I 
203 3 I 2 5 2 2 I 5 2 1 
7 1 1 
32 I I I 1 1 
4 I 

60 2 I 2 I 
206 2 I 4 I I 
411 7 11 2 3 1 2 I 1 I 
406 2 4 1 I 5 7 I 4 2 I I I 
369 6 2 1 2 3 1 I 5 3 2 2 
22 
12 1 

I 

78 3 3 1 I 
163 1 I I 6 2 1 
185 2 1 I 4 2 1 1 2 

5 



2 遺物包含層一覧表 159 

出 土 遺 物 破 片 数 主要器種個体数

グ 面 層 上器• 陶磁器類 その他 I 

杯 杯 小 小 返 摘 無 有 無 有 有 灰 灰 土 上 土

リ 縄 弥 須 須 須 土 土 灰 緑 輸 中 近 金 鍛 石 土 型 型 釉 釉 師 師 師
恵 恵 恵

師 師
冶 器 器 器

積 文 生 器 器 器 釉 釉 人 世 世 属 関 計 返 無 り み 台 台 台 台 台 陶 陶 器
ツ 瓦 製 杯 杯

土 土 食 貯 特
器 器

陶 陶 磁 陶 陶 製 連 石 り 台 器 器 高

ド rrf 位 膳 蔵

＾ 面
遺 製

蓋
ヘg ヘ但

器 器 具 具 殊 邑 器 器 器 器 磁 品 物 品 品
身 蓋 杯 蓋 蓋 杯 杯 碗 碗 盤 碗 皿 杯

73E 16 0 II 2 1 2 16 21 I 

73F 15 8 II 2 2 4 1 

73G 1 3 II 
74W 10 3 II 1 I 2 

74X 16 0 II 

74Y 13 4 II 4 3 3 20 30 I 

74Z 62 II 22 22 4 48 1 

74A 0 5 II 2 2 4 1 

74B 08 II 
74C 10 4 II 

74D 16 0 II 1 1 2 1 

74E 16.0 II 1 I 2 I 

74F 12 6 II 1 1 

75V 04 II 

75W 15 0 II 

75X 16 0 II 1 1 3 5 

75Y 16 0 II 2 1 3 1 7 

75Z 12 5 11 6 10 16 2 1 

75A 0 1 II 

75B 1.8 II 

75C 15 8 II 

75D 16.0 II 1 I 

75E 16.0 II 6 4 10 1 21 3 I 

75F 8 2 II 1 ， 5 17 32 1 1 

76V 4 4 II 1 I 

76W 16 0 II 

76X 16 0 II 1 I 2 4 

76Y 16.0 II 4 1 1 1 1 1 ， I 

76Z 4 8 II 2 1 3 

76B 83 II 

76C 16 0 II 

76D 16.0 II 

76E 16 0 II 4 15 2 1 22 I 1 

76F 30 Il 

77V 86 II 1 1 

77W 16 0 II 

77X 16 0 11 1 1 23 2 27 I 1 

77Y 13 1 II 2 1 3 I 

77Z 0 1 II 

77A I 0 II 

77B 15 0 II ， 1 10 1 

77C 16 0 II 

77D 16.0 II 18 32 3 45 98 2 4 I 

77E 12 7 II 3 12 5 17 37 I 

78U 0 1 II 

78V 13 7 II 2 19 16 3 11 51 I 1 1 1 1 1 

78W 16 0 [I 2 2 

78X 16 0 II 3 I 1 2 7 

78Y 50 I] 

78A 78 II 2 5 2 ， 
78B 16 0 II 3 1 4 10 18 I 2 1 

78C 16 0 II 

78D 16 0 II 6 23 3 13 45 I 

78E 62 II 

79U 30 
II 17 37 3 15 72 2 1 1 

II 2 7 14 21 1 

79V 16 0 Il 3 53 31 9 23 119 1 1 4 1 1 1 1 

79W 16 0 [] 7 1 13 35 1 57 I 

79X 13 5 II 25 6 2 15 1 49 I 2 3 

79Y 0 1 I] 

79Z 0.5 I] 

79A 14.2 11 8 6 19 34 67 3 l 

79B 16 0 II 10 4 4 18 36 1 

79C 16.0 II 3 5 1 8 17 I 

79D 15 3 II 5 13 5 16 39 1 1 

79E 4 2 II 

BOU 10 0 
II 45 44 8 55 2 154 4 12 1 1 

II 2 26 46 1 2 5 80 1 1 

80V 16 0 II 23 11 4 22 I 61 1 I 1 

sow 16 0 II 2 1 5 5 37 50 

SOX 14 8 II 8 7 3 18 36 I 1 

soz 60 II 7 7 I 

80A 16 0 II 29 47 20 49 1 I 2 149 1 2 4 1 1 3 

80B 16 0 II 10 98 108 1 

soc 16 0 II 35 22 3 25 1 86 I 4 2 I 1 

SOD 12 7 II 8 2 2 2 1 15 I 

SIT I 0 II 14 19 5 29 67 1 2 1 1 

SIU 15 6 
II 136 126 16 103 1 1 383 3 10 4 I 1 2 2 2 I 

II 2 31 73 3 91 1 199 1 1 I 

81V 16 0 II 114 78 23 63 2 280 2 1 1 1 8 3 2 

81W 16 0 I] 13 12 17 78 120 1 2 3 

81X 15 0 II 2 21 21 27 80 151 2 4 1 I 2 

BIZ 7 7 II 
81A 15 2 II 25 96 3 17 1 142 2 1 2 1 

81B 16.0 II 1 199 646 1 43 188 19 1 2 1100 1 2 20 13 5 2 1 2 1 

81C 15 9 II 79 272 23 141 7 1 1 524 I 1 1 10 2 3 3 3 1 

810 83 II 18 30 8 6 62 3 2 1 I 

82T 5 7 II 8 4 4 22 1 39 3 1 



160 別表

出 土 遺 物 破 片 数 主要器種個体数

グ 面 層 土器•陶磁器類 その他
杯 杯 小 小 返 摘 無 有 無 有 有 灰 灰 土 土 土

リ 縄 弥 須 須 須 土 土 灰 緑 輸 中近 金 鍛 石土
型 型 釉 釉 師 師 師恵 恵 恵

師 師 冶 器
器 器積 文 生 器 器 器 釉 釉 入 世 世 属 関 計 返 無 り み 台 台 台 台 台 陶 陶 器

ツ

瓦 石． 製 杯 杯
土 土 食 貯 特

器 器
陶 陶 磁 陶 陶 製 連 り 台 器 器 高ド 吋 位 膳 蔵 ＾ 良 祉 遺 製

蓋
~ g ~ 粗ヽ身 蓋 杯 蓋 蓋 杯 杯 碗 碗 盤 碗 皿 杯器 器 具 具 殊 ヽ ヽ 器 器 器 器 磁 品 物 "ロ""ロ" 

82U 16 0 
I 4 8 12 I 
II 94 144 27 206 I 2 474 6 12 2 1 2 I I 

82V 16 0 II 202 190 15 78 10 I 2 498 3 4 3 2 10 6 3 I I 82W 16 0 II 77 74 22 62 2 I 238 2 8 1 1 
82X 15 2 II 113 72 42 94 1 I 323 2 4 I I I 3 3 1 I 2 82Y 04 II I 1 
82A 58 II 1 1 
82B 16 0 II 19 48 8 11 2 88 2 I 2 
82C 14 4 II 18 32 4 8 1 63 I 2 I I 
83T 11 I II 7 6 11 18 1 43 I I 1 83U 16 0 II 41 58 28 67 I 195 9 2 I 1 1 1 2 83V 16 0 II 183 133 16 49 7 1 389 2 9 1 5 2 2 4 3 2 83W 16 0 II 206 117 11 70 6 2 412 8 I 2 14 2 2 6 2 1 1 83X 16 0 II 132 201 28 99 4 1 I 466 2 9 6 3 I 4 I 1 83Y 22 II 8 35 12 20 1 76 1 I 3 83A 10 8 II 2 2 1 5 
83B 15 9 II 20 12 7 6 45 1 3 I I 83C 10 3 II 37 19 5 2 63 I 2 1 2 2 1 1 84S 06 II 
84T 14.6 II 5 5 10 I 
84U 16 0 II 15 17 I 7 2 I 43 I 1 
84V 16 0 II 81 99 5 23 I 1 1 211 3 2 8 1 1 1 1 84W 16 0 II 98 64 10 39 4 2 2 1 220 1 1 1 6 2 2 3 2 I 84X 16 0 II 108 81 13 58 32 1 293 8 2 8 2 2 6 2 84Y 30 II 13 7 2 2 24 I 
84A 14 7 I] 2 20 20 2 8 2 54 ， 1 I 84B 11 6 II 17 11 3 1 32 1 3 2 
84C 0 1 II 
85S 6.4 II 
85T 16 0 II 
85U 16 0 II 
85V 16.0 II 86 102 6 35 2 2 1 234 1 8 1 2 2 
85W 16 0 II 51 38 7 40 I 2 139 1 3 
85X 14 6 II I 30 46 12 76 1 1 167 1 1 2 85Y 0 3 II I I 2 
85Z 4 2 II 
85A 15.6 II 90 54 I 22 3 1 171 1 3 1 5 2 13 I I 2 
85B 2 2 II 8 5 3 7 23 2 1 I 1 1 
86S 10.7 II 
86T 16 0 II 
86U 14.4 II 
86V 15 2 II 85 20 7 2 114 4 2 2 
86W 16 0 II 69 36 5 26 I 137 1 2 I 4 
86X 10 0 II 27 17 5 4 I 54 I 1 1 1 1 
86Y 0 1 II 16 3 4 23 1 
86Z 10.5 II 12 11 2 25 50 I 1 
86A 10 6 II 46 51 5 37 139 4 1 2 3 I 87S 3.3 II 
87T 66 II 
87W 1.8 II 
87X 2 2 II 
87Y 02 II 
87Z 15 4 II 9 21 4 11 I 46 1 1 I 87A 4 1 II 6 4 6 16 1 1 
88Y 04 II 3 I 1 5 1 I 
88Z 4 3 

I 19 10 29 2 2 I 
II 13 5 3 12 33 I 

G地区グリッド不明 472 317 21 87 13 49 2 5 966 5 10 I 3 15 3 9 17 3 I 2 4 1 ,1, 計 33 5660 4842 2 1120 4834 222 86 4 28 I 48 16880 107 191 18 6 39 259 117 91 219 33 23 32 33 9 5 56 

C地区--
12K 48 I] 11 8 5 1 25 1 
12L 1 7 II 
13! 53 II 20 12 1 6 7 I I 48 1 
13J 13.4 II 105 64 49 3 10 I I I 234 4 2 6 2 I 4 3 I 
13K 16 0 II 125 83 1 11 52 7 7 286 1 2 11 4 7 4 2 
13L 12 8 II I 91 65 2 35 I 1 1 197 3 8 2 4 3 1 1 
14! 98 II ， 5 2 2 1 19 1 
14J 16 0 II 19 14 1 7 5 I 47 4 I 1 
14K 16 0 II 118 95 4 65 6 3 1 1 293 4 1 7 3 7 I 
14L 16 0 II 57 110 9 46 22 I I 246 2 18 8 3 4 1 2 2 I 14M 40 II 18 17 9 3 47 2 I 1 
15! 6 I II 8 2 I 5 16 
15J 16 0 II 42 12 2 II 3 I 71 I 1 6 2 1 1 
15K 16 0 II 28 12 2 ， 1 1 1 54 I 1 2 1 2 
15L 16.0 II 1 76 47 4 44 1 2 I 176 1 7 2 6 2 1 15M 10 5 II 32 12 4 5 I I 55 4 5 I I I 
161 I 7 II 2 1 1 4 
16J 16 0 II 24 5 5 7 41 1 4 
16K 16 0 II 4 4 2 13 3 26 1 1 16L 16 0 II 14 11 I 4 1 2 33 I 1 
16M 15 3 II I 30 29 8 2 I 71 1 2 2 4 1 
16N I 0 II 
17J llO II 3 ， 12 1 1 
17K 16 0 II 7 6 I 27 41 1 1 1 
17L 16.0 II 5 3 14 3 25 
17M 16 0 II 12 4 2 2 4 24 I 1 1 1 1 
17N 60 II 
18J 4 1 II 3 1 6 I 11 1 
18K 16 0 II 4 2 7 I 14 1 
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出 土 遺 物 破 片 数 七要器種個体数

グ 面 層 上器・陶磁器類 その他
杯 杯 ／］ヽ 小 返 摘 無 有 無 有 有 灰 灰 土 土 土

リ 縄 弥須 須 須 土 土 灰緑 輸中 近 金鍛 石土 型 型 釉 釉 師 帥 帥
恵 恵 恵 師 師 属冶関

器 器 器

ッ 積 文 生 器 器 器 釉 釉 人世 世 計 返 無 り み 台 台 台 台 台 陶 陶 器

食 貯 特
器 器 瓦

製連 石
製

り 台 器 器
杯 杯

高
土 土 陶 陶 磁陶 陶

ド 柑 位 膳 蔵 ＾ g 面 遺 製
蓋 五ヽ面ヽ身 蓋 杯 蓋 蓋 杯 杯 碗 碗 盤 碗 皿 杯

器 器 具 具 殊 ヽ 器 器 器器 磁 品物 品 品

181 16 0 II 2 3 5 

18M 16 0 II ， 5 1 5 20 I 1 

18N 12 1 II 4 1 5 1 

19 J 0 1 II 

19K 12 6 II 2 2 

19L 14 5 II 1 6 2 ， 
19M 12 2 Il 8 3 1 12 1 

19N 6 4 II 5 2 2 ， 
190 0 1 II 

C地区グリッド不明 134 72 1 11 32 1 1 252 2 2 6 3 1 2 

,j, 計 3 1030 717 1 45 455 49 107 6 7 10 2430 2 22 3 1 9 84 40 34 32 5 5 5 5 1 6 

F地区

・--30C 60 I 2 10 6 1 10 27 1 I 

30D 39 I 2 7 2 3 I 3 3 19 3 

30E 110 
I 3 3 

I 2 3 2 5 

30F 08 I 2 

31C 12 0 I 2 2 7 1 1 25 1 37 1 

31D 67 
I I 2 2 4 ， 
I 2 14 3 1 I 2 21 1 1 1 

31E 16 0 II 5 2 4 5 I 17 

31F 31 I 2 5 6 1 12 I 1 

32C 85 I 2 14 19 I 33 I 68 2 2 1 

32D 61 
I 4 3 1 8 

I 2 30 21 2 3 49 2 107 1 I I I 2 

32E 16 0 I 2 1 38 39 3 1 5 4 91 1 2 2 1 

32F 6.4 I 2 27 28 3 7 5 19 1 1 91 1 5 3 1 

33C 70 
I 2 6 6 5 8 25 1 

II 2 16 10 4 10 1 7 I 51 1 I 1 

33D 58 
I 2 3 5 11 19 1 

II 2 15 7 1 2 1 7 3 1 39 I 

33E 15 5 
I 2 102 56 1 9 4 103 12 1 I 289 1 I 4 7 2 2 1 1 

II 40 31 3 13 4 3 6 I 1 102 3 1 2 1 I 

33F 97 
I 2 1 76 58 7 3 7 1 37 29 2 221 I 3 2 1 1 2 6 2 I 

II 39 25 2 2 4 4 11 2 89 1 1 8 2 I 2 

34C 26 
I 2 4 11 8 2 3 2 10 3 3 46 

II 3 3 1 3 8 1 19 

34D 2 4 
I 2 11 12 3 3 46 3 I 79 1 

II 3 4 4 3 I 15 

34E 60 I 2 1 91 59 10 47 3 1 62 21 I 3 299 2 2 12 2 2 1 1 2 

34F 4 4 
I 2 40 24 2 2 4 38 8 1 119 2 I 3 2 

II 53 56 1 12 8 5 28 I 164 5 1 2 2 4 2 2 

F地区グリッド不明 10 26 1 3 4 29 9 82 1 1 

／」ヽ 計 21 675 523 I 54 142 46 1 4 503 175 14 14 2173 I 18 3 4 23 45 22 23 1 1 5 8 1 3 

D繹__ ,,' 
24F 09 I 1 6 ， I 11 1 2 2 33 1 1 1 1 

24G 81 
I 12 12 9 16 9 1 59 1 1 2 

II 1 1 2 1 

24H 48 I 
25F 04 I 5 4 9 1 I 20 1 

25G 15 3 
I 7 4 10 17 1 3 I 43 I 2 

II ， 4 2 5 I 1 22 1 I 1 

25H 11 7 I 

26G 12 0 
I 2 13 36 30 41 103 2 7 6 3 243 1 1 4 1 1 2 

II 5 3 3 2 9 I I I 25 I 

26H 15 4 
I 2 2 4 1 ， 
II 4 7 8 I 3 6 2 4 35 I 1 1 

261 02 II 

27G 86 
I 2 34 25 7 31 1 1 20 1 122 1 4 2 

II 3 14 6 4 6 I 2 4 I 41 2 1 1 I 

27H 16 0 
I 1 21 6 3 19 5 2 57 4 1 

II 8 2 22 11 20 2 16 I 82 3 3 1 

271 29 II I 34 5 1 11 I I 33 87 2 1 3 I I I 

28G 50 
I 1 11 1 13 1 

II 8 4 1 3 1 1 18 1 1 1 1 

28H 16 0 
I 4 4 7 3 6 I 25 1 

II ， 156 48 16 49 2 1 25 121 3 430 I 3 1 13 5 3 9 1 

281 76 II 8 53 33 3 12 3 7 136 2 1 3 261 2 4 2 7 I 

28J 05 II 3 2 1 1 7 1 

29G I 0 
I 4 1 6 I 12 1 I 

[I 4 3 2 2 6 2 19 2 

29H 12 0 
I ， 8 5 11 4 17 54 1 

II 26 5 10 2 37 I 81 1 1 2 

291 16 0 II 27 8 I 6 2 11 26 3 2 86 2 2 

29J 15 9 
I 6 4 30 14 1 55 1 1 

II 10 1 1 5 1 18 2 1 

29K 10 0 
I 4 3 7 

II 10 3 6 4 23 1 1 2 I 

29L 09 II 
30H 2 3 I] 1 1 1 1 4 

30! 4 5 I 2 4 4 5 4 19 

30J 3 I 
I I 2 I 24 4 32 I 1 

II I 2 2 I I 1 8 I 

30K 03 I 6 6 

D地区グリッド不明 26 25 11 18 2 I 19 7 109 I 2 I 2 

1Jヽ 計 39 15 567 296 118 373 19 I 4 238 460 10 2 25 2167 5 6 2 6 37 18 15 39 4 6 2 1 11 
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別表 3 遺物観察表

遺物番号 地区 出土地点 層位 種別 器種
法 量 (cm)

残存率口径（長さ） 器高（厚さ） 底径（幅） 台径 観察事項

I G 27号 l層 須恵器 杯身 。最転大径 11De、m胎。体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回
ヘラ削り。 土密で砂粒の混入少ない。堅緻。

2 G 27号 l層 須恵器 横瓶 。口顛ぎ痕部内外面回転ナデ。体部内面に同心円当て具痕。体部外面に格子
叩。

3 G 38号 2層 金属製品 不明 （残存 60) (0 3) （残存 14) 鉄土製。。実測図の一点鎖線部分は木質。刀子の鞘か。ほぼ床面直上で出

4 G 41号 2層 須恵器 杯身 14 0 08 体部内外面回転ナデ。
5 G 62号 l層 須恵器 無台碗 14 4 38 76 1 3 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
6 G 81号 l層 須恵器 高杯 14 8 50 杯部削内面，底回部転外ナデ。 杯l!II部部ののハ体ガ部レ外痕面あ回り転。ナデ。 杯部の底部外面回転へラ り。 面に脚 。86Zグリッド11層と接合。
7 G 100号 l層 須恵器 杯蓋 II 0 36 1 3 天巷部，焼内成面回転ナデ。天井部外面ヘフ切り後不調整。体部内外面回転

ナァ。 あまく灰色を呈する。
8 G 100号 l層 須恵器 杯身 110 l 2 体部内外面回転ナデ。， G 100号 l層 須恵器 摘み蓋 21 0 38 96 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ。天井部外面回転ヘラ削り。摘み部回転ナデ。体

IO G 100号 l層 須恵器 摘み蓋 13.0 3 8 11 天部井内外部面内回面転回転ナデナ。デ。 天井部外面回転ヘラ削り。摘み部回転ナデ。体

II G 100号 2層 須恵器 無台杯 13 2 33 11 0 5 4 体外面部内外回転面糸回切転ナデ。底底部剖内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。底部
に り痕。 部内面平滑化。

12 G 100号 l屑 須恵器 有台杯 13 3 36 10 9 10 1 1 9 体部内外面同転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。
13 G 100号 l層 須恵器 有台杯 18 4 39 15 8 14 3 26 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘフ削り。
14 G 100-1号 1層 須恵器 無台碗 13 2 4 2 8 1 5 1 体焼成部あ内外ま面く灰回白転色ナをデ呈。す底る部。内面回転ナァ。 底部外面に回転糸切り痕。

15 G 100号 l層 須恵器 有台皿？ 16 9 。底部グ内面回"転I]層ナとデ接。高台内外面回転ナデc 底部外面回転ヘラ削り。 84X リット 合。
16 G 100号 I層 須恵器 鉢 14 8 体゚明部焼内成外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面磨滅のため調整不

。 あまく灰白色を呈する。
17 G 100号 l層 土師器 尚杯 9 5 0 内外面摩滅のため調整不明。胎土粗く砂粒の混入多い。
18 G 100号 2層 土師器 甕 14 8 35 体部外面に縦方向のハケ目。口頸部内面と体部外面に煤付着。

腐門
最境が大径指754cm。口体頚部部の内頸外部面付回近転のナ内デ面。 頸部内面指オサエ心。円体部との19 G 100号 須恵器 甕 40 0 76 7 5 1 
に ？オサエ。 ナデ・オサエ、同 当て具痕
かすかに体残部る外。面それ以外の体面に部平内行面0に横き痕方。向のハケ接目。合底。部内面ナデ・オサ工。 ・ 底部外面 p I層と 。

20 G 100号 l層 鍛関連冶遺物 鉄滓 (7 4) (3 1) (6 0) 碗形滓。重さ133g。

21 G 100号 l層 金属製品 刀子 （残存 34) (0 3) （残存 20) 鉄製。

22 G 124号 l層 土師器 !Ill 11 8 29 4 3 12 0 
底部る内「面面取から体部体内部面外にかけてハ；外ケ面目ナ。デ口・縁部外面強い横方形向ナデによ り」。 面・底部 オサエ。手捏成。胎土密
で砂粒の混入少ない。橙色を呈する。

23 G 176号 l層 須恵器 甕 17 2 1 3 口顆部内外面回転ナデ。体部内面に当て具痕。体部外面に叩き痕。
24 G 197号 l層 須恵器 摘み蓋 13 0 29 36 整天不井明部。内体面部回内転外ナ面デ回。転天ナ井ァ部。外面回転ヘラ削り。 摘み部摩滅のため調

25 G 197号 l層 須恵器 摘み蓋 17 0 2 9 天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。

26 G 197号 l層 須恵器 摘み蓋 18 0 5 I 12 0 部天井転部内面ー回，体転部ナデ勺外後面ナ回デ転・オサエ。天井部外面回転ヘラ削り。摘み回ナァ。 内 ナデ。
27 G 197号 l層 須恵器 無台杯？ 16 0 12 6 3 4 体部内外面回転ナデ。

28 G 197号 l層 須恵器 有台杯 10 6 底゚切部り痕内か面回＞底転部ナ内デ面。底部外面回転ヘラ削り。底部外面中央部に回転糸り 。 平滑化。

29 G 197号 1層 須恵器 有台杯 14 2 3 5 10 6 9 3 38 体部部内面内平外滑面化回。転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。底

30 G 197号 l層 須恵器 有台杯 10 0 38 7 8 68 4 6 住部内外面回，底転部ナデ勺面。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り後ナ
ァ・オサエ。 内平滑化。

31 G 197号 I層 須恵器 無台碗？ 10 8 2 5 体部内外面回転ナデ。焼成あまく灰黄色を呈する。
32 G 197号 l層 須恵器 無台碗？ 12 0 70 2 6 体部内外面回転ナデ。

33 G 197号 l層 須恵器 無台碗 12 0 3 7 6 0 12 0 体焼部成内や外や面あ回ま転く明ナ褐デ色。を底呈部す内る面。回転ナデ。 底部外面に回転糸切り痕。

34 G 197号 l層 須恵器 壺または鉢 6 2 

゜
体ロす部内外面［川転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。焼成あまく灰白色を
王る。

35 G 197-12号 l層 須恵器 鉢？ 20 8 16 体部内外面回転ナデ。

36 G 197号 1層 須恵器 鉢 18 0 

゜
体外部面摩内面回た転めナデ凋整。底部内体面：回転ナ・デ底。体部外面回転ヘラ削り。底部滅の 調不明。 部内面 部内面平滑化。

37 G 197号 l層 土師器 製塩土器

゜
体混部少内面ナデ・オサエ。体部外面縦方向の粗い板ナデ。胎土に砂粒の
入ない。

38 G 197号 l層 土師器 甕 92 1 0 ロ頚目部，体内部面内ナ面デI・オサエ。頸部外面から体部外面にかけて縦方向のハヶ 。 ご縦方向のハケ目。
39 G 197号 l層 土師器 甕 18 0 05 体部内面に横方向のハケ目。

40 G 197号 l層 土師器 甕 17 6 1 7 口頸ェ。部体内部面外ナデ・オサエ已口頸部外面横方向ナデ。体部内面ナデ・オ
サ 面横方向ナナo

価面被認熱される砥化面が著は表面 l面で 面幅の広い線条が認められる。ただし全
41 G 197-14号 2層 石製品 砥石 (52 8) (8 ]) (41 9) し劣 しいため、砥は部分的にしか残っていない。裏面

にも部る。分石的材には平砂滑岩化。と線条が認められ、砥面として使用された可能性
があ

42 G 197号 1層 石製品 砥石 (18 I) (7 5) (21 I) 砥材面粒は表の面粗・い右砂側山面・裏面の 3面で、幅の広い線条が認められる。石
は子 石 o

43 G 197号 l層 石製品 砥石 (20 3) (7 !) (16 5) 
砥面面と右は側表面面と左外側面被の 2面劣で 細かな線た条めが認められる ただし下端以 は 熱し 化が著しい 、砥面は部分 的゚にしか残っ
ていない。石材は砂岩。

44 G 197-14号 1•2 層 金属製品 不明 （残存 40) (0 6) （残存 07) 鉄製。表面にごく薄い木質が付着している。

45 G 215号 l層 須恵器 無台杯 12 I 40 60 26 
体罷内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後、粗い
ナア・オサエ。

46 G 220号 l層 須恵器 摘み蓋 20 9 I 9 天焼成井部あ内ま面く淡回黄転色ナをデ呈。す天井る。部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。

47 G 230号 l層 須恵器 杯蓋 II 8 3 7 11 天外井面部に内自然面釉回付転着ナ。デ。天井部外面回転ヘフ削り。体部内外面回転ナデ。

48 G 230号 l層 須恵器 杯身 11 3 2 8 体然釉部内外面回め転ナ凋整デ不。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外OO自
付着のた調 明。

49 G 230号 l層 須恵器 摘み蓋 20 0 1 6 天色井を呈部す外面る。回転ヘフ削り。体部内外面回転ナデ。焼成ややあまく灰黄

50 G 230号 l尼i 須恵器 無台杯 12 7 49 8 4 4 2 体り後部内粗外面回蛭ナデ。底部内面摩滅のため調整不明。底部外面ヘラ切
、 いナナo

51 G 230号 l層 須恵器 無台杯 12 5 4 0 74 3 2 体明。部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面摩滅のため調整不

52 G 230号 l層 須恵器 甕 34 1 I 3 口頸部内外面回転ナデ。

53 G 230号 l層 須恵器 有台杯 12 6 33 96 4 1 体部部内面内平外滑面化回。転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。底

54 G 230号 1層 土師器 甕 10 0 1 7 口方頸部向内面に横目方，体向部の外ハ面ケ目艮滅。口顆部外面横方向ナデ。体部内面に斜め のハケ。 摩のため調整不明。
55 G 230号 l層 金属製品 刀子 （残存 196) (0 6) (2 4) 鉄製c
56 G 230号 l層 金属製品 鉄鏃 （残存 84) (0 8) （残存 39) 鉄製。
57 G 240号 l層 土師器 甕 16 0 1 8 口頚部内外面横方向ナデ。体部内外面横方向ナデ。
58 G 244号 l層 石製品 打製石斧 (10 6) (2 4) (5 6) 石材は凝灰岩とみられる。

59 G 246号 1層 須恵器 杯蓋 10 4 38 10 3 天内外井部面回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘフ削り。体部
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遺物番号 地区 出土地点 層位 種別 器種
法 量 (cm)

残存率 観察事項
口径（長さ） 器高（厚さ） 底径（幅） 台径

60 G 246号 1層 須恵器 杯蓋 12 2 36 5 2 天井部グ内面回ド転
ナデ。接ム天井部外面に自然釉付着。体部内外面回転ナデ。

81 U リッ Il層と 口o

61 G 246号 1層 須恵器 杯蓋 15 3 5 3 16 天内外井部面回内転面ナ回デ転。ナ焼デ成後あナまデく・灰オ白サ色エを。呈天す井る部。外由回転ヘフ削り。 体部

62 G 246号 l層 須恵器 杯蓋 12 0 39 I 3 天内井外部面回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘラ削り
。体部

63 G 246号 1層 須恵器 杯身 12 9 18 体部内外面回転ナデ。

64 G 246号 l層 須恵器 杯身 11 6 3 2 68 12 0 体部部外面内外回転面ヘle]ラ転削ナりデ後。、底中部央内部面ナ回デ転・ナオデサ後工、。中央部ナデ・オサ工。 底

65 G 246号 l層 須恵器 杯身 10 3 5 2 0 7 体部内外面回転ナデ。堅緻。

66 G 246号 l層 須恵器 杯身 11 5 4 0 3 3 体胎部土密内外。面堅緻回。転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面粗いナデ・オ
サエ。

67 G 246号 l層 須恵器 高杯 11 0 1 2 杯部内外面回転ナデ。杯部内面に自然釉付着。

68 G 246号 l層 須恵器 高杯 14 2 9 2 94 4 1 杯焼部成あ・脚ま部く灰内白外色面を［口I呈転すナるデ。とみられるが、 摩滅のため明確ではない。

69 G 246号 l層 須恵器 短頸壺 11 6 10 0 73 40 面日頚下半部部内外・底面部回外転面ナ回デ転。ヘ体ラ部削内り面。 •S底IU部グ内面リッ•体トIl部層外と面接上合半。部回転ナデc体部外

70 G 246号 1層 須恵器 空ギ 5 2 
0 頚オ部サ内エ外。面底[部el転内ナ面細デ。か体い部平行内線面回状転当てナ具デ。に体よ部る外オ面サ上エ半。部底部回転外ナ面デヘ、ラ切F半り部後ナナデデ・・

オサエ。 250 号遺構 l 屑 •81U グリ・；ド Il 層と接合。

71 G 246号 l層 須恵器 甕 29 6 11 口顆部内外面回転ナデ。体部内面ナデ・オサエ。体部外面に叩き痕。

72 G 246号 l屑 須恵器 遜 12 0 15 3 30 口題部ォ内外面同，体転部ナ外デ面。 体こ自部然外釉面付回着転。ナデ。底部外面粗いヘフ削り・ナア・ サエ。 I 。282号遺構 l層と接合。

73 G 246号 l屑 土師器 杯 13 1 5 1 4 7 
体部内面ナデ・オサエ。体部外面整に横方向のハケ目。底部内面ナデ・
オサ工。底部外面摩滅のため調 不明。ゆがみ著しい。胎土粗く砂粒
の混入多い。

74 G 246号 l層 土師器 杯 12 0 3 1 体入部多内面横方
向ナデ。体部外面に縦方向のハケ目。胎土粗く砂粒の混

し'o

75 G 246号 l層 土師器 高杯 10 8 11 0 屹ナ.,.の脚日船部内訥外外面横面方横方向向ナ-デ,胎。土杯密部での砂体粒部のか混ら入底少部なにかけての内外面斜め方向ァ。 ナァ。 い。

76 G 246号 l層 土師器 甕 llO l 7 外日頚面摩部滅内の面たにめ横調方幣向不の明ハ。ケ目。 口頚部外面に縦方向のハケ U。体部内

77 G 246号 l層 金属製品 釘？ I (残存 57) (0 7) （残存 08) 鉄製。ほぼ床面直上で出土。

78 G 246号 l屑 金属製品 刀子 （残存 39) (0 4) （残存 11) 鉄製。刀子の切先。

79 G 250号 1層 須恵器 高杯？ 110 1 6 杯面部回転の体ヘ部ラ削内外り。面回転ナデ。杯部の底部内面匝転ナデ。杯部の
底部外

80 G 250号 1層 須恵器 甕 18 0 39 乎ロ頸行部叩内き痕外。面回転ナデ。体部内由に固心円当て具
痕。体部外頂］に粗い

81 G 250号 l層 土師器 甕 14 8 23 LI頸部内面に横方向のハケ目。口顛部外面摩滅のため調幣不明。

82 G 260号 l層 須恵器 杯蓋 90 3 1 50 
天部井内部外内面面回阿転転ナデ。デ内。面天に井平部滑外化面がヘ認ラめ切らりれ後な、丁寧なナデ・オサェ。体

ナ いことから、無台杯では
なく杯蓋と判断した。

83 G 260号 l層 須恵器 杯蓋 14 0 3 3 1 7 天内外井面部回内転面ナ回デ転。ナ胎デ土後粗ナいデ。・オサエ。 天井部外面回転ヘラ削り。 体部

84 G 260号 1層 須恵器 無台盤 13 6 36 6 2 06 体り。部底内部面内回面転回ナ転デナ。ァ住，後部ナ外デ面。上底半部部外屈面転［司ナ転デヘ、ラ下削半り部。外面訓転ヘラ削

85 G 260号 l層 須恵器 無台1I1l 15 0 27 11 0 2 6 体部内外面同転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。

86 G 260号 2層 須恵器 短頸壺 10 2 1 7 下目頸半部部回内外転面ヘ回ラ転削ナり。デ。体部内面[u]転ナデ。体部外面上半部回転ナデ、

87 G 260号 l層 土師器 杯 10 0 20 体縦部方内向面の横線方状向ミナガ
デキ。。 底体部部J:内半面部ナ外デ面・横オ方サエ向後ナ、デ体。部体部内下面か半部ら1外釦面郎内か面ら1に民部か外けて頂i

にかけてナデ・オサエ。胎土密で砂粒の混入少ない。

88 G 260号 l層 土師器 甕 121 1 6 内且。面焼と成口あ頚ま部外く灰面白は色摩を滅呈のすたるめ。調整不明。 体部外面に斜め方向のハケ

89 G 260号 2層 士師器 甕 14 9 23 内外面摩滅のため調整不明。

90 G 260号 2層 土師器 甕 16 9 110 ロと頸板部に内よ面る圧摩痕減。著体し部い内が面、板横ナ方デ向。の体ハ部ケ外目面。に口縦頚方部向外の面ハ横ケ方且向。ナデ。 頸部内面に指

91 G 267号 l層 須恵器 小型返り蓋 9 0 1 6 体部混入内面多回転ナデ。体部外面自然
釉付着のため調幣イ；明。胎土に砂粒

のい。

92 G 269号 l層 金属製品 刀子 （残存 122) (0 4) （残存 20) 鉄製。ほぽ床面直上で出土。

93 G 278号 l層 須恵器 杯身 10 0 11 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面[,~転ヘラ削り。

94 G 289号 1•2 層 須恵器 杯身 12 0 38 6 2 2 8 体部内外面回
転ナデ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面l"I

転ヘラ削り。胎土粗く砂粒の混入多い。

95 G 289号 2層 須恵器 短頸壺 9 1 55 4 2 6 2 回口顆転部内―削外面り ・底体部部内内面面ナ・―体部・オ外・面上半底部部[a]外転面ナ[デ。.体部外届Jド半部
ヘフ 。 プ サエ。 回転ヘラ削り。

96 G 292号 l層 須恵器 杯蓋 94 3 2 9 1 天柱部,8内3面X回グ転リナデ。層天と井接部合外，面粗い回転ヘラ削り。体部内外面i"i転ナァ。 ッドII 。

97 G 292号 l層 須恵器 杯身 10 2 1 7 体部内外面回転ナデ。

98 G 292号 l層 須恵器 臆 90 10 5 2 0 
半ロ頚部部回外転面回転削ナ。デ。底部口外頸面部丁内寧面と体ナ部デ外・面上半部に顛自然部釉内付面着に。体部外面ド
ヘラり な オサエロ 「X」のヘラ

書き。 83X グリッド Il 層 •83Wグリッド Il 屑と接-合o。

99 G 292号 l層 須恵器 短頸壺 10 1 9 1 4 4 30 ナ口類デ、部下内端外部面回回
転転ヘナデラ。削体り。部底内面部内回面転[ナol転デ。ナ団ァ端後部ナ途ァ く・ 体オサ部外エ。面Il氏"I部転

外面ヘラ切り後、粗いナデ・オサエ。

100 G 292号 1層 土師器 手捏土器 5 2 3 3 27 12 0 内外面指オサエ。胎土粗く砂粒の混入多い。

101 G 296号 l層 須恵器 高杯 13 6 09 杯部部内面の体・底部部外内面面回自転然ナ釉デ付。着杯の部たのめ底調部整外不面明同。転胎ヘ土ラ粗削いり。か。 杯部の体

102 G 406号 l屑 須恵器 摘み蓋 16 4 3 7 1 9 部天井回転部内面ー国，体転部ナ内デ外後面ナ回デ転・オ―サエ。 天井部外面回転ヘラ削り。 摘み
ナプ。 ナナo

103 G 406号 1層 須恵器 小型返り蓋 88 24 体部内面回転ナデ。体部外面に自然釉付着。

104 G 406号 1層 須恵器 短頸壺 10 1 I 6 ロ顆部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。

105 G 406号 l屑 須恵器 短頸壺 7 1 1 7 口顆部内外面匝転ナデ。体部内外面回転ナデ。

106 G 406号 I層 土師器 甕 15.2 31 2 8 6 24 
口頸部ず内面に横方体向のハケ中目。央部口類部横外方向面摩威するが縦体部方向外のハケ lJ
がわかに残る。 部内面 に のハケ目。 面に縦Jj
向のハケ目。底部内外面摩滅のため調整不明。

107 G 406号 l層 土師器 杯

゜
体ガ部キ内面底から底面部内デ面にかけて横胎方土向密ナでデ砂後粒、の縦混～入斜少めな方い向。の線状サ ミ
。 部内ナ ・オサエ。 480 遺

構l層に同 個体とみられる破片 1点あり。

108 G 413号 1層 須恵器 無台杯 13 0 4 0 74 1 2 体部内外面内面回に転炭ナ付デ着。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・オサエ。 。

109 G 423号 4層 須恵器 摘み蓋 14 0 2 5 体部内外面回転ナデ。

110 G 423号 4層 須恵器 無台杯 11 0 36 89 2 I 体明。部焼内成外面あま回転く黒ナ色デを。呈底す部る内。面回転ナデ。 底部外面摩滅のため調幣イ＜

111 G 423号 4屑 須恵器 無台杯 12 9 3 4 7 3 I 5 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ナデ・オサエ。

112 G 456号 l層 土師器 甕 15 2 28 の口顆た部め調内整面不に明横。方体向部の外ハ面ケに目縦。方口向頸と部斜外め面方横向方の向ハナケデ目。。体部内面摩滅

113 G 466号 2層 須恵器 杯身 11 0 1 6 体部内外面回転ナデ。

114 G 466号 2層 須恵器 聡 10 3 9 4 40 8 2 転口頚部削内外面，底回部転ナデ。ラ体切部り外後面、上半部回U転転ヘナラデ月。I体部外曲下半部[n]
ヘラ り。 外面へ 、粗い回 11り。

115 G 466号 2屑 土師器 甕 7 2 21 口顆サ部エ。内体面部に外横面方に向横の方ハ向ケの目，。 口頚目。部体外部面外に面縦下方半向部の被ハ熱ケ。目。 体部内面ナデ・オ ケヽ

116 G 467号 1層 須恵器 広口壺 21 0 06 u頚部内外面回転ナデ。体部内外面［口I転ナデ。焼成あまく灰白色を屋する。

117 G 467号 1層 土師器 杯 15 0 09 体内部外面内に面赤横彩方。向胎ナ土デ密後で、砂縦粒方の向混の入線少状なミいガ。キ。 体部外面横方向ナデ。

118 G 470号 1•2 屑 須恵器 摘み蓋 15 2 33 5 5 
天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘフ削り。摘み部i"i転ナデ。体
部内外面回転ナデ。



164 別表

遺物番号 地区 出土地点 層位 種別 器種
法 量 (cm)

残存率 観察事項目径（長さ） 器高（限さ） 底径（幅） 台径
119 G 470号 l層 須恵器 甕 19 8 2 3 日頚部内外面回転ナデ。体部内面に同心円当て具痕3体部外面に格子叩き痕3
120 G 470号 l層 土師器 甕 16 0 1 5 口頸部内外面横方向ナデ。体部外面に縦方向のハケ目。
121 G 470号 l層 金属製品 鎌 （残存 146) (0 5) (3 7) 鉄製。あるいは刀の 次利用品か。
122 G 470号 1層 土製品 不明 （残存 88) (2 7) (5 2) スサ混じり粘土塊。
123 G 477号 l層 須恵器 無台杯 10 4 63 2 0 体部内外面厠転ナデ。底部外面ナデ・オサエ。

124 G 480号 l層 土師器 杯 14 2 55 7 6 9 5 体ガ部キ、月内面り下。横半胎方部土手向密持ナでデち砂。ヘ粒体ラの部削混外り人。面少上底な半部い部内。横面横方向方向ナデナ後デ。、 横底部方外向面の線手持状ちミ
ヘラ lj

125 G 480号 l層 土師器 製塩土器 0 体部内外面ナデ・オサエ。胎土に砂粒の混入少ない。
126 G 488号 1層 須恵器 有台碗 16 0 47 推体部定内し外た。面回転ナデ。底部は残存しないが、口径• 器高から有台碗と

127 G 488号 l層 灰釉陶器 碗 16 6 6 3 7 7 4 0 体部部・底内外部面内面回平転滑ナ化デ。。 底底部部の内一面部回が転焼ナ成デあ。ま底く部灰外白面色回を転呈ヘすラる削。 り。 体
128 G 526号 l層 須恵器 無台碗 12 6 39 6 2 08 体部内外面[,】]転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
129 G 526号 l層 土師器 甕 18 5 4 2 部日頸内部面内ナ外デ面・回オ転サエナ。デ。体部体下部上半部半部外面内外に縦面方回転向ヘの幅ラの削広り（あるいはカキ目）。 体部下半

し9ハケ目。
130 G 529号 I層 須恵器 杯身 10 5 1 3 体部外面[aj転ナデ。体部内面に自然釉付着。石と石の間から出土。
131 G 529号 l層 須恵器 無台碗 11 6 33 4 9 11 2 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
132 G 529号 l層 土師器 甕 0 内血磨滅のため調略不明。外面に縦方向の幅の広いハケ目。外面に煤付着。
133 G 531号 2層 須恵器 杯身 98 34 28 体痙内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後、粗い

ナァ•オサエ。

134 G 531号 2屑 須恵器 小型無台杯 96 4 0 76 5 0 体後部酉外面["]エ転。ナ堅デ緻。。底部内面調整不明、平滑化。底部外面ヘラ切り
ナァ• オサ

135 G 531号 2層 須恵器 無台杯 11 8 4 0 76 2 I 体部内外面回転ナデ。底部内面匝転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・オサエ。
136 G 531号 2層 須恵器 無台杯 14 2 46 11 4 5 6 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・オサエ。
137 G 531号 カマ l:ド

床面直
須恵器 無台杯 13 6 34 9 6 2 1 体オ部サ内エ外。面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面工具？によるナデ・

138 G 531号 2層 鍛関連冶遺物 鉄滓 （残存 3I) (I 7) （残存 30) 底面に土付着。重さ ]lg。
139 G 531号 2層 土師器 甕 18 0 1 2 目頸部内外面横方向ナデ。土師器としては堅緻で灰黄色を呈する。
140 G 531号 カマド

土師器 甕 15 2 1 6 uと斜頸部め方内向面のにハ横ケ方目向。の体ハ部ケ外目面。に口縦頚方部向外と面斜にめ縦方方向向ののハハケケ目目。。体部内面に横方向床面直上

141 G 533号 l屑 須恵器 無台碗 13 4 36 6 6 0 3 底体部部内内面外平面滑回化転。ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に［口］転糸切り痕。

142 G 533号 l層 須恵器 有台碗 16 8 5 7 80 1 2 体曲部と体内外部面外~面J 転下半ナ部デ。に底自部然釉内面付回着。転底ナ部デ。内底面部に外雷面ね焼に痕回転。糸底切部内り痕面。乎体滑部化。内
143 G 533号 l層 上師器 甕 19 3 0 9 口頸り部（あ内外面回カ転キナ目デ）。。 体部内面横方向のカキ目。体部外面回転ヘラ削 るいは

144 G 549号 l層 須恵器 杯身？ 10 8 2 7 体は有部蓋内高外杯面か回。転6ナ5Eデグ。リたッちドあでが出り土部。を除く外面に自然釉付着。 あるい

145 G 549号 1屑 上師器 高杯？ 11 0 1 5 で内外出土面。摩滅のため調整不明。胎土粗く砂粒の混入多い。 67Dグリッド

146 G 549号 l屑 土師器 高杯 110 88 86 4 1 内ロす外面摩,6滅6のため調整ドで不出明土。胎土密で砂粒の混入少ない。明赤褐色を主る。 Dグリッ 。

147 G 549号 1層 土師器 甕 15 9 12 0 U顔サ部エ内外体面部横外方面1,ナJナデデ・。オ体サ部エ内。面体上部娩外部面板に状煤工付具着に。よる削りリ、 そのドで他出は土ナ。デ・ォ 。 67Dグッ
148 G 550号 l屑 須恵器 杯蓋 10 4 4 0 45 体天部井部内外内面面回回転転ナナデ後ナデ・オサエ。出天上井。部外面粗い回転ヘラ削り。

デ。 64Eグリッドで

149 G 550号 l屑 須恵器 杯蓋 11 8 36 6 1 天井部体内部面内回外転面ナ回デ転後ナナデデ。・オサエリ。 天ド井で部出外土面。ヘラ切り後ナデ・オサエ。 67Dグッ

150 G 550号 l陪 須恵器 摘み蓋 14 1 29 1 9 天グ井リ部ッ内ドで外出面土回。転ナデ。摘み部屈転ナデ。体部内外面回転ナデ。 65E

151 G 550号 l屑 須恵器 無台杯 11 2 35 7 0 11 3 
体部デ内外面回転ナデ。底砂部粒内混面回転多ナデ。堅底部外面褐ヘラ切り後褐、色粗い
ナ・オサェ。胎土に の入い。 緻だが色～明赤 を呈
する。 65Eグリッドて出土。

152 G 550号 l層 須恵器 無台杯 12 0 3 9 63 3 4 体痙ナ内オ外サ面回転ナァグ。、底部ド内で面出回土転。ナデ。底部外面ヘフ切り後、粗い
ナ・ エ。 66E リッ

153 G 550号 1屑 須恵器 有台杯 15 0 54 12 4 11 0 70 体ド部で出内土外。面回転ナデ。底部内外面回転ナデ。内面平滑化。 65Eグリッ

154 G 550号 l層 須恵器 無台皿 18 4 3 4 12 5 34 体焼成部内あ外ま面く ・底黄色部内賠面灰、色磨滅を呈のため調整不明。リ 底部外面回転ヘラ削り。淡 ～ する。 67Dグ ッドで出土。

155 G 550号 1屑 須恵器 壺 11 4 50 75 2 I 体部部外面内回面転囮ナ転デナ。デ6。5体E部グ外リ面ッ上ド半で部出回土転。ナデ、下半部{u]転ヘラ削り。 底

156 G 550号 l層 須恵器 短頸壺 11 7 I 3 口頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。 66Dグリッドで出土。
157 G 550号 l層 土師器 甕 17 2 1 2 内面目。摩6滅6Eのため調整ドで不出明土。頚部から体部にかけての外面に縦方向のハ

ケ グリッ 。
158 G 550号 l層 金属製品 鎌 （残存 131) (0 4) (3 0) 鉄製。 66Dグリットで出土。
159 G 560号 1層 須恵器 有台杯 11 5 4 3 9 5 9 5 66 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。
160 G 618号 l層 須恵器 返り蓋 11.8 I 3 天井部内面[u]転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。

161 G 628号 l屑 須恵器 有台碗 17 6 6 4 8 2 5 7 底体部部内内面外平面滑回化転。ナ底デ部。内底面部に内重面ね回焼転痕ナ。デ。 底部外面に回転糸切り痕。

162 G 629号 1層 須恵器 小型返り蓋 99 08 天内外井部面回内転面ナ固デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘラ削り。体部

163 G 633号 l屑 石製品 砥石 (16 5) (12 5) (4 5) 確認される砥面は石の側面にあたる狭い 1面のみ。石材は砂岩。

164 G 633号 l層 灰釉陶器 碗 6 2 。体転部ヘ内ラ削外面り。回転ナデ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面同
165 G 638号 l層 須恵器 摘み蓋 15 3 2 1 体部内外面[gj転ナデ。

166 G 652号 l層 須恵器 杯身 96 34 4 6 3 2 体部部外内面外ヘ面ラ切回転り後ナナデデ。底・オ部サ内エ面。回外転面ナにデ自後然、釉中付央着部。ナデ・ オサエ。 底

167 G 653号 l層 須恵器 摘み蓋 16 1 1 2 体部内外面回転ナデ。

168 G 679号 腐咽 土師器 有台杯 13 8 体半3部部本部左内単横位面横方方縦粘向土向の方継ヘナ向デラ後削、り縦底方部高向に赤台の内線面内状丁外ミ ガなキナ。デ体・部オ外サ面エ上半底内部部側横外方面デ向のナ台デ、外側下5 8 6 5 90 80 
の のハケ。目 寧た面横方し高向台ナをデ除、サ。ム ナ ・高オサエ。

体外面に ぎ目。全面ヽ 彩。 だ 回く外口面は大部分剥洛。

169 G 684号 I屑 須恵器 摘み蓋 19 4 64 焼天井き部ゆが内み面著回転しいナ。デ。天井部外面回転ヘフ削り。体部内外面l口J転ナデ。

170 G 684号 l層 須恵器 無台杯 12 6 4 I 70 9 4 体明。部体内外部面内面回転・底ナ部デ内。面底に部漆内？面付回着転。ナ焼デ成。あ底ま部く外灰面白摩色滅をの呈たすめる調。幣不
171 C 1003号 1層 金属製品 釘 （残存 24) (0 4) （残存 07) 鉄製。犬釘。
172 C 1003号 l層 土師器 甕

゜
体部外面に縦方向のハケ目。体部内面に横方向のハケ目。

173 C 1005号 1層 須恵器 摘み蓋 17 2 I 0 犬井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。
174 C 1005号 l層 土師器 甕 16 0 30 u頚部内外面に横に縦方方向向のハケ且目。口縁部外面指オサエ。顆部から体部に

かけての面 のハケ。

175 C 1005号 l陪 土師器 甕 11 4 4 0 頸口部頸部かから体部部にかけての面内面に縦ナデ・オサエ。目 口縁部外面横方向ナデ。
ら体にかけての外 方向のハケ。

176 C 1005号 l屑 石製油 砥石 (9 5) (1 7) (2 5) 
広上い砥部面と右は表側面面 1端面部で光沢もがあり 条細かな線条全が平認められる 左側面板端 下 に細かな絲ぁり。面滑化。石｝オは粘
岩とみられる極めて粒子の細かい石。

177 C 1083号 2層 須恵器 摘み蓋 16 8 1 5 体部内外面回転ナデ。体部外面端部に自然釉付着。
178 C 1083号 3層 須恵器 摘み蓋 17 8 5 1 犬外面井部に菫内ね血焼l"i痕転。ナデ1層。天と接片合部。外面匝転ヘフ削り。 体部内外由皿転ナデ。

179 C 1083号 3屈i 須恵器 摘み蓋 12 6 2 1 天井部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。
180 C 1083号 4層 須恵器 摘み蓋 13 8 08 天3屑井部と接内合面。[n]転ナデ。天井部外面回転ヘフ削り。体部内外面回転ナデ。

181 C 1083号 3層 須恵器 無台杯 12 0 3 7 8 9 46 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘフ削り。
182 C 1083号 l層 須恵器 無台杯 12 7 34 10 0 11 体部部外内面外回転面糸回切転ナり後デ回。転底ヘ部ラ内削面り回。転ナデ後、 中央部ナデ・オサエ。 底



3 遺物観察表 165 

遺物番号 地区 出土地点 屑位 神別 器棟
ll径（長さ）

法 量(cm)
残存率 観察事項

器高1厚さ） 底径I幅I 台径

183 C 1083号 l屑 須恵器 無台碗 12 7 39 6 2 12 体体部部内内外面面と体In!部転外ナ曲デ上。半底部部に内自面然同釉転付ナ着デ。。底底部部内外頂面i平に滑La化l転。糸切り痕。

184 C 1083号 l層 須恵器 無台碗 12 8 36 62 2 6 体部外部内面外に[面u[転[uJ糸転切ナデり痕。。底部内面回転ナデ後、 中央部ナデ・オサエ。 底

185 C 1083号 1層 須恵器 無台碗 12 8 36 6 7 1 6 体底部部内内外面平面滑~•I化転。ナデ。底部内面[n]転ナデ。底部外曲にjn]転糸切り痕。

186 C 1083号 l屑 須恵器 無台碗 13 4 39 6 I 3 2 体部内外面[n]転ナデ。底部内面i"l転ナデ。底部外面にl"l転糸切り痕。

187 C 1083号 l屑 須恵器 無台碗 12 8 3 5 55 3 I 体回部転糸内切外面り痕lei。転底ナ部デ内。曲底平部滑内化面。回転ナデ後ナデ・オサエ。 底部外血に

188 C 1083号 1層 須恵器 無台碗 13 5 39 6 1 8 1 体底部部内内面外平面滑[al化転。ナ胎デ七。に底砂部粒内の面混阿入転少ナなデい。。底堅部緻外。由にJnl転糸切り痕。

189 C 1083号 l陪 須恵器 無台碗 12 9 4 3 5 2 1 3 体部内外頂i皿転ナデ。底部内面[a]転ナデ。底部外面に[nj転糸切り痕。

190 C 1083号 2層 須恵器 無台碗 12 9 36 6 2 11 2 体底部部内内外面平面滑回化転。ナデ1屑。と底接部合内。面回転ナデ。 底部外面に[n[転糸切り痕。

191 C 1083号 2層 須恵器 無台碗 13 I 3 6 5 2 30 体体部部内内面外に面回自然転釉ナ付デ着。。底底部部内内面面匝に転軍ナねデ焼。痕底。部1外層jjjとjに接i"合I転。糸切り痕。

192 C 1083号 2屑 須恵器 無台碗 13 0 4 1 59 0 7 体部部外面内外にI面司転同糸転切ナりデ痕。。底部1層内と面接回合転。ナデ後、 中央部ナデ・オサ工。 底

193 C 1083号 3層 須恵器 無台碗 12 3 3 5 57 4 0 体部内外面!el転ナデ。底部内頂i担I転ナデ。底部外001ご!nJ転糸切り痕。

194 C 1083号 4屑 須恵器 無台碗 13 0 33 5 7 12 0 体底部部内内外面平面滑fuf化転。ナ堅デ緻。。底部1内・3面屑回と転接ナ合デ。。底部外面にfu]転糸切り浪。

195 C 1083号 4層 須恵器 無台碗 12 9 39 60 59 l底体部部内内曲外平面滑皿化転。ナデ。底部内面[nJ転ナデ。底部外面にJej転糸切り痕。

196 C 1083号 4屑 須恵器 無台碗 14 0 39 56 0 3 体焼部成あ内外面 [nl 転ナ黄デ橙。色底を部屋内す向る~,]<転1ナ屑デと。接底合部。外面にJnJ転糸切り痕。
まくにぷし‘ 。

197 C 1083号 l屑 須恵器 有台碗 15 5 4 3 8 2 0 5 体ナ部デ。内体外部面内i"I面転にナ自デ然。釉底付部着内。面底回部転内ナ面デに。重底ね部焼外痕面。Ju底l転部糸内切面り平後滑l"化i転。

198 C 1083号 2層 須恵器 有台碗 14 6 44 69 72 体部内外面[n]転ナデ。底部内面［口］転ナデ。底部外面に[o]転糸切り痕。略緻。

199 C 1083号 2層 須恵器 有台碗 15 2 4 7 80 44 体同部転糸内切外面り痕回。転ナデ。 1民部内面阿転ナデ後ナデ・オサエ。底
部外面に

200 C 1083号 2層 須恵器 有台碗 15 6 4 8 8 I 7 3 体面部に内自然外釉面付回着転cナ底デ部。内底面部に内霞面ね回焼転痕ナ。デ底。部底内部面外平面滑に化r,1。転堅糸緻切。り1痕附。と1本接部介内。

201 C 1083号 4屑 須恵器 有台碗 16 2 53 8 l 8 2 体体部部内内外面に面!自≪I然転釉ナ付デ着。。底底部部内内面面回に転重ナねデ焼。痕底。部3外層面とに接[u合l転。糸切り痕。

202 C 1083号 l屑 須恵器 有台盤 14 4 39 8 4 0 I 体密体部部で砂内内粒外面の面に混[自nj入然転少釉ナな付デい。着。。底堅底部緻部内。面内I面司転に軍ナねデ。焼痕底。部底外部面内に[頂nij平転滑糸化切。り1胎氏。I. 

203 C 1083号 2層 須恵器 有台盤 13 5 3 l 7 1 6 1 体体部部内内面外に面[自n[然転釉ナ付デ着。。底底部部内内mi面l可に転誼ナねデ焼。痕底。部底外部面内に面[n]平転滑糸化切。り堅痕緻。。

204 C 1083号 3層 須恵器 甕 19 5 2 3 痕目。頸略部緻内。外面l叶転ナデ。体部内面ナデ・オサエ。体部
外曲に平lr叩き

205 C 1083号 3層 須恵器 甕 28 9 13 U頸部内外面ju]転ナデ。体部内曲に当て具痕。

206 C 1083号 4層 須恵器 鉢 22 0 0 体部内面[n]転ナデ。体部外面に叩き痕。 2屑と接合。

207 C 1083号 l層 須恵器 鉢 19 8 0 7 U頸部内外面回転ナデ。体部内外面Jnl転ナデ。

208 C 1083号 3層 須恵器 壺 11 7 1 8 口顆部内外面!al転ナデ。体部内外面回転ナデ。外面に「I然釉付れ。

209 C 1083号 l屑i 土師器 甕 18 0 2 3 日頸部内外曲回転ナデ。体部内I如撃滅のため調陀不明。体部外面にカキII。

210 C 1083号 1屑 土師器 甕 95 1 3 口頸部内外面横方向ナデ。体部内外面横方向ナデ。

211 C 1083号 2層 七師器 甕 11 8 I 4 内外面摩滅のため調整不明。

212 C 1083号 2層 t師器 甕 11 0 09 外ロ頸面部から向体部にかけての内面横方向ナデ。頚部から
体部にかけての

に縦方 のハケ ll。

213 C 1083号 2層 土師器 甕 8 2 3 1 U頚部デ。内頸面部にか横方ら体向部のハケ且。の日外緑面部に外縦面方横向Jiの向ハナケデll。体部内,Hi横Ji向ナ にかけて 。

214 C 1083号 3層 土師器 甕 不明 口頸部内面に横方柏］のハケ目。口顆部外面に縦方向のハケLI。

215 C 1083号 3層 土師器 甕 17 8 31 2 78 3 1 斜日頚部方向内外面横方H。向ナデ。内外体面部ナ内ナ囲に横方向のハケ号且。遺体構部外府面とに縦合。～ 
め のハケ 底部 ・オサエ。 1136 I 接

216 C 1083号 l屑 土師器 手捏土器 不明 内外面指オサエ。

217 C 1083号 2層 灰釉陶器 碗 13 2 37 7 I 38 体転部ヘ内ラ外削面り。[nl転ナデ。底部内阻中］転ナデ後ナデ・オサエ。底部外1fii[11[

218 C 1083号 2層 灰釉陶器 碗 12 8 4 0 6 7 9 1 体オ部サ内エ外。体面部["[転内ナ面デに。自底然部釉内付面着回。転底ナ部デ内。面底に部軍外ね曲焼[痕u[転。糸切り後ナデ・

219 C 1083号 3屑 灰釉陶器 碗 15 8 5 I 74 69 体部内外面胎[土nj転粗ナデ砂。粒底の部混内入曲多回い転。ナデ。 底屑部と外接面合[n。j転糸切り後ナデ・オサエ。 < I• 2 

220 C 1083号 5屑 灰釉陶器 碗 16 0 48 77 4 6 体内部面内に外自然面釉厠付転着ナ。デ底。部底内部I内針に面項[,ijね転焼ナ痕デ。。 底底部部内外面面平に滑[o]化転。糸2切11'iりと痕接。合体。部

221 C 1083号 2屑 灰釉陶器 皿 13 0 2 8 74 12 0 底体部部外内外面面にr[n,u]転転糸ナ切デ。り痕底。部底内部面内[n]面転平ナ滑デ化。。底部外面粗いナデ・オサエ。

222 C 1083号 4層 灰釉陶器 [Ill 12 7 26 64 5 1 体1 部•内2屑外面と接阿合転。ナデ。底部内Ifill口I転ナデ。底部外面に'"'転糸切り痕。

223 C 1083号 4屑 灰釉陶器 lffi 13 0 26 6 7 10 0 体底部部内内面外平面滑[nj化転。ナデ3ll'i。と底接部合内。面阿転ナデ。 底部外面に[nj転糸l;IJり痕。

224 C 1083号 4屑 灰釉陶器 llll 13 4 24 74 1 8 体部内外面r"r転ナデ。底部内面i"i転ナデ。底部外面にi"i転糸切り1良。

225 C 1083号 4層 灰釉陶器 皿 13 8 3 1 66 4 3 体部内外面底阿部転内ナデ平。滑底化部。内面層回と転接ナ合デ。。底部外面圃転糸切り後ナデ・オサエ0 00 3 。

226 C 1083号 1屑 瓦 平瓦 （残存 66) (2 0) （残存 10I) 凹面に布U。凸面に太平行叩き痕。端面ヘラ削り。

227 C 1083号 2屑 金属製品 飾り金具 (3 2) co 7) (3 0) 鉄製。軸の断面正方形。頭は菱形。

228 C 1083号 3陪 金属製品 釘 （残存 59) (0 6) （残存 09) 鉄製。折釘。

229 C 1083号 l屑 金属製品 釘？ （残存 36) (0 5) （残存 08) 鉄製。

230 C 1083号 3府 金属製品 不明 （残存 17) (0 2) （残存 05) 鉄鏃の茎か。

231 C 1083号 l附 金属製昴 刀子 （残存 39) (0 4) （残存 09) 鉄製。刀子の切先。

232 C 1083号 3層 石製品 管玉 (3 5) (1 3) (I 3) 片面から穿孔。石材は:\~屯。

233 C 1083号 l層 石製品 磨製石斧 (l] 3) (4 0) (6 4) 石材は£,)岩か。

234 C 1083号 l屑 石製品 砥石 (28 7) (7 7) (19 4) 砥面は表曲と左側面の 2面で、細かな線条が認められる。石材は砂府。

235 C 1085号 l層 須恵器 杯蓋 9 2 2 7 08 天面井lul部転ナ内デ面。[≪[転ナデ。大井部外面ヘフ切り後ナデ・オサエ。体部内外

236 C 1085号 1層 須恵器 有台杯 8 7 3 1 6 0 6 1 4 4 体部内外面{n]転ナデ。 I氏部内面lnl転ナデ。底部外面ヘラ切り後1°1転ナデ。

237 C 1085号 l屑 七師器 甕
。体部且内面横}jグ[句ナデ。屑体と部接外合曲。に縦方向のハケ目。体部内面に粘 j・紺
ぎ 。17J リッドIl

238 C 1116号 1/l'i 近世陶器 鉢 12 7 〇 底部内外面に灰釉。高台接地面は露胎。

239 C 1116号 l層 近世陶器 湯呑 9 2 2 0 ｛一本部部内頑ね園るに。1}<釉。体部外面上半部に灰釉、 ドf部は鉄釉の上に灰釉を

240 C I 120号 1/l'i 須恵器 無台碗 13 2 38 60 11 体部内外面[nl転ナデ。底部内面[nl転ナデ。底部外血に[nl転糸切り痕。

241 C 1121号 l層 須恵器 摘み蓋 18 7 4 2 68 天幣井イ；明部。内体面部回内転外ナ面デ[。u]転天ナ井デ部c外焼面成回あ転まヘくラ灰削黄り色。を摘呈みす部る摩。滅のため諜

242 C 1121号 5屑 須恵器 摘み蓋 14 7 35 10 0 犬部井内外部面内[頂uji転回ナ転デナ。デ。 夭井部外面回転ヘラ削り。摘み部[nj転ナデ。体

243 C 1121号 2屑 土師器 甕 0 体部内面に横方向のハケ U。体部外面に縦方向のハケ U。

244 C 1121号 l層 石製品 紡錘車 (1 2) 片曲から穿孔。石材は滑石。籠さ 8g。

245 C 1123号 l廣 須恵器 小型返り蓋 7 6 2 3 天井部内面阿転ナデ。天井部外面カキ目。体部内外自i[≪l転ナデ。

246 C 1123号 l屑 須恵器 摘み蓋 17 0 3 9 犬井部外面[n[転ヘフ削り。体部内外面[n[転ナデ。

247 C 1123号 l層 須恵器 摘み蓋 17 6 1 5 天井部内頂ii"]転ナデ。天井部外面1,,1転ヘラ削り。体部内外面1,,1転ナデ。

248 C 1123号 l層 須恵器 摘み蓋 18 0 20 犬井部外頂11°1転ヘフ削り。体部内外ool~転ナデ。体部外佃端部に自然釉付{/。

249 C 1123号 l屑 須恵器 無台碗 11 8 4 1 53 1 5 体部内外面'"'転ナデ。底部内由iJoJ転ナデ。底部外面に'"'転糸切り1良。

250 C 1123号 l屑 t師器 甕 0 体部外面に縦ガ向のハケH。体部内面に横方向と斜めJir,,1のハケlJ。

251 C 1132号 1屑 須恵器 無台杯 12 0 4 7 68 4 2 体部内外面[n]転ナデ。底部内面圃転ナデ。底部外面丁寧なナデ・オサエ。
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252 C 1132号 l層 土師器 甕 11 2 1 7 向口頸と斜部内方面に横方向のハケ目。口頸部外面から体部外面にかけて縦方
め 向のハケ目。体部内面に縦方向と斜め方向のハケ目。

253 C 1136号 l層 須恵器 摘み蓋 16 6 39 40 天部井内外部面内面回転回転ナデナ。デ。天井部外面回転ヘフ削り。摘み部回転ナデ。体

254 C 1136号 1層 須恵器 壺 60 〇 体底部部部と底内内部面面内回回面転転にナナ自デデ然。。 釉体底付部部着外外。面面胎上工土半具密部にて回よ砂転る粒ナナのデデ混、•入下オ少半サな部エい。回。転体部ヘ外ラ面削上り。半
255 F 2001号 麿璽 須恵器 返り蓋 16 0 48 外天井面部自然内釉面付回着転のナデ。調天整井0部外面回転ナデ。 体部内面回転ナデ。 体部

ため調 不明。 1層と接合。
256 F 2001号 冒 須恵器 摘み蓋 13 2 30 7 3 天部井内部外内回面転回転ナデ。天井部外面回転ヘフ削り。摘み部回転ナデ。体

面 ナデ。内外面に重ね焼痕。明赤褐色を呈するが堅緻。
257 F 2001号 l層 須恵器 無台杯 110 33 70 1 5 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ナデ・オサエ。
258 F 2001号 l層 須恵器 無台杯 96 。体外面部内外面ラ書回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面の調整不明。底部

にへ き「井力」。焼成あまく灰白色を呈する。
259 F 2001号 l層 須恵器 無台碗 12 6 3 7 6 0 1 6 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
260 F 2001号 l層 須恵器 無台碗 12 2 36 58 11 0 体体部部外内外面面墨回書転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。

に 「高家寺」。底部外面にヘラ書き「X」。
261 F 2001号 l層 須恵器 壺 92 24 口頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。
262 F 2001号 l層 須恵器 鉄鉢？ 6 4 。体底部部内内面面回回転転ナデ。体部外面上半部回転ナデ、下半部回転ヘラ削り。

ナデ。体部外面回転ヘラ削り。堅緻。
263 F 2001号 1層 須恵器 鉢 9 2 。体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面ナ

ァ•オサ工。
264 F 2001号 l層 須恵器 鉢 10 8 0 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
265 F 2001号 l層 須恵器 鉢 II 2 0 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ナデ・オサ工。
266 F 2001号 1層 須恵器 鉢 18 7 II 3 96 48 部口外頸部面内回外転面糸回切転ナデ。焼体成部や内や外あ面ま回転ナデ。 底部内面回転ナデ。 底

に り痕。 ＜明赤褐色～明黄褐色を呈する。
267 F 2001-9号 l層 土師器 甕 20 I II 口頚部内外面横方向ナデ。体部内面横方向ナデ。体部外面に縦方向のハケ

目。胎土は他の土師器甕と同じであるが、還元炎焼成のため灰色を呈する。
268 F 2001号 I層 土師器 甕 18 6 1 9 口頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。
269 F 2001号 l層 土師器 甕 11 0 97 6 7 口頸部内外胎面土横密方で向砂ナデの。混体入部少内な外い面。ナデ・オサエ。底部内外面ナデ・

オサ工。 粒

270 F 2001号 I層 土師器 杯？ 12 3 1 3 体部横部方内向面横デ方、向下ナ半デ部後ナ、―下半部に縦方向の線状ミガキ。体部外面上半
ナ ナ・オサエ。胎土密で砂粒の混入少ない。

271 F 2001-3号 l層 金属製品 釘 （残存 97) (10) （残存 11) 鉄製。

272 F 2001号 l層 瓦 平瓦 （残存 120) (2 5) （残存 76) 呈凹す面にる。布目。側面ヘフ削り。凸面に格子叩き痕。焼成あまく灰白色を

273 F 2001号 l層 瓦 平瓦 （残存205) (2 1) （残存 89) 凹面に消布す目。堅側緻面。ヘラ削り。凸面は叩き痕をナデ・オサエ・ヘラ削り
により 。

274 F 2001号 1層 瓦 平瓦 （残存 105) (2 1) （残存 75) 凹せ面に布目。側面ヘフ削り。凸面に太平行叩き痕。 1!!l面に布の綴じ合
わ痕。

275 F 2001号 l層 瓦 平瓦 （残存 138) (2 0) （残存 105) 凹面よに布消す目。端側面面へヘフ削り。 凸面こは枯太土平板行切叩りき離痕しを痕横。方向のヘラ削りに り 。 ラ削り。凹面I
276 F 2001号 1層 瓦 平瓦 （残存 145) (2 0) （残存 163) 凹あ面り。に端布面目ヘ。フ乱l1削面りヘ。フ削り。 凸面に縄叩き痕、 カキ目調整を施す部分

277 F 2001号 l層 瓦 炭斗瓦 （残存380) (2 4) (12 9) 凹凸面面ナデ・オサエ・ヘフ削り り、叩き痕は認められない。側面ヘフ削り。
に布目。端面ヘラ削 。

278 F 2001号 I層 瓦 丸瓦 （残存 136) (2 8) （残存 77) 凸凹面面は布叩き目。痕端をナデ・オサエ・ヘフ削りにより消す。側面ヘラ削り。
に 面ヘラ削り。

279 F 2001号 l層 瓦 丸瓦 （残存 149) (1 6) （残存 86) 凸面布は細端平面行へ叩き削痕をナデ・オサエにより消す。側面ヘフ削り。凹面
に目。 ラり。

280 D 3022号 2層 須恵器 小型返り蓋 75 12 0 天内外井面部回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘフ削り。体部

281 D 3022-1号 l層 須恵器 杯身 10 2 08 体部内外面回転ナデ。

282 D 3022号 l層 縄文土器 深鉢

゜
胴を施部す外。面半に隆半起戯線竹文管の状間工を具格に子よ目る文半で隆充起填線す文る。。半縄隆文起時線代文中上期に。爪形文

283 D 3026号 I層 須恵器 摘み蓋 15 7 22 7 6 天部井内外部面内回面転同ナ転デナ。デ内。面天に井重部ね外焼面痕回。転検ヘ出ラ面削下り3。2c摘mにみて部出回土転。ナデ。 体

284 D 3026号 l層 瓦 平瓦 （残存 73) (15) （残存 99) 凹面に消布す目。凹側面面にヘ粘ラ土削板り切。り凸離面しは痕叩cき痕をナデ・オサエ・ヘフ削り
により 。 。検出面下48cmで出土。

285 D 3026号 l層 瓦 平瓦 （残存 142) (2 9) （残存 14I) 呈凹面すにる。布検目。出面側下面ヘ30ラcm削で出り。土。凸面に格子叩き痕。焼成あまく淡黄色を

286 D 3026号 l層 瓦 平瓦 （残存 160) (2 2) （残存 83) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。検出面下25cmで出土。
287 D 3026号 l層 瓦 平瓦 （残存 61) (2 1) （残存 149) 凹を呈面すに布る。目。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。焼成あまく灰白色

288 D 3026号 l層 瓦 炭斗瓦 (38 3) (2 0) (12 2) 削凸面り47。はcm細凹と平面55行にcm布叩でき目出痕。土端を。ナデ・オサエ・ヘラ粘削土りにより消離す 側面検ヘラ下 面ヘラ削り。凹面に 板切りし 痕゚。 出面

289 D 3032号 l層 須恵器 杯身 12 2 1 4 底体部部内内面面回回転転ナナデデ。。底体部部外外面面回上転半ヘ部ラ回削転りナ。デ、 下半部回転ヘフ削り。

290 D 3032号 l層 金属製品 釘 （残存 33) (0 5) （残存 09) 鉄製。切釘か。
291 D 3032号 l屑 金属製品 釘？ （残存 48) (0 5) （残存 07) 鉄製。

292 D 3032-2号 l層 縄文土器 深鉢

゜
胴矢部羽外根状面に沈半線歓。竹半管隆状起工線具文による半隆起線文と貼付隆帯。 貼付隆帯上に

の の間を格子目文で充填する。縄文時代中期。
293 D 3032号 2層 石製品 石錘 （残存 41) (! 6) (5 4) 石材は砂岩。重さ 54g。
294 D 3032号 l層 石製品 砥石 (15 6) (3 4) (11 0) 砥面は表面と裏面の 2面で、幅の広い線条が認められる。石材は砂岩。
295 D 3036号 2層 須恵器 有台杯 16 3 13 2 12 6 0 2 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘフ削り。
296 D 3036号 2層 瓦 平瓦 （残存 146) (2 2) （残存 150) 凹を面口に布る。目検。出側面面下ヘフ削り。 凸面出土に細平行叩き痕。焼成あまく灰白色

主す 77-80cmで 。

297 D 3036号 2層 瓦 炭斗瓦 (40 2) (18) (11 7) 
凸削面りは細平面行布叩き痕端をナデ・オサエ・ヘラ削りにより消離す 側OOヘラ
。凹 に 目。 面ヘラ削り。凹面に粘土板切り し痕。検出面

下70-75cmで出土。 28HグリッドIl層と接合。
298 D 3037号 2層 須恵器 摘み蓋 18 1 0 6 体部内外面回転ナデ。外面に自然釉付着。

299 D 3037号 l層 縄文土器 深鉢 不明 文LI縁時代部外中期面。に半載竹管状工具による爪形文と横方向の半隆起線文。縄

300 D 3037号 l陪 瓦 平瓦 （残存 88) （残存 15) （残存 111) 黄凹橙面色摩滅を呈のすたるめ。布検目出の面有下無5不0c明m。で出凸土面。に細平行叩き痕。 焼成あまく浅

301 D 3037号 3屑 瓦 平瓦 （残存 106) (2 5) （残存 79) 凹を呈面すに布る。目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。焼成あまく灰白色

302 D 3037号 3層 瓦 平瓦 （残存 94) (2 !) （残存 89) 凹ロす面に布堅目緻。側面ヘラ削り。凸面は細平行叩き痕をナデ消す。灰色を
ェる。 。

303 D 3046号 l層 瓦 平瓦 （残存 103) (1 6) （残存 123) 焼凹成面あに布ま目く。橙色側面を呈ヘすラ削る。り。 凸面摩滅のため調幣不明。 端面ヘフ削り。

304 D 3048号 l層 瓦 平瓦 （残存 216) (1 9) （残存204) 凹面に布目。側面ヘフ削り。凸面に細平行叩き痕。
305 D 3048号 l層 金属製品 釘 （残存 47) (0 5) （残存 I3) 鉄製。折釘か。
306 D 3054号 l層 須恵器 返り蓋 09 体部内外面回転ナデ。

307 G 70X Il層 須恵器 杯蓋 11 2 45 天整る。井不胎部明土。内密面体で回部砂転内粒外ナの面デ混後回入転ナ少デナなデ・い。オ。サ内堅エ外緻。面。天に井炭部素外分面が吸自然着釉し付、着黒色のたを呈め調す

308 G 83V Il府 須恵器 杯蓋 11 4 35 天部井内外部面内回面転回転ーナデ，胎後土、密中で央砂部粒にのナ渇デ入。 天9な井し部外面回転ヘフ削り。 体ナァ。 混少 。ヽ堅緻。

309 G 69C n層 須恵器 杯蓋 9 0 3 2 80 部天井内外部面内面回転回転ナデナ。デ内。面天に井自部然外釉面付ヘ着フ。切り後、 丁寧なナデ・オサエ。体

310 G 722 Il層 須恵器 杯蓋 10 2 32 3 4 天内井外部面回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘフ削り。体部

311 G 73 8 Il層 須恵器 杯蓋 10 2 38 50 天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘフ削り。体部内外面回転ナデ。
312 G 72B Il層 須恵器 杯蓋 11 0 3 7 2 8 天内外井面部回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘラ削り。体部
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遺物番号 地区 出土地点 層位 種別 器挿
法 量 (cm)

残存率 観察事項

U径（長さ） 器高（厚さ） 底径（幅） 台径

313 G 81U n層 須恵器 杯蓋 11 9 50 
杯天井の部可外能面性[aも]転あヘるラか削もりし。れ天な井い部が内外曲面回に転くナらデぺ。体内部面内の外調面幣回が転粗ナいデこ。託と

から杯蓋と判断した。

314 G 69D Il屑 須恵器 杯蓋 12 0 35 I 0 部天井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ無後台ナ杯デと。 し天て井使部用外し面たヘ可ラ能切性りあ後りナ。デ・ オサ工。 体

315 G 87 A Il屑 須恵器 杯蓋 12 4 37 10 0 
内着面と外面下半部回転ナデ。外面上半部回転ヘフ削り。外面に砂の融

あり。

316 G 8!X Il層 須恵器 杯蓋 13 0 37 68 
胎天井土部砂内粒面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面¥nj転ナデ。
に の混入多い。

317 G 83U Il層 須恵器 杯蓋 13 4 4 4 3 6 天内外井部面回内転面ナ回転デ。ナ胎デ土後粗ナいデ。・オサ工。 天井部外
面同転ヘラ削り。 体部

318 G Il層 須恵器 杯蓋

天サ井部体内面部回内外転ナデ後転ナデ・オサ工。天井使部外面ヘラ切り後ナデ・オ

69C 14 0 4 I 5 5 ェ。 面回 ナデ。無台杯として 用した oj能性あり。 68D

グリ,ト,・n層と接合。

319 G 72 Z Il層 須恵器 杯蓋
天゚外井面部回内転面ナ回デ。転天ナ井デ部後外ナ面デに・ヘオラサ書工き。 「天X井j。部外面［口J転ヘフ削り。体部内

320 G 84X Il層 須恵器 杯身 8 4 28 10 7 
体デ部内オ外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り後ナ

・ サエ。

321 G 82U II層 須恵器 杯身 9 2 3 5 12 0 体転部内削外面回，胎転土ナデ。堅底緻部，
内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面!≪I

ヘラり。 !l 密。 。

322 G 81X Il層 須恵器 杯身 9 2 3 7 1 0 体転部ヘ内ラ外削面り。回転ナ
デ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外rni[n]

323 G 83V Il層 須恵器 杯身 9 2 30 体面部に内自然外釉面付回着転。ナデ。底部内面回転ナ
デ。底部外面ナデ・オサエ。外

324 G 71A Il層 須恵器 杯身 94 2 5 体面部に内自然面釉回付転着ナ。デ。体部外
面上半部回転ナデ、下半部粗いカキLJ。外

325 G SIU Il層 須恵器 杯身 9 7 45 2 5 体転部内削外面り[，el焼転成ナはデ特。に底あ部ま内い面方回で転1ナデ後ナデ
・オサエ。 底部外面i"l

ヘラ 。 iないが、灰褐色～褐色を呈する。

326 G 8!X Il層 須恵器 杯身 98 2 8 体転部ヘ内ラ外削
面り。回転ナデ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外阻j¥n]

327 G 72A II層 須恵器 杯身 10 0 1 5 体部内外面回転ナデ。

328 G 84X Il層 須恵器 杯身 10 3 3 9 10 8 
体部切内後外面回―転ナデ。底部内面In]転ナデ後ナデ・オサエ。底部外OOへ
ラ り ナT ・オサエ。

329 G 79A Il層 須恵器 杯身 10 6 3 5 4 0 体自然部釉内付外着面。回転ナ
デ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面に

330 G 72A Il層 須恵器 杯身 11 3 4 1 1 7 体転部ヘ内ラ外削面り。匝転ナデ。底部
内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面JuJ

331 G 722 Il層 須恵器 杯身 11 4 05 体部内外面回転ナデ。底部外面固転ヘラ削り。有蓋高杯の可能性あり。

332 G BlX Il層 須恵器 杯身 11 7 4 5 70 体部切内り後
外面粗回転ナデ。底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。底部外面へ

ラ 、 いナデ・オサエ。

333 G 732 Il層 須恵器 杯身 12 0 I 0 体部内外面回転ナデ。堅緻。

334 G 71 y Il層 須恵器 小型返り蓋 0 天井部内面回転ナデ。天井部外面に自然釉付着。

335 G 72Y n層 須恵器 小型返り蓋？ 0 天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面[u]転ナデ。

336 G 72B Il層 須恵器 小型返り蓋 66 2 4 1 0 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ天。井天部井外部面外に面自回然転釉ヘ付ラ着削。り。 摘み部[aj転ナデ。 体

337 G 72A II層 須恵器 小翌返り蓋 6 9 24 体部外面自然釉付着のため調整不明。体部内面回転ナデ。

338 G 82U Il層 須恵器 小型返り蓋 7 8 30 10 8 天整不井部明内胎面土回密転でナデ少粒。の体混部入内少面な回い転。ナ堅デ緻 外面は自然釉付着のため渕。 砂 。81Uグリッド n屑と接合。

339 G 83U Il層 須恵器 小型返り蓋 8 2 3 3 12 天部井内外部面内[bJ面転同ナ転デナ。デ。 天井部外面回転ヘラ削り
。摘み部回転ナデ。体

340 G 72Y Il層 須恵器 小型返り蓋 85 23 天外井面回部転内ナ面デ回。転ナデ。天井部外面自然
釉付着のため調幣不明。体部内

341 G 72Y Il陪 須恵器 小塑返り蓋 8 5 1 8 体部外面自然釉付着のため調整不明。体部内面回転ナデ。

342 G 82U Il岡 須恵器 小型返り蓋 87 6 0 天整井不明部内体面部(n)内転外ナ面デ回後転ナナデデ・オサエ。 天井むの部混外，面自然釉付粋のため
調

。 。胎土に砂粒 入多い。

343 G 72Y Il層 須恵器 返り蓋 111 08 天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。

344 G 71 B Il層 須恵器 返り蓋 14 9 3 4 75 天部井内外部面内回面転回転ナデ，焼。き天ゆ井が部み外著面し回い転cヘラ削り。 摘み部l口l転ナデ。
体

ナデ。 。72Aグリ、ノトen層と接合。

345 G 71A Il層 須恵器 摘み蓋 14 5 30 60 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ。天井部外面同転
ヘラ削り。摘み部屈転ナデ。体

346 G 67D Il層 須恵器 摘み蓋 15 0 32 30 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ。 天井部外面回転
ヘラ削り。摘み部[a]転ナデ。体

347 G 72A Il層 須恵器 摘み蓋 15 0 3 7 56 天柱部折内面り返回転ナデ以外後のナ体デ部。外体l部内ご自面！回転ナデ。 折り返し部外面
l"i転

ナァ。 し部以 面I 然釉付着。

348 G 71A Il層 須恵器 摘み蓋 15 5 3 2 12 0 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ。 天井部外面回
転ヘフ削り。摘み部[n[転ナデ。体

349 G 71A Il層 須恵器 摘み蓋 16 4 3 3 110 天部井回転部内面-回転I*部ナデ村外後面ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘフ削
り。摘み

ナナ。体内 In]転ナデ。

350 G 81 B Il層 須恵器 摘み蓋 17 0 35 26 天部井回部転内面ー回，体転部ナデ村外後面ナデ司転・オ―サエ。 天井部外面[n]転ヘ
ラ削り。 摘み

ナナ。 内 回ナァ。

351 G 86W ll層 須恵器 摘み蓋 17 0 4 8 60 天部井内外部面内回面転回ナ転ナーデ。 天Vグ井部外面ドIl回層転とヘ1ラ削り。 摘み部l司転ナデ。
体

ァ。 86V リッ 接合。

352 G sou Il層 須恵器 摘み蓋 18 6 4 3 4 3 天部井内外部面内回面転回ナ転デナ。デ外。面天に井日部然外釉面付回着転。ヘラ削り。 摘み部阿転ナデ。 体

353 G 70Y Il層 須恵器 摘み蓋 18 8 3 5 60 
ナ 転ナ 体外面[u]転ヘラ削天部り回井着部転折内面デ返り。。同し7体転部1B部外ナデ後面但］ナデ ・オデ，!iと。外サ接折エ面合。のりr返大天井し部部外除面く[u]転部ヘラ削り。 摘み

の。融 あり グ面内リッ[転njナトIlデ層。 。 部分に自然釉付着。外面に砂

354 G 79V Il層 須恵器 摘み蓋 22 2 4 4 83 部天内井外部面内回面転[njナ転デナ。デ外。面天に井自部然外釉面付回着転。ヘラ削り。 摘み部[nJ転ナデ。
体

355 G 84X Il層 須恵器 摘み蓋

゜
夭釉井付着部の内た面め回調転整ナ不デ明。。体部内面回転ナデ。 犬井部外面と体部外侑ii'!然

356 G 79D Il層 須恵器 小型無台杯 90 2 7 58 2 1 体部内外面回転ナデ。底部内面i"l転ナデ。底部外面ナデ・オサ工。

357 G 81C II層 須恵器 小型無台杯 10 2 30 70 02 体オ部内外内面面1,,転ナデ然釉。付底着部，内面回転ナ
デ。底部外面ヘラ切り後ナデ・

サ工。 に自然 。

358 G 71X Il層 須恵器 無台杯 11 4 74 1 7 
体部内外面同転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後、粗い

ナァ・オサエ。

359 G 79D n屑 須恵器 無台杯 12 8 44 68 11 9 体部内デ外に面オ融回サ着転エ。。ナ体焼デ部。き内底ゆ面部がと内み体面著部回し外転い面。ナ上無デ半。台部底杯に部の自外体然部面釉ヘと付みラ着切ら（れり軍後るね破工焼具片のよる粗いナ • I占が
体部外面 痕.. 跡..）。

360 G 84X Il層 須恵器 無台杯 13 0 36 10 6 23 体部内外面回転ナデ。底部内曲[ul転ナデ。底部外面[nj転ヘラ削り。

361 G 71 B Il層 須恵器 無台杯 14 8 3 7 11 0 0 7 体部外部面内外曲ラ切[nl転り後ナデ。ー底・オ部サ内工面，lnl底転部ナIデ、.中央部Jnl転ナ
デ後ナデ。 1氏

ヘ ナプ 。 内OO平滑化。

362 G 81 B Il層 須恵器 無台杯 15 0 39 11 4 56 体部部内面内平外滑面化［口］。転ナデ。底部
内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。底

363 G SIC Il屑 須恵器 有台杯 78 70 

゜
体部内外面回転ナデ。底部内外面回転ナデ。

364 G 71 B Il層 須恵器 有台杯 12 0 48 9 6 98 1 3 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面[n]転ヘラ削り。

365 G 78B Il層 須恵器 有台杯 12 5 4 I 9.8 98 75 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。

366 G 78B Il層 須恵器 有台杯 14 0 4 1 10 0 96 3 2 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・オサエ。

367 G 71A Il層 須恵器 有台杯 14 2 4 0 96 9 7 39 体痙内外オ面回転・静ナデ。フ底削部り内，面回転ナ
デ。底部外面ヘラ切り後、粗い

ナプ・ サエ 止へ 。

368 G 818 n附 須恵器 有台杯 15 6 43 12 0 11 5 35 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。

369 G 778 rr屑 須恵器 有台杯 17 0 44 13 6 12 8 4 0 体部。焼内成外あ面屈転く灰ナデ勺色。底部
内面回転ナデ。底部外面摩滅のため関幣イ<

明。 ま 白を呈する。

370 G 72A II層 須恵器 有台杯 10 I 8 4 

゜
体部外部面内回外転面ヘ回ラ転削ナデ。底底部部外内面面1回-転-ナデ後、 中央部ナデ・オサ工。 底

り。 -ヘフ書き。

371 G 84A Il層 須恵器 無台碗 12 4 34 66 9 2 体底部部内内外に面童回ね転焼ナデ。底底部部内内面面平回i転ナデ。 底部外面に回転糸切り痕
。

面 痕。 滑化。
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372 G 71 Z n層 須恵器 無台碗 12 8 34 68 2 0 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
底部内面平滑化。体部内面・底部内面に自然釉付着。373 G 802 ll層 須恵器 無台碗 13 8 4 2 6 0 70 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。

374 G 70 B Il屑 須恵器 有台碗 15 2 40 8 2 1 9 体部内外面屈転ナデ。底部内面回転ナデ。体部内面・ 底部内面に自然
釉付着。堅緻で灰色を呈する。

375 G 70Y Il層 須恵器 無台盤 13 2 3 0 70 I 7 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。
体部内面に自然釉付着。底部内面に童ね焼痕。底部内面平滑化。

376 G 84A Il屑 須恵器 有台盤 12 9 3 7 8 2 1 8 体体密部部で砂内内粒外面の面に混回自入転然少釉ナな付デい。着。。底堅底部緻部内。面内面回転ナデ磁痕底部外部面に面回平転糸切化り痕。土に重ね 。底内 滑イ。胎

377 G 70Y Il層 須恵器 有台盤 13 0 37 80 4 0 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面粗いナデ・オサエ。
底部外面に[a}転糸切り痕。底部内面に璽ね焼痕。底部内面平滑化。堅緻。

378 G 702 Il層 須恵器 有台盤 14 2 3 I 74 4 6 体底部部内内外面乎面滑回化転。ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に同転糸切り痕。
379 G 71 Z n層 須恵器 無台Ill!? 18 0 20 15 2 0 2 体部内外面回転ナデ。
380 G BOC u層 須恵器 有蓋柚杯 12 4 3 4 杯部の体部内面回転ナデ。杯部の体部外面上半部回転ナデ、下半部回転

ナデ後オサ工。杯部の底部内面回転ナデ。杯部の底部外面カキ目。堅緻。
381 G 79X Il層 須恵器 有蓋尚杯？ 15 2 2 5 杯部の体部内面回転ナデ。杯部の体部外面上半部回転ナデ、下半部回

転ヘラ削り。底部外面カキ目。胎土粗い。
382 G 722 Il層 須恵器 高杯 10 7 4 7 杯部の体部内外面回転ナデ。杯部の底部内面回転ナデ後ナデ・オサエ。

杯部の底部外面自然釉付着のため調整不明。
383 G 83X Il層 須恵器 高杯 II 4 62 8 7 6 0 胚部内外面•脚部祁内内面下半部・脚部外面回転ナデ。杯部内面中央部ナ

ァ• オサ工。脚部 面上半部ナデ・オサエ。
384 G 722 Il層 須恵器 高杯 8 0 。杯部回転の体阿内外面ju]転ナデ。杯部の底部内外面回転ナデ。脚部の内外

由回ナァ。
385 G 82U n層 須恵器 高杯 84 〇 杯部の底部内外面回転ナデ。脚部の内外面回転ナデ。386 G 72 B Il層 須恵器 高杯？ 12 4 2 5 杯部の体部内外面回転ナデ。杯部の底部内外面回転ナデ。
387 G 82U Il層 須恵器 高杯 11 8 10 5 9 1 96 杯杯部部の体.守部那外内外――面転回転ナデ。杯部の底部内面回転ナァ後ナデ・オサエ。

の底 面回ヘラ削り。脚部内外面回転ナデ。
388 G 81W u層 須恵器 窃ギ 82 I 7 体同転部内面国転ナデI合土。粗体い部，外面上半部回転ナデ、中央部カキ目、下端部ヘラ削り。胎 。
389 G 84W Il層 須恵器 短頸壺 83 2 9 u頸黒部色内外面呈す回転ナ堅デ緻。体部内外面回転ナデ。内外面に炭索分が吸着し、 をェる。 。

390 G 83U Il屑 須恵器 短頸壺 89 9 I 72 日頸オ屑部サ内とエ接外。合面底。I司部転外ナ面デヘ。ラ体切部り内不外調面整回。転ナ!Uデグ。 底部ト内n面層回転ナデ後ナ67 デ・ 。82 リッ Il • 83Xゲリッ
ドIl

391 G 77E Il層 須恵器 壺 11 0 2 1 日頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。
392 G 81W rr層 須恵器 短顆壺 84 52 54 30 旦頸部サ内外面，底回部転外ナデ。体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ後ナァ・オ エ。 面回転ヘラ削り。 SIXグリッドIl層と接合。
393 G 78D Il層 須恵器 短頚壺 90 3 0 u使頸部用内外面転回転ナデ。体部内面上半部回転ナデ、下半部カキ目（エ具

を した回 ナデ）。体部外面上半部回転ナデ、下半部回転ヘラ削り。394 G SIC Il層 須恵器 壺 12 0 6 0 口頸部内外面[el転ナデ。
395 G 670 Il層 須恵器 壺 15 2 11 体部内面匝転ナデ。体部外面上半部回転ナデ、下半部同転ヘラ削り。
396 G 81 B Il層 須恵器 ギ窃 16 0 4 I 日頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。焼成あまく灰白色を呈

する。
397 G 81 B II層 須恵器 壺 10 0 

゜
体回部転糸内切外面り痕回。転胎ナ土デ密。。底堅部緻内c面自然付着のため調整不明。 底部外面に

398 G 71 Z Il層 須恵器 鉢または壺

゜
内外面回転ナデ。外面に刻書「寺」。

399 G 82W II層 須恵器 鉢 10 4 1 3 体部内外面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。400 G 80A Il層 須恵器 鉢 11 0 I 6 u頸部内外面回転ナデ。体部内外面回転ナデ。401 G 81W Il層 須恵器 鉢 21 9 I 6 口頸部内外面回転ナデ。体部内面回転ナデ。体部外面カキ目。
402 G 81 B Il層 須恵器 鉢 27 6 16.1 15 0 0 3 体ま部く灰内外白色面を回呈転すナるデ。。底部を焼成後穿孔しているとみられる。焼成あ

403 G 70B Il層 須恵器 鉄鉢 16 4 3 2 体!B部グ内'面/n']ド転nナr,デ。接体合部。外面上半部回転ナデ、下半部回転ヘフ削り。 7リッ 層と 。
404 G 85A Il層 須恵器 鉢？

゜
体部内外面回転ナデ。把手付の鉢か。

405 G sou Il 2層 須恵器 蓋？ 4 I 0 7 24 2 1 上一切面自り痕然釉，胎付土着密のでた砂め粒調の整混不入明，。 側面回堅転緻ナ。デ。 底面に丁寧な回転へフ 。 少ない。 。

406 G 81 B II層 須恵器 硯 残存切長り後14ナ.3cm。把手内外把面手回部転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面へラ デ・オサエ。 上面に円形の孔を穿つ。把手付中空円
面硯と推定。

407 G 78 8 rr層 須恵器 壺蓋 85 30 5 3 天外井面部回転内ナ面デ回。転ナデ。天井部外面自然釉付着のため調整不明。体部内

408 G 84X n層 須喪器 壺蓋 13 0 0 3 外天井面l部o]転内ナ面デ回。転ナデ。天井部外面自然釉付着のため調幣不明。体部内

409 G 82U Il層 須恵器 甕 23 0 70 口頚き痕部。内8外2面Vグ[u]転ナデ。 体部内面］グにリ同ッ心ド円Il当層てと具接痕合。体部外面に平行叩 リッド Il 層• 83U 。

410 G 83U rr層 須恵器 甕 13 0 22 6 73 口に頸当部て具内痕外、面外回面転にナ叩デ。き痕体。部底上部半内部面内に外当面て回具転痕ナ。デ底。部体外部面下に半叩部き内痕面。
83VグリソドIl層と接合。

411 G 81V n層 須恵器 貯蔵具の蓋 27 2 0 8 天井部内面回転ナデ。天井部外面カキ目。体部内外面回転ナデ。412 G SIX Il層 土師器 杯？ 80 3 3 体部内外面1,,1転ナデ。
413 G 72A Il層 土師器 杯？

゜
体後、部横内方面向横の方線向状ナデミガ後キ、。斜め方向の線状ミガキ。体部外面横方向ナデ

414 G 81D Il層 土師器 杯 10 0 22 体部ら底内部面外か面らに底か部け内て面縦に方か向けとて：横方向と斜めヽケ方目向。のハケ目。 体部外面か 斜め方向の9 胎土粗い。
415 G 82X Il層 上師器 杯？ 10.0 22 体部外部面内横面方かI句ら底ナデ部。内底面部に外か面けナてデ横方・オ向サナエデ。後胎、土縦密方て向砂の粒線の状混ミ入ガ少キな。い体。

416 G 83U rr屑 土師器 杯 11 4 53 33 IO 5 体部ケ内面且。に底横部方内向面と斜―め方・オ向サのエハ、ケ底目部。外体面部ナ外デ面・に縦方向と斜め方向のハ ナナ 。 オサエ。
417 G 81U Il層 土師器 杯 12 6 53 11 3 体面部庖i!o板オナデ。胎体土部粗から底部にかけての外面斜め方よ平向iのハケ目。底部内ナア・ サエ。 ＜砂粒の混入多いが、内面I 滑に調整してある。418 G 77X II層 土師器 尚杯 20 4 5 5 摩滅のため内外面の調整不明。杯部の底部外面に脚部の剥離痕。419 G 83W Il層 土師器 高杯 98 

゜
内外面摩滅のため調整不明。胎土粗く砂粒の混入多い。420 G 83X Il層 土師器 高杯？ 14 2 I 9 内外面摩滅のため調整不明。胎土密で砂粒の混入少ない。421 G 85X Il屑 土師器 高杯 IO 2 

゜
内外面摩滅のため調幣不明。胎土密で砂粒の混入少ない。422 G 74Y Il層 土師器 甕？ 不明 1本部内外面調棺不明。

423 G 79A rr層 七師器 甕 94 3 3 凋u幣頸不部明外。面から体部外面にかけて縦方向のハケ目。内曲は摩滅のため
424 G 83Y Il屑 士．師器 甕 13 8 1 6 口頸部外部面内面横ら体方部向外ナ面デ。か頸け部て内縦面方指向オのサ9エ。 口縁部外面横方向ナデ。頸か に ケヽ目。
425 G 81D n屑 土師器 甕 11 6 22 LI面頸部に横内方面にの横ハ方ケ向のハ体ケ部目外。 口頸こ縦部方外向面の摩9滅のため調整不明。 体部内 向 目。 面I ケヽ目。
426 G 82X Il層 上師器 甕 69 0 8 体口部頸部外面内外に縦面方摩滅向ののハたケめ調目。幣不明。 体部内面の一部に横方向のハケ目。
427 G 81X Il層 土師器 甕 68 

゜
体部外面に縦方向のハケ目。

428 G 70Y Il層 土師器 甕 16 8 1 2 体日頸部外部面内面に横横方方向向ナと縦デ方。向口の頸ハ部外ケ面目。横方向ナデ。 体部内面横方向ナデ。

429 G 83W Il屑 土師器 甕 14 2 2 2 向u頻部内曲目。に体横部Ji外[/り面と斜め方向のハケ U。U頚部外面に縦方向と横ガのハケ に縦方向のハケ目。
430 G 82U n層 土師器 軍丑 21 2 1 7 内外出i摩滅のため調整不明。
431 G 71A Il層 土師器 甕 17.6 2 0 uデ。頸部内面内外は黒面褐横色方を向呈ナすデる。。体部内面横方向ナデ。体部外面不定方向ナ
432 G 81 B Il層 土師器 甕 17 2 11 IJ顆部内面に横方向のハケ目。口頸部外面に斜め方向のハケ目。
433 G 72A Il層 土師器 甕 15 0 1 7 口頸部内目面に横部方内面向のハケ目。向頚部内面目。指体オ部サ外工面。口頚部外面に縦方向のハケ。体 に斜め方のハケ に縦方向のハケ目。
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434 G 71A Il屑 土師器 製塩土器 不明
体混入部少内面ナデ・オサ工。体部外面縦方向の粗い板ナデ。胎＿上に砂t，)の

なし、

435 G SOD Il屑 上師器 手捏上器 66 47 3 0 12 0 内外面指オサ工。胎土密て砂粒の混入少ない。

436 G 82U Il屑 土師器 甑 25 0 08 体部内ド面11層横と方接向合の粗
い板ナデ。体部外面縦方向の粗い板ナデ。 81Uグ

リッ ロo

437 G 71 C II層 灰釉陶器 碗 11 6 34 64 5 1 体部部内面内外に面日然回釉転付ナ着デ。。底底部部内内面面に回重転ねナ焼デ痕。。底部外面
ナデ・オサ工。 体

438 G 71C Il層 灰釉陶器 碗 12 2 34 63 08 体部部内面内平外滑面化
回。転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面[n]転ヘフ削り。底

439 G 71 B Il屑 灰釉陶器 碗 12 1 33 64 7 0 体部部内面内外に重面ね回焼転痕ナ。デ底。部底内部曲内平面滑jn]化転。ナ体デ部。外底面部と外底面部回外転面ヘにラ渇削苔り。。I氏

440 G 71 B Il屑 灰釉陶器 碗 13 0 3 6 66 7 0 体―部削内り外底面部回転内ナデ滑。化底。部口内縁面部回内転外ナデ。墨底部外面回底転
部糸外切Iり後[u[転へ

フ。 面平 面に？付着。 milご,¥¥;';,

441 G 70Z Il屑 灰釉陶器 llll 13 2 2 8 6 8 4 0 体部サ内外面底¥部u]転内ナデ平。
滑底化部。内面¥nj転ナデ。底部外面回転糸切り後ナデ・

ォェ。 面

442 G 71 Z Il屑 灰釉陶器 皿 14 0 28 70 1 3 
体部サ内外面[n[転ナデ。底部内面阿転ナデ。底部外面[uJ転糸切り後ナデ・

オエ。

443 G 70 B Il岡 灰釉陶器 皿 15 0 2 5 7 1 22 体部部内面内外に面自然回釉転付ナ着デ。。 底底部部内内面面に回重転ねナ焼デ痕。。底底部部外内頂面jJw平l転滑ヘ化ラ。削り。 体

444 G 81 B Il屑 灰釉陶器 皿 16 0 3 2 8 2 1 8 体オ部サ内工外。面1J縁回転部ナ外デ面。と底体部部内内面面[にnj転灰ナ釉デ。。底部外面訓
転糸切り後ナデ・

445 G 81 B Il屑 灰釉陶器 瓶 0 体部内外面回転ナデ。体部外OOに灰釉。 81Cグリッド n屑と接合。

446 G 82 B Il屑 灰釉陶器 瓶 6 2 体゚体部部外内面外に面灰回釉転。ナデ。底部内面回転ナデ。底部外il!ilご[n]転糸切り1良。

447 G 81 B Il屑 灰釉陶器 瓶 7 8 体゚然部釉内？）祖］付回着転のナたデめ。調体幣部不外明面。F底半部部外回[!ij転[nヘ]転ラナ削デり。。体底部部外内曲伯にi灰灰釉釉。err 

448 G 84X Il屑 灰釉陶器 瓶 10 4 23 2 99 3 0 
底目頸部部外内面外ナ面デ[u・]転オナサデ工。。 体U部頸内部外内頂面i回に転灰ナ釉デ。。日底顆部部内外面面ナとデ体・部オ上サ半エ部。

外面に灰釉。

449 G 67D Il層 縄文土器 深鉢 0 外面に縦方向の山形の押咽文。縄文時代早期。

450 G 85X Il屑 鍛関冶連遺物 羽u 外面やや硬化。推定外径 6cm、内径 2cm。

451 G 72B Il層 金属製品 釘？ （残存 74) co 6) （残存 07) 鉄製。

452 G 83X Il層 金属製品 釘？ （残存 34) (O 6) （残存 07) 鉄製。

453 G 69C II層 金属製晶 刀子 （残存 78) (0 4) （残存 13) 鉄製。

454 G 71Y Il層 金属製品 刀子 (8 6) (0 4) (0 9) 鉄製。

455 G 72C II層 金属製品 鎌 （残存 126) (0 3) （残存 30) 鉄製。

456 G 83T Il屑 金属製晶 鎌？ （残存 48) Co 4) （残存 27) 鉄製。

457 G 82T Il府 金属製品 鍬・鋤先 （残存 103) (1 0) （残存 49) 鉄製。

458 G 72B II屑 金属製品 鍬• 鋤先 (11 3) co 8) （残存 138) 鉄製。

459 G 82U Il屑 金属製品 鍬・鋤先 （残存 67) (1 2) （残存 27) 鉄製。

460 G 71 B II層 金属製品 イ＜明 (4 8) co 3) (5 0) 円盤状の鉄製品。中心に貫通孔が認められないため、紡錘卓とは考え難い。

461 G 71 Z Il屑 金属製品 不明 （残存 89) (0.6) （残存 07) 鉄製。釘か鉄鏃の茎。

462 G 84W Il層 金属製品 不明 （残存 6I) (0 9) (1 2) 鉄製。

463 G 81C II屑 金属製品 不明 （残存 70) co 7) （残存 57) 馬具の鐙の絞具か。

464 G 86V II層 石製品 砥石 (23 I) 04 I) (10 7) 砥面しは表端面面 ・い左裏。側面石以曲材外・は右は砂側被岩熱面。のし1劣937化面号でが遺、著構細し検かい出たな地線め点、条で砥が出認面土めは。 られ的る。 ただ上と 部分にし

か残っていな

465 G 80A Il附 石製砧 砥石 （残存 80) (4 2) (6 5) 
砥面は揚表面が・左側面れ・裏右面の 3面とで 面細かな線滑条化と金材属器によるとみ
られる 認めらる。 側面上姻も平 1。石は凝l火沿とみ

られる白色の石。

466 G 82U Il屑 石製品 紡錘車 (3 4) (11) (3 4) 両面から穿孔。石材はホルンフェルス。重さ 18g。

467 G 83U Il層 石製品 石鏃 (1 8) (0 4) (1 4) 石材は黒曜石。

468 C 13 J Il層 須恵器 小型返り蓋 7 0 1 5 天井部外面カキ目。体部内外面回転ナデ。

469 C 14 I Il層 須恵器 返り蓋 14 0 0 7 天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外阻ll≪I転ナデ。

470 C 16M Il屑 須恵器 返り蓋 12 8 24 天井部内面¥<tl転ナデ。犬井部外面回転ヘフ削り。体部内外曲¥≪I転ナデ。

471 C 13K Il層 須恵器 摘み蓋
。天阿井転部内ー面，底回部転内ナデ。～天ヽラ井書部き外C面自然釉付着のため調幣イ；明。 摘み部

ナナo 曲i_ O 

472 C 14K Il層 須恵器 摘み蓋 15 2 2 5 1 3 天部井回部転内デ面。回体転部ナデ村外後ナデ・オサエ。 L天グ井リ部ッ外ド面Il［口Wil転とヘ接ラ合削り。 摘みナ 内面回転ナデ。 14 。

473 C 14K Il層 須恵器 摘み蓋 天゚転井部―削内回転，体ナデ内後外ナデ・オサエ―。胎天土井密部で外砂面粒上の半混部入カ少キなlJい、 ド平半緻部c1111 
ヘフ り。 部 ilil回転ナァ。 。 。

474 C 15L Il層 須恵器 無台杯 11 0 3 2 8 2 1 6 
体部内外面回転ナデ。底部内頂i回転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・

オサエ。

475 C 16K Il層 須恵器 無台杯 11 2 3 5 5 9 03 
体部内外面[nj転ナデ。底部内面[uj転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナデ・
オサ工。

476 C 13 J Il層 須恵器 無台杯 11 8 33 88 1 7 体部内外面［口l転ナデ。底部内面Jti]転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。

477 C 16 J Il層 須恵器 無台杯 12 5 34 10 2 33 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。

478 C 16 J Il屑 須恵器 無台杯 13 0 3 7 90 20 体オ部サエ内。外焼面成回あ転まナデく灰。白底色部を内呈面す回る転。ナデ。 底部外頂iヘフ切り後ナデ・

479 C 15 J Il層 須恵器 有台杯 10 1 47 7 2 58 09 体明。部焼内成外あ面ま[uJ転く黄ナ褐デ色。を底呈部す内る面。回転ナデ。
底部外伯］摩滅のため，凋祁イヽ ・

480 C !5L Il層 須恵器 無台碗 11 I 39 5 1 I 8 底体部部内内外外面面褐回色転をナ呈デす。る底。部胎内土面粗~·]い転。ナデ。 底部外面にi"i転糸切り痕。

481 C 15 L Il層 須恵器 有台碗 16 6 5 1 8 3 0 8 体部部内面内外面自然Lui釉転付ナデ。 底部郎内内面面に回重転ねナ9デ 底底部部外内面面ナ平デ汁 ・オサエ。
体

に 着。底部 焼蔽。 滑化。

482 C 13 J Il屑 須恵器 有台盤 17 7 34 10 8 06 体ロ
す部内外面[o]転ナデ。底部内OO回転ナデ。焼成あまく灰色～灰白色を
ェる。

483 C 13 J Il層 須恵器 無台!Ill 13 5 26 10 1 27 体部部平面内平外滑面化同。転ナデ。底部内
面fn]転ナデ。底部外面[n]転ヘフ削り。底

484 C 13K Il層 須恵器 壺 10 0 1 0 層口頸と接部合内。外面［司転ナデ。体部
内外面[n]転ナデ。堅緻。 13Lグリ 9 ドIl

485 C 13K rr層 須恵器 陶丸 (2 1) (2 2) (2 3) 外面丁寧なナデ・オサエ。閲のド端面のみヘラ削り。

486 C 13K Il層 須恵器 壺 11 4 1 5 佳U顕］に列部点内文外。面堅回緻転。ナデ。体部内面回転ナデ。体部外面
カキLJ。体部外

487 C 16K Il屑 須恵器 空ギ 13 0 2 3 u頸部内外面回転ナデ。

488 C 14 L Il/l'i 灰釉陶器 碗 15 4 5 1 79 0 7 体部部内外内外面に面灰回釉転。ナデ。底部内
面lnl転ナデ。底部外面lnl転ヘラ削り。体

489 C 14L Il層i 灰釉陶器 長頸瓶 80 1 6 口頚部内外由jjnj転ナデ。 LJ頚部内外面に灰釉。

490 C 15M Il層 上師器 杯 111 1 6 体ナ部デ、内下頂i横半部方ナ向デナデ・オ後サ、エ縦。方向の線状ミガキ。
体部外面上半部横}jj,,J

491 C 16M Il層 土師器 甕 11 3 0 7 凋口整頸不部明外。面横方向ナデ。体部
外面に縦方向のハヶu。内曲摩滅のため

492 C 14K Il層 土師器 甕 12 3 30 頸部外面に縦方向のハケ目。

493 C 15 J Il層 土師器 甕 16 2 1 0 日頸部内面に横方向のハケH。日頚部外面に縦方向のハケLJ。

494 C 15 L Il層 土師器 甕 17 0 I 0 部口頸外部面内か面にて横縦方方向向のハケ且目。頸部内面指オサ
工。 LJ顆部外1hiから体

にけ のハケ。

495 C 17L Il陪 七師器 甕 15 5 1 7 体u部頸下部半内部面内か面ら横体方部伯上］ナ半デ部。内日面顛に部か外け面てか横ら方体向部の外ハ面ケに且か。け頚て部縦内方面向指のオハサケエU。。

496 C 15K Il屑 石製品 石鏃 （残存 22) (0 5) (18) 石材は F呂石。

497 C 13L Il限i 金属製品 釘 （残存 78) (0 5) (I I) 鉄製。折釘。

498 C 14K Il屑 金属製品 不明 （残存 66) (0 6) （残存 07) 鉄製。釘か。

499 C 15 J Il層 金属製品 釘？ （残存 72) (0 8) （残存 08) 鉄製。

500 F 33C Il層 須恵器 杯身 110 1 5 転体部ヘ内ラ削外面り。回堅転緻ナ。デ。底部内由回転ナデ後ナデ
・オサエ。 1民部外伯ii"I



170 別表

遺物番号 地区 出土地点 層位 種別 器種 法 量 (cm)
残存率 観察事項口径（長さ） 器高（厚さ） 底径（輻） 台径

501 F 33F I 2層 須恵器 小型返り蓋 84 1 8 天井部内面回転ナデ。天井部外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。502 F 31D I 2層 須恵器 無台碗 11 7 3 7 4 7 12 0 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面に回転糸切り痕。503 F 34C n層 須恵器 陶錘 (4 0) (1 5) (I 6) 外面ナデ・オサエ。

504 F 33C II層 上師器 杯？ 11 3 I 7 体少体部部な下内い。面半横あ部方外るい向面はナか高デら杯。底か底部。部外内面面にヘかラけ磨てきヘ。ラ体削部り上。半胎部土外密面で横砂方粒向のナ混デ入。

505 F 33F I 2層 緑釉陶器 碗 不明 体部内外面回転ナデ。体部内外面に緑釉。胎土密で砂粒の混入少ない。堅緻。506 F 34E I 2層 輸入磁器 青磁皿 36 0 体部内外面と底部内面に青磁釉（緑色）。底部外面露胎。底部内面に花文。
507 F 33D Il層 輸入磁器 青磁碗 底゚内側部内の底面部と外高面台露内胎側。までの底部外面に青磁釉（明るい緑色）。高台より

508 F 30C I 2層 縄文土器 深鉢 0 胴起線下線半充文填部、 のそ破の片，間橙。を色外やを面や呈右にす縦下る方が。向り縄をに文主斜時行と代すす中るる期半横前戟方莱竹向。管の新状梱保工状•具工新具に伽よによる半る隆沈
で する。 。 崎式。

509 F 33C II層 縄文土器 深鉢 色゚ロ縁を呈部外す面る。に縄半文戟時竹代管中状期工前具葉に。よ新る保横方•新向綺の式半。隆起線文と蓮華文。 橙
510 F 34E rr層 近世陶器 鉢 31 7 10 1 13 2 3 1 体の部み露内胎外。面底と部底外部面内回外転面ヘにラ光削沢りの。あ底る部淡内黄面色にの重灰ね釉焼系痕の。釉。 高台端部
511 F 32D I 2層 近世陶器 括鉢 12 I 体゚い指部オ内面サ工か。ら底部内面にかけて揺目。体部外面回転ナデ、下端部に強

512 F 不明 I層 瓦 軒丸瓦 （残存 67) 瓦当部復凸冗面径ラ13削.4cm。単丸瓦弁八部葉蓮面華か文瓦軒丸瓦。面瓦当部から丸瓦部にかけ
下て半の に丸へ瓦痕跡りあ。 り。丸瓦凹痕跡端ら面ヘ当ラ裏削りに。か堅け緻てc布目。 瓦当裏OO

513 F 33E I 2層 瓦 軒丸瓦 （残存 36) 瓦面当外削区から丸丸瓦瓦部部凹に面かにけ布て目の。破焼片成。 瓦当部から橙丸色瓦を部呈にすかるけての凸ヘラ り。 ややあまく 。
514 F 32F I 2層 瓦 丸瓦 （残存 86) (2 6) （残存 98) 凸削面りは細面平行に布叩き綴痕をじ合ナわデせ・オサエ・ヘラ削りにより消す。 側面ヘラ。凹の 痕。堅緻。515 F 33 E Il層 石製品 勾韮 (2 8) (0 8) (18) 片面から穿孔。石材は橙色のめのう。516 F 33D II層 金属製品 火打鎌？ （残存 21) (O 6) (6 2) 鉄製。
517 F 33 F Il層 金属製品 釘 （残存 98) (0 8) (0 7) 鉄製。犬釘か。
518 F 33E Il層 金属製品 釘 （残存 86) (0 8) (1 9) 鉄製。円頭釘。
519 F 32 F I 2層 金属製品 釘？ （残存 6I) (0 8) （残存 10) 鉄製。
520 D 25G I層 須恵器 杯蓋 I I 2 3 2 1 6 天オ井サ部エ。内体面部囮内転外ナ面デ回後転、ナ中デ央。部内に面ナにデ自。然天釉井付部着外。面ヘラ切り後ナデ・
521 D 24G Il層 須恵器 小型返り蓋 10 2 34 6 2 天井部内面回転ナデ。体部内面回転ナデ。外面自然釉付着のため調整不明。
522 D 28H Il層 須恵器 小型返り蓋？ 天゚部井内外部面内回面転回転ナデナ。デ体。部天内井面部に外自面然回釉転付ヘ着ラ。削り。 摘み部回転ナデ。 体

523 D 28H II層 須恵器 摘み蓋 170 88 天天井井部部外内面面回に転ヘナラ書デ涵天「井寺」部。外面回転ヘラ削り。体部内外面回転ナデ。

524 D 28H Il層 須恵器 平頂蓋？ 天゚内外井部面回内転面ナ回デ転。ナデ後ナデ・オサエ。天井部外面回転ヘラ削り。体部

525 D 28H Il層 須恵器 無台杯 II 5 35 78 89 体部内。外焼面成回あ転ナくデ灰。白底色部を内呈面す回・転ナデ。底部外面ヘラ切り後ナナ・オサエ ま る。526 D 29K Il層 須恵器 有台杯？ 9 6 8 7 〇 底部内面回転ナデ。底部外面に自然釉付着。堅緻。527 D 28H Il屑 須恵器 有台杯 14 2 42 10 9 10 0 4 3 体部内外面回転ナデ。底部内面回転ナデ。底部外面回転ヘラ削り。
528 D 29H II層 須恵器 無台碗 13 2 44 6 6 08 体焼部成内あ外ま面く橙回色転をナ呈デす。る底。部内面回転ナデ。 底部外面に回転糸切り痕。
529 D 24 F I層 須恵器 鉢 30 6 26 体部内外面回転ナデ。 25Gグリッド 1層・ 27Gグリッド 1層と接合。530 D 25G I層 土師器 尚杯？ 82 2 2 杯部の体部内外面横方向回転ナデ。杯部の底部内外面調整不明。
531 D 26G I層 土師器 高杯 10 4 脚゚部部内面外横面方横向方ナ向デナ。デ。脚部中央部内面工具か板による横方向ナデ、裾
532 D 26G I層 土師器 甕 15 4 1 5 日顆部内面に横方向のハケ目。日頸部外面横方向ナデ。533 D 27G I層 輸入磁器 青磁碗 不明 体部内外面に青磁釉（緑色）。体部外面に縞蓮弁文。534 D 25F I層 輸入磁器 青磁碗 不明 体部内外面に青磁釉（明るい緑色）。体部外面に鏑蓮弁文。
535 D 27H Il層 弥生土器 甕 不明 口縁部内目。面にエ具による羽状の刺突。頚部外面にハケ目。体部内外面にハケ
536 D 28H Il層 瓦 平瓦 （残存 219) (2 5) （残存 135) 凹く浅面黄に橙布色目。を呈側す面る摩。滅のため調整不明。 凸面に格子叩き痕。焼成あま
537 D 28H II層 瓦 平瓦 （残存 120) (1 6) （残存 71) 凹面に布目。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。
538 D 28H n層 瓦 平瓦 （残存 76) (2 1) （残存 83) 凹凸面面のに一布部目。に布側面目痕ヘ。ラ削り。凸面は叩き痕をナデ消す。端面ヘラ削り。
539 D 28H I層 瓦 平瓦 （残存 JO5) (2 5) （残存 145) 凹面に布目。凸面は叩き痕をナデ消す。端面ヘラ削り。540 D 28H Il層 瓦 平瓦 （残存 IO0) (2 7) （残存 70) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面は叩き痕をナデ消す。端面ヘラ削り。
541 D 28H Il層 瓦 平瓦 （残存 152) (18) （残存 137) 凹面に布削目、りただりし消ナすデ。消す部分が多い。凸面は叩き痕をナデ・オサエ・ヘラ によ
542 D 28H Il層 瓦 乎瓦 （残存 117) (2 I) （残存 129) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に格子叩き痕。端面ヘフ削り。
543 D 28 I n層 瓦 乎瓦 （残存 147) (2 0) （残存 137) 消凹面す。に端布面目ヘ。ラ側削面りヘ。ラ堅削緻り。。凸面は叩き痕をヘラ削り・オサエにより
544 D 28H Il層 瓦 平瓦 （残存 127) (2 0) （残存 II5) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。545 D 28 I u層 瓦 平瓦 （残存 65) (2 1) （残存 176) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に平行叩き痕。546 D 28 I Il層 瓦 平瓦 （残存 114) (1 6) （残存 83) 凹面に布目。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。
547 D 28 I n層 瓦 平瓦 (42 2) (2 3) (26 5) 凹き痕面。に端布面目ヘ、ラ一削部りを。工具でナデ消す。側面ヘラ削り。凸面に細乎行叩
548 D 29 I n層 瓦 平瓦 （残存 279) (2 7) （残存 166) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。549 D 28 I II屑 瓦 平瓦 （残存 12.0) (1 7) （残存 128) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。 29HグリッドIl層と接合。550 D 28 I Il層 瓦 平瓦 （残存 67) (2 1) （残存 91) 凹面に布目。側面ヘラ削り。凸面に細平行叩き痕。
551 D 29H rr層 瓦 平瓦 （残存 186) (2 4) （残存 180) 面凹面に土布板目切。側り離面ヘフ削り。凸面に細平行叩き痕。端面ヘラ削り。凹に粘 し痕。
552 D 29 I Il層 瓦 平瓦 （残存 141) (1 7) （残存 144) 凹面面-に土布板目切。側り離面ヘラ削り。凸面に細乎行叩き痕。端面ヘラ削り。凹k粘 し痕。
553 D 28 I Il層 瓦 平瓦 （残存 186) (2 5) （残存 174) 凹面に布目。側面ヘフ削り。凸面に細平行叩き痕。
554 D 26G Il層 瓦 丸瓦 （残存 79) (I 8) （残存 110) 凸削面り。は凹細面平行に布叩目き。痕端を面ナヘデラ・オサエ・ヘフ削りにより消す。 側面ヘラ削り。堅緻。555 D 28 I Il層 瓦 丸瓦 （残存 84) (1 7) （残存 106) 凸面ナデ・オサエ・ヘラ削り。側面ヘラ削り。凹面に布目。究緻。
556 D 28 I Il層 瓦 丸瓦 （推定 402) (2 3) （推定 141) 凸面面に布は細目。平端行面叩ヘき痕ラ削をりナ。ア凹・面オにサ布エの・綴ヘじラ合削わりせに痕よ。り1!!1消面すに。粘側土面板ヘ切ラり削離りし。痕1!!1。
557 D 27H I層 瓦 丸瓦 （残存 83) (15) （残存 83) 凸面に細平行叩き痕。側面ヘラ削り。凹面に布目。姥面ナデ・ヘラ削り。堅緻。
558 D 28H Il層 瓦 丸瓦 （残存 127) (2 5) （残存 77) 削凸面り。ナデ・オサエ・ヘラわ削せり痕。。側堅面緻ヘ。ラ削り。凹面に布目。端面ヘラ凹面に布の綴じ合
559 D 27 I Il層 瓦 丸瓦 （残存 128) (I 3) (11 5) 凸面に細平行叩き痕。側面ヘラ削り。凹面に布目。挟端面粗いナデ・オサエ。
560 D 28 I Il層 瓦 丸瓦 （残存 224) (I 8) （残存 85) 凸削面りナデ・オサエ・ヘフ削り。側面ヘフ削り。凹面に布目。端面ヘフ

。堅緻。
561 D 28 I II層 瓦 丸瓦 （残存 99) (2 4) （残存 82) 凸面に太平行叩き痕。側面ヘラ削り。凹面に布目。凹面に布の綴じ合わせ痕。562 D 29H Il層 瓦 丸瓦 （残存 124) (I 9) (15 3) 凸面に太平行叩き痕。側面ヘフ削り。凹面に布目。凹面に布の綴じ合わせ痕。
563 D 28 I ll層 瓦 丸瓦 （残存 15I) (I 9) （残存 56) 凸削面は凹細面平行に布叩目き。痕端を面ナヘデラ・オサエ・ヘラ削りにより消す。側面ヘフり。 削り。
564 D 28H Il屑 瓦 炭斗瓦 （残存 178) (18) (I I 9) 凸布面目は瑞叩き面痕へをナデ・オサエ・ヘラ削し合りにより消す 側面粘ヘラ切削り 凹痕面に。 ラ削り。凹面に布の綴 わせ痕。凹面に土板 り愴し。565 D 28 I Il層 金属製品 釘 （残存 82) (11) （残存 19) 鉄製。円頭釘。
566 D 29 I Il層 金属製品 釘 （残存 113) (1 0) （残存 I3) 鉄製。切釘。
567 D 24G Il層 金属製品 釘？ （残存 70) (0 7) （残存 11) 鉄製。
568 D 28 I Il層 金属製品 不明 （残存 76) (O 8) （残存 09) 鉄製。鎚あるいは釘か。
569 D 26G Il層 鍛冶関連遺物 鉄滓 （残存 74) (2 7) (7 7) 底面に土付着。碗形滓。童さ 176g。570 D 28 I Il層 鍛冶関連遺物 羽u 外面硬化。外面に鉱滓付着。推定外径 7cm、内径 2cm。
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図版 I

G地区束半部全景

D・F地区全侵



図版2

G地区詞査前状況北西から G地区西半部全景

470号遺構（煉土） 南から 3032号遺ほ（竪穴） 南から

531号遺構（竪穴） 南から 531毎遺構（竪穴）カマド南から



図版3

1083号遺構（翌穴） 南から 1083号遺構（竪穴）カマド南から

磁石佳物跡全景南から 船石涅物跡全景 北から

D地区全景



図版4

礎石情物跡柱穴匝面(3037号） 南から 凶石辻物跡柱穴匝面(3036号） 南から

礎石建物跡往穴断面(3026号） 西から 伍石I!物跡柱穴断面(3027号） 西から

既石物跡往穴断面(3049号） 西から は石佳物路 t主穴断面(3-047号） 西から

駐石辻物跡往穴断面(3054号） 西から 協石廷物跨住穴断面(3055号） 西から
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